
CDM植林人材育成事業 

（平成18年度実行報告書） 

平成19年3月 

財団法人 国際緑化推進センター 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

��������	
���������	
���������	
���������	
� 

  

 

������������ 18 �����	
������	
������	
������	
� 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

�������� 19 ���� 3 ����  

  

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

���������������� ���� ������������������������������������  

  

 

 

  

 



ま え が き 

平成9年に開催された「国連気候変動枠組条約第三回締約国会議（coP 3 )」で採択さ 

れた京都議定書は、平成17年2月に発効し、「クリーン開発メカニズム（CDM)」を 

含む京都メカニズムが実施段階に入った。このうち、植林事業を実施するための具体的 

なルールも次第に整備され、CDM植林の推進を通じて途上国の持続可能な森林経営へ 

の取り組みを支援することが、国際協力による地球温暖化防止対策の充実を図るために 

緊急の課題となっている。しかし、CDM植林の企画、実施、モニタリングなどを担う 

スタッフについては、途上国においても、我が国においても不足している現状にある。 

ICDM 植林人材育成事業」は、このような状況に対応して、林野庁の国際林業協力 

事業の一環として、平成15 - 19 年度の5カ年の計画で（財）国際緑化推進センターが 

実施しているもので、CDM植林の推進を図るため、途上国及び我が国のCDM植林プ 

ロジェクト・スタッフの人材育成を行い、CDM植林の推進を通じて、地球温暖化防止 

対策の推進に寄与するとともに、途上国の持続可能な森林経営への取り組みを支援する 

ことを目的としている。 

事業の実施に当たっては、早稲田大学教授森川靖博士を委員長とする「CDM 植林 

人材育成調査委員会」において、事業の方針や計画の策定、具体的な実施方法等につい 

て検討を行い、これまでの研修の実行結果とCDM植林事業の今後の展開を勘案し、今年 

度は、海外研修としては、初めてアジア地域以外の、中米パナマにおいて「CDM植林を 

実施するために必要な地域の人材育成を目的とする国際ワークショップ」を開催すると 

共に、CDM植林の実践的な事業計画・実施を目指した「国内民間企業担当者等を対象と 

する国内研修」を実施した。 

調査委員会の委員を始め、研修教材の作成や国内外での研修の講師をお願いした方々、 

現地での研修準備に協力いただいた関係機関の皆様には、格別のご指導・ご協力を賜り 

厚くお礼申し上げる。 

また、本事業を実行するにあたり懇切なご指導を賜った林野庁の沼田正俊計画課長、 

永目伊知郎海外林業協力室長、その他関係各位には深く感謝を申し上げたい。 

平成19年3月 

（財）国際緑化推進センター 

理事長 伴 次雄 
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I ．事業の概要 

1 ．事業の背景と目的 

地球温暖化防止対策を効率的に推進する「クリーン開発メカニズム（CDM)」は、平成 

9 年日本で開催された「国連気候変動枠組条約第3回締約国会議（COP 3)」で採択された 

「京都議定書」によって設立されたが、その制度を実施するための具体的なルール作りが 

遅れていた。 しかし、平成13年のCOP7において、「このCDM制度に吸収源CDM事 

業（新規植林）を含める」ことが合意され、平成15年12月のCOP9では「吸収源CDM 

植林（AR-CDM ）事業の具体的な実施手続・要件等が決定」された。そして「京都議定 

書」は平成17年2月に発効し、「吸収源CDM植林事業」は、漸くその実施段階に入った。 

この事業実施に向けて必要なCDM 理事会等による審査手続きが、排出削減CDM 事業に続い 

て開始されており、昨年「吸収源CDM植林事業」第一号プロジェクトが承認され、実現す 

る見込みとなった。 

このような状況のもとで、多くの開発途上国では「温暖化対策としてのCDM植林を自 

国の持続可能な森林造成事業として活用したい」意向を有している。しかし、CDM植林 

の企画、実施、モニタリングなどを担うスタッフが不足しており、CDM植林プロジェク 

ト・スタッフの育成に対する我が国の支援を求めている。また、国内でも、「地球温暖化対 

策推進大綱」の中で「CDMへの民間事業者等による取組を推進するため人材育成を行う」 

とされており、CDM植林プロジェクト実施のためのスタッフ育成が国内的にも急務とな 

っている。 

このため、本事業では、CDM植林の推進を図るため、途上国及び我が国のCDM植林 

プロジェクト・スタッフの人材育成を行い、CDM植林の推進を通じて、途上国の持続可 

能な森林経営への取り組みを支援することを目的とする。 

2．実施計画の検討 

1 )CDM 植林人材育成調査委員会 

この事業の効果的な実施を図るため、海外植林、森林の炭素吸収及び人材育成等に関す 

る学識経験者からなる「CDM植林人材育成調査委員会」を設置し、平成18年7月14 

日に、当該年度第一回委員会を開催した。 この委員会では、次の9名からなる委員会を 

設置すると共に、事業の年度計画等の検討を行った。 
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名称 ： 

構成 ： 

委員長 

副委員長 

平成18年度 「CDM 植林人材育成調査委員会」 

森川 靖 早稲田大学人間科学部教授 

森 徳典 国際緑化推進センター主任研究員 

委員 天野 正博 早稲田大学人間科学部教授 

委員 大角 泰夫 国際緑化推進センター主任研究員 

委員 清野 嘉之 森林総合研究所温暖化対応推進拠点長 

委員 小島 克己 東京大学アジア生物資源環境研究センター助教授 

委員 松尾 直樹 地球環境戦略研究機関 上席客員研究員 

委員 横田 康裕 国際農林水産業研究センター 林業部研究員 

委員 吉川 賢 岡山大学農学部教授 

2）第1回委員会（平成18年7月14日開催） 

第1回委員会では、前年度の事業実施結果（平成17年度事業実行報告書）に基づき、 

18 年度事業の実施計画について次のような審議が行われた。 

(1）国内研修については、カリキュラムの内容など18年度の事業の進め方について、 

次のような審議が行われ、今年度の事業実施の方向性が示された。 

これまでの国内研修の実施状況をみると、様々な目的を持つ研修生が混在しており、 

AR-CDM や海外植林に関する知識・経験にも大きな差が見られるが、この傾向は今後 

AR-CDMの実際のプロジェクト形成が進むにつれ、さらに強まるものと思われる。 

しかし、この研修事業では、知識・経験豊富な一部の研修生を対象として速効的かつ高 

度な内容を教えることよりも、むしろ将来にわたってAR-CDM事業を担う人材を増やすこ 

とに重点を置いて次のような方向でカリキュラムを検討する必要がある。 

①少数の専門家養成よりも、CDM植林事業を担う人材の層を厚く（裾野を広げる）こと 

に重点をおいて、前年度に引き続き1コース体制で実施する。 

②CDM に関する知識が一般的に深まる一方、CDM理事会でAB-CDM事業の審査が進み、 

いくつかの事業の方法論が承認されるなど具体的な事業化の展望が明確になったことから、 

AR-CDMを巡る最新の情報を提供するとともに、実際のPDD (Pr可ect Design Document 

プロジェクト設計書）や方法論の作成についても演習を通じてその一部を体験できるよう 

な配慮が望ましい。 

③研修生の知識レベルをできるだけ揃えるため、CDM専門用語集、AR-CDM事業解説書 

（ロードマップ）などの資料を事前に送付し、研修生に予習してもらうことも検討すべき 

である。 
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④PDDや方法論の演習を効率的・効果的に行うためには、グループ毎に、ベースライン、 

リーケージ、方法論、大規模と小規模の比較等、テーマを絞って検討し、結果をまとめて、 

発表するような研修方法を検討する必要がある。 

⑤プロジェクトの有効化・登録、検証・認証を担当する運営機関（OE）関係者など広範 

囲から講師を招き、CDM理事会のAR-CDM に関するワーキンググループ（AB-WG）の 

考え方など、CDM 植林事業の形成からクレジット取得までの最新状況に関するOE サイ 

ドの見解を伺うことも検討すべきである。 

⑥国内研修の概要は、開催時期（平成19年2月）、研修対象（NGO・民間企業等のCDM 

植林事業企画担当者20名程度）については前年度と同様とし、研修カリキュラムについ 

ては、今回の委員会の結果等を踏まえて、事務局が具体的な案を作成し、次回の委員会に 

諮ることとする。 

(2）海外研修については、前回までの委員会における検討経緯を踏まえ、実施対象国、 

カリキュラムの内容など18年度の事業の進め方について、下記のような事務局案が了承 

され、平成18年9月または10月にパナマ共和国で実施することが決定された。 

相手国側実施機関： 

実施日程： 平成18年9--1 0月期の3日間程度 

実施場所： 

研修講師： JIFPR0 から当委員会委員を含む3名、パナマ国内、隣接国から若干名。 

研修内容： 

パナマ国環境省 

パナマ国政府環境省（Al寸AM）の持続的環境開発センター（CEDESAM) 

パナマ国における林業政策とCDM事業への取組、 

CDM 植林ルールの概要と最近の動向、CDM植林方法論とP1111作成、 

炭素蓄積量の推定法と野外実習ほか（詳細は相手国側と調整）。 

3）第2回委員会（平成19年1月16日開催） 

本年度2回目の委員会では、CDMを巡る最新の情勢について情報交換した後、今年度の事 

業の進捗状況、今後予定される国内研修のカリキュラムなどについて、次のような審議が行われ、 

今後の事業の進め方などについて、委員会の方針が示された。 

(1）海外研修に関連して、 

①これまで4回にわたって途上国で研修を実施したが、現地の研修支援体制、研修内容、 
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研修効果などについて、現地で研修を行った委員はどのような印象を受けているのか？ 

②当初はcopやCDM 理事会で事業実施の詳細ルールも示されておらず、ホスト国側 

でも受け入れ態勢が十分とは言えない状態であり、研修方法を模索することもあった 

が、次第に相手国内でもDNA (Designa切d National Authority 指定国家組織）など 

の体制が整い、研修事業のカウンターパートとなる人材が育つにつれ、研修が効率的 

に実施できるようになったといえる。 

③パナマに隣接するエクアドル、コロンビアなどではAR-CDMのプロジェクト立案・ 

実施の動きがあるようだが、今回研修のホスト国パナマ国内ではAR-CDMプロジェク 

トを巡る動きはどのような状態か？ 

④ェクアドル、コロンビアなどと比較して進んでいない状態。現在2つのAR-CDMプ 

ロジェクトについて立案・実施の動きがあるようだが、いずれも検討が未成熟の段階 

であり、パナマ国でのAR-CDMプロジェクトの本格的な検討はこれからといえる。 

⑤来年度はこの事業の最終年度となるので、これまで対象とならなかったアフリカで 

の海外研修実施が望ましいので、いろいろ困難な面もあろうが前向きに検討のこと。 

(2) 2月実施予定の国内研修の内容について、 

①国際フオーラムと組み合わせて4 日間で実施すること、第一回委員会の検討内容や 

過去の受講生の意見などを踏まえて、実際にプロジェクト方法論などをEB に申請し 

た国内外、企業・NGO等の講師を招いて具体的な事例を学ぶ内容としたこと、ロード 

マップなど分かりやすい教材を用いることなどは了解する。 

②PDD作成演習は初めての試みであるが実際にはどのような方法を考えているのか。 

③少人数のグループに分け、それぞれが任意のAR-CDMプロジェクトを想定してシミ 

ュレーションを行って、その結果を各グループで評価・発表することを考えている。 

④研修時間や研修生の知識経験の制約を考えると、シミュレーションに用いるモデル 

ケースを予めいくつか用意しておき、その中から各グループに選択・利用させる方法 

でないと適切な演習とならない可能性がある。そのような準備をしておく必要がある。 

⑤研修応募者には再受講を希望する者が2 -3 人いるようだが、再受講者に対しては 

研修後のアンケート調査で前回受講と今回研修との比較意見を求めたらどうか。 
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~. 18年度事業結果（海外研修） 

平成18年度の海外研修の実行結果は下記の通りである。 

1．日程・参加者等 

(1） 期日 平成18年10月18 日（水）~20 日（金） 

(2） 場所 パナマ国コクレ県リオ・アト郡に位置するパナマ国政府環境省（ANAM) 

の持続的環境開発センター（CEDESAM) 

(3） 講師等 

国名 所属 氏名 

パナマ国 環境省副長官 Eduardo Reyes 

環境省FAOプロジエクト担当 Carlos Gomez 

環境省気候変動室 Edgar Salinas 

外国より 

の講師 

世界銀行バイオ・カーボン・フアンド 

熱帯農業研究教育センター（CATIE) 

Lucio Pedroni 

日本国 国際緑化推進センター 主任研究員 森 徳典 

国際緑化推進センター 主任研究員 大角 泰夫 

国際緑化推進センター 研究員 仲摩 栄一郎 

(4） 研修生 （研修生名簿は表1参照） 

所属 人数 

パナマ国 環境省 本省 3名 

パナマ国 環境省 地方事務所 6名 

パナマ国 環境省 持続的環境開発センター 3名 

パナマ国 民間企業（カナダ人1名含む） 5名 

パナマ国 財団法人・NG0（コロンビア人1名含む） 4名 

パナマ国 大学（カナダ人1名含む） 3名 

パナマ国 林業家 1名 

計 25名 
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2．研修概要 

（研修カリキュラムは表2参照、使用教材は23ページ、資料1のとおり） 

第1日目は、開講式に引き続き、5課題の講義を実施した。 

第2 日目は、1 課題の講義に引き続いて野外実習を実施し、午後から野外実習データの 

解析演習、そしてまとめの講義を実施した。 

第3 日目は、3課題の講義と意見交換の後に閉講式を実施した。 

(1） 第1日目 

09:00 - 09:30 開講式及び基調講演 

パナマ国環境省本省の気候変動・砂漠化室CDM担当のEdgar Salinas氏より、研修の 

主旨や意義の説明。JIFPRO 森主任研究員より、研修の経緯や目的を説明し、歓迎挨拶。 

そして、パナマ国環境省副長官Eduardo Reyes氏より、研修の重要性、期待する成果、 

今後の活用等に言及しつつ基調講演。 

① 09:30 一10:30 パナマ国における林業政策及び現在実施中の林業関係プログラム 

パナマ国環境省、現在FAOプロジェクトを担当しているCarlos Gomez氏より、パナマ 

国における林業政策及び現在実施中の林業関係プログラムを説明。 

②10:45 一12:00 気候変動と地球温暖化、CDMプロジェクトへ向けたパナマ国の戦略・ 

国内組織 

E. Salinas 氏より、気候変動と地球温暖化に関する基礎知識及び最新の情報を説明。 

その後、CDM制度の基礎知識の説明。そして、CDMプロジェクト実施へ向けたパナマ国の 

戦略及び国内組織の説明。 

③13:00 一15:00 CDM植林の基本ルール及び最近の動向 

JIFPRO 大角主任研究員より、CDM植林の基本ルール及び最近の動向について、VR CDM 

ロードマップ（平成17年度CDM植林基礎データ整備成果品）を英訳したものに基づいて、 

絵や図を用いてわかりやすく説明。 

④15:30 一16:30 CDM植林プロジェクトにおける追加性及び投資分析 

JIFPRO仲摩研究員より、CDM植林プロジェクトにおける追加性及び投資分析手法をCDM 

理事会が承認している「追加性の証明ツール」にそって説明。投資分析の基礎知識であ 

る、貨幣の現在価値、将来価値そして内部収益率（Internal Rate of Return, IRR）の 

計算演習も実施。 
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(2） 第2 日目 

⑤08:30 一09:30 炭素蓄積量の推定方法及び野外での測定方法の説明 

JIFPRO森主任研究員より、CDM植林における炭素蓄積量の推定方法及び野外での測定方法 

の説明。 

⑥10:00 一12:00 植林地における胸高直径と樹高の測定 

9 年生カリビア・マツ植林地において、植林木の胸高直径と樹高を測定。森主任研究員、 

大角主任研究員、仲摩研究員の指導の下、研修生が2つのグループに別れて、自ら調査プロ 

ットを設定し、測定。胸高直径の測定には、「直径割」を使用。樹高の測定には、「クリノメ 

ーター測高計」、「ブルーメライス測高計」及び「レーザー測高計」を使用。 

⑦13:00 一15:00 野外での測定データを使用して炭素蓄積量の計算実習 

森主任研究員、仲摩研究員の指導の下、研修生が6つのグループに別れて、野外での測定 

データを使用して自ら炭素蓄積量を計算。計算にはマイクロソフトEXCEL を使用した。 

⑧15:30 一16:30 根と土壊における炭素蓄積量の推定方法 

森主任研究員により、根における炭素蓄積量の推定方法の説明。大角主任研究員により、 

土壌における炭素蓄積量の推定方法の説明。また、若干の時間を利用して、森顧問より地上 

部バイオマス測定法についても追加説明。 

(3） 第3 日目 

⑨08:00 一09:45 地域コミュニティ参加型の小規模CDM植林：インドネシアの試験的プロジ 

エクト事例（環境影響分析及び社会・経済影響分析） 

大角主任研究員により、地域住民参加型の小規模CDM植林試験プロジェクトとして、イン 

ドネシアの事例を紹介。環境・社会経済影響分析についても説明。 

⑩10:15 一12:00 CDM植林プロジェクト方法論における承認プロセスの進展 

世界銀行バイオ・カーボン・フォンド及び熱帯農業研究教育センター（CATIE) の Lucio 

Pedroni 氏より、CDM 植林プロジェクト方法論における承認プロセスの進展状況について、 

最新情報を交えて説明。 

⑩13:00 一14:30 CDM植林プロジェクトにおける炭素ファイナンス 

Lucio Pedroni 氏より、CDM 植林プロジェクトにおける炭素ファイナンス、特に炭素クレ 

ジット市場、価格変動、及び現在の課題について説明。 

14:30 一15:00 意見交換及び閉講式 

意見交換の後、E Salinas氏より大変有意義な研修であり今後に活かしたいと感謝の挨拶。 

最後にE Reyes 副長官、森主任研究員連名での研修受講証書が研修生全員に手渡された。 
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3．研修成果 

研修評価を目的に、研修生に対して下記4項目のアンケート調査を行った。その結果、非 

常に有意義な研修で、大変興味深く、このような研修を受講できたことに大変感謝するとい 

う意見が大勢を占めた。 

11. どの講義テーマ、情報が最もためになり、興味深かったでしょうか？」という質問に 

対しては、「全ての講義及び実習」という回答が多い中、下記のような講義が特にためになっ 

たという回答が寄せられた。 

炭素蓄積量の計算、推定方法、特に野外実習 

CDM植林プロジェクト方法論の最新情報 

CDM植林プロジェクトにおける炭素ファイナンス 

小規模CDM植林のルール、低所得者層の定義 

土壌中の炭素蓄積量の推定 

CDM植林プロジェクトにおける追加性及び投資分析 等 

12．どのテーマが最も難しかったでしょうか？」という質問に対しては、下記のような回 

答が寄せられた。 

CDM植林の定義 

CDM植林の方法論 

tCER.. 1 CER 

CDM植林における追加性 

炭素蓄積量の計算、推定方法 

土壌中の炭素蓄積量の推定 等 

13．今後のCDM 植林プロジェクトの開発、推進について提言があれば自由にお書きくださ 

い？」という質問に対しては、下記のような回答が寄せられた。 

・ CDM植林は、新しい仕組みであり、今後に期待する。 

・ CDM植林は、非常に難しい仕組みである 

・ CDM植林は、地球環境改善に貢献する仕組みであり、それにより植林が推進されることを 

期待する。 

・パナマにて、JIFPRO がパイロット試験プロジェクトを実施することが期待される。これ 

らを通じて、CDM植林プロジェクトが促進されることを期待する。 等 

14．今回の研修について何かご意見ご感想があれば自由にお書きください？」という質問 

に対しては、下記のような回答が寄せられた。 

・研修の準備、計画、実施体制が良かった。 

・ CDM植林について更に理解するためには、もっと研修期間が必要だ。環境省はこのような 

研修を継続して実施してほしい。 
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また、今回研修会場として使用した持続的環境開発センターの職員間では、今回の実習で学 

んだ「炭素蓄積量の計算、推定方法」を、独自で復習することを計画しているとのこと。 

4．総括 

総じて、今回の研修に対する参加者の感想としては、非常に評判が良かった。参加者から、 

今回の研修を企画したJIFPRO 並びにパナマ国環境省に感謝するという回答が多く寄せら 

れた。 

研修終了後、パナマ国環境省への帰国前報告においても、環境省副長官よりJIFPRO に対 

して、今回の研修の共同開催に感謝、賛辞を頂いた。 

成功要因として、①参加者全員に、ワイヤレス・イヤーフォンによる英語→スペイン語な 

らびにスペイン語→英語の同時通訳を導入したこと、②研修生自らが頭と体を使って学習す 

る「実習」を取り入れたこと、③パナマ国の関係者が現在必要としている、適切なレベルで 

の講義、実習をやったこと、④パナマの隣国であるコスタリカの熱帯農業研究教育センター 

(CATIE) 及び世界銀行バイオ・カーボン・ファンド所属のCDM植林ェキスパートを外国 

講師として招聘し、最新情報を母国語であるスペイン語で直接講義していただいたこと、等 

が考えられる。 

また、反省点、今後に向けた改善点としては、①事前準備において、パナマ国環境省の現 

地担当者に、パソコン（PC）の必要期間・台数、使用する研修室数等、詳細な内容の一部が正 

確に伝わっていなかった、②使用したPC のキーボードがスペイン語仕様に設定されており、 

英文キー表示と違っていたため、研修講師ならびに研修生も戸惑う場面があった、③野外実 

習における樹高測定器具の故障及び習熟不足が原因で、一部正確な樹高測定ができなかった、 

④講義内容の一部に、最新情報を反映していない部分があった、等が挙げられる。 

今後、これらの成功要因、反省・改善点を活かして、より良い海外研修の実施につなげる 

ことが期待される。 
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表1 平成18年度海外研修 参加者名簿 

Participants List of the Capacity Building Workshop on Implementation of 

Afforestation and Reforestation CDM Projects 

JIFPRO - ANAM 

CEDESAM, RIo Hato, Provincia de CodIe, Re"blica de Panama 

18 -20 de Octubre de 2006 

Nombre 

（氏名） 

InstituciOn 

（所属） 

1 Felix MagallOn ANAM 環境省本省 

2 Elias Dawson ANAM Cambio Climatico 環境省本省 

3 Gisele Cedeflo ANAM Cambio Climatico 環境省本省 

4 Adalberto Fernandez ANAM Codle 環境省地方事務所 

5 Efrain Lao ANAM Herrera 環境省地方事務所 

6 Daris Dominguez ANAM Los Santos 環境省地方事務所 

7 Edgar Mojica ANAM Los Santos 環境省地方事務所 

8 Lady Palacios ANAM Pma. Oeste 環境省地方事務所 

9 Eduardo Villar ANAM Veraguas 環境省地方事務所 

10 Carlos Sanchez CEDESAM 環境省持続的環境開発センター 

11 0ctavio de la Cruz CEDESAM 環境省持続的環境開発センター 

12 0svaldo Marquez CEDESAM 環境省持続的環境開発センター 

13 Manuel Fernandez Comercial Mr. Agro 民間企業 

14 Alvaro Miranda DEL RANCH0 民間企業 

15 Philippe Crete（カナダ人） Futuro Forestal 民間企業 

16 Abraham Nuflez Panamerican Reforest. 民間企業 

17 Clementino Herrera Prime Forestry 民間企業 

18 Pablo Bermudez Mundo Verde 財団法人・NG0 

19 Silvia Trujillo Mundo Verde 財団法人・NG0 

20 
0svaldo Solis（コロンビア 

人） 
Mundo Verde 財団法人・NG0 

21 Jos6 Monteza Smithsonnian 財団法人・NG0 

22 0ctavio Carrasquilla CIFP/ Senacyt 大学 

23 Ramiro Agudo CIFP 大学 

24 Bruno Guay（カナダ人） Universidad McGill 大学 

25 Gaspar Herrera Reforestadora Rio Hato 林業家 
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表2 平成18年度海外研修（ワークショップ）カリキュラム 

Capacity Building Workshop on Implementation of Afforestation and 

Reforestation CDM Projects 

JIFPRO - ANAM 
CEDESAM, RIo Hato, Provincia de CodIe, Re"blica de Panama 

18 -20 de Octubre de 2006 

Day 1, Wednesday, 18 0ctober 

08:30 Registration and general introduction 

09:00 0pening speech 

- Eduardo Reyes, General Sub-Administrator, ANAM 

09:30-10:30 1. Review of National Forestry Policy and Ongoing Forestry Program 

ー Carlos Gomez, Proyecto FAO, ANAM 

10:45-12:00 2. Global Worming and Climate Changes 

Panamanian Strategy and Domestic Institution for CDM Projects 

ー Edgar Salinas, Climate Change and Desertification Unit, ANAM 

12:00-13:00 Lunch break 

13:00-15:00 3. General Idea General Idea of Afforestation / Reforestation Clean 

Development Mechanism (A/R CDM) 

(Modalities and Procedures for A /R CDM Project activities) 

ー Yasuo Osumi, Senior Researcher, JIFPR0 

15:30-16:30 4. Additionality and Investment Analysis for A /R CDM project activities 

ー Eiichiro Nakama, Researcher, JIFPRO 

Day 2, Thursthly, 19 0ctober 

08:30-09:30 5. Explanation of Estimation Methods of Carbon Stock and Field 

Measurement 

ー Tokunori Mori, Senior Researcher, JIFPR0 

09:30-10:00 Move to the field 

10:00-12:00 6. Practical training: Measurement of DBH and Height at Tree Plantation 

ー T. Mori, E. Nakama & Y. Osumi 

12:00-13:00 Lunch break 

13:00-15:00 7. Practical training: Calculation of Carbon Stock using the Field Data 

ー T. Mon & E. Nakama 

15:30-16:30 8. Estimation Methods of Root and Soil Carbon Stock 

ー T. Mon & Y. Osumi 

Day 3, Friday, 20 0ctober 

08:00-09:45 9. Case study of small-scale A /R CDM in Indonesia: 

Target & Rule subject to be examined. How the subjects are examined? 

ーY. Osumi 

10:15-12:00 10. Advances in methodology approval process of A /R CDM projects 

ー Lucio Pedroni, International Expert, World Bank - CATIE 

12:00-13:00 Lunch break 

13:00-14:30 11. Carbon finance in A /R CDM projects: 

ーL Pedroni 

14:30-15:00 Discussion 

15:00 Closing ceremony 
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写真1.海外研修講義および野外実習 
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111. 18年度事業結果（国内における研修） 

1 ．研修カリキュラムと教材 

第1回委員会の検討結果に基づき、関係委員等との調整を経て、4日間の研修カリキ 

ュラム案が作成された。各科目の講師に教材の作成依頼を進めるとともに、複数の講義 

で共通に利用する一部の教材については、A1-CDMに関する最新の状況を踏まえた内容 

となるよう修正を行った。 

この研修カリキュラム案等は、 1月16日開催の第2回委員会で了承され、2月4日 

から9日まで、当センタービル内の会議室において、国内研修会が実施されることとな 

った。 

国内研修のカリキュラムは次ページの通り、また、教材（概要）は、資料2 (75 ペー 

ジ）の通りである。 

写真2.国内研修講義および国際フオーラム参加者との懇談の様子 
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表3. 国内研修力リキュラム 

日時：平成19年（2007) 2月6-9 日の4 日間 会場：林友ビル会議室他 

第1日：2月6 日（火曜） 

9:JJ - 9:20 受付、登録 

9:20~ 9:50 オリエンテーション、自己紹介 

9:50~ll:J0 開講式 

10:00~11:15 

11:15 -12:30 

1 . CDMの基本ルールとAR-CDMの手続の流れ 

国際緑化推進センター（仲摩） 

2. AR-CDM事業の形成（事業地の適格性，社会・経済・環境調査） 

12:30~13:30 昼休み 

13: 30~ 15:15 

国際緑化推進センター（大角） 

3.AR-CDM 事業の形成（追加性の評価，リー加ジ，TCER, LCER) 

15:15~15:30 伏鳶 

15:30~17:30 

国際緑化推進センター（仲摩） 

4. AR-CDM事業の形成（C02吸収量の推定） 

（炭素吸収量推定法演習を含む） 

第2日：2月 7 日（水曜） 

9:45 -11:00 

11:00 - 11: 10 

11:10~12:30 

12:30~13:30 

13:30~15:30 

国際緑化推進センター（森） 

5. CDM植林の特性と最近の動向（補填，次期対策等） 

林野庁計画課海外技術班担当課長補佐 赤堀聡之 

伏鳶 

6.プロジェクト形成事例研究（企業によるPDDの検討事例） 

海外産業植林センター（JOPP)（王子製紙） 原口 直人

昼休み

7. AR-CDM 事業の形成ぎースライン，モニタリング方法論） 

海外産業植林センター（JoPP） 山田麻木乃 
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15:30~15:45 伏鳶 

15:45~17:30 8.プロジェクト形成事例研究（海外におけるPDDの検討事例） 

中国林業科学研究院森林生態環境研究所 張小全 

第3日：2月8 日（木曜） 

9:45~11:O0 9．プロジェクト形成事例研究（NGOによるPDDの検討事例） 

コンサベーション・インターナショナル・ジャパン 日比 保史 

11:O0~13:O0 移動、昼休み 

13:O0~16:O0 10．国際フオーラム参加 （オリンピック記念青少年記念センター） 

第4 日：2月9 日（金曜） 

9:45~12:30 11.PDD作成グループ演習 

国際緑化推進センター（森、大角、仲摩） 

12:30~13:30 昼休み 

13:30~15:O0 12. AR-CDM事業の形成 

(CDM 植林投資シミユレーショ刀プログラムの解説、実習） 

三菱UFJリサーチ＆コンサルティング 竹田雅浩、JIFPR0 仲摩 

15:O0~16:15 13. PDD作成グループ演習（成果発表）（意見交換／質疑応答を含む） 

国際緑化推進センター 

16:20~16:30 閉講式 
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2．研修参加者と研修結果の評価 

1 ）研修生の募集・選考 

国内研修生については、当センターのホームページを利用する他、関係省庁・団体等 

に広く周知・協力依頼を行うことによって、一般公募を行い、受講申し込み者の中から 

22 名が選考された。研修生の所属内訳は、民間企業から11名、公益法人・NP0等か 

ら6名、大学から5名の参加であった。 

また、大学を除く17名の研修参加目的をみると、AR-CDM 実施業務（6 )、同コンサ 

ルティング業務（6 ).. CER 等金融ビジネス（4 )、その他（1）となっていた。なお、 

今年度の研修では、P1111の作成演習など吸収源CDMプロジェクトの企画実施に必要と 

される具体的な作業実習がカリキュラムに含まれていたため、実際の手法を学ぶ目的で 

再度の受講を熱望する応募が3件あった。このため、定員15名程度のところを予定施 

設等で研修可能な最大限の人数規模（22）で実施することとなった。 

2）研修成果に関する評価 

研修終了後、研修参加者を対象に研修に関する評価アンケートを実施した。 

受講生22名のほぼ全員、21 名から回答が得られた。その結果は、資料3 (18ページ） 

のとおりである。全員がこの研修が有用であったと評価しており、吸収源CDMに関す 

る知識が、それぞれの経歴・背景に基づき、各研修生なりに整理・理解されたものと思 

われる。大部分の受講生が、この研修で得た知識を生かし、今後とも各人の実際の業務 

で吸収源CDMプロジェクトの推進・実行を図っていく意向を持っていたため、受講態 

度も非常に熱心であり、PDD の作成演習などはもっと時間をかけないと、もの足りな 

いといった意見が出るほどであった。 

アンケートから得られた受講者の主な意見、今後の研修への期待などをまとめると次 

のとおりである。 

問1は、全体的な研修内容の評価に関する設問である。吸収源CDMに関する研修生の 

知識・経験の違いによって評価内容には差がみられたが、全員プラスの評価をしている。 

受講生のうち、初心者クラスの者には「吸収源CDMプロジェクトの全体像をつかむよ 

い機会となった。（5~7 名程度）」こと、既にある程度の知識を持っている受講生にと 

っても、「実際の事例等を通じて実施上の留意点など吸収源CDMプロジェクトに関する 

一歩進んだ理解が得られた。(10名程度）」ことが回答から見て取れる。 
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問2は講義内容の有効性に関する設問である。吸収源CDMに関する研修生のこれまで 

の知識・経験による違いはあるが、受講者全体から見て、特に役に立ったという意見が 

多かったのは、実際のAR-CDMプロジェクトの形成を企業・NG0等で担当した講師か 

ら、方法論開発過程の苦労などを伺った「プロジェクトの事例研究」であった（回答数 

10)～次いで多かったのは、[P1111の作成演習」（回答数8）であり、その他、C02吸収 

量の推定法、追加性、 t CER. 1 CER、 IRRなど多様な項目にわたった。 

問3は講義内容の理解度に関する設問である。受講生の大半が、最も難しかった講義内 

容として、[P1111 の作成演習」をあげている。その理由としては、ベースライン・リー 

ケージなどの理論は分かっても実際に応用するには知識・経験が不足と感じたことや、 

事例の設定に手間取り時間が足りなかったこと等によるとしている。この他、受講生が 

難しく感じたのは、[C02 吸収量の推定、サンプリング数、IRR 等」の計算方法、さら 

には「林業専門知識」に関する内容であった。 

間4は研修内容の改善方向に関する設問である。 

複数の回答者から「受講者間のCDM知識レベルに差がある」という見解が示された。 

初心者としての立場からは「基礎的な部分、 1 つの事例に絞ってじっくり聞きたい」、 

上級者からは、[P1111の作成演習など実務的な部分にもっと時間をかけて欲しい」、 

という1コースでは両立がなかなか難しい改善意見が出された。 

P1111 の作成演習の実施方法については、「作業ポイントを絞る」「重点ポイントを提示 

する」「方法論別に事例を整理して教材用に提供する」「演習には3 日間かける」「毎日 

の最後のコマでその日学んだ項目の作成演習を行う」など、様々な改善意見が出された。 

問5は吸収源CDMプロジェクトを推進するための提言に関する設問である。 

①手続きの簡素化・コスト削減、②CER の補填問題の解決、③AR-CDM 推進のための 

情報のマニュアル化、④途上国側の人材養成、⑤長期植林事業を支える体制の整備、 

⑥投資側のメリットの向上、⑦現地住民の生の声をP1111や方法論に反映させる工夫、 

などが必要という、広範にわたる貴重な意見が提示された。 

なお、今回の研修が2度目の受講となった3名の参加者からのアンケート回答をみると、 

「実例が増え、イメージでない一歩進んだ理解が出来た。」[CDM に慣れてきたためか、 

研修資料が充実したことが理解できる。グループ演習を一層充実することにより、今後 

とも研修生の相互理解・研鑽を図って欲しい。」[P1111作成演習が役に立った。この経験 

を基に実際に提出できる水準を目指したい。」など、今回の研修がより一層充実した内容 

で実施されたことが明らかになっている。 

以上のような受講生の感想は、多くの示唆に富むものであり、来年度の国内研修コース 

の検討にあたって十分に活用していく必要がある。 
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資料3. CDM 人材育成国内研修 評価アンケートの結果 

◎使用したアンケート票

研修評価アンケート（研修終了時にご提出下さい。） 

今後のCDM植林事業人材育成研修をより良いものとしていくための参考にさせていただき 

たいと存じますのでご協力をお願いします。なお、再受講された方の場合には、前回の研修 

と比較する観点も入れていただければ幸いに存じます。 

問l CDM 植林に関する実務能力の向上が図れたと思いますか？ 

（コメント） 

問2 今回の研修の中で特に役立った・認識を深めた研修内容はどれでしたか？ 

また、その理由はなぜでしょうか？ 

（コメント） 

問3 今回の研修の中で特に難しかった研修内容はどれでしたか？ 

また、その理由はなぜでしょうか。 

（コメント） 

問4 今後の研修をより良いものとするために、ご意見・ご提言等をお寄せ下さい。 

（コメント） 

問5 今後CDM植林を実際に実行していくためには、どのようなことが必要だと 

お考えですか？ ご意見・ご提言等をお寄せ下さい。 

（コメント） 
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◎アンケート個別回答の要約（文責編集事務局）

受講生A 

問1 : Yes, 前回より自分がCDMに慣れたこともあるが、資料が充実してきた。 

問2：企業のプロシ。ェクト形成事例, 規則が細密化しても情熱で打開していける確信を得た。 

問3 : C02吸収量の推定, 数値処理が苦手なため難しかった。 

問4:PDD 作成演習の充実を希望。他の研修生の考え方が分かり勉強になるので。 

問5:? 

受講生B 

問1 :Yes, CDM に関しゼロからのスタートだったが、各方面で活躍中の講師からCDM植 

林の全体像を分かりやすく理解できた。 

問2：植林プロシ。ェクト形成事例（マダガスカルとエクアドル） 

問3:PDD の作成演習, 多くの労力を要し、不確実性がある。 

問4：より多くの事例を紹介。 1つ採択されたPDD をじっくり検討する。 

問5：マニュアル化と補填義務の緩和。 

受講生C 

問1 :Yes, 

問2 : AB-CDM事業の形成, 追加性,CERについて理解を深められた。 

事例研究, 現場の知見をリアルタイムで学べた。 

問3:PDD 作成演習, 書式とCaseを同時に理解しPDDを作成するのに苦労したが、 

実務に役立つ知見が得られた。 

問4：全体的によく構成されていた。実習はもう少し作業ポイントを絞る方がよい。 

問5：企業による参加促進、手続きの簡素化、途上国パートナーの育成。 

受講生D 

問1 :Yes~ 

問2:PDD の作成演習, 実際的なコメント、批評を得られた。 

問3：特に難解なものなし。 

問4:? 

問5：投資しやすいメリット。手続きの簡素化とコスト削減。 

受講生E 

問1 : Yes, AB-CDMのPDDの取組みかたを理解できた。 

問2：事例研究, 事業開発中の講師の話が具体的問題点の理解に役立った。 

問3 : C02吸収量の計画, 実際データがないため具体化が難しかった。 

問4:PDD の書き方について各項目のQ&A 方式による説明が欲しい。 

問5：長期間のプロシ。ェクトであり、人的関係を深め、運営back-up 体制を整備することが必要。 
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受講生F 

問1 : Yes, PDD 作成演習が実務能力向上に最重要。 

問2：プロジェクト形成事例研究, 現実実態と苦労が理解できた。 

問3：へ。ースライン・モニ列ング方法論, 難しいが重要課題であり、もう少し時間をかけて欲しい。 

問4:PDD 作成演習の充実・時間延長を希望。 3日間くらい必要。 

問5：トランザクションコストを政府が補償するくらいのことをやらないと進展は困難では。 

受講生G 

問1 : Yes, 但し、初心者のため、実際のプロシ。ェックトの課題を把握することは困難だった。 

問2：事例研究, 実例から現地の状況などこれからの可能性が見られたため。 

問3: C02吸収量計算演習, ェクセルや計算式に不慣れなため難しかった。 

問4：初心者向けに、制度の基本的な部分を説明するセクションがあればと感じた。 

問5：現地住民の声がPDDや方法論に反映できる制度が望まれる。 

受講生H 

問1 :Yes, クレゾット・ノ、。イヤーとして、プロジェクトが登録されるためのポイントが理解できた。 

問2：植林投資の財務, 欠席したが竹田氏の資料から財務上の考慮事項を把握できたため。 

問3：特になし。 

問4：補填対策についての講義を設ける。補填の有無と価格・売却上の得失を分析するため。 

問5：補填への対応が困難ではないと認識できるような対策が進む必要がある。 

受講生I 

問1 :Yes~ 

問2：全般,体系的な理解が出来た。 

問3：ベースライン・シナリオの設定。 

問4：実習にもう少し時間をかけて欲しい。重点ポイントを提示して欲しい。 

問5:PDD に特化した研修会の開催。 

受講生J 

問1 :Yes, 3 日目のフオーラムの話しが概ね理解できるようになった。 

問2：他の受講生の質問からその興味の対象・考え方が分かったこと。 

問3：資金、投資について、個人的には理解できなかった。 

問4：全体的な講義の後、得意分野に分かれCDM の現状と課題について部会で話し合う。 

PDD 作成演習のやり方に一工夫必要な気がする。 

問5：環境植林に関し、投資側の社会貢献の価値をいかに高められるか、現場レベルでコス 

トをかけず技術的な協力をいかにできるか、少しでも改善する努力していきたい。 

受講生K 

問1 : Yes, 初心者だったので非常に有意義であった。 
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問2：経験不足のため細かい内容はともかくCDMの全体像がつかめたのはよかった。 

問3：植林投資シミュレーションqRR,採算性の内容）,不確実な情報が多いため頭に入らなかった。 

問4：受講生の中のレベルの違いを感じた。 

問5：事業を続ける信念は必要だと感じた。 

受講生L 

問1 : Yes, 技術用語が概ね整理・理解できた。 

問2：事例研究, 事業開発中の講師の話が非常に参考になった。 

多様な分野の受講生から出たいろいろな意見も参考になった。 

問3:PDD 作成演習, 事例作りから始めたため内容に深く入り込めなかった。 

問4:PDD 作成演習のやり方は工夫の余地あり。事例を方法論別に教材として整理しては？ 

問5：手続きの簡素化、CER補填の明確化。 

全体的には、非常によい研修だった。 

受講生M 

問1 : Yes,多岐にわたる内容なので概略が理解できた程度。 

問2：産業植林プロシ。ェクト形成事例,実施の苦労が分かった。 

PDD の作成,作業段階で講義で理解できた点と出来なかった点が明らかになった。 

問3：クレジット発行量、ベースライン、投資効果の各計算。 

問4:? 

問5:CDM 植林を実施したり計画している事例をたくさん知る。 

受講生N 

問1 : Yes, AB-CDMのルール、方法論の基礎につき体系的に学べた。 

問2 :プロシ。ェクト形成事例,企業,NG0,海外の実例で、目的・形成過程と苦労した点を学べた。 

問3:PDD の作成演習, 時間が足りなかった。 

問4:PDD 作成演習では、毎日学んだことをその日の最終コマで作成していく方法がよい？ 

問5 : tCER, 1CERにどのような価値をつけていくのかが重要。 

受講生0 

問1 :Yes~ 

問2：初歩的なtCER, 1CERの説明, PDD の作成方法。 

問3:PDD の作成演習 

問4：特になし。 

問5：補填義務の責任所在の明確化。国が補填義務者となれば投資が確実に進む。 

受講生P 

問1 : Yes, 昨年に比べ事例が増え、一歩進んだ理解ができた。 

問2:PDD 作成演習, 実際に役立つ経験ができた。 
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問3:PDD 作成演習, 専門知識・予習の不足のため難しかった。 

問4：今後増加する実例をベースとした研修を希望。 

問5:? 

受講生Q 

問1 : Yes, 当初目的のAR-CDMの概要・留意点につき概ね把握できた。 

問2：留意点,事業計画と土地適格性判定；C02吸収量の推定；AR-CDM事業の形成。 

問3：林業特有の常識となっている考え方など。 

問4：補填の考え方：C02フリーとの関係を説明できる程度に知りたい。 

推定式で量を確定しているのにI)サーゾなど何故細部に入っていくのか理解できない。 

問5 : AB-CDMを推進する基本的な情報の解説。 

受講生R 

問1 :Yes, PDD 作成・提出に向け今後とも努めたい。 

問2:PDD 作成演習, 実際に作成する経験ができた。 

問3:PDD 作成演習, 実際に作成するのは理論より難しかった。 

問4:PDD 作成演習の充実・時間延長を希望。 

問5：実際のプロゾェ外を増やし、関係者間でその知識・経験を共有する。 

受講生S 

問1 : Yes, 非常に勉強になった。今後この分野にも取り組んでいきたい。 

問2:PDD 作成演習, 幅広い知識が必要と感じた。 

問3：植林自体の知識がないこと。 

問4：新人とプロを分けて開設して欲しい。 

問5：スキームの確立。 

受講生T 

問1 : Yes, 有用な知識・情報を与えられたことに感謝。 

問2：事例研究, 実際のプロジェクト・方法論開発の経験が役に立った。 

問3 : C02吸収量・サンプル数の計算演習が難しかった。 

問4:DOE 側の視点、バリデーションプロセスの情報が少ない。必要なら協力する。 

問5：慣れと経験が必要。 

受講生U 

問1 : Yes, 基本的な部分を十分理解していないことを痛感した。 

問2：植林投資シミュレーション, IRR など投資効果についての基礎知識が習得できた。 

問3：へ。ースライン・モニ列ング方法論, PDD 作成演習に応用するには経験不足で難しかった。 

問4：パソコンを持参するようにという連絡が徹底していなかった。 

問5:CDM 植林について経験者から学ぶ人的なネットワークを作ること。 
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資料1．海外研修の教材（概要版） 

1 ．パナマ国の林業政策及び林業関係プログラム（スへ。イン語）  24 

Carlos Gomez（パナマ国環境省FA0プロジェクト担当） 

2. CDM 植林プロジェクトに向けたパナマ国の戦略（スへ。イン語）  26 

Edgar Salinas（パナマ国環境省気候変動・砂漠化担当） 

3. CDM 植林の基本ルール及び最近の動向（英語）  30 

大角 泰夫（国際緑化推進センター 主任研究員） 

4. CDM 植林プロジェクトにおける追加性及び投資分析（英語）  35 

仲摩 栄一郎（国際緑化推進センター 研究員） 

5．炭素蓄積量の推定方法及び野外での測定方法（英語）  41 

森 徳典（国際緑化推進センター 主任研究員） 

6．参加型の小規模CDM植林：インドネシアの事例（英語） 

大角 泰夫（国際緑化推進センター 主任研究員） 

53 

7. CDM 植林プロジェクト方法論における承認の進展（スへ。イン語） 56 

Lucio Pedroni（世界銀行バイオ・カーボン・フアンド,CATIE) 

8 . CDM 植林プロジェクトにおける炭素ファイナンス（スへ。イン語）  67 

Lucio Pedroni（世界銀行バイオ・カーボン・フアンド,CATIE) 
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REPUBLICA DE PANAMA 

AUTORIDAD NACIONAL DEL AMBIENTE 

LA POLITICA FORESTAL, 
ESTRATEGIA Y ACCIONES 

Ca,! os Gomez, ANAM 

I訳cto 1 d.1 ー
0CTUBRE, 2006 

- 

OBJETIVO 

FORTALECER EL SECTOR FORESTAL EN 
EL MARCO DEL DESARROLLO 
SOCIOECONOMICO NACIONAL, PARA 
PROMOVER LA EXPORTACION 
MADERERA, GENERAR EMPLEOS V 
MEJORAR LA CALIDAD AMBIENTAL. 

3 

ACCIONES A DESARROLLAR 

・Protoccl6n, conservacl6n y manejo del 

patrimonlo forestal, a travs de Incentivos 

・Armonlzacl6n de politicas para el uso del suelo 

・lmplemenねcl6n do un o司enamlento territorial 

fle刈ble e Indicativo 

・Plan do Extension Forestal 

・lncorporacl6n del飢bol en 蛆 finca del productor 

龍諾1U 5 

SITUACION ACTUAL 
ASPECTOS PRINCIPALES DEL SECTOR POLITICA 
FORESTAL QUE SE REQUIEREN FORTALECER: 

・ lnvenbrlo yC.b*tro del pafrkiionb hmw 

・ Incorporir ols.ctorforestalc iio ur actividad oco向iilca 
山ac廿VL-

・岡orir .1."I加mIath al PIB riaclon.J 

・Apiovechar I. tlorr.s forest.Ies a fra s do Ia foresbcln on 
"no,司 

・岡 orlr Ia cap.cldad norriiatlv,, do orlontacl6n del rnaneoy 
prov.ch.nilonto s"tonlbIo forestal 

・Orlont.rols.cbrforestal hacla Ia oxportacI6n do prodi比to, d・ 
vibr .regado (oportunidades en l" morcjdo, riaclonale. 0 
Intomaclona回 

‘剛て：謂器61~ 
2 

AMBITO DEL 
PLAN NACIONAL Y LA 
POLITICA FORESTAL 

・INTERSECTORIALES 

・ PROCURA INS ERTAR ARMONICAMENTE LA 
PC UTICA FORESTAL EN EL PROC ESO 
GENERAL DE DESAR即LLO NACIONAL 

・SECTORIALES 

・ENMARCA LA POLITICA EN ELSECTOR 

D剛MARD DE IA ECO舶MIA 

4 

ACCIONES A DESARROLLAR 

CON APOYO DE LA O叩ANIZACION MUND偵L PARA 
LA AUMENIACION V LA AGRICULTURA (FAO) SE 
DISEF4A EL PLAN NACIONAL DE DESAR即LLO 
FORESTAL, CON PARTICIPACION DE LOS 
DIFERENTES ACTORES. 

LA PROPUESTA SE DESARROLLA EN DOS FASES: 

・Durantesu etapa由dlseho; 
・Med lante ぬ re川sln de documentos pievlos (EJ. Plan 
ly Pぬn II), Ia consul加 partlclpatlva para su 
armonlzacl6n y luego su puesta en eJecucl6n. 

識cto J dI B 

- 24 

I 1

1

LA POLITICA FORESTAL,  

ESTRATEGIA Y ACCIONES

REPUBLICA DE PANAMA

AUTORIDAD NACIONAL DEL AMBIENTE

OCTUBRE, 2006

Carlos Gomez, ANAM

2

SITUACION  ACTUAL

ASPECTOS PRINCIPALES   DEL SECTOR POLITICA 
FORESTAL QUE SE REQUIEREN FORTALECER:

• Inventario y Catastro del patrimonio forestal

• Incorporar el sector forestal como una actividad económica 

atractiva.

• Mejorar el aporte relativo al PIB nacional 

• Aprovechar  las tierras forestales a través de la forestación en
general

• Mejorar la  capacidad normativa, de orientación  del manejo y 
aprovechamiento sostenible forestal

• Orientar el sector forestal hacia la exportación de productos de

valor agregado (oportunidades en los mercados nacionales e 

internacionales)

3

OBJETIVO

FORTALECER EL SECTOR FORESTAL EN 

EL MARCO DEL DESARROLLO 

SOCIOECONOMICO NACIONAL, PARA 

PROMOVER LA EXPORTACION 

MADERERA, GENERAR EMPLEOS Y 

MEJORAR LA CALIDAD AMBIENTAL.

4

AMBITO DEL 

PLAN NACIONAL Y LA  

POLITICA FORESTAL

•INTERSECTORIALES

• PROCURA INSERTAR ARMONICAMENTE LA 
POLITICA FORESTAL EN EL   PROCESO 
GENERAL DE DESARROLLO NACIONAL.

•SECTORIALES

• ENMARCA LA POLITICA EN EL SECTOR 

PRIMARIO DE LA ECONOMIA

5

ACCIONES A DESARROLLAR

• Protección, conservación y  manejo del 

patrimonio forestal, a través de incentivos

• Armonización de políticas para el uso del suelo

• Implementación de un ordenamiento territorial 

flexible e indicativo

• Plan de Extensión Forestal

• Incorporación del árbol en la finca del productor

6

ACCIONES A DESARROLLAR

CON APOYO DE LA ORGANIZACIÓN MUNDIAL PARA 
LA ALIMENTACION Y LA AGRICULTURA (FAO) SE 
DISEÑA EL PLAN NACIONAL DE DESARROLLO 
FORESTAL, CON PARTICIPACION DE LOS  
DIFERENTES ACTORES.  

LA PROPUESTA SE DESARROLLA EN DOS FASES:

• Durante su etapa de diseño;
• Mediante la revisión de documentos previos (Ej. Plan 

I y Plan II), la consulta participativa para su 
armonización y luego su puesta en ejecución. 
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IMPACTOS ECONOMICOS ESPERADOS 
REFORESTACION: 

・Rohab川tacl6n do t粕『ras dogradadas 

-10,000 h.laos con InversiOn do RL2S rnlllonos en un perlodo 

由loaos. 

・Plan加clones Comerc」刊00 

- 10,000I田I afSo con InversIOn do欧10 mlllones en 10 
8hos 

・Slstomas Agroforestales 

- 4-00 halahos con InversIOn do BJ.3.6 mlllones en 10 
8hos 

・Slstoma Sllvopastorll 

-350I wIaho con InversIOn de BJ.2S2 mlllones en 10 aos 

選.done1.bbs~~～出 B 

COMPROMISO 

CORRESPONDE AHORA A LA ANAM 

PROCLJRAR EL APOYO POLITICO Y LOS 

RECURSOS NECESARIOS PARA SU PUESTA 

EN V1GENCIA. 

爵Wrtadnontonal del5~~~~.~W I0 

-25-

2 2

7

• Se dispone de un documento que orienta la gestión pública y 

privada en el tema forestal.

• Se promueve el ordenamiento y la valoración de los recursos 

forestales.

• Fortalecimiento de la capacidad Institucional

• Ejecución de un Plan Nacional de Desarrollo Forestal que 

incluye:

Desarrollo de la Industria Forestal

Manejo de bosques comunitarios:

Rehabilitación de ecosistemas forestales;

Plantaciones forestales ;

Incentivar los sistemas agroforestales, silvopastoriles, el 

árbol   fuera del bosque.

RESULTADOS ESPERADOS

8

REFORESTACION:

• Rehabilitación de tierras degradadas
- 10,000 ha/años con inversión de B/.28 millones en  un período 
de 10 años.

• Plantaciones  Comerciales
- 10,000 ha/año con inversión de B/.10 millones en 10 
años

• Sistemas Agroforestales
- 400 ha/años con  inversión de B/.3.6 millones en 10 
años

• Sistema Silvopastoril

- 350 ha/año con inversión de B/.2.52 millones en 10 años

IMPACTOS ECONOMICOS ESPERADOS

9 10

• CORRESPONDE AHORA A LA ANAM 

PROCURAR EL APOYO POLÍTICO Y LOS 

RECURSOS NECESARIOS PARA SU PUESTA 

EN VIGENCIA.

COMPROMISO
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1

Taller en Implementación de proyectos MDL Forestal.

CEDESAM. Octubre, 2006

Edgar salinas, Climate Change Unit, ANAM

2

El Efecto Invernadero

Situación Normal Efecto Invernadero

El Sol calienta la tierra. 

El incremento de los GEI, hace que una 

mayor cantidad de calor sea atrapado 

en la atmósfera

Parte de este calor, en vez de escapar de nuevo al espacio, es  

atrapado en la Tierra por las nubes y los GEI.

3

Temperatura Global

4

Convención Marco Cambio Climático

� En el decenio de 1990, la evidencia científica de la relación entre las emisiones 
de gases de efecto de invernadero procedentes de la actividad humana y el 
riesgo de un cambio del clima mundial comenzó a suscitar la preocupación del 
público. Los Gobiernos celebraron una serie de conferencias internacionales, 
en las que se exhorto a aprobar con urgencia un tratado mundial para abordar 
el problema. En 1990, la Asamblea General de las Naciones Unidas
respondió a dicha invitación, estableciendo el Comité Intergubernamental de 
Negociación para una Convención de Cambio Climático.

� El Comité Intergubernamental redactó el proyecto de Convención, que se 
aprobó el 9 de mayo de 1992 en la sede de las Naciones Unidas, en Nueva 
York. La Convención se abrió a la firma en la cumbre para la Tierra, celebrada 
en Río de Janeiro en junio del mismo año. El instrumento fue firmado en la 
Cumbre por los Jefes de Estado y otros representantes de alto rango de 154 
países (y la Comunidad Europea) y entro en vigor el 21 de marzo de 1994. 
Hacia mediados de 1999, más de 175 Estados habían ratificado o se habían 
adherido a la Convención, acto por el cual aceptaban vincularse a sus 
disposiciones.

5

El Protocolo de Kyoto

� El Protocolo de Kyoto se abrió a la firma el 16 de marzo de 1998 y entrara en 
vigor 90 días después de que lo hayan ratificado al menos 55 Partes e la 
Convención, entre ellas, los países desarrollados que producían al menos el 
55% del total de emisiones de dióxido de carbono del grupo de naciones 
industrializadas en 1990. Entre tanto, las Partes de la Convención sobre el 
Cambio Climático seguirán cumpliendo los compromisos que han contraído en 
virtud de la Convención y harán preparativos para la aplicación futura del 
Protocolo.

� Puesto que para efectos del clima no es relevante donde se alcanzan las 
reducciones, se argumenta que por razones económicas, las reducciones 
deben obtenerse donde estas tienen menor costo. Por lo tanto, el Protocolo 
pone a disposición de los países industrializados tres mecanismos de 
flexibilidad para asistirlos en el cumplimiento de sus compromisos de reducción

� Comercio Internacional de Emisiones
� Implementación Conjunta

� Mecanismos de Desarrollo Limpio

6

Ratificación a Nivel Nacional

Gaceta Oficial. 17/4/1995Ver también: Ley Nº10 de 12 de abril de 1995

5 de marzo de 1999Fecha de Ratificación

Gaceta Oficial. 31/12/1998Ver también: Ley Nº88 de 30 de noviembre de 1998

8 de junio de 1998Fecha de firma

Ratificación en Panamá

El Protocolo de Kyoto

23 de mayo de 1995Fecha de Ratificación

18 de marzo de 1993Fecha de firma

Ratificación en Panamá

21 de agosto de 1995La Convención entra en vigor
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7

Autoridad Nacional Designada

� Internacionalmente las DNA están representadas en los 
Ministerios de Ambiente. En el caso de Panamá la ANAM 
reconoce las oportunidades económicas que este tipo de 
mercados emergentes ofrece. Sin embargo bajo ninguna razón 
descuidará su razón principal de ser que es la protección del 
medio ambiente.

� Además, en Panamá la DNA velará porque los proyectos 
contribuyan realmente con el desarrollo sostenible “a largo 
plazo” de las localidades donde estos se establezcan. El 
Desarrollo Sostenible es un requisito establecido en el Artículo 
12 del Protocolo de Kyoto.

8

El Protocolo de Kyoto
ANEXO A

• Sectores categorías fuente:

• Energía (Generación, manufactura, transporte, otros)

• Procesos Industriales (produc. minerales, indust. química, metales)

• Solventes

• Agricultura (fermentación entérica, estiércol, cultivo de arroz, suelos)

• Desechos (desechos sólidos, aguas residuales, otros)

• Cambio de uso del suelo (reforestación)

5,700> 50,000 añosPerfluorocarbonos (PFC)

12,000260 añosHidrofluorocarbonos (HFC)

22,0003600 añosHexafluoruro de azufre (SF6)

296114 añosOxido Nitroso (N2O)

2110 añosMetano (CH4)

1100 añosDióxido de Carbono (CO2)

Potencial calentamientoTiempo vidaGases de Efecto Invernadero

9

Diferentes “Scopes”

Producción minera (1)8

Transporte (1)7

Construcción (0)6

Industrias químicas (3)5

Industrias de manufactura (7)4

Demanda de energía (6)3

Distribución de energía (1)2

Industria de la energía renovable y no renovable (17)1

SectorNº

10

Diferentes “Scopes”

Agricultura (5)15

Aforestación y reforestación (4)14

Manejo y disposición de desechos (17)13

Uso de solventes (0)12

Emisiones fugitivas de producción y consumo de 

halocarbonos, y hexafloruro de azufre (1)

11

Emisiones fugitivas de combustibles (sólidos, aceite 
y gas) (4)

10

Producción de metales (1)9

SectorNº

11

Metodologías Consolidadas 

Metodologías consolidadas aprobadas (9)

� ACM0001 – Metodología consolidada para actividades en rellenos 
sanitarios

� ACM0002 – Metodología consolidada para generación de 
electricidad conectada a la red a partir de energías renovables.

� ACM0003 – Reducción de emisiones mediante la sustitución parcial 
de combustibles fósiles con combustibles alternativos en la industria 
del cemento.

� ACM0005 – Metodología Consolidada para incrementar la mezcla en 
la producción de cemento.

� ACM0006 – Metodología consolidada para generación de 
electricidad conectada a la red a partir de residuos de biomasa.

http://cdm.unfccc.int/methodologies/PAmethodologies

12

a) Que la admisibilidad de las actividades de proyectos de uso de la 
tierra, cambio de uso de la tierra y silvicultura en el ámbito del 
mecanismo para un desarrollo limpio se limita a la forestación y 
reforestación;

b) Que para el primer período de compromiso, el total de las 
adiciones a la cantidad atribuida de una Parte derivadas de 
actividades admisibles de uso de la tierra, cambio de uso de la 
tierra y silvicultura en el ámbito del mecanismo para un desarrollo 
limpio no será superior al 1% de las emisiones del año de 
base de esa Parte, multiplicado por cinco;

c) Que el tratamiento de las actividades de proyectos de uso de la 
tierra, cambio de uso de la tierra y silvicultura en el ámbito del 
mecanismo para un desarrollo limpio en futuros períodos de 
compromiso se decidirá como parte de las negociaciones sobre el 
segundo período de compromiso

Modalidades y Procedimientos, Decisión 17/CP7
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13

• FORESTACIÓN

Conversión, por actividad humana directa, de tierras que 
carecieron de bosque durante un período mínimo de 50 años, en 
tierras forestales mediante plantación, siembra o fomento 
antropógeno de semilleros naturales

• REFORESTACIÓN

Conversión por actividad humana directa de tierras no boscosas 
en tierras forestales mediante plantación, siembra o fomento  
antropógeno de semilleros naturales en terrenos donde 
antiguamente hubo bosques, pero que están actualmente 
deforestados (conversión por actividad humana directa de tierras 
boscosas en tierras no forestales). En el primer período de 
compromiso, las actividades de reforestación se limitarán a la 
reforestación de terrenos carentes de bosques al 31 de diciembre 
de 1989

LOS PROYECTOS DE CONSERVACIÓN NO PARTICIPAN DEL MDL, 
AL MENOS POR EL PRIMER PERÍODO DE COMPROMISO (2008-2012)

Modalidades y Procedimientos, Decisión 17/CP7

14

Modalidades, Decisión 19/CP9

Permanencia 

El CO2 capturado en un bosque puede volver a emitirse por causas naturales o humanas 

como incendios, plagas, cosecha y otras causas

Adicionalidad

La mitigación de GhG que se logre debe ser resultado del proyecto y demostrar que no 

ocurriría si el proyecto no se ejecuta

Línea Base

Representa las emisiones y las capturas netas en los stocks de CO2, que ocurrirían en la 

ausencia del proyecto y que debe medirse con una metodología aprobada por el EB

Incertidumbres

•Forma de medición del CO2 almacenado en el bosque, que puede presentar incertidumbres 

derivadas de la  medición de la biomasa 

Fugas

•Emisiones netas de GhG fuera de los límites del proyecto, las cuales se producen como 

resultado de la actividad del proyecto 

Impactos Sociales y Ambientales

•Demostrar que el proyecto no genera impacto negativo, social ni ambientalmente

15

Metodologías Reforestación 

Metodologías de reforestación (4)

� AR-AM0001 Reforestación de tierras degradadas

� AR-AM0002 Restauración de tierras degradadas mediante la 
aforestación/reforestación

� AR-AM0003 Aforestación y reforestación de tierras degradadas 
mediante plantación de arboles, regeneración natural asistida y 
control de pastoreo animal

� AR-AMS0001 Metodología simplificada de línea base y monitoreo 
para actividades de proyecto seleccionadas de aforestación y 
reforestación

http://cdm.unfccc.int/methodologies/ARmethodologies/approved_ar.html

16

Experiencias y Estrategias

17

Convenios Internacionales

La ANAM ha firmado memorandos de entendimiento con países con 

compromisos de reducción a fin de facilitar toda transacción asociada 

con la inversión en proyectos MDL o comercio de créditos de carbono.

– Holanda (December 2001)

– Canada (November 2004)

– España (December 2004)

– Italia (December 2004)

– NatSource (December 2004)

 

18

Elaboración de un Portafolio Nacional.

Más allá de crear un portafolio indicativo, el equipo de trabajo de la ANAM ha plasmado la 

oferta panameña de carbono dentro de un portafolio que mantiene actualizado y que es de 

gran beneficio para los promotores de proyectos que ven sus MDLs promocionados a nivel 

internacional.

Última Versión: I Encuentro de la Unión Europea y Latinoamérica en Energía Renovable. 
Ciudad de Panamá, octubre de 2006.

63 ProyectosDiciembre, 2005

COP11/MOP1, Canadá

112 ProyectosOctubre, 2006

Foro Energía Renovable, Panamá

81 ProyectosMayo, 2005

Carbon Expo, Alemania

38 ProyectosDiciembre, 2004

COP10, Argentina

Nº ProyectosVERSION
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Proceso de Aprobaci6n Local 
Activated 

轟
麟
一
轟
驪
 

1. Concepcion inicini del proyecto. 

2. Tritmite de requisitロS legnies pam日伯operncidn de 伯ncttvidnd de proyecto ante Ins 
iretancins correspondientes (ejemplo. icencins, permbロs, concesiones, etc.) 

3. Presentacion 
In pt5inn Web de 
3.1 PIN-ProjectI 
3.2 Cuestionnrio 

Funr0 
3.3 Recibo de pn50 
Auditorln Ambientnl 

ante In ANAM de Iロn siguientes requisitoo. Fonnulnriロo disponibles en 
ANAM: w .nnnm.rtob.pn 
den Note (version Bnnco Mundinり 
de beneilciロs comunitariロs (version Community Development Carbon 

per ci regbfro de In Evnluncion de Impncto del proyecto edeIn 
you PAMA. 

4. Eopedicion de Carla de No Objecion unn vez in5rese ci E皿 0 respectivo PAMA (15 
dm日司 
t“血『dNo Objection) 

5. Eopedicion de Cnrtn de Cロmplncencin unn vez se nproebe ci E皿 0 PAMA 
respective (5 dm日5) 

t“血『d Camplecanc" 

6. Pmsentncion de Documento de Dbeho de Proyecto (PDD per sos sigIns en ingIes) 
ncompnhndo de resolucion de E皿 0 PAMA nprobndo p Reporte de Vnlidncion per 
party de In Enfidnd Dperncionnl Designndn (DDE). 

譜豊詰』l：案器やbncion (15 dlns)f轟媛軸鶏媛軸鶏媛趣証凸～証凸康 
響篇専舞響憲響憲響篇専縄要憲響憲 

で・ 
l亘豆~〒~肥 

■ 
AcP☆ 

団 
● 

Proyectos de Inters Nacional 

Dada coyuntura de proyectos de inters nacional 
Ia ANAM mantiene una estrecha co白boraciOn con 
otras instituciones. 

・Relleno Sanitario de Cerro PatacOn 

・T伯nsitos del Canal y uso de 
~ f 

甘叩~些es －一－ー一二－I命，; 
■Oaneamienio ロe - aロaniaロe ranama ~ 

・Transporte pロblico y sem白foros 

inte町entes 

皿l「 

W 

’と DM 
l N P A NJ A fA A 

山gar Salin山 

Autoridad NaCional del Ambiente, ANAM 

Autoridad NaCional Designada pam el MDL 

e.saIinast anam.gob.pa 

Tel. + (507) 500 0800 

Fax + (507) 500 0820 

Gracias 

' 

甘
＊
m

@
 論
 21 

-29-

4 4

19

Proyectos de Interés Nacional

� Relleno Sanitario de Cerro Patacón

� Tránsitos del Canal y uso de 

bicombustibles

� Saneamiento de la Bahía de Panamá

� Transporte público y semáforos 

inteligentes

Dada coyuntura de proyectos de interés nacional 

la ANAM mantiene una estrecha colaboración con 

otras instituciones. 
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Proceso de Aprobación Local

Promotor

DOE

6. Presentación de Documento de Diseño de Proyecto (PDD por sus siglas en inglés) 

acompañado de resolución de EIA o PAMA aprobado y Reporte de Validación por 

parte de la Entidad Operacional Designada (DOE). 

Expedición de Carta de Aprobación (15 días)

(LETTER OF APPROVAL)

ANAM – AND5. Expedición de Carta de Complacencia una vez se apruebe el EIA o PAMA 

respectivo (5 días)

(Letter of Complacency)

ANAM – AND4.  Expedición de Carta de No Objeción una vez ingrese el EIA o respectivo PAMA (15 

días)

(Letter of No Objection)

Promotor3.  Presentación ante la ANAM de los siguientes requisitos. Formularios disponibles en 

la página Web de ANAM: www.anam.gob.pa

3.1  PIN-Project Idea Note (versión Banco Mundial)

3.2  Cuestionario de beneficios comunitarios (versión Community Development Carbon

Fund)

3.3  Recibo de pago por el registro de la Evaluación de Impacto del proyecto o de la 

Auditoría Ambiental y su PAMA.

Promotor2.  Trámite de requisitos legales para la operación de la actividad de proyecto ante las 

instancias correspondientes (ejemplo. licencias, permisos, concesiones, etc.)

Promotor1.  Concepción inicial del proyecto.

ResponsableActividad

21

Gracias

Edgar Salinas

Autoridad Nacional del Ambiente, ANAM

Autoridad Nacional Designada para el MDL

e.salinas@anam.gob.pa

Tel. + (507) 500 0800

Fax + (507) 500 0820
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General Idea ofGeneral Idea of

AfforestationAfforestation/Reforestation/Reforestation Clean Development MechanismClean Development Mechanism

��������A/RA/R CDMCDM��������

RoadRoad--mapmap

Ver.Ver.1.01.0

20062006��������99

Forestry Agency-CDM Project

Yasuo Osumi

Important regulations should be

refered to <http://unfccc.int/>

2
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Back ground of CDM

Climate Change

Changes of temperature 1961����1990

3

United Nations Framework Convention on Climate Change����UNFCCC����
<http://unfccc.int/2860.php>

This convention was adopted at General Conference on Environment in 1992 in Rio de Janeiro. 

The Protocol should be worked under the Frame Work on �Sustainable Development�.

Target of the Protocol is to stabilize GHG �Green-house Gas� at the level not to give distinct 

environmental impacts to the earth 

�

���� Kyoto Protocol ����adopted in1997����
Mitigation amounts of GHG of each Annex �country �developed countries� were decided.

The total amounts is 5.2% in GHG at the end of the first commitment period from level of 1990.

Mitigation amounts: for example, EU-8��USA-7��Japan-6�

The mitigation is conducted by domestic effort of each country with use of Kyoto Mechanism.

For stimulating international activities, Kyoto mechanism was decided.

• Joint Implementation (JI – Article 6�

• Clean Development Mechanism (CDM – Article 12)

• Emission Trading (ET – Article 17�

Investors can join to the mechanism as well as the country level if the conditions are satisfied.

Detail is documented in <http://www.kyomecha.org/index.html>

Kyoto Protocol

Back ground of CDM

Kyoto mechanism

4

Following Gases are listed to GHG.  

Potentiality on green-house effects based on CO
2
is set as the GWP as follows;

[CP/1997/7/Ad1, p31 para3] <http://unfccc.int/resource/docs/cop3/07a01.pdf>

23,9006Fluoride sulfur2SF
6

6,500 - 9,200�PFCs

140 - 11,700

Fluoro-carbons

�HFCs

310Nitrogen mono-oxide2N2
O

21Methane2 CH
4

1Carbon Dioxide2CO
2

Global Warming Potential�GWP)Green-house gas�GHG�

e.g.: Green-house effect of 1t-CH4 is equivalent to 21t-CO
2

Back ground of CDM

Green-house Gas (GHG) & Global Warming Potential (GWP)

1995 IPCC GWP values

5
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	 Italic countries did not ratify in 2006.1

Annex ���� Countries of UNFCCC Convention & Target Mitigation Amounts

	 Croatia, Slovenia, Liechtenstein and Monaco are not Annex B countries of Kyoto Protocol 

	Emission amounts in 1990

�
mil.tons of CO
2
�

6
Clean Development 

Mechanism (CDM)
����project in developing country����

Joint Implementation (JI)
����project between Ann. ��������

Emission Trade
����between Ann.��������

Mitigation projects of GHG

General Rule of CDM

Kyoto Mechanism?

Kyoto Protocol
Annex � Countries have target for

emission reduction.

Kyoto Mechanism
For assisting to achieve the target, 

following 3 mechanisms were set in

Kyoto Protocol.

Emission Reduction Carbon removal

Activities

Country A Country B Country A Country ACountry B Country ACountry B

Credits

Credits Credits
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General Rain of CDM 
Types of CDM 

1. Energy industry(renewable-f non-renewable sources) 
2. Energy distribution 
3. Energy demand 

Enrissian 
Redaction 
CDM 

4. Manufacturing industries 
5. Chemical industries 
6. Construction 
7. Transport 
8. Miningimineral pmduction 
9. Metal pmduction 
10. Fugitive emissions from fuels 

(solid, oil & gas) 
11. Fugitive emissions from 
pmduction & consumption of 
halocarbons & SFr 

12. Solvent use 
13. Waste handling and disposal 
.' ＾ー；ー .". .ー 

frn4 ,：一 
”， 叫！ i－ニ 

"‘二二一 ● ” 

* 

~ ~ 

 -"'-'a,－~“"-= 

Carben 
Removal 

CDM 
竺Afforesta聖, ~ 

~ 医要目 

Outline of CDM 

/ 
CDM activities in developing country 

Rule on transfer of CER-credits fmm joint pmject 
developed with non-Ann. I & Ann. I countries. 
The CER bused for emkeion mduction of the Ann. I country 

'’、．、 

Transfer 
Ta Ann. I 
伽unhy 

/'' 

Total amount far melte.005 

、、、ォd上・‘→荏可→L 
ヒIll.B-on 

Ann I■ (Deveieped C .) 

\.'.ー竺竺竺itigation ./ 

CER 
Certifed 
Embsion 
Reduction 

by 
CDM 

Credit 

一

さ

旦

●

ョ

●

に

コ

ー

 

mdu面on by 
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Baseline Project 
Ben日no Ben日n0 

Non-Ann. I (Developing C .) 
、No duty for GHG mitigation / 

・Joint projects between Annex I Country and Non-Annex I country alt e Non-Ann. I Country 
or independently implemented projects by Non-Annex I countries by th mselves 

・CER cmd幅 am certifed by UNFCCC after validation and certifcaton 
・The CER cmd幅 would be able to use for the target amロunt for mitigatore by Mn . I Country 
・CER cmdit would be sold to Ann. I Country oral the international market. 

環境書（抑6）図膜車部メカニズム篇5.1版p4奄欄集 

Rains of AIR CDM 

Basic stand poin比 on Forestation CDM (AIR CDM ) 

Afforestation & Reforestation are allowed in the first commitment period (2008-2012) 

（町oto Protocol子3) 

Detail: [CPl2001I13AxG, p22 para7(a)]くHt yIh,nfroc.ntirnro ,rroMronlcoy7l13ac2.ydfc

fitForest management, pasture management, natural regeneration and other activities related 

forestry are not allowed in the period 

Following important issue must be considered in NR CDM 

Non-permanenc. (forests will disappear and emission C02 in future) 

lnaccuracy(accura可 of determination methods of tixed C02 in forests will be law) 

Long life-time(Forest growth will continue for long period) 
= Rules of NR CDM are very much different from that of Emission Reduction CDM 

E.g.) temporarily effective Credits, long crediting period than that of fIR CDM 

Detail must be referred in following sites: 
(fiRules of ordinal scale NR CDM was decided in COP 9 

[COM NR M &P](Oecision 19ICP.9) 
vhttp:IIcdm.unfccc.intlReferencelDocumentoldecl9 CP9lEnglbhldecbions 18 19 CP.9.pdfv

(fiRules of small scaleNR COM was decided in COP 10 

[COM NR Simplited SSC M &P] (Decision 14ICP.10) 
<h血望un加 「eBo urce川ocs/coplo/10a02.pd併page=26x

Rains of A/R CDM 

Rule on Eligible lands for AIR CDM 

Following activities are ruled in the trst commitment period (2008-2012) 

・Affore計 誠 ion- Fore計誠ion to the lands where has not been fore計sin pa計 50 years 

・Reforestation-・・ Forestation to the lands where has not been forests after the end of 1989 

50 y . ago 

continue 

- 

Starting time 

1950 1960 1970 1980 

years II 2000 

磨て二二 ’ 

~ 

Eligible 

..for afforestation 

'2010 2020 

Eligible 

for reforestation 

Rains of AIR CDM 

Important key words of AIR CDM 

P回ed boundaツ：什geogーョphic日I加deline日tes the AIR CDM Pr可ect 

activity under the control of the project participants 

Baseline net GHG removal by sink: Sum of changes in carbon 

stocks th日twロuld h日ye occurred in日bsence of the pr可ect日ctiv心. 

Leakage: Increase in OHO emissions by sources which oa】ure 

ou恰ide the bound日a of the pr可ect日ctM句which is me日su「日ble日nd 

aft ribut日ble to the p回ed日divi句 

tCER & ICER: Temporary & long-term CERs are issued for AIR 

CDM which expire at the end of the commitment period and of the 

crediting period of the AIR CDM , respectively. 

Small-scale AIR CDM : The CDM project are expected to result in 

net anthropogenic OHO removal of less than 8,000tC02Iyear and 

developed or implemented by low-income communities and 

individuals as determined by the host Pa心. 

Project activities of CDM (AIR CDM ) 

Rains of AIR CDM 

(1.1) minimum crown ceverage-10% - 30% 

I I I ↓ I l I ↓ 

/ minimum acreage-0.esha - 1.eha 
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 To plant tTees 3 criteria is decided by the host country (non-An I

-31-

2 2

7

Ann.������������Developed C.����
Duty for GHG mitigation

Non-Ann.��������Developing C.����
No duty for GHG mitigation

� Joint projects between Annex� Country and Non-Annex �country at the Non-Ann.�Country.

or independently implemented projects by Non-Annex �countries by themselves.

� CER credits are certified by UNFCCC after validation and certification

� The CER credits would be able to use for the target amount for mitigations by Ann.� Country.

� CER credit would be sold to Ann.�Country or at the international market.

P
ro

p
o
s
e

d
 A

m
o
u

n
t

Baseline

senario

A
c
tu

a
l a

m
o
u

n
t

Project 

senario

Reduction CER

Total amount for mitigation

CDM activities in developing country

Emission 

reduction by 

project

Transfer 

To Ann.����

Country

CER
Certified

Emission 

Reduction

by

CDM

=

Credit

=>?@2006ABCDEFGHIJK5.1LP4MNO

Outline of CDM

Rule on transfer of CER-credits from joint project 

developed with non-Ann.3 & Ann.3countries. 

The CER is used for emission reduction of the Ann.�country

8

Types of CDM

�

14. Afforestation

& reforestation

Carbon 

Removal

CDM

1. Energy industry�renewable-/non-renewable sources�
2. Energy distribution

3. Energy demand

4. Manufacturing industries

5. Chemical industries

6. Construction

7. Transport

8. Mining/mineral production

9. Metal production

10. Fugitive emissions from fuels

(solid, oil & gas)

11. Fugitive emissions from 

production & consumption of 

halocarbons & SF6

12. Solvent use

13. Waste handling and disposal

15. Agriculture

Emission

Reduction

CDM

General Rule of CDM

9

Following important issue must be considered in A/R CDM

• Non-permanence (forests will disappear and emission 45P in future�

• Inaccuracy�accuracy of determination methods of fixed 45P in forests will be low�
• Long life-time�Forest growth will continue for long period�
6 Rules of A/R CDM are very much different from that of Emission Reduction CDM

E.g.� temporarily effective Credits, long crediting period than that of E/R CDM

Detail must be referred in following  sites: 

7Rules of ordinal scale A/R CDM was decided in COP 9

[CDM A/R M&P]�Decision 19/CP.9�
<http://cdm.unfccc.int/Reference/Documents/dec19_CP9/English/decisions_18_19_CP.9.pdf>

7Rules of small scale A/R CDM was decided in COP 10

[CDM A/R Simplified SSC M&P] �Decision 14/CP.10�
<http://unfccc.int/resource/docs/cop10/10a02.pdf#page=26>

Afforestation & Reforestation are allowed in the first commitment period�2008-2012�

�Kyoto Protocol 3-3�

Detail: [CP/2001/13Ad2, p22 para7�a�] <http://unfccc.int/resource/docs/cop7/13a02.pdf>

7Forest management, pasture management, natural regeneration and other activities related 

forestry are not allowed in the period.

Rules of A/R CDM

Basic stand points on Forestation CDM (A/R CDM)

10

Important key words of A/R CDM

Baseline net GHG removal by sink: Sum of changes in carbon 

stocks that would have occurred in absence of the project activity.

Project boundary: It geographically delineates the A/R CDM project 

activity under the control of the project participants

Leakage: Increase in GHG emissions by sources which occurs 

outside the boundary of the project activity which is measurable and 

attributable to the project activity 

tCER & lCER: Temporary & long-term CERs are issued for A/R 

CDM which expire at the end of the commitment period and of the 

crediting period of the A/R CDM, respectively.

Small-scale A/R CDM: The CDM project are expected to result in 

net anthropogenic GHG removal of less than 8,000tCO2/year and 

developed or implemented by low-income communities and 

individuals as determined by the host Party.

Rules of A/R CDM

11

Eligible

for reforestation

Eligible

for afforestation

Rule on Eligible lands for A/R CDM

Rules of A/R CDM

Following activities are ruled in the first commitment period�2008-2012�

� Afforestation���Forestation to the lands where has not been forests in past 50 years

� Reforestation���Forestation to the lands where has not been forests after the end of 1989

years

Starting time

Non-forest

50 y. ago

Non-forest continue

Non-forestNon-forest

1990 2000 20101980197019601950 2020 2030

continue 12

Project activities of CDM����A/R CDM����

���� minimum acreage-0.05ha - 1.0ha

���� minimum crown coverage-10% - 30%

				
minimum

Tree 

height

-2m - 5m

To non-forest����below 3 criteria����

To plant trees

To increase carbon removal by forestation

Rules of A/R CDM

3 criteria  is decided by the host country�non-Ann.3�
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Eligible I日nd, mos日ic of gーョssl日nd & degーョded 加田st 

Roles of AIR CDM 

Issuance of CER-credits 

Credits (tCER, leER) of AIR CDM ts besed on following cnlculntiun. 

lactoal net anthropogenic removal = creditoJ 

=+IActoaI net GHG removali (nmuunto of cnrbun removal by trees-GHG emtssiun by uperntiun) 

-IBaseline net GHG removali (cnrbun removal面thout project) 

-ILeakageJ(GHG emtwiun outside buundnry triggered by the project) 

~ Project scenario 

Non eligible lend of secondary forest 

● ’ ・ 
I-

1 、」‘毒'I,L 二 

14 

Roles of AIR CDM 

Crediting period 

Following two cases of crediting period of NR CDM are allowed: 

(0)20 years (2 times repetihon is allowed, maximum eo years) 

(b) 30 years (no repetition) 

Final end 国 国 国 
I I 
I I 
i Maximum 60y.i 

20 -are 20 ears 20 ears 

- 

~）renewable 

Crediting period 

＋ ー ト 
- 

2060 2070 0 2050 (year) 2000 010 2020 2030 

(b) Crediting period 
30 -are Without repetition 

16 
国 国 

,
ct
に
巴
コ
・
《
・
nth
a
●o
●・
ni
o
ョ
ョ
o
va
- 

1
 

+FActoal net GHG removalJ 〕 

-FBasehne 
Net GHG removaL] 

roll 205 IN1 reel seal i.e 
year 

二 "oo
】 

,m 

. 

Baseline scenario 

Scenario in case withoot hrestalion po~ 

Roles of AIR CDM 

Additionality 

Project pnrticipnnts must prom ndd6onnlity' en the AIR CDM project in following rules 
(1) Net enthrupogenic GHG removal by the AiR CDM nctivtien must be nddtionnl then beneine GHG 
removal which ts the condition wthout the project. 

-, CompeSon between project scenerlo end beseline scenerlo 
② Forestation of the non-forest propロsed nte hose been reterded by celtein difilcuties. 
If the difilcuties nrc removed by the AiR CDM nctivties, the projectwould be nddtionnl. 
-, investment enelysts, belrier enelysts 

Investment analysis 

Bench meltc

n 0 ~ロ 
R h - I 日 

旦皿●●－im 

S"nam Pro~tscenario 

[Bamer analysis 

・Finenciel belrier 
・lnsttutionnl belrier 
・Technicel berrier 
・Trnd6onnl belrier 
・Emironmental belrier 
・Pol6cnl berlier 
・Socio-economic belrier 
・吐her berliem 

IMr. N日k日nl日expl日in dot日iり 

・Reference:]PJR nddtionnlty tool] 
vh即：llcdv.unfccc」司vellodobgestAR,vellodologmlAtdltonolityTrobtAddtrorolly_tsol.vdfv 17 

Me日surement ＆日n日lysis 

Green House Gas (GHG) :C02, CH4, N20, CFs 

型既器畿f麗r,ロ齢【農話『富.)below ground of veget
t~n 日tion.③ de日d 

IDr. Mod will explain in detail] 

Leakage:GHG emission derived from forestation 

Items 加 be日n日lyzed: 
Environmental impacts and socio-economic impacts derived from AR-CDM 
p回oct 

Frequency for determination : at least every 5 years (Monitoring) 
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13

Eligible land, mosaic of grassland & degraded forest

14

Non eligible land of secondary forest

15

Issuance of CER-credits

Rules of A/R CDM

Credits ��CER�lCER� of A/R CDM is based on following calculation.

�actual net anthropogenic removal = credits�

��Actual net GHG removal��amounts of carbon removal by trees�GHG emission by operation�

��Baseline net GHG removal��carbon removal without project�

��Leakage��GHG emission outside boundary triggered by the project�

Project scenario

Baseline scenario

����������������

����

������������

������������

������������

������������

���������������� ���������������� ���������������� ���������������� ���������������� ���������������� ����������������

year

tC
O

2

��������Actual net GHG removal����

��������Baseline

Net GHG removal����
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Scenario in case without forestation project

Scenario in case of forestation

��������Leakage����

16

Crediting period

Rules of A/R CDM

Following two cases of crediting period of A/R CDM are allowed:

(a) 20 years �2 times repetition is allowed�maximum 60 years�
(b) 30 years �no repetition�

2040 2050 20602030202020102000 2070

Start

����year����

Maximum 60 y.

(a) renewable

Crediting period

(b) Crediting period

Without repetition

Final end

End

Start End End

30 years

20 years 20 years 20 years

renew renew

17

Additionality

Rules of A/R CDM

Project participants must prove  “additionality” as the A/R CDM project in following rules.

� Net anthropogenic GHG removal by the A/R CDM activities must be additional than baseline GHG

removal which is the condition without the project. 

� Comparison between project scenario and baseline scenario

� Forestation of the non-forest proposed site have been retarded by certain difficulties.

If the difficulties are removed by the A/R CDM activities, the project would be additional.

� investment analysis, barrier analysis

Investment analysis

IR
R

Project scenario
Baseline

scenario

Bench mark

Barrier analysis

� Financial barrier

� Institutional barrier

� Technical barrier

� Traditional barrier

� Environmental barrier

� Political barrier

� Socio-economic barrier

� other barriers

� Reference:[A/R additionality tool]
<http://cdm.unfccc.int/methodologies/ARmethodologies/AdditionalityTools/Additionality_tool.pdf>

[Mr. Nakama explain detail]

18

Items to be measured:

Green House Gas (GHG) :CO2, CH4, N2O, CFs

5 carbon pools :�above ground�and �below ground of vegetation��dead 
tree��forest litter��soil organic carbon

Leakage:GHG emission derived from forestation

Items to be analyzed:

Environmental impacts and socio-economic impacts derived from AR-CDM 
project

• Frequency for determination : at least every 5 years (Monitoring)

Measurement & analysis

[Dr. Mori will explain in detail]

Methods
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Carbon pool measurement 

・妙e・vege姉on:-(1)Ab9ye- &②under- 9roun生 
b児円assjyna’で旦・り三ジeques嶋！胆卿pop (PjIfl 戸 
'V4IlL（しU2) =り equesiereu しULI,RU2Ifla) 

-allometry method - 
lDr. Mon will explain detail] 

・③dead tree &④ Iitter 

-biomass determination in sample plots, and calculation by the 
equation above-

lDr. Mon will explain detail] 

・⑤Soil o円anicma廿町一 － -- - - - - -
anaツzeロロy cnemicai anaツala一 ロealgnm0ロ－nOしv'ina 

Stakeholder commen比 

Refer to the [GUIDELINES cOM -AR-POD & cDM -AR-NM]. p.30153 

vhttp:iicdm.unfccc.intlReferenceioocumentsfGuidel_Pdd AR1EnglishiGuidlines 

cOM -AR-POD AR-NM.pdfv

、
Including a brief description of the process, a summaツ of 

the comments received, and a report on how due 

account was taken of any comments received 
、 

(Levels and groups of stakeholders selected 〕 

Counter measure to the stakeholder comments 

21 

Special rule of small-scale AIR CDM 
Met同s 

・51mp1111ed methodology 
[CPr2cr4J10lM2, p 

was adapted to the small-scale NR cOM as described below 
paral]くH中 Jlunfow.nvrrssurHosksplwlCs02.ylf#paoe=26v 

Small-scale AIR COM Ordinal scale 

Bundling 

Saveral projactu woald ba baadlad in the process of POD 
vabdation, mglvtration, monituring, verification and 
certtfcation. 

(no debundling of 
the ordinal scale) 

-. must fallロw tu neat criteria, that lv (same project 
parficipants, reglvtration within 2 years and 1 km in the 

neamst points of both boundaries) 

POD 
Basetne methodology and monituring methodology are 
aisnplillad aad dacas栂atad is a aactioa. 

Basetne・ 
nmn血ring 
methodology 

Simplified baseline & monituring methodology can be 
adapted in町nicaltars- & araaa-laada 
[AiR simplified soc B&M methodologies] 
くhlly:v.dv.unfow.invvathα ala sslARnrathsdslogoslAR SOC Ama 

-'no simplifcation 

~！> 

Validation 
certification 

Sasna DOE would be able to do them 
-.Diffemnt DOES do. 

Involvement 叶 Iロw 
incoIlle cロIllmun句 

Ewenfial, Level of low income lv dacidad by Host Party 
-'No need 

cOM reglvtrafion 
Cロat 

Lower settng than that of ordinal scale 
-'ordinal barden 

Sham叶pmcee山 
cロat for EB 

Eoempfion 
Lロwercロ昌t叶cOM management than that叶ordinal 

-'about 2% CER 
-'ordinal cロst 23 

Socio-economic & environmental Impacts 

Including 日n日加sis of imp日ds outside the p回ed bound日α 

Socio-economic Impacts 

Examples for analysis: This analysis should include information on "local 

community", "indigenous peoples', "land tenure', "local employment', "food 

production', "cultural & religious sites', "access to fuel wood' and "other 

forest products' 

If any significant impacts is considered, socio-economic assessment must 

be undertaken with the procedures required by Host Pa心. 

Environmental Impacts 

Biodivers心 & natuーal ecosystems should be analyzed with examples 
below: 

Examples for analysis: This analysis should include information on 

"hydrology", "soil', "risk of fires, pest and diseases' 

If any significant impacts is considered, environmental assessment must 
be undertaken with the procedures required by Host Pa心. 

20 

Monitoring & reporting 

・Monitoring is required at least in every 5 years 
・Monitoring is conducted at permanent plots in 

the stratified areas. 

・Items to be monitored are as follows: monitoring 
result are requested to be reported 

・Items: D5 carbon pool..② GHG emission by 
project operation..③ other GHG..④ Baseline..
Leakage.. ⑥ out break of pest and occurrence of 
forest flre..⑦ environmental impact..⑧ socio-
economic impacts..⑨ other noteworthy items 

・Mode and method for management of data on 
items above should be reported 

22 

Project building 

Pm・日ーョtion for AIR CDM procd 

Prsaaatatiaa PDD 

An example shown later 

・P回ed outline = P回ed Idea Note (PIN) 

・Discussion with DNAs (Host and Annex I *) 

・Selection of counterpart organization 

・Confirmation of guidelines of Host Country 

・Confirmation of eligibility of the target area 

・Confirmation of barriers for AR-CDM 
(additionality) 

・Compile roject esign ocument ( ) 

24 
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19

• tree�vegetation� �Above- & �under- ground
Biomass(t/ha)�0.5 = Sequestered carbon (tC/ha)�
44/12(CO2) = Sequestered CO2(tCO2/ha)  

���������	 method �

• �dead tree & �litter   
�biomass determination in sample plots, and calculation by the 
equation above�

• �Soil organic matter
�soil organic matter in 0~30cm depth of sample plots, carbon is 
analyzed by chemical analysis� designated in tCO2/ha

Carbon pool measurement

[Dr. Mori will explain detail]

[Dr. Mori will explain detail]

Methods

20

Socio-economic & environmental Impacts
Methods

Socio-economic Impacts

Examples for analysis: This analysis should include information on “local 

community”, “indigenous peoples”, “land tenure”, “local employment”, “food 

production”, “cultural & religious sites”, “access to fuel wood” and “other 

forest products”

If any significant impacts is considered, socio-economic assessment must 

be undertaken with the procedures required by Host Party.

Environmental Impacts

Examples for analysis: This analysis should include information on 

“hydrology”, “soil”, “risk of fires, pest and diseases”

If any significant impacts is considered, environmental assessment must 

be undertaken with the procedures required by Host Party.

Including analysis of impacts outside the project boundary

Biodiversity & natural ecosystems should be analyzed with examples 

below:

21

Stakeholder comments

Including a brief description of the process, a summary of 

the comments received, and a report on how due 

account was taken of any comments received

Levels and groups of stakeholders selected

Counter measure to the stakeholder comments

Refer to the [GUIDELINES CDM-AR-PDD & CDM-AR-NM]�p.30/53

<http://cdm.unfccc.int/Reference/Documents/Guidel_Pdd_AR/English/Guidlines_

CDM-AR-PDD_AR-NM.pdf>

Methods

22

• Monitoring is required at least in every 5 years

• Monitoring is conducted at permanent plots in 
the stratified areas.

• Items to be monitored are as follows: monitoring 
result are requested to be reported

• Items: �� carbon pool��GHG emission by 
project operation��other GHG��Baseline��
Leakage��out break of pest and occurrence of 
forest fire�	environmental impact�
socio-
economic impacts��other noteworthy items

• Mode and method for management of data on 
items above should be reported 

Monitoring & reporting
Methods

23

� Simplified methodology was adapted to the small-scale A/R CDM as described below:

[CP/2004/10/Ad2, p29 para1] <http://unfccc.int/resource/docs/cop10/10a02.pdf#page=26>

�no simplificationSimplified baseline & monitoring methodology can be 

adopted in agriculture- & grass-lands.

[A/R simplified SSC B&M methodologies]
<http://cdm.unfccc.int/methodologies/ARmethodologies/AR_SSC_Anne

x_II.pdf>

Baseline�
monitoring 

methodology

�Different DOEs do. 
Same DOE would be able to do them.

Validation 

Certification

�about 2� CER

�ordinal cost

Exemption

Lower cost of CDM management than that of ordinal

Share of proceeds

Cost for EB

�ordinal barden
Lower setting than that of ordinal scale

CDM registration 

cost

Baseline methodology and monitoring methodology are 

simplified and documented in a section.
PDD

� must follow  to next criteria�that is �same project 

participants, registration within 2 years and 1 km in the 

nearest points of both boundaries�

�no debundling of 

the ordinal scale�

�No need
Essential, Level of low income is decided by Host Party

Involvement of low 

income community

Several projects would be bundled in the process of PDD, 

validation, registration, monitoring, verification and 

certification.

Bundling

Ordinal scaleSmall-scale A/R CDM

Methods
Special rule of small-scale A/R CDM

24

• Project outline Project Idea Note (PIN)

• Discussion with DNAs (Host and Annex �*) 

• Selection of counterpart organization

• Confirmation of guidelines of Host Country

• Confirmation of eligibility of the target area

• Confirmation of barriers for AR-CDM 

(additionality)

• Compile  Project Design Document (PDD)

Project building
Presentation PDD

Preparation for A/R CDM project An example shown later
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Project building Presentation PDD Project building 

I加ms to be filled in PDD for ordinal-scale AIR CDM 

Determination methodology of net 

器器器畷‘器盟日nd 

imp日ds by the p回ed 

A : 

General information of 

project activities planned 

B: 

Methodology of baseline - 

additionality 

imp日ds by the p回ed 
G ' 
Stake holders' opinion 面th respect
t~ the pr~ject 

C : 

Methodology of 
monitoring 

In the cane of ernalt-ecale AiR CDM, Bk baneline & mlonitoring mlethodology, C k determ ination 
methodology, D k Environmlental imnpacto, F k nociロ-economnic imnpacto and F k ntekeholder'n 
opinion 

26 

Presentation PDD 

P回ect Design Document P回edp1日nning 

u 

)perational entity )\
Approval by DNAs 

u 
Validation, registーation 

」ユ 
・―く更師両pant5> Implementation 

u 

コ
o
奄
o
「
。
ロ
く
つ
「
o
」ect 

Monitoring 

具 
Verification, certification 

具 

ssuance of CEF 

・―く節ject p日rticip日りiジ
Monitoring report

・― く1 perational entity少 

Reports for verification & certification 

・―く通Exec函 瓦CDM a正面hD
25 

Project building 
Presentation PDD 

Process on examination of PDD 

PDD is to be aDDroved by Host Country and/or Annex 
I Country -Eiとrv Counirv should have soecial Account 
加「Cred臨 
Presentation to CDM Executive Boa川 (EB) 
Jud9e Validiyby a Designated Operational Entity (DOE 
quallilea Dy LI ) 
After Validation, Registered by EB 

(monitoring) 
Actual additionality is verified (Verification) by a DOE 
After verification, EB certifies Credit and credit issuance 
Reaistration fee (DNA & EB' and Validation & 
Ceflification fees'may be re自uested 

27 

Project building 

PDDs presented to EB by this June 

Presentation PDD 

25A/R CDM P回cc恰h日ye been presented by I日st June. 

5 projects were reformed and re-presented (duplicated). 

3 Projects approved in methodology, 3 Projects pointed on modification, 

11 Projects rejected and 7 Projects under discussion 

Approved Methodology 

1.Project in China - Methodology on forestation to devastated grasslands 

2.Project in Moldova - Methodology on forestation to devastated 

grasslands with low carbon stock 

3.Project in Albania - Methodology on forestation to devastated 

non-forest lands 

28 
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Project planning

Approval by DNAs

Validation, registration

Implementation

Monitoring

Verification, certification

Issuance of CER

Project Design Document

Operational entity A

Project participants

Monitoring report

Operational entity B

Reports for verification & certification

CDM Executive Board�CDM account

F
lo

w
 o

f C
D

M
 P

ro
je

c
t

Project building
Presentation PDD

Project participants

26

• A: 

General information of 
project activities planned

• B: 

Methodology of baseline -
additionality

• C:

Methodology of 
monitoring

• D: 

Determination methodology of net 
anthropogenic removal and 
emission by the project

• E:

Documentation on environmental 
impacts by the project

• F:

Documentation on socio-economic 
impacts by the project

• G:

Stake holders’ opinion with respect 
to the project

Project building
Presentation PDD

Items to be filled in PDD for ordinal-scale A/R CDM

In the case of small-scale A/R CDM, B is baseline & monitoring methodology, C is determination 

methodology, D is Environmental impacts, E is socio-economic impacts and F is stakeholder’s 

opinion

27

Process on examination of PDD

• PDD is to be approved by Host Country and/or Annex 
	Country 
Every Country should have special Account 
for Credits

• Presentation to CDM Executive Board (EB)
• Judge Validity by a Designated Operational Entity (DOE 

qualified by EB)
• After Validation, Registered by EB

(monitoring)
• Actual additionality is verified (Verification) by a DOE
• After verification, EB certifies Credit and credit issuance
• Registration fee (DNA & EB) and Validation & 

Certification fees may be requested 

Project building
Presentation PDD

28

Project building
Presentation PDD

PDDs presented to EB by this June

25 A/R CDM Projects have been presented by last June.

5 projects were reformed and re-presented (duplicated).

3 Projects approved in methodology, 3 Projects pointed on modification,    

11 Projects rejected and 7 Projects under discussion

Approved Methodology

1.Project in China – Methodology on forestation to devastated grasslands

2.Project in Moldova – Methodology on forestation to devastated  

grasslands with low carbon stock

3.Project in Albania – Methodology on forestation to devastated 

non-forest lands
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Additionality & Investment Analysis 
for Afforestation/Reforestation CDM projects 

"Additionality" required for AIR CDM projects 
、 

A . Additionality in GHG removals 

of the NR CDM project activities 
、 

B. Additionality in implementation 

of the NR CDM project activities 

- AIR Additionality tool 。
m
 

Eiichiro Nakama 
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A. Additionality in GHG removals 
Project activity 

ヒ「T1lSSlOfl 

Reductions 
(CERs) ニー~ ユ」 凸 く

Baseline scenario 
 ) Time 

日篇I器stock changes, GHG emissions and Leakagei 
lrrrlrrley / - /11 ru i [LI 11 11/ / 

イ 
ハIKPr叫eaa C1IVI1y Unロer incしUM IS aロロ田onai 

if the actual net GHG removals by sinks are increased 

above the sum of the changes in carbon stocks in the carbon pools 

within the project boundaッ that would have occurred 

in the absence of the registered CDMNR project activity 

× (Decision I9IC
P.9) ノ 

×

Step 2. Investment analysis 

国 

I 

Step 3. 

Barrier anaリsis 

Impact of CDM Registration 
Expl日in hロw日Ilevi日te the economic日nd fin日nci日I hurdles 

(Step 2) and other identified barriers (Step 3) 

A /R PROJECT ACTIVITY IS ADDITIONAL 

B. Additionality in implementation 

AIR Additionality tool: Tool for the demonstration and assessment 

of additionality in NR CDM project activities (EB 21 Report, Annex 16). 

国 

~ 

Preliminary screening based on the starting date 

of the NR project activity 

中
Identification of alternatives to the AIR project activity 

consistent with the current laws and regulations 

中 
→Proceed to Step 2 (Investment 日n日lysis) or Step 3 (B日「ic「日n日加sis), 

日5 it is necess日a to unded日ke日tie日st one of them. 

Step 2. Investment analysis Step 3. 

l
Barrier analysis 

Step 0. 
Preliminary screening based on the 

Starting Date of the AIR project activity 

1. Project participanお shall: 

・Provide evidence that the s恰rting date of the AIR CDM 
project activity was after 31 December 1999. 

・Provide evidence that the incentive from the planned 
sale of GHG emission allowances was seriously 
considered in the decision to proceed with the project 
activ心. 

This evidence shall be based on (preferably official, legal 
and/or other corporate) documentation that was 
available to thi川 parties at, or prior to, the s恰rt of the 
pr可ect activ心. 
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1

Eiichiro Nakama

Additionality & Investment Analysis
for Afforestation/Reforestation CDM projects

2

“Additionality" required for A/R CDM projects

A. Additionality in GHG removals

of the A/R CDM project activities

B. Additionality in implementation

of the A/R CDM project activities

- A/R Additionality tool

3

A. Additionality in GHG removals 

Baseline scenario

Based on Carbon stock changes, GHG emissions and Leakage
TimeG

H
G

 r
e
m

o
v
a
ls

A/R project activity under the CDM is additional

if the actual net GHG removals by sinks are increased

above the sum of the changes in carbon stocks in the carbon pools

within the project boundary that would have occurred

in the absence of the registered CDMA/R project activity

(Decision 19/CP.9)

Certified
Emission 
Reductions
(CERs)

=

Project activity

4

B. Additionality in implementation

Preliminary screening based on the starting date 

of the A/R project activity
Step 0.

Investment analysis Barrier analysisStep 2. Step 3.

Identification of alternatives to the A/R project activity 

consistent with the current laws and regulations
Step 1.

PASS

PASS

A/R Additionality tool: Tool for the demonstration and assessment

of additionality in A/R CDM project activities (EB 21 Report, Annex 16).

� Proceed to Step 2 (Investment analysis) or Step 3 (Barrier analysis),

as it is necessary to undertake at least one of them.

5A/R PROJECT ACTIVITY IS ADDITIONAL

Investment analysis

Barrier analysis

Step 2. Step 3.

Impact of CDM Registration
Explain how alleviate the economic and financial hurdles 

(Step 2) and other identified barriers (Step 3)

Step 4.

Passed

Passed

Passed

If not

Passed

If not

Passed

PASS

6

Preliminary screening based on the
Starting Date of the A/R project activity

Step 0.

1. Project participants shall:

• Provide evidence that the starting date of the A/R CDM 
project activity was after 31 December 1999.

• Provide evidence that the incentive from the planned 
sale of GHG emission allowances was seriously 
considered in the decision to proceed with the project 
activity.

This evidence shall be based on (preferably official, legal 
and/or other corporate) documentation that was 
available to third parties at, or prior to, the start of the 
project activity.
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Step 1. 
Identification of alternatives to 

the AIR project Activity consistent with 
the current laws and regulations 

Sub-step Ia. Define alternatives to the pりIect activity: 

Sub-step lb. Enforcement of applicable laws and 
regulations: 

Sub-step Ic. Selection of the baseline scenario: 

-'Proceed to Step 2 (Investment analysis) or Step 3 
但artier analysis), as it為necessary 加 undertake at 
least one of them. 

Step 2. Investment analysis 

-. Identiか the financial indicator, such as IRR, NPV, cost 
benefit ratio , or other (e.g. required rate of return 
(RRR) most suitable for the project type and decision-
making conteオ. 

Sub-step 2c. Calculation and comparison of financial 
加dicators (only叩plicable 加 options~ 
and勿： 

-'If it店concluded 功at功eproposed AIR CDM project 
activiか WI功out功e financial benefits from 功e CDM 
為not fin an cially attractive功en proceed加Step 2d 
(Sensitivity Analysis). 

[Step 

3. Barrier analysis 

1. If this step is used, determine whether the proposed 
project activity faces barriers that: 

・Prevent the implemen恰tion of this type of proposed 
p回ect activ心；and 

・Do not prevent the implementation of at least one of the 
alternatives 

2. Use the following sub-steps: 

Step 2. Investment analysis 

Sub-step 2a. Determine appropriate analysis method 

Sub-step 2b.~Option L Apply simple cost analysis 

-'If it is concluded that the proposed AIR CDM project 
activity produces no financial benefits o功er功an 
CDM related income then proceed to Step 4 (Impact 
of CDM RegistrationJ. 

Sub-step 2b．ーOption IL Appiy加vestment comparison 
analysis 

Sub-step 2b - Option IlL Appiy benchmark analysis 

~ Investment analysis 

Sub-step 2d. Sensitivity analySお 

'ifafterthe sensi加」かanalysis ＃おconcluded 切at切e proposed A沢 

CDM project activity without the financial benefits from the CDMお 

un壁旦！r－加produce an economic benefit (Optionりor加be financially 
attractive (Option II and Option勿， 

- then proceed directly加Step 4 (Impact of CDM registration). 

・If after切e sensitivity anaiy5お “おconcluded that the proposed A/iマ 
CDM project activity without the financial benefits from the CDMお 

壁e虻to produce economic bene所‘Optionりor加be financially 
attractive (Option II and Option勿，then the project activ」かcannot be 
considered additional 卯 means of Financial anaiy5鳳 

→0ptionally proceed 加 Step 3 (Barrier analys司加prove that the 

proposed projed activity faces barriers 切at dond prevenHhe 
baseline scenario同from occurring. 

~ Barrier analysis 

Sub-step 3a. Identiルbarriers功at would pre vent功e 
implementation of type of the proposed 
proIectactiげty: 

・Investment barrie陰, other than the 
economic/financial barriers in Step 2 above 

・lnstitution司barriers 
・Technological barriers 
・Barriers related to local tradition 
・Barrie陰 due b prevailing pra面ce 
・Barriers due to local ecological conditions 
・Barriers due to social conditions, inter alia: 
・Barriers relating to land tenure, ownership, 

inheri恰nce, and prope心 rights 
12 
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7

Identification of alternatives to

the A/R project Activity consistent with
the current laws and regulations

Step 1.

Sub-step 1a. Define alternatives to the project activity:

Sub-step 1b. Enforcement of applicable laws and 

regulations:

Sub-step 1c. Selection of the baseline scenario:

���� Proceed to Step 2 (Investment analysis) or Step 3 

(Barrier analysis), as it is necessary to undertake at 

least one of them.

8

Investment analysisStep 2.

Sub-step 2a. Determine appropriate analysis method

Sub-step 2b. – Option I. Apply simple cost analysis

���� If it is concluded that the proposed A/R CDM project 

activity produces no financial benefits other than 

CDM related income then proceed to Step 4 (Impact 

of CDM Registration).

Sub-step 2b. – Option II. Apply investment comparison 

analysis

Sub-step 2b – Option III. Apply benchmark analysis

9

Investment analysisStep 2.

���� Identify the financial indicator, such as IRR, NPV, cost 
benefit ratio , or other (e.g. required rate of return 
(RRR) most suitable for the project type and decision-
making context.

Sub-step 2c. Calculation and comparison of financial 

indicators (only applicable to options II 

and III):

���� If it is concluded that the proposed A/R CDM project 

activity without the financial benefits from the CDM 

is not financially attractive then proceed to Step 2d 

(Sensitivity Analysis).

10

Investment analysisStep 2.

Sub-step 2d. Sensitivity analysis

• If after the sensitivity analysis it is concluded that the proposed A/R 

CDM project activity without the financial benefits from the CDM is 

unlikely to produce an economic benefit (Option I) or to be financially 

attractive (Option II and Option III),

� then proceed directly to Step 4 (Impact of CDM registration).

• If after the sensitivity analysis it is concluded that the proposed A/R 

CDM project activity without the financial benefits from the CDM is 

likely to produce economic benefit (Option I) or to be financially 

attractive (Option II and Option III), then the project activity cannot be 

considered additional by means of Financial analysis.

� Optionally proceed to Step 3 (Barrier analysis) to prove that the 

proposed project activity faces barriers that do not prevent the

baseline scenario(s) from occurring.

11

Barrier analysisStep 3.

1. If this step is used, determine whether the proposed 
project activity faces barriers that:

• Prevent the implementation of this type of proposed 
project activity; and

• Do not prevent the implementation of at least one of the 
alternatives.

2. Use the following sub-steps:

12

Barrier analysisStep 3.

Sub-step 3a. Identify barriers that would prevent the 

implementation of type of the proposed 

project activity:

• Investment barriers, other than the 
economic/financial barriers in Step 2 above

• Institutional barriers
• Technological barriers
• Barriers related to local tradition
• Barriers due to prevailing practice
• Barriers due to local ecological conditions
• Barriers due to social conditions, inter alia:
• Barriers relating to land tenure, ownership, 

inheritance, and property rights
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13

Barrier analysisStep 3.

Sub-step 3b. Show that the identified barriers would 

not prevent the implementation of at least 

one of the alternatives (except the 

proposed project activity):

• If both Sub-steps 3a – 3b are satisfied, proceed to Step 4 (Impact of 

CDM registration)

• If one of the Sub-steps 3a – 3b is not satisfied then the project activity 

cannot be considered additional by means of barrier analysis.

� Optionally proceed to Step 2 (Investment analysis) to prove that the 

proposed A/R CDM project activity without the financial benefits from 

the CDM is unlikely to produce economic benefit (Option I) or to be 

financially attractive (Option II and Option III).
14

Impact of CDM RegistrationStep 4.

1. Explain how the approval and registration of the project 
activity as a A/R CDM project activity, and the 
attendant benefits and incentives derived from this 
registration, will alleviate the economic and financial 
hurdles (Step 2) or other identified barriers (Step 3) 
and thus enable the project activity to be undertaken. 

���� If Step 4 is satisfied, the proposed A/R CDM project 

activity is not the baseline scenario and, hence, it is 

additional.

���� If Step 4 is not satisfied, the proposed A/R CDM 

project activity is not additional.

15

Impact of CDM RegistrationStep 4.

The benefits and incentives can be of various types,
such as:

• Net anthropogenic greenhouse gas removals by sinks;
• The financial benefit of the revenue obtained by selling 

tCERs or lCERs, including certainty and pre-defined 
timing of its reception;

• Attracting new players who are not exposed to the same 
barriers, or can accept a lower IRR (for instance 
because they have access to cheaper capital);

• Attracting new players who bring the capacity to 
implement a new technology/practice, and

• Reducing inflation /exchange rate risk affecting 
expected revenues and attractiveness for investors.

16

Impact of CDM Registration
Explain how alleviate the economic and financial hurdles

(Step 2: Investment Analysis)

Step 4.

P
ro

je
c
t 

IR
R

Usual plantation 

without the financial 

benefits from the CDM

Benchmark of an investor

is not

financially

attractive

The financial benefits from

the sale of t-CERs or l-CERs

A/R CDM project with 

the financial benefits 

from the CDM

project

scenario

1

A/R CDM

project

scenario

2

A/R CDM

Financial hurdles were alleviated = A/R project is additional

17

A/R PDD in China, now under Validation process
�Facilitating Reforestation for Guangxi Watershed Management in Pearl River Basin�

Methodology: AR-AM0001 Reforestation of degraded land --- Version 2 

STEP 2: Investment analysis

Sub-step 2a. Determine appropriate analysis method

As the identified alternative (continuation of the current degraded land)

does not lead investments and no economic benefits will be generated,

while the project scenario does produce economic benefits from timber harvest

and resin production, the benchmark analysis method (Option III) is chosen.

The PIN Financial Analysis spreadsheet developed by the World Bank

BioCarbon Fund10 is used to conduct the investment analysis

in which FIRR with and without the carbon benefit are the relevant indicators.

Source: http://cdm.unfccc.int/Projects/Validation 18

The PIN Financial Analysis spreadsheet
developed by the World Bank BioCarbon Fund10
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The PIN Financial Analysis spreadsheet 
developed り the World Bank BloCarbon FundlO 
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AIR PDD in China, now under Validation pro《nss 
4FaolitatEig Refores血憧xi forCuarigガWatershed Meriagementin Pearl River Bssio" 

Methodology: AR-AM0001 Refore 血tion of degraded land -- Version 1 

釦かstep 2d. Sensitivity anal」慮な 
Witho吐 carbon benefit 
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C02FIX V 3.1 manual - a modeling framework 
for quanti句ing carbon sequestration In forest ecosy説ems 

4 

~ 

. 

~ 

. 
'I・りゲ m ！マ” ld‘． 勘l小w il-I. 

ロ』ロ“昌風 ● 4 "‘印a1"Ci 口各＝ S CLi ", り 

Fl子ue 2 Mainnlel,uoPnぐllg ’】二d；ぐつコ二 

mlm ・「CilOid '10041中●h●・ロ●“●司 

” ●“”~””●－‘●~電●－t甘 

"'""""""'"'""' 

MJ - Sch引hms, P -W van Each, 

TA - Groen, B-H.J- de Jong, 

M - Iくanninen, J- Lほ同, 

0 - Masera, GM .J- Mohren, 

GJ - Nabuurs, T - Pabsuq 

L Pedroni, k Valiejo, T - Vil白n 

W 叩eningen, 2004 

Source: http:ffwwwefLfllp回ecta/ca品rI 

AIR PDD in China, now under Validation pro《nss 
4FadltatEig Refores血憧Xl forGuerigガWatershed Managementin Pearl River Bas*i' 

Methodology: AR-AM0001 Refores血lion of degraded teid－一、んisbn 1 

Sは》－s加p 2b - Optionl止即ply bendimark analysk 
The re利ired rite of return (RRR) on equity Ia 12% 
for agicultural Elvestrnentproja血 

Sub-s加p 2c-Cdculalion aj貧」con anson 叶 firandal Eidi《狙thrs 

The FiRR of the prop昌ed A /R CDM project antMり was calciia加d, 

both without andw iiiu carbon f!riarra, and is %  and  7% 

14 % -47

12% 

圭 
= 

Benchmark of an investor .AIR霞叫. 

833% 
血not 

'1an山町 

at廿adv日 

~ま 

8啾l．加 

2 

without carbon benefits with carbon benefits 加 

AIR PDD in China, now under Validation pro《nss 
4FadltatEig Refores血憧xi forGuerigガwatershed Managementin Pearl River Bss*i' 

Methodology: AR-AM0001 Refore 血tion of degraded lend -- Version 1 

Sub-step 2d. Sensitivlケanal」慮な 
With carbon benefit 

Parameters Variation FIRR(%) 
「S
[coerncieni 

門tivity 
Cr1飢ed pain加that 

make iRR zero (%) 

Produd price +10 % [- I 1674 - 0227 

-10% I 1164 -[ 0283 -3117 

Produd Output +10 % [- I 1583 - oi36 

-10% [- I 1295 - 0A52 -57A4 

0perating coat +10% I
 
1256

-

0191 +49-88 

-10%~ .- 
《b I

 
I6I6

-

0
 

- g
 [

 
忌司ふnFIRR 鷲品加肥22 

C02FIX V 3.1 manual - a modeling framework 
for quanti句ing carbon sequestration In forest ecosystems 

Caber I fl $1444 

,m 
' 

‘い二 J、りに邑 ＝$411oEi 

I 

Carbon accountino ! 

こe" 

B401412140 

い1、，1414,1血 

$401441114 4110l 10 

Soil 

m3t 

Bioece年y 

. 

叫4皿uy・円OuU"'O '“聖J'[""‘」， 

m 帯 

Pioduci' 

Financial mllodule 一F う 
「l2uェel llュぐ山ぐホ‘',9 24 

-38-

4 4

19

The PIN Financial Analysis spreadsheet
developed by the World Bank BioCarbon Fund10

20

Sub-step 2b – Option III: Apply benchmark analysis

The required rate of return (RRR) on equity is 12%

for agricultural investment projects

is not

financially

attractive

IR
R

with carbon benefitswithout carbon benefits

project

scenario

2

A/R CDMBenchmark of an investor
12%

Sub-step 2c. Calculation and comparison of financial indicators.

The FIRR of the proposed A/R CDM project activity was calculated,

both without and with carbon finance, and is 8.33% and 14.47%

8.33%

14.47%

A/R PDD in China, now under Validation process
�Facilitating Reforestation for Guangxi Watershed Management in Pearl River Basin�

Methodology: AR-AM0001 Reforestation of degraded land --- Version 1 

21

Sub-step 2d. Sensitivity analysis

Without carbon benefit

0.1629.95-10%

+36.300.1836.50+10%
Operating cost

0.1516.82-10% -41.60

0.1349.67+10%
Product Output

0.2765.57-10% -23.12

0.22910.62+10%
Product price

Critical points that

make IRR zero (%)

Sensitivity

coefficient

FIRR 

(%)

VariationParameters

FIRR<12.00
� unlikely to be

financially attractive

A/R PDD in China, now under Validation process
�Facilitating Reforestation for Guangxi Watershed Management in Pearl River Basin�

Methodology: AR-AM0001 Reforestation of degraded land --- Version 1 

22

Sub-step 2d. Sensitivity analysis

With carbon benefit

0.16916.16-10%

+49.880.19112.56+10%Operating cost

0.15212.95-10% -57.14

0.13615.83+10%Product Output

0.28311.64-10% -31.77

0.22716.74+10%Product price

Critical points that

make IRR zero (%)

Sensitivity

coefficient

FIRR 

(%)

VariationParameters

FIRR>12.00
� likely to be

financially attractive

A/R PDD in China, now under Validation process
�Facilitating Reforestation for Guangxi Watershed Management in Pearl River Basin�

Methodology: AR-AM0001 Reforestation of degraded land --- Version 1 

23

CO2FIX V 3.1 manual - a modeling framework

for quantifying carbon sequestration in forest ecosystems

M.J. Schelhaas, P.W. van Esch,

T.A. Groen, B.H.J. de Jong,

M. Kanninen, J. Liski,

O. Masera, G.M.J. Mohren,

G.J. Nabuurs, T. Palosuo,

L. Pedroni, A. Vallejo, T. Vilén

Wageningen, 2004 

Source: http://www.efi.fi/projects/casfor/ 24

CO2FIX V 3.1 manual - a modeling framework

for quantifying carbon sequestration in forest ecosystems
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Investment analysis Step 2. 

Cash flow (1 ) general outi J 

． リ1 

e_ I...,. 
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、、 

-. In finance, cash flow refers to the 
amounts of cash being received and 
spent by a business during a defined 
period of time, sometimes tied to a 
specific project. 

-#when using cash flows as a 
benchmark tool (for example when 
calculating the internal rate of return) it 
is better to separate the total cash flow 
into separate cash flows streams. 

Source: WIKIPEDIA, h廿p://en.wikipedia.org/wiki/Netpresent 、闇 ue 
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Thank you ぐ、 
for your kind attention 

Gracias por sus atenciones 
Arigatou 

,ソ・ 
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Step 2. Investment analysis 

Cash flow (2) Types of cash flow 

-'There are multiple types of flows of incoming and 
outgoing cash that are included in the total cash flow 
amount: 

'Operational cash flows: Cash received or expended as a result 
of the companies core business activities. 

'Investment cash flows: Cash received or expended by making 
capital expenditures (i.e. the purchase of new machinery), the 
making of investments or acquisitions. 

'Financing cash flows: Cash received or expended as a result of 
financial activities such as receiving or paying loans, issuing stock, 
and paいng div旧ends 

27 

Step 2. Investment analysis 

Net present value (NP J 
-'Net present value (NPい嶋as恰ndard method 加「 

evaluating competing longセ「mp回ecおin caが恰~ 
budgeting. 

-. It measures the excess or shortfall of cash flows, in 
present value (Pい terms, once financing charges are 
met. 

-.All projects with a positive NPV should be undertaken. 

Source: WIKIPEDIA, http://en.wikipedi日.org/wikilNetpresent 、闇 ue 

~ Investment analysis 

Cash flow 
(3

) Exam
p J 

Transaction In 
(Debit) 

Out 
(Credit) 

Types可flows 

Incoming Loan +50.00 finand司 flow 

Sales (which were 
pa司加「in cash) 

+30.00 operational flow 

Materia島 -10.00 operational flow 

Labor -10.00 operational flow 

Purchased Capital -10.00 investment flow 

Loan Repayment -5.00 finand司 flow 

Taxes -5.00 finand司 flow 

To恰~ +40.00 28 

~ Investment analysis 

Theわrmula わ「N馴 

NPV = n
「 ．

」
 

I一il 上 
t=0 ’」－ -

- 
－
「
－
-
-
 

-Each cash inflow/outflow is discounted back to its PV 
Then they are summed. 

-. In this formula t is the time of the cash flow, 
-. N is the total time of the project, 
-#1嶋the d嶋count rate and 
-. C is the cash flow at that point in time. 

30 
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Thank you          

for your kind attention

Gracias por sus atenciones

Arigatou
26

Investment analysisStep 2.

���� In finance, cash flow refers to the 
amounts of cash being received and 
spent by a business during a defined 
period of time, sometimes tied to a 
specific project.

���� when using cash flows as a 
benchmark tool (for example when 
calculating the internal rate of return) it 
is better to separate the total cash flow 
into separate cash flows streams.

Source: WIKIPEDIA, http://en.wikipedia.org/wiki/Net_present_value

Cash flow (1) general outline

27

Investment analysisStep 2.

���� There are multiple types of flows of incoming and 
outgoing cash that are included in the total cash flow 
amount:

� Operational cash flows: Cash received or expended as a result 

of the companies core business activities. 

� Investment cash flows: Cash received or expended by making 

capital expenditures (i.e. the purchase of new machinery), the 

making of investments or acquisitions.

� Financing cash flows: Cash received or expended as a result of 

financial activities such as receiving or paying loans, issuing stock, 

and paying dividends 

Cash flow (2) Types of cash flow

28

Investment analysisStep 2.

Cash flow (3) Example

+40.00Total

financial flow-5.00Taxes

financial flow-5.00Loan Repayment

investment flow-10.00Purchased Capital

operational flow-10.00Labor

operational flow-10.00Materials

operational flow+30.00Sales (which were 
paid for in cash)

financial flow+50.00Incoming Loan

Types of flows Out 
(Credit)

In    
(Debit)

Transaction

[ US$ ]

29

Investment analysisStep 2.

���� Net present value (NPV) is a standard method for 
evaluating competing long-term projects in capital 
budgeting.

���� It measures the excess or shortfall of cash flows, in 
present value (PV) terms, once financing charges are 
met.

���� All projects with a positive NPV should be undertaken.

Net present value (NPV)

Source: WIKIPEDIA, http://en.wikipedia.org/wiki/Net_present_value 30

Investment analysisStep 2.

���� Each cash inflow/outflow is discounted back to its PV. 
Then they are summed.

���� In this formula t is the time of the cash flow,
���� N is the total time of the project,
���� i is the discount rate and
���� C is the cash flow at that point in time.

The formula for NPV
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~ Irwestmort anaいis 

Internal R試e of Return (IR )J 
→IRRiacapitaib叫geting method usedりfirms to 

decide wtiether they shouU make long term invsU'nen加 

-'The IRR la d面「司as any discount rate that resu鵬in a 
net present value of zero, and旧usua呼interpreted as 
巾●expected re加m generatedりthe invstment 

→In general, if the IRR旧greater than the project's cost of 
capital or hu司brate,加protect will add value 加「加 

し“「甲dny 

S sc : WIKIPED皿I h●w加1－酬’目Ind‘刀円MdIr*'yi.J r. 吋r 」rn 

~ Irwestmort ariaいIs 

Calcul試。ns of NPV and l刈 
E粗rnple 
Year Cash flow 
0 -100 
1 +120 

NPV = 

Irwestmort anaいis ~

T加formula for I回
N 、 r -cL '4. 

In itL証 1nve乱rnen七＝〉▼ ノー 
にI(1+IKRjl 

-'The formula for IRR la essentia呼the same as used for 
NPV 

→C are the indivi山」刊cash flows 
-' I'S the tine of the cash flow 
-Ni the total廿 me of the p回ect 
-,.)RRs巾●variable solved 加「m●IRR胆「加●胆「図 
(discounUinterest rate) 

立 

q
? 

Nx
」 Calculabon of NPV using 20%discountrate: 

NPV =-100+120I[(1+20/1001j 
NPV=0 N 

(- . 

Calcu巨加n of IRRInitib~n ~fIRR 証Inve此men七＝各（1 ＋五R)t 
-100 +12olt(1+IRRJ1oOr1)=o 
IRR =20% 

6 6
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Investment analysisStep 2.

���� IRR is a capital budgeting method used by firms to 
decide whether they should make long term investments.

���� The IRR is defined as any discount rate that results in a 
net present value of zero, and is usually interpreted as 
the expected return generated by the investment.

���� In general, if the IRR is greater than the project's cost of 
capital or hurdle rate, the project will add value for the 
company.

Source: WIKIPEDIA, http://en.wikipedia.org/wiki/Internal_rate_of_return

Internal Rate of Return (IRR)

32

Investment analysisStep 2.

���� The formula for IRR is essentially the same as used for 
NPV.

���� C are the individual cash flows.
���� t is the time of the cash flow.
���� N is the total time of the project.
���� IRR is the variable solved for: the IRR per time period 

(discount/interest rate).

The formula for IRR

33

Investment analysisStep 2.

Example:
Year     Cash flow
0        -100
1        +120

Calculation of NPV using 20% discount rate:
NPV = -100 +120/[(1+20/100)^1]
NPV = 0

Calculation of IRR:
-100 +120/[(1+IRR/100)^1] = 0
IRR = 20%

Calculations of NPV and IRR
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Capacity Building Workshop 
on Implemenねtion of AIR 0DM Projec加 

in CEDESO, Panama, Oct. 2006 

Estimation Methods of Carbon Stocks 
and 

Field Measurement 

By To如non MORI 

JAPAN INTERNATIONAL FORESTRY 
PROMOTION & COOPERATION CENTER 

9:00 - 10:00 

10.00 - 10:15 

10.15 - 10:4.5 

1045 - 12:00 

12叩- 12:30 

1230 - 13:30 

13:30 - 15:叩 

15:30 - 17:00 

Today's Program 

Part I Etlmatlon method of C02 rBrnovak bytroes 

Part Il-i Outline of fle& work 

(M0v to什●山ntios1i d) 

Measuroment of tree s巨e 

(RtuntoCEDE80) 

(LI』でI' 11") 

Part 11-2 CBlculatlon of field data 

Part III Etlmatlon me由α」s of baae1Ine COz 

Em sIon of C02, and Leakfige 

Part N Estimation methods of C02 In deed tree, litter, 

and soil carton 

lFpo皿“,比－1●皿n~“●1~●t -1”廿欧」 of双」● d hO of h 

3 

1 Estimation of C02 rcil箕)valsりsinks befot pr可ect start 

胆x antc tim頭ion)→Mditionality 

2 Dc缶rniinat ,n of Cq rcil箕〕va りsinks afla p可ects加lt 

胆x post estimaUon) -.Crcditing 

Estiniation mcthods of C02 removalsりsnksplallted 仕 ccs 

Use of gtvwth 

MAJ 

Use of growth d1ff αice 

ぬwcal hllle "i"at 巧" 

A1 

Vobmie A2 

B ! 

82 

Cq+H20 +］嶋htE= 
望気鼠。r voluinc gr。就h 5 

Necessiり of Estimation of 

GHG Remov司s by p回ect 

At 1i"! 

Ad

ど 
~C %mcb 

ー一，、一イ一~ ANC8 
、ー~～一－ーJ '''’し叫’ 

...,. - l 」 En宙 osi L~ 

B

~ 

"'Iw Cs七 cbs 

． 一 一 

ANじど 

Adthfr. 句 
md 

か＊ - ！ ん憎●~氈net C 
－●1加v山愉y~ 

・11尊 neccssay to cstiniation of 3HG rcmova 

比forc aixi afiastartoftheCDM pr可ect 

Part I 

F舗mation methods叶C02 remova島 

Sdection叶Carbon Poo嶋 

Carbon pools: Above ground biomass (AGB) 
Bel瑚I ground biomass (BOB) 
I加ad woc刈S 
Lit加「 
Soil carbon 

Pools other than trees回ll be explained In Part III & IV ' 

Bask relations betwe に02and biomass &volume 

Amount of car加n in plant bioni加s一 50% (CF :一－」－。 i一－」－。) 

Convason factor from Caibon to C02一一,’二 

(C:12 +02:16 X2 一44) 

(from Default values in ll'CC-(3P0) 

Ex加iiplc: Bom~ (101g)=10X 05 X 44/12 =18.33 C ュ kg 

C02 rcinovaJs for a p iod fronl位1le当”加り’' 

= 1. RiOn,卿昇 ncitm cit = 2. Volunie inacm it 

1: Bioii島● (P1nt wci 1) incfcmcnt 
△w=（、一、） 

2: Vo1恒ijc mccmcnt→c o'1v町lo'1 to wcight increment 

△v=（、ーvI) 
tW ＝ムVXDX BEFX(1+R) 

D =B昌b wood d 耳ity(kgfni、 
BEF=Biom" cxp車i●ioi伽toI (Stem to AG助,Rrootf1罵ot 

Fxviiple: 10m3ftcm = IOXO.5円）×1スBEり＝ 6 1wJAGB 

W1罵）1e tf ce =6×0+032(R))=7.92kg(tj 
a 
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Capacity Building Workshop 

on Implementation of A/R CDM Projects 

in CEDESO, Panama, Oct. 2006

Estimation Methods of Carbon Stocks      

and 

Field Measurement

By  Tokunori MORI

2

Necessity of Estimation of 

GHG Removals by project

t+k

Actual C stocks

Baseliner C stocks

Emission Leakage

Actual net C stocks

�It is necessary to estimation of GHG removals 

before  and  after start of the CDM  project 

At time t

t

Anthropogenic
net C stocks

Additionality
and 

�CER or �CER

ANCS

ANCS

Anthropogenic net C 
removals for year k

3

Today’s Program

• 9:00 – 10:00     Part I  Estimation method of CO2 removals by trees 

• 10:00 – 10:15     Part II-1  Outline of field work

• 10:15 – 10:45     (Move to the plantation field)

• 10:45 – 12:00     Measurement of tree size

• 12:00 – 12:30     (Return to CEDESO)

• 12:30 – 13:30     (Lunch time)

• 13:30 – 15:00     Part II-2  Calculation of field data

Part III  Estimation methods of baseline CO2,

Emission of CO2, and Leakage

• 15:30 – 17:00     Part IV  Estimation methods of CO2 in dead tree, litter,

and soil carbon

If possible, biomass measurement method of AG and UG of tree

4

Part I

Estimation methods of CO2 removals

Selection of Carbon Pools

Carbon pools: Above ground biomass (AGB)

Below ground biomass (BGB)

Dead woods

Litter  

Soil carbon

Pools other than trees will be explained in Part III & IV

5

� Estimation of CO
2

removals by sinks before project start

(Ex ante estimation) Additionality

2   Determination of CO
2

removals by sinks after project start

(Ex post estimation) Crediting

Use of growth 

MAI 

Estimation methods of CO
2

removals by sinks=planted trees

Use of growth difference 

between time “i” and “j”

Biomass

Volume

A 1

A 2

B 1

B 2

CO
2

+ H
2
O + light E = CH

2
O + O

2

Weight or volume growth 6

Basic relations between CO
2
and biomass & volume

CO2 removals for a period from time “i” to “j”

�1. Biomass increment � 2. Volume increment 

��Biomass (Plant weight) increment

�W��Wj �Wi�

��Volume increment 	conversion to weight increment

�V��Vj�Vi�

�W��V
D
BEF
(1+R)

D=Basic wood density(kg/m3)�

BEF=Biomass expansion factor (Stem to AGB), R=root/shoot

Example: 10m3/stem = 10
0.5 (D) 
1.2(BEF) = 6 kg/AGB

Whole tree = 6 
(1+0.32(R)) = 7.92 kg/tree

Amount of carbon in plant biomass = 50%  (CF�0.5)

Conversion factor from Carbon to CO
2

= 44/12

(C:12 +O
2
:16 �2 = 44)

(from Default values in IPCC-GPG)

Example: Biomass (10kg) =10
 0.5 
 44/12 �18.33 CO2 kg
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Default values 

* Internation司 default :CF=0.5 C -C02=44/12 

* Basic wood density (D) in tropic司 America: 

Pinus caribaea=0.51, Cedrela sp.=0.40 (Teak=0.50 in Asia) 

t Table 3A.1.9-1 &2inGPG 

* R (root-shoot ratio) 

Conifer forestlplantation = 0.46 in <50tiha AGB, 

0.32 in 50-150tJhaAGB 

0.23 in>150tJhaAGB 

1Table 

3A. 1 .8 in GPG 

* BEF : tropical pines= 1.2 (1.1-1.3) in >10cm DBH 

tropic司 broadleaf= 1.5 (1.3-1.7) in >10cm DBH 

I Table 3A.1.10mGPG 

A .1 Use of MAT of tree biomass (AGB) 

Annual C02 remov司s by above ground tree organs (AGB) = 

Annual biomass increment of AGB X CF X 44/12 = W ]2AGB 

Annual C02 removals by whole tree = WC02AGB X (1+"R") = 

Actual C02 removals by sink "R": BGB/AGB 

Example of Annual biomass increment and "R" 

Species Annual biomass increment 

of AGB (to・i/ha・)'r) 

"R"(%) 

Eucalyptus globulus 17.2 - 32.6 15.8 

Eucalyptus grandis 15.8 一16.8 17.9 
Acacia mangium 15.6 -28.8 ( ) 15.3 

Swietenia macmphylla 6.2 一13.0 33.2 
Tectona grandis 3.8一4.2 22.8 

Ex・22.2猫5 x 44ノ編97 40.7(1+0十46.93 t C02んa 琴 

B .1 or2 

Estimation of Biomass or Volume for a certain period 

1) Utilization of allometric equation of biomass 

Example: W =a(D2)b or W =a(D2H)b 

2) Utilization of stem volume equation or volume yield table 

Example: V =aDbllc logVa+b(1/A)+c(S/A) 

A : age, S: site index 

Increment of biomass for a certain period: 

To measure DBH and/or H at year "i" and at year "j" 

And c司culate biomass or volume by the above equations. 

Example of increment between "i" and "j" 

町-Wi or巧一Vi 

Default values, Constant, and Equations 

Basic rule in sm司】sc司e AIR CDM p回ect: 

'Measured values of the same species in the local. 

'Standard values in the country. In the wide territoiy country, 

the value in neighbors similar in nature conditions. 

'When there are no data of same species, use same genus or 

family, similar life styles or tree form 

・International values (IPCC-GPG) 

To indicate data source and to apply conservative methods. 

A . 2 Use of MA ! of Stem Volume (m3/(tree・yr)) 

Annual C02 removals by AG (tonC02/tree・ yr) = 
MAI X D (t0n1m3) X CF X 44/12 x BEF =w 'co2AGB 

W 'c02AGB X Number of treesんa = Wc02AGB (ton C0ゆa’司 

Actual C02 removals per ha =Wc ~2AGB X (1 + "R") 

"R":UGB/AGB, D: Basic density 

Volume table of Pinus caribaea 

of wood 

Expl.: Estimation of annual C02 

removals for 5-10 year 
Y ●「 VoI rne MAI/5y 

0.0626 X 0.51 (DinGPG) 
m3/tree m3/tree・yr 

x 0.5 (CF) x 44/12 x 1.2 (BEF for 
5 0.087329 0.0175 

tropical pines in GPG) =0.0704 
10 0.400360 0.0626 

15 0.665093 0.0529 
0.0704 X 500 (nt/ha) = 35.20 

20 0.857231 0.0384 35.20 X (1+ 0.32 ("R" for small tree)) 

25 0.998222 0.0282 ⑩ 0399) = 46.46 (ton C02んa'yr) 

B .1 Biomass estimation句biomass allometric equation 

For P . carebeae in Nigeria by Egunjobi 

Total B(kg/tree) = -32189.08807 + 1684.63390 X GBH '' (1) 

GBH: Stem卑rth at breast height (cm) 

Table GBH, DBH and values of equation 1 in a sample plot at time i 

Tree No. GBH DBH 0A2 TB(1) 

1 47.0 15.0 225 47 

2 56.5 18.0 324 63 

n 37.7 12.0 144 31 

Total 

When plot size is 250 m2: (1) 2,050kg/plot X 10,000/250=82ton/ha (TB) 

It is value ath鷲L山mo estimatelBat time」・the difference between」曜1 
IS mcremenL 01 olomtlss 

-42-
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Default valuesDefault values

�International default :CF�0.5 C�CO��44/12

�Basic wood density (D) in tropical America:

Pinus caribaea=0.51, Cedrela sp.=0.40  (Teak=0.50 in Asia) 

Table  3A.1.9-1 &2 in GPG

�R (root-shoot ratio): 

Conifer forest/plantation = 0.46 in <50t/ha  AGB, 

0.32 in 50-150t/ha AGB

0.23 in >150t/ha AGB 

Table 3A.1.8 in GPG

�BEF�tropical pines= 1.2 (1.1-1.3) in >10cm DBH

tropical broadleaf= 1.5 (1.3-1.7) in >10cm DBH

Table 3A.1.10 in GPG

8

Default values, Constant, and Equations 

Basic rule in small scale A/R CDM project:

�Measured values of the same species in the local.

�Standard values in the country. In the wide territory country, 

the value in neighbors similar in nature conditions.

�When there are no data of same species, use same genus or 

family, similar life styles or tree form

�International values (IPCC-GPG�

To indicate data source and to apply conservative methods.

9

A.1 Use of MAI of tree biomass (AGB)

Annual CO2 removals by above ground tree organs (AGB) =

Annual biomass increment of AGB 
 CF 
 44/12 = WCO2 AGB

Annual CO2 removals by whole tree = WCO2 AGB 
 (1+”R”) �

Actual CO2 removals by sink “R”: BGB/AGB

Eucalyptus globulus 17.2 – 32.6                                 15.8 
Eucalyptus  grandis 15.8 �16.8                                 17.9
Acacia         mangium 15.6 �28.8 (22.2)                     15.3
Swietenia macrophylla 6.2 �13.0                                 33.2
Tectona grandis 3.8 � 4.2                                 22.8            

Species Annual biomass increment “R”(%)

of AGB (ton/ha�yr�

Example of Annual biomass increment and “R”

Ex.  22.2 x 0.5 x 44/12 = 40.7   40.7 (1+0.153) = 46.93 t CO2/ha	yr
W

co2AGB
AGB “R”

10

A. 2  Use of MAI of Stem Volume (m3/(tree�yr))

Annual CO
2

removals by AG (tonCO
2
/tree� yr� �

MAI�D 
ton/m3� �CF�44/12�BEF = W’
CO2AGB

W’
CO2AGB 

� Number of trees/ha = W
CO2AGB   

(ton CO
2
/ha�yr)

Actual CO
2

removals per ha �W
CO2AGB 

� 
�� “ R”�

“R”:UGB/AGB,   D: Basic density of wood

0.0282 0.99822225

0.0384 0.85723120

0.0529 0.66509315

0.06260.40036010

0.01750.0873295

�
3
���������

3
�����

�	
�������������

Volume table of Pinus caribaea Expl.: Estimation of annual CO
2

removals for 5-10 year

0.0626 � 0.51 (D in GPG)

�0.5 (CF)�44/12 �1.2 (BEF for

tropical pines in GPG) =0.0704

0.0704 �500 (n.t/ha) = 35.20

35.20 �(1+ 0.32 (“R” for small tree))

= 46.46 (ton CO
2
/ha�yr)(0.0399)

11

B. 1  or 2 

Estimation of Biomass or Volume for a certain period

1)  Utilization of allometric equation of biomass

Example: W�a
D��b or W�a
D�H�b

2)  Utilization of stem volume equation or volume yield table

Example: V�aDbHc logV=a+b(1/A)+c(S/A)  

A: age, S: site index

Increment of biomass for a certain period:

To measure DBH and/or H at year “i” and at year “j”

And calculate biomass or volume by the above equations.

Example of increment between “i” and “j” : 

Wj – Wi or Vj – Vi  

12

B.1  Biomass estimation by biomass allometric equation

For P. carebeae in Nigeria by Egunjobi

Total B(kg/tree) = -32189.08807 + 1684.63390 � GBH ��(1)

GBH: Stem girth at breast height (cm)

2050

31

-

63

47

TB (1)  

Total

14412.037.7n

----

32418.056.52

22515.047.01

D^2DBHGBHTree No.

When plot size is 250 m2 : (1) 2,050kg/plot 
 10,000/250=82ton/ha (TB)

It is value at time i, then to estimate TB at time j, the difference between j and i

is increment of biomass. 

Table   GBH, DBH and values of equation 1 in a sample plot at time i
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B. 2 Biomass estimation by stem volume equation 

10 year 15 -ye日「 

No D H V No D H V 

1 
16.4 

12.3 0.124 1 19.2 17.1 0.221 

2 17.5 13.3 0.149 2 20.5 18.3 0.265 

n n 

Total 3.550 4.875 

Plot area: 
250m2 

Equation for P . ksiya in Philippine 

V(m3/tree)=0.000085 X (D2H)'0.899 D : cm, H : m 

V (m3山a) at 5 yr: 3.550 X 10000/250 =142 

V (m3山a) at 10 yr: 4.875 X 10000/250 = 195 

Volume increment for 5 yr. is 195-142 = 53 annual: 10.6 m3山a.yr 

10.6 X 0.51(D) X 0.5(CF) X 1.2(BEF) =3.24 ton C山a.yr (annual C increment) 

Whole tree = 3.24 (AGC) X (1 + 0.32但)) = 4.2o ton C山a.yr 

Annual C02 removals: X44/12 = 15.70 ton C02山a.yr 

Ex Post Estimation of GHG removals by trees 

1 : Stratification of project site by C02 remov司 levels 

Factors: Soil, Microclimate, Topography, Pre-Utilization, 

Tree species, Tree ages, etc. 

Expi: Topgraphy Species Pl日nted year (rice日ges) Siratum 
Flat A, B 2005, 2006 1) F.A.2005, (2) F.B.2006 

Slope A, C 2005 2007 3) S.A.2005, (4) S.C.2007 

2 : Preliminary survey of carbon stocks at each stratum 

One sample plot area:200~500m2; 3 plots per one stratum 

100% measurement in plot (species, number, DBH, (H, if necessary) 

3 : Determination of stratum and mapping of the stratums 

by the examination of statistical tree size variation 

Example of determination of numbers of sample plots 

n (t/E)2' [~ Th'sh'fChJ' [~Wh'sh/fChJ Pl~t area: ~.1 acre 

許日th 論日 
Nh 囲 sh Ch($) Wh・B h A B 

sl 180 1800 0.450 20 2.00 9.00 12.73 6.37 

s2 90 900 0.225 30 2.50 6.75 10.67 4.27 

s3 130 1300 0.325 50 3.50 16.25 30.40 8.68 

Total 400 4000 1.000 32.00 53.80 19.32 

Nh= S.area/plot area (0 .1), Wh = NW ~ Nh 

A : Wh・sh・√Ch, B:Wh・sh/√Ch 

Average = 60 ft3/acre, then it's± 10% = 6 (皿owable effor) , t value = 2.0 

n (2ノ6)2・（53.80）・（19.32)=115 

nhn・Wh thensl:52, s2:26, s3:37 

Total cost= co +~ nh・Ch co: fixed inventory cost 17 

Ex Post Estimation of GHG removals by trees 

- Monitoring Procedure - 

1 : Stratification of the project sites 

Example of stratum: Tree sp. or ages, Soils, Topography, etc. 

2 : Preliminary survey to decide variation of size within stratum 

3 : Mapping of stratum 

4 : Number of sampling plot (permanent) within stratum using 

statistical method. Precision target: 10% in 95% confidence 

5 :Positioning of permanent plot in stratum randomly 

6 : Measurement of tree number, DBH, Height etc. 

7 : E 託imation of C02removals by the equations 

14 

4 : Determination of number of sample ploお印ermanent plots) 

Statistic司 determination in A /R CDM rule 

t value at 95% confidence: sample no.:30=2.042, n:>60=2.000 

Allowable error:士 10% of Average 

Example 1 

n (t/E)2・［~wh・sh・√Ch｝・［~wh・sh/√Ch｝・・・（1) 

~: integration of each stratum 

n: all plot number in the site 

Wh: (Nh=area/plotareainstratumh)/~ Nh 

sh: Standard deviation of a山 stratum 

Ch: Cost of selecting a plot in stratum h 

E : allowable error (士 10% of average of whole stratum) 

nh (:number of plot in a stratum h) = 

n * [(wh * sh/√Ch）ノ（~wh・血／√Ch) 16 

Exanlかe 2: 
)2 Pc日「son et日I. 2005 ー― - -（乏NhXsh - 

"- ((N2XE2)I(t2)I+(乏NhXsh2) 

St「誠urn 1 St「誠urn 2 St「誠urn 3 Total 

A: Area (ha) 3,400 900 700 5,000 

B: Plot size (ha) 0.08 0.08 0.08 0.08 

Mean C 世ha) 126.6 76.0 102.2 101.6 

Sthnd日rd devi日tionB 

~り 

26.2 14.0 8.2 27.1 

N (NB) 42,500 11,250 8,750 62,500 

Desired precision (%) = 10%, E (allowable error) = 101.6 X 0.1 = 10.16 

t(42,500 x 26.2)+(11,250 x 14)+(8,750 x 8.2)12 
n= 

t(62,5002) x 10.16 ) 21+(42,500 x 26.22)+(11,250 x 14.0 )+(8,750 x 8.22) 

= 18 plots 

-43-
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B. 2  Biomass estimation by stem volume equation

VHDNoV H DNo.

4.8753.550Total

---n---n

0.26518.320.520.14913.317.5    2

0.22117.119.21 0.12412.3
16.4

1

15 year10 year

Plot area:

250m2

Equation for P. kesiya in Philippine

V(m3/tree)=0.000085�(D2H)^0.899            D: cm, H: m             

V (m3/ha) at 5 yr: 3.550
10000/250 =142

V (m3/ha) at 10 yr: 4.875 
10000/250 = 195

Volume increment for 5 yr. is 195-142 = 53    annual: 10.6 m3/ha.yr

10.6
 0.51(D) 
0.5(CF) 
1.2(BEF) =3.24 ton C/ha.yr (annual C increment)

Whole tree = 3.24 (AGC) 
(1 + 0.32(R) ) = 4.28 ton C/ha.yr

Annual CO2 removals: 4.28 
44/12 = 15.70 ton CO2/ha.yr 14

Ex Post Estimation of GHG removals by trees

- Monitoring Procedure -

�����Stratification of the project sites

Example of stratum: Tree sp. or ages, Soils, Topography, etc. 

�����Preliminary survey to decide variation of size within stratum

�����Mapping of stratum

�����Number of sampling plot (permanent) within stratum using

statistical method.  Precision target: 10% in 95% confidence 

�����Positioning of permanent plot in stratum randomly

�����Measurement of tree number, DBH, Height etc.

�����Estimation of CO�removals by the equations

15

Factors: Soil, Microclimate, Topography, Pre-Utilization�

Tree species, Tree ages, etc.

Expl: Topgraphy Species    Planted year (Tree ages)      Stratum

Flat A, B 2005�2006 (1) F.A.2005, (2) F.B.2006

Slope  A, C 2005 2007 (3) S.A.2005,  (4) S.C.2007

��Stratification of project site by CO2 removal levels 

�Preliminary survey of carbon stocks at each stratum

One sample plot area�200�500m2; 3 plots per one stratum

100% measurement in plot (species, number, DBH, (H, if necessary)

��Determination of stratum and mapping of the stratums

by the examination of statistical tree size variation

Ex Post Estimation of GHG removals by trees

16

��Determination of number of sample plots (permanent plots)

Statistical determination in A/R CDM rule

t value at 95% confidence: sample no.:30=2.042,  n:>60=2.000

Allowable error: �10% of Average

Example 1�

n=
�/E)2���Wh�sh��Ch����Wh�sh��Ch����
��

�: integration of each stratum

n: all plot number in the site

Wh: 
Nh�area/plot area in stratum h���Nh

sh: Standard deviation of each stratum

Ch: Cost of selecting a plot in stratum h

E�allowable error 
�10% of average of whole stratum�

nh (�number of plot in a stratum h) �

n��
Wh�sh/ �Ch�/
 �Wh�sh��Ch�

17

Example of determination of numbers of sample plots 

8.6830.4016.253.50500.3251300130s3

53.80

10.67

12.73

A

2.50

2.00

Ch ($)

1.000

0.225

0.450

Wh

400

90

180

S. Area

(SAh)

19.3232.004000Total

4.276.7530900s2

6.379.00201800s1

BWh �shshNhStratu

m

n=
�/E)2���Wh�sh��Ch����Wh�sh��Ch�

Nh= S.area/plot area (=0.1),  Wh = Nh/ �Nh

A: Wh�sh� �Ch,    B: Wh�sh��Ch

n=(2/6)2�(53.80)�
19.32� = 115

nh=n�Wh then s1: 52,  s2: 26,  s3: 37

Total cost= co +� nh�Ch co: fixed inventory cost

Average = 60 ft3/acre, then it’s 10% = 6 (allowable error) , t value = 2.0

Plot area: 0.1 acre

18

(����Nh����sh)2

����(N2����E2)/(����2)��������(����Nh����sh2)n���� -------- Pearson et al, 2005

27.18.214.026.2Standard deviations

(sh)

5,0007009003,400A: Area (ha)

62,5008,75011,25042,500N (A/B)

101.6102.276.0126.6Mean C (t/ha)

0.080.080.080.08B: Plot size (ha)

TotalStratum 3Stratum 2Stratum 1

Desired precision (%) = 10%,   E (allowable error) = 101.6 ���� 0.1 = 10.16

n= 
�(42,500�26.2)+(11,250 �14)+(8,750 �8.2)	2

�(62,5002) �10.162)/22	
(42,500 �26.22)+(11,250 �14.02)+(8,750 �8.22)

= 18 plots

Example 2:

t:95%
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5:Arrangement of permanent plo加 

plot area (100) '-.200 '-.500 '-.(l000) m2 

Systemati」 mxl ran‘加m叫ot arrangemen 

Stratum A 

6 : Mc躪urernent of par距nctcrs in a plot ー 
Nunl比r of living trees(Speoics工DB凡H (if neccssaiy) 

When Dead tree and floor vege加lion are counted ar C sinks 

Stniding dead train: Nanbin. DB氏H 

Fallea tieea: Ntinib dianiater at Bine at日Ei日in the plot, lengTh 

Satiiplii嶋 of wt×日datatity necliona 
釦b-plot for meinisemeat of floor v昭elation bionrain 

Soueatliph●嶋for cat'oon determination 

P 回句「F,叩n面F,叩 

~a 回●」boo. 

〇 ‘‘お‘" 

と共5加am●．b" 

No Inp‘」セ~ 

貸eld work to measure tree size in a plot 

1; Grouping り name hst, G1=1_10, G2=ll_20, G3=21-30 

2; Three 均rests 血differentages oro山er corwirlions, 

oI 厚oup measure ore叫ot in one forest 

3; Setting a叫ot(srieisabout200 to 和CmiG0th 40 trees)), 

叫ot shapeお either square or cirole 

4; Numbering of trees in tl 叫ot 

5; To measure DBH of all trees rita plo1 and if necessary 
切measure tree 比lght of more than lo treeswl th different 

Sim 
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Dbh measurement locations for irregularand normally 
shaped trees 
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Part 11-2 

Calculation of Carbon Stock 
usinq the Filed Data 

・Calculation practice of GHG removal 

by using 

・lie尾data (DBH and Tree he心ht) and 

・1) allometric biomass equation or 

・2) stem volume equation 

Step 1: Input a field data in the excel sheet of the computer 

2' 
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��Arrangement of permanent plots

plot area (100)�200�500�(1000) m2

Systematic and random plot arrangement 

��Measurement of parameters in a plot

Number of living trees (Species), DBH, H (if necessary)

When Dead tree and floor vegetation are counted as C sinks
Standing dead trees: Number, DBH, H

Fallen trees: Number diameter at Base and End in the plot, length

Sampling of wood density sections

Sub-plot for measurement of floor vegetation biomass

Soil sampling for carbon determination

�

�

�

�

�

�

�

�

Stratum A

20

Part II-1

Field work to measure tree size in a plot

1: Grouping by name list,  G1=1-10, G2=11-20, G3=21-30

2: Three forests with different ages or other conditions,

one group measure one plot in one forest

3: Setting  a plot (size is about 200 to 500m2 (30 to 40 trees)),

plot shape is either square or circle

4: Numbering of trees in the plot 

5: To measure DBH of all trees in a plot,  and if necessary

to measure tree height of more than 10 trees with different 

size

21

Plot for monitoring

Inside tree

Sampled trees

� ½ stem on line tree

Outside trees

 ½ stem on line tree

No sampled trees

Square plot

Circle plot

Plot should set

inside a forest

(excluding a few 

row of edge 

trees)

22
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Stem volume or BiomassSV/BM

Estimation using

equations of 

Stem volume or 

Biomass of 

planted tree species

Example of 

field note

24

Calculation of Carbon Stock 

using the Filed Data

• Calculation practice of GHG removal  

by using 

• field data (DBH and Tree height) and  

• 1) allometric biomass equation   or  

• 2) stem volume equation

Step 1: Input a field data in the excel sheet of the computer

Part II-2
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Step 2. Estim肌ion of heig血of trees山肌 

wel・e not measul・ed 

ごa 器 

B .1 Biomass estimation by biomass allometric equation 

Aillometric equation B (kg/tree) 

Pinus caribaea 

困igeria 1975) TB(g/tee)=-32 189.09 + 1684.63 X GBH 

困igeria 1991) In(AGB)=- 2.3094+2.3960*In(D) 

(Fiji) AGB=0.042(D)2'66 

GBH=Girth of Breast Height (cm), D =DBH (cm2) 

e=2.7 1828 

Pinus merksii (Indonesia) AGB=0.4799(D2)0.9744 

Tectona grandis (Panama) IogAGB=2.575(logD)-1.042 

(Thailand) AGB=0.000092(D2H)0.8934 

Hard wood in tropic司 humid (about 1500mm) 

AGB=34.4703-8.0671 X D +0.6589 x (D2) 

26 

H lM水ing a graph by the Excel 

14 

12 

10 

10 14 18 
DBH 

H 
⑩
 8 1 10 

2 15 12 
3 12 10 
4 11 -(El) 
5 17 -(E2) 
6 18 14 

Estimated height E1= aX(11) b 

25 

Step 3. Calculation of Biomass by Allometric Equation 
of Biomass 

No. DBH Height (DBH)2 AGB 

I ～雫 

2 

3 

Total ~AGB 

Biomass equation 
= aXの八2）八tン

AG biomass in a plot =~ AGB 

AGB per ha =~AGB X 10,000/plot area (m2) 

Total biomassんa = AGB山a X (1+R) 

Total biomassんa X 0.5 (CF) X 44/12 = C02 removalsんa 
27 

Step 4. Calculation of Biomass by Stem Volume Equation 

) 

TreeN~ 
DBH H D2H Da Hb Vs 

~呪ree) 

1 

2 

3 
N 

D : 05. CF: 0 . 5 

BEF: 1.2, R : 0.22 

AGV/plot =~ Vs, AGV/ha=~ Vs 

AGB山a = AGV/ha X 0.5 (D) X 1.2 

IC/ha = TB山a X 0.5 (CF) C02 remov

'” ン 、＝ 0.OO01007XDL“叫' xH

X 10,000/plot area 

(BEF). TB山a = AGB山a X (1+0.22

司s = IC山a X 44/12 29 

B . 2 Biomass estimation by stem volume equation 

Stem volume equation V (m3ltree) 

Pinus caribaea 

(Malaysia) V0 .07142-0.030097D2-0.005803H+0.003 185D2H 

D =inches, Hfeet, others D =cm, Hm 

inch=0.254cm, foot30.48cm foot3=0.035288m3 

Pinus kesiya (Philippine) V0 .000085 X (D2H)a899 

Tectona gradis (Thailand) V0 .0001007 X D '8945 X HO'7638 

Acacia mangium (M司aysia) V0 .000 145 X DM '7652 X HMa7829 

DM : mean diameter, JIM: mean height 

28 

Default values 
* Internation司 default :CF=O.5 C -C02 =44/12 

* Basic wood density (D) in tropic司 America: 

Pinus caribaea0.51, Cedrelasp.=0.40 (Teak=0.50 in Asia) 

* R (root-shoot ratio) 

Conifer forestlplantation = 0.46 in <SOt AGB山a, 

0.32 in 50-150t AGB んa 

0.23 in >150t AGB んa 

Pinus caribaea =n つべ (Nigeria) 

P. merksii= 0.269 (Indonesia, 25 years) 

Te水 =0.22 1 (Indonesia) 

Acaciamangium = 0.153 

(fast growing sp. are less than 0.2) 

* BEF : tropic司 pines= 1.2 (1.1-1.3) in >10cm DBH 

tropic司 broadleaf= 1.5 (1.3-1.7) in >10cm DBH 

Te水 =1.32, Pinus merksii = 1.18 (Indonesia, 25 yea司 

-45 -

5 5
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- (E2)175

- (E1)114

10123

14186

12152

8101

H

(m)

DBH

(cm)

Tree

No

Step 2. Estimation of height of trees that 

were not measured

10 14 18

10

12

14

H=aDb

Estimated height E1= a�(11) b

Making a graph by the Excel

DBH

H

26

B.1 Biomass estimation by biomass allometric equation

Alllometric equation   B (kg/tree)

Pinus caribaea

(Nigeria 1975)  TB(g/tee)=-32189.09 + 1684.63 � GBH 

(Nigeria 1991)   ln(AGB)= -2.3094+2.3960*ln(D)

(Fiji) AGB=0.042(D)2.66

GBH=Girth of Breast Height (cm),  D=DBH (cm2)                 

e=2.71828

Pinus merksii (Indonesia)  AGB=0.4799(D2)0.9744

Tectona grandis (Panama)  logAGB=2.575(logD)-1.042

(Thailand)  AGB=0.000092(D2H)0.8934

Hard wood in tropical humid (about 1500mm)

AGB=34.4703-8.0671�D +0.6589� (D2) 

27

�

�AGBTotal

1

AGB

3

2

�DBH�
�HeightDBHNo.

Step 3. Calculation of Biomass  by Allometric Equation

of Biomass 

Biomass equation

�a
(D^2)^b

AG biomass in a plot = �AGB

AGB per ha =�AGB�10,000/plot area (m2)

Total biomass/ha = AGB/ha �(1+R)

Total biomass/ha �0.5 (CF) �44/12 = CO
2

removals/ha
28

B. 2  Biomass estimation by stem volume equation

Stem volume equation  V (m3/tree)
Pinus caribaea

(Malaysia) V=0.07142-0.030097D2-0.005803H+0.003185D2H

D=inches, H=feet, others D=cm, H=m

inch=0.254cm, foot=30.48cm   foot3=0.035288m3

Pinus kesiya (Philippine)  V=0.000085�(D2H)0.899

Tectona gradis (Thailand)  V=0.0001007�D1.8945�H0.7638

Acacia mangium (Malaysia) V=0.000145�DM1.7652�HM0.7829

DM: mean diameter, HM: mean height

29

Stem volume equation
�0.0001007�D1.8945�H0.7638

Step 4.  Calculation of Biomass  by Stem Volume Equation

Vs
(m3/tree)

DBH

3

2

1

Tree 

No

HbDaD2HH

D: 0.5,  CF: 0.5

BEF: 1.2,  R: 0.22

AGV/plot = �Vs,  AGV/ha = �Vs 
 10,000/plot area

AGB/ha = AGV/ha 
 0.5 (D) 
 1.2 (BEF),  TB/ha = AGB/ha 
(1+0.22 )

TC/ha = TB/ha 
 0.5 (CF)    CO2 removals = TC/ha 
44/12 30

Default values

�International default :CF�0.5 C�CO��44/12

�Basic wood density (D) in tropical America:

Pinus caribaea=0.51, Cedrela sp.=0.40  (Teak=0.50 in Asia) 

�R (root-shoot ratio): 

Conifer forest/plantation = 0.46 in <50t AGB /ha, 

0.32 in 50-150t AGB /ha 

0.23 in >150t AGB /ha  

Pinus caribaea = 0.25 (Nigeria)

P. merksii= 0.269 (Indonesia, 25 years) 

Teak =0.221 (Indonesia)

Acacia mangium = 0.153 

(fast growing sp. are less than 0.2)

�BEF�tropical pines= 1.2 (1.1-1.3) in >10cm DBH

tropical broadleaf= 1.5 (1.3-1.7) in >10cm DBH

Teak =1.32,  Pinus merksii = 1.18 (Indonesia, 25 years)
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Part 川 

GHG Removals by Baseline, 
Emission of GHG, 
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Procedures for Estimation of 
Baseline C02 Removals 

1 :Stratificabon of baseline by ye胆tabons 
Expi: S胆aes, V叩etation hebhtand由ns町，land use 

2:I妬nwoo由plantsp. are no change of C02 rernovaio, 
but present amount oft肥ir biornass S加uld“「a」叩ed 
dun叩t肥crediti叩period 

Stratification of baseline 

・Biomass should measure in each stratum 

(3T 団; low dens心and height <!m 

c3T 団; height>!m 

ra団 + shrub 

3' 

pl加lted ll.. 

W く×オy ,p.ml加d」瑣 

; Non-wく×日y 叩・血b田eli・・。 

,d
，。ロb
』
【
。
。
 

yC皿 

Practices of biomass measurement 
of grass and shrubs 
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Sam戸ing 丘。m each(ca.!嶋）・一wりIh,g of ea, part 
and 、、て ighing I1rean W1gflL) 

I 
Drying-.Dry weight -.Dry W .fFreoh W .=DR-.DRX FW of ca3h -.Toml 

山y weight in plot = DWplt×hafplot aoea =DW (kg/ba) = Bioniuo (AG) 30 
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Relationships between V, D, BHF, Root/Shoot and DBH

In Acacia mangium 
Miyakuni�Kiyono et.al 2005�

Default values and DBH (Age)
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Part III

GHG Removals by Baseline, 

Emission of GHG,

And

Leakage

Actual GHG removals

Baseline GHG Removals GHG Emission Leakage

Anthropogenic Net GHG Removals

Note: This part will be explained after calculation practice of the field data

33

Procedures for Estimation of 

Baseline CO2 Removals

��Stratification of baseline by vegetations
Expl: Species, Vegetation height and density, land use

�Non-woody plant sp. are no change of CO2 removals,
but present amount of their biomass should be reduced
during the crediting period

Planted trees

Woody sp. in baseline

Non-woody sp. in baseline

years

C
O

2
 r

e
m

o
v
a
ls

Credit

1

2

34

Stratification of baseline

• Biomass should measure in each stratum

Grass + shrub

Grass: height >1m 

Grass: low density and height <1m

Example

35

Practices of biomass measurement 

of grass and shrubs

Grouping

Weighing of each part

(fresh weight)
Sampling from  each (ca.1kg)

and weighing

Plot making

Plant cutting

Dividing

Drying      Dry weight       Dry W./Fresh W.=DR      DR
FW of each Total 

dry weight in plot = DWplt � ha/plot area =DW (kg/ha) = Biomass (AG)

1m x 1m

36

Baseline vegetation Plot for measurement

Litter collection after plant cutting Collection of plant roots
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Calculation of Biomass at time ''i'' 

P旦】． Tロ1司 

F wc m 

San,k 

F woh1 

Swopk 

Dl，、●り叫 
DF Tots] 

Dly馴t昭］11 

Woo由 pw DWw, 

Loaf & Cane DW] 

R叩b DWr 

Ll肥T DWIt 

DF= DW "I~jFW"I~ Total DW =Total FW x DF 

Tot thywci!I・loflbcl山at (DW加）=DW馴勺＋DWI+nWr(k帥Iaり 

nW加×10 JXXI加Ialaca (1w'〕 ・－- 10,〔 xrnnWl， 上‘1電 
n嘱Ill ×1416m 

にTotal oaxboa a Swcliac = 10,0(Xl(DWtp+D嘱71りX05(C巧 
C02iubwclxnc =10,0cXl X0.5 X(DWtp+DW］りX 44/12 

37 

Emission of GHG from project aclivilies (1) 

Fo i1fne1a C02 N3 CH4 C02oaIy,otha cana田Iacl 
Hiow bwnig C、、0 Cl-I. COプaoaloa]aIad句cdnebw,afbioaa 
Chwaa］正7thrc,● N20 Nメ〕wily, atha・ wnae8Iact 

GUGE=Fuels +Burning+F"tllizers 

aln6tlmp山In of fuels 

En山woo of C、 = 

Anioiott of diaaal ned gmolina oonaooiption (l/y) X Eniisaion F.(EF:kgC02/l) 

EF ia hated 血】PCC gl・idehine (e.g.D呂’:733.6g/l, GEF:615.6B/1) 

＆】,]: Ine1●: 10 J661kw/year, fnel olhtoicary: 10IatalitIar即20100 
To旬．nehnecwwuwptiw1: 140161/10 =1,0(61 htt 
1,0161×0.6156 = 615.6 " C02. c・ analwi far ow year 

3, 

Leakage from project site 
Fxampk : 
' Automobile血ck for transportation outside of pr水etarca; 

・Ftzlm〕 od collection moved outside pr可cot area; 

1) to measure amount collected in the case it is比tween 

2 to 5% of actual net C02 rcmovak. 

2) monitoring forest degradation in tl case it is more than 

5% of actual net C02 removals 

3) ns〕k akage in the case kss than 2% of actual net C02 

removals 

・livestock moved outside pr可edarca 

If numbers of livestock do not change, no leakage 

“馬e・1・ー”加at SO ~lz正8厄cattle・”司 

・Forest d にaring ansI/or“叫mting oulsidoF可cot area 

-cstima上 from harvested volume 

41 

Simplified estimation of Biomass at shrub 
and grass land 

Example in In面nes ia 崎yo no (2叩司 

プ ' 
1 1 
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1』 
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1.1 
1 
1.1 
' 

（
日
）
一
昌
り
‘
百
B
西
昌
“
>
 

Age (A) 

H=0.7709・収Aトl.649 

V . ls:iゆt(H) 

C =l.592-e1ロt2 

、icedveFhtiw,'"1買1かisa, o山,'4見m●1・lIコ1"x・1ろ1"F・ロむ‘ヲhカtlろけ‘一3日 

Emission of GHG from project actIvities (2) 

GHGE= Fuels+Buming+ Fertilizers 

加rning for lsnd preprtiun 

CO, conyoted frowNO oaineon = 

banned C onotalt x (N/C role) X 0.007 x 44/25 X310 

COュα)flllftad from CH4niin虹on =banmadCanioant X0I012X16/12X21 

Emineion rate in IPCC glJiLletine:N =0.0(nCH4 =0.012 

Efficiwicy for grovel wannin嶋toC01:N10=310, C臓＝21 

44fl5: N10/N,. 16/12: C114/C 

C02 from bionow banned = Wb x 0.5 (CII) X 44/12 

C02emiasion from nitrogen fertllher 

N10 omineioo (Ne)=min t1cnrこa1 fartilizer X (1-VItne) +N in orgrnic 

伽litizer X (1 -\'Rco)) X N10 Eniineioa rate (EF) 

C02 converted 丘twi N0 = 1軸×44/24 X 310 

Emiwrnule(EF): 1.5%afapplicdN日nwwib(I. O ) 
VR: Va]日1,]12abwl・．le:VRne(Clwwicaio=0.1, VRwi(0r5wic >=0.ユ 
(IPC C Bw&lcice) 40 

In the case of small-scale A /R project 

山ak柳‘ 

Zero, when leak柳 le less than 10% of total production 
引ich as g「剖ns and n肥e加 

15% of act回net C02旧 mova厄，when leakage is 10 to印％ 
of the b 加l production 

If the leaka叩is ritore than 50% oft肥to倒prod叩tlon, 
t肥small-scale rules cannot appy 

'2 
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Calculation of Biomass at time “i”

Sample 

Dry weight

DWrRoots

DWltLitter

DWlLeaf & Cane

DWwpWoody parts

Total

Dry weight

Sample 

F weight

Total 

F weight

Parts

Total dry weight of the plant (DWtp)=DWwo+DWl+DWr (kg/plot)

DWtp � 10,000/plot area (1m2)   � 10�000DWtp kg/ha

DWlt � 10,000/1    

� Total carbon of baseline = 10,000(DWtp+DWlt)�0.5(CF)

CO2 in baseline = 10,000 �0.5 �(DWtp+DWlt) �44/12

DF

DF= DWsample/FWsample Total DW=Total FW
DF

38

Simplified estimation of Biomass at shrub 

and grass land
Example in Indonesia Kiyono(2005)
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Age
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h

t 
(m

)

V. height
H�

C
ar

b
o
n
�

C
t/

h
a�

H�0.7709�ln(A)+1.649 C�1.592�e1.1275H

Mixed vegetation of Eupatrium odorata, Rantana camara, Imperata cylindrica, etc.

39

Emission of GHG from project activities 
��

GHG
E
����Fuels����Burning����Fertilizers

Consumption of fuels 
Emission of CO2 =

Amount of diesel and gasoline consumption (l/y) 
 Emission F.�EF�kgCO
2
/l�

EF is listed in IPCC guideline �e.g. DEF:733.8g/l, GEF:615.6g/l�

Sources Gases Note

Fossil fuels CO
2

N
2
O CH

4
CO

2 
only, others can neglect

Biomass burning CO
2

N
2
O CH

4
CO

2
is calculated by reduction of biomass

Chemical fertilizers N
2
O N

2
O only, others can neglect

Expl: Tracks: 10,000km/year, fuel efficiency: 10km/litter gasoline

Total gasoline consumption:  10,000/10 =1,000 litter

1,000 � 0.6156 = 615.6 kg CO2, emission for one year

40

CO
2 
emission from nitrogen fertilizer

N2O emission (Ne)��N in Chemical fertilizer
���VRsn��N in organic 

fertilizer
���VRon��
N2O Emission rate (EF)

CO2 converted from N2O �Ne
44/28
310

Emission rate�EF��1.25% of applied N amounts�GPG)

VR: Volatilization rate� VRsn�Chemicals��0.1�VRon�Organics��0.2

(IPCC guideleine) 

Emission of GHG from project activities ���

GHG
E
����Fuels����Burning����Fertilizers

Burning for land preparation
CO2 converted from N2O emission �

burned C amount
�N/C rate�
0.007
44/28
310

CO2 converted from CH4 emission � burned C amount 
0.012
16/12
21

Emission rate in IPCC guideline�N2O�0.007�CH4�0.012

Efficiency for grovel warming to CO2� N2O�310�CH4�21

44/28: N2O/N2,  16/12: CH4/C

CO2 from biomass burned = Wb 
0.5�CF) 
44/12

41

Leakage from project site
Example�

�Automobile fuels for transportation outside of project area;   

�Fuel wood collection moved outside project area; 

1) to measure amount collected in the case it is between 

2 to 5% of actual net CO2 removals. 

2) monitoring forest degradation in the case it is more than

5% of actual net CO2 removals

3) no leakage in the case less than 2% of actual net CO2

removals

�Livestock moved outside project area

If numbers of livestock do not change, no leakage

(CH
4 
emission is about 80 �120kg/a cattle�year)

�Forest clearing and/or exploiting outside project area 

�estimate from harvested volume

42

In the case of small-scale A/R project

Leakage is  
Zero, when leakage is less than 10% of total production 

such as grains and meets
15% of actual net CO2 removals, when leakage is 10 to 50%

of the total production

If the leakage is more than 50% of the total production, 

the small-scale rules cannot apply  
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Lecture Su切ect Estimation method of Roots 

Part IV 電 
.~ ~[0on 

Other Carbon Pools 

Carbon pools: Above ground biomassいGB) 
Below ground biomass (BGB) 
Dead vioods 
Litter 
Soil ca「晒 

Floor Vegetation, LiU" and Soil carbon 

Vegetation; Biomats measuremlentおthe same as baselilE one 

Species, vege加lion cover rate am‘比喝htis比tter to record 

When htter in counted as Car加nsmks 

Use litter traps aixi collect litter perio血cally and 

measure dry、w ight after dryingのWhtteり 

DWhtter X annual rate of decompositijn(mPcc-oPo) X CF 

=C嶋×lO,000/tiaparea=C 嶋Iha 

0 

0 

～、Si In - f・‘ iiig -」 deed'"5 

ーー・ Sub Pbt b「~比1●r floor vogotadon 

加ii 

ntier Ira 

Sampling for 馴〕il on-加n玲 

m or outs血of sampk叫ot 

3 

Soil sampling method for AR-CDM 

Coo.ncn ~ ．‘~’''ii AUりipcc 

9 ,n 

■ 
■

h ~．dl 叩“".- Il」n~．d 加‘ 
ca~ri yb.3 '11~ 

2 . I“~ in ● .n . d.pt,.,I b. 
n1●d .0.~ o」J1,ai of bIll d.r 11 

ニ昂でF’一r.d 認想二＝ 
A naab cf.olロr ..c n11. Ei 
●● ,,. d.pt,ロfQ- ,,, b-1",,, 10-
20o,, id 20.30.,,.．~ロ~1.d 
d ~th ~-い』. 
C mJ1,ai' c.uon中11●11国 !4 ) 
-4加1' C %Xb 」k d.,iケ 

Th.. nair, . . .,a.,d.d 10 
co ュI・』1・・1・・ゴ1-d.pt,- 0- ,b-
101102ロ .,d 20-20o,,, r ci●Iy 

Fm -r ~・・no,..i10 in " th岬1h 
・・・」n.n.d op b rn 5,g 

Dead Trees 
1) Staixling dead tr s: Memisement of Number, DBH, & H 

Calculatatn method is bmically the mine m living troei 

Whea biomnms is estimated from stan volmane, 

besiwooddmeitymest加●tmnatted 

To determine the dead wood daisity, 

seaiple pieces from dead trees are mateally taken from bese, 

mniddle,upperofthestan 

2 ) Fallen tr s: hasise of dimneter and length at Bane and End 

in the plot 
Fitinattion met]加of the biom卿is the ann．跏above 

P奴 

Dothmiotoa of＆州Organic Carbon 

「コ晃1三墜居I‘で、. 

For一“血 

.01~． 0 '．" 

1mレー，~ー.01 

．一山‘ 

“ロ●●●~，山， 

叫●4, ii 10 ~ ,*w1 b "”~●」りHr Coiiy 

t ’●~‘●」』~I'山'II董山~“●血」I”●~二“ o0け”I~~-ii -七●●血●吻 

2 H 山吐~ロf●』~，山，I董山~h●I~'0.-n -~h 廿”ロ●“也●1ロfnb,,r~f 

且 【’け”セ寧．~'2hり”γ■””廿1..d .~血2 ●’I董山~m●血」I”~二“ 

、 日吐 .』 ..、 h0 γ● '2.■● 1 -h 山■~血‘セ●b "I 董山~“●血」I”●~二~t 

h U■~ロ●~~ロf ●』■~二~~h ●~γ●』I董山~り●~“~ロm ~●」“廿l110~』ロf 

―」り~ T1w_●、 ow , .01 poi~m10 ~~」’r ."，“ココ』●m●””~ロf.01 

' "I0 山~●●‘~●』’血」り●』~，山，- 11"“●、h ~tm ●‘セ●’，由m●」』一●’"“●1 

h -‘董●’，I董山~、 

Memo for soil chemical analysis 

・Soil carbon is an司yzed by tvio types of chemical 
analysis, usua呼 

・The easiest methods is dッcombustion method 
by N-C ana1yzer-

・納/et combustion method by poねssium bi-
chromic acid is also used. 

・If soil pH is over 7-0, Aiet combustion method is 
suitable-

・Other cases: dry combustion method is easier. 
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Part IV

Other Carbon Pools 

Carbon pools: Above ground biomass (AGB)

Below ground biomass (BGB)

Dead woods

Litter  

Soil carbon

Lecture Subject:   Estimation method of Roots

2

Dead Trees
1) Standing dead trees:  Measurement of Number, DBH, & H

Calculation method is basically the same as living trees.

When biomass is estimated from stem volume, 

basic wood density must be estimated.

To determine the dead wood density,

sample pieces from dead trees are usually taken from base, 

middle, upper of the stem.   

2) Fallen trees: Measure of diameter and length at Base and End 

in the plot

Diameter

Plot

Standing dead tree

Fallen dead tree

Length

Estimation method of the biomass is the same as above

3

20m

20m

1m2 - 4m2

Sample plot for living  and dead trees

Sub plot for litter, floor vegetation

1m2

Litter trap

Floor Vegetation, Litter and Soil carbon
Vegetation: Biomass measurement is the same as baseline one

Species, vegetation cover rate and height is better to record

When litter is counted as Carbon sinks

Use litter traps and collect litter periodically and

measure dry weight after drying (DWlitter)

DWlitter � annual rate of decomposition (IPCC-GPG)�CF

= C kg �10,000/trap area = C kg/ha

Sampling for soil carbon is

in or outside of sample plot 

4
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Determination of Soil Organic Carbon

5

Soil sampling method for AR-CDM

• In case of 100 cc core, numbers of soil 
cores may be 3 times.

• 2 soil cores in same depth will be 
mixed after calculation of bulk density.

• Soil samples are dried and prepared 
for soil chemical analysis.

• Amounts of soil organic matter in 
same depth of 0-5cm, 5-10cm, 10-
20cm and 20-30cm are calculated 
after chemical analysis.

• Calculation: Carbon content (g/400cc) 
= 400�C%�bulk density

• This amounts are expanded to 
CO2tons/ha in each depth, 0-5,5-
10,10-20 and 20-30cm, respectively.

• Finally, these amounts in each depth 
are summed up for making tCO2/ha.

0cm

10cm

20cm

30cm

400cc soil core

Common soil sampling depth in AIJ by IPCC

6

Memo for soil chemical analysis

• Soil carbon is analyzed by two types of chemical 

analysis, usually.

• The easiest methods is dry combustion method

by N-C analyzer.

• Wet combustion method by potassium bi-

chromic acid is also used.

• If soil pH is over 7.0, wet combustion method is 

suitable.

• Other cases: dry combustion method is easier.
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Bio mass measurement of 
trees planted 

1 )Scuing of sample plot to decide tree size山stribution 

2)DBH and ifnecessaiyHin all trees in the plot 

3)Frequicy distribution of DBH 

4) Select 4~6 samかe trees from diffent tree size class 

15 
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Illustration of tree biomass 
measurement 
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Root biomass measurement (1) --
ノ［~．b "mot 

博『、 

事 
／・ 

蟻網喝 

5) Culli叩sampb tree-se胆「舗叩inb sbm, branc肥5, 
leaves -".hingdfresh webFt of all pa心 

6) Sampli叩 ofsriiaIIariountfordM叩-ve.hi叩FWs 
-dMngりoverf同n-webhi叩I勤Is 
DッFador (DいIsFNs) -.1勤lof all pa心of samかe 
tree 

7) A]lor肥try equation from DW and DBH or other 
pararieter 
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7

Biomass measurement of 

trees planted 
��Setting of sample plot to decide tree size distribution 

��DBH and if necessary H in all trees in the plot

��Frequency distribution of DBH

��Select 4�6 sample trees from different tree size class

20-22 22-24 24-26 26-28 28-30 30-32 �32

5

10

15

6 sample trees 

from    DBH class 

DBH classes

N
u
m
b
e
rs

8

�������� Cutting sample tree�seperating into stem, branches,
leaves�weighing of fresh weight of all parts

�������� Sampling of small amount for drying�weighing FWs
�drying by oven/kiln�weighing DWs

Dry Factor (DWs/FWs) �DW of all parts of sample 
tree 

�������� Allometry equation from DW and DBH or other 
parameter 

�������� Biomass kg/ha (�convert to CO2)

Measurement: Stem Diameter, 
Fresh (green) weight of all tree parts

Fresh (green) weight of sampled parts for drying
Dry weight of sampled parts after drying

9

Illustration of tree biomass 

measurement

Crosscutting, 

branch separation

Weighing of all 

parts (FWn)

Sampling from all parts�Weighing FWs �drying�Weighing DWs

Cut down a sample tree
Separation of parts

DWs/FWs � FW1 = DW1 DW1+DW2+��DWn= DWtree

10

Separation of stem logs, branches, 

leaves
Sampling of parts for drying

Weighing fresh weight of stem
Weighing fresh weight of sampled leaves

11

Digging tree root

using man power winch

Lifting the root by machine

Root biomass measurement (1)

12

����������	
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�

�

�

�

�

�

� � �� ��

������������

�
��
��
�
�

Stump

Large roots

Small roots

Relationships between root diameter (cut end) and fresh weight

Measurement of root biomass (2)
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Dry W factor � FW

(Root DW/AG DW) =

Estimation of root DW

Estimation of root DW

Summarized table of dry weight of all sample trees 

Dry  W

factor

root/shoot ratio

Calculation

14

Allometric equation between 

biomass and tree size parameter

Tree dry weight y = 0.0239x0.9778

R2 = 0.9991

1

10

100

1000

100 1000 10000D2H(cm2 .m)

D
W

t(
k
g
)

Sampled tree DW plots in the logalismic section paper. 

X axis: DBH2, DBH2H, etc.    Y axis: Dry weight  

DW of tree parts and tree size parameter show the below relations 

DWt = a � (D2)b � logDW
�
�a�b � logD2

� =  a + b � �

Example of equations

Y=a + (D2) b

Y=a + (D2�H) b

lnY=a + b�ln(D) 

Y=exp[a+b�ln(D2H)]

15

n

�DWnTotal

2

1

DWnD2D

(DBH)

Tree 

No.

DW=a (D2)b

Sample plot area

= 200m2

�DWn�10000/200 = DW (kg/ha)

DW (kg/ha) �CF � 44/12 = CO2 kg/ha

Calculation of CO2 Removals per ha

Sample plot record

Total dry weight

In a plot

16

�

��

���

���

���

���

���

� �� �� �� �� ��

��	�
������������

�
�
�
��
��
�
	


�
�

�

�

�

�

�

�

Indonesia

A: Tectona grandis�Pinus merksii, Paraserianthes falcataria

B: Swietenia macrophylla, Peronema canescens, Accacia mangium

C: Dalbergia latifolia, Azadirachta indica, Casia ciamea

Vietnam

D: Acacia mangium

A. auriculiformis

Eucalyptus

camaldulensis

Thailand

E: Tectona grandis

13,13,14,21 years

F:  Acacia mangium, 

Dalbergia

cochinchinensis

Xylia xylocarpa

Pterocarpus

macrocarpus

AGB of various tree species, ages and places

17

Thank you for your attention

Weighing of fresh weight of the stem section
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Calculation procedures using computer 

A. Utilization of allometric equation for biomass (Allometric equation method) 

Step 1: Open MS-Excel file 

Step 2: Input field data Column 1: No. of tree, Column 2: DBH, Column 3:心ee Height, 

Step 3: Calculate DBH2 and enter it in Column 4 

Step 4: Column 5: Calculation of biomass of each sample tree using the equation (1) 

・Equation (1) AGB = 0.04 17 X (DBH)2.6576  (Waterloo, 1995, P. caribaea in Fiji) 

AGB: above-ground biomass (kg/tree) DBH: Diameter at breast height (cm) 

Step 5: Sum of Column 5 = total AGB in a sample plot 

Step 6: Calculate AGB per ha. 

・AGB 如er plot)×10,000(m2)/5A AGB 如er hり 

SA: sample plot area (m2) 

Step 7: Calculate total biomass using a root/shoot ratio (default value) 

・ TB (kg/ha) = AGB如er hり×(1+R) 

R = 0.25 (from data Egunjobi, 1975, in Nigeria) 

Step 8: Calculate carbon stocks and actual C02 stocks of the plantation 

CS (kg/ha) = TB X CF CF: Carbon fraction of dry biomass = 0.5 

・ CS(tonlhり＝CS(kg伍命L000 (1,000kg = l to旬 

C02 stocks (ton/ha) = CS (tonlha) X 44/12 

44/12: Ratio of molecular weight of C02/C (C weight convert to C02 weight) 

This is actual C02 stocks in the plantation measured at the present time 

Step 9: Compare to the other equation (if we have a time) 

・ Equation (2) ln(AGB) = -2.3094+2.3960 X ln(DBH) 

  (Kadeba, 1991, P. caribaea in Nigeria) 

ln: natural logarithm=loge, e=2.71828, AGB (kg/tree), DBH (cm) 

Step 10: Repeat step 5 to 8 above 

When it was not measured the heights of all trees in a sample plot. 

Step 2.1: Estimate tree height using regression curve 

Make graph between DBH (x axis) and H し a血s) by xy(scattered) graph of the excel. 

Then, search good curve equation by regression using excel file. 

Example is; y = aX ln(DBH) - b, y=DBH2/(a+b X DBH )2, a and b are constant, 

or use "Add of trend line" prepared by the excel; eg., 

1: linear equation, 2: logarithmic equation, 3: power equation 

4: exponential equation 

use the equation with the best R2 value 

Step 2.2: Estimate tree height that did not measure by using the equation above 

Step 2.3: write the estimated height in Column 3 

Calculation procedures using computer 
 

A. Utilization of allometric equationA. Utilization of allometric equationA. Utilization of allometric equationA. Utilization of allometric equation for biomass for biomass for biomass for biomass (Allometric equation method) (Allometric equation method) (Allometric equation method) (Allometric equation method)    

Step 1: Open MS-Excel file 

Step 2: Input field data   Column 1: No. of tree,  Column 2: DBH,  Column 3: Tree Height, 

Step 3: Calculate DBH2 and enter it in Column 4 

Step 4: Column 5: Calculation of biomass of each sample tree using the equation (1) 

  � Equation (1) AGB = 0.0417�(DBH)2.6576��������Waterloo,1995, P. caribaea in Fiji� 

      AGB: above-ground biomass (kg/tree)   DBH: Diameter at breast height (cm) 

Step 5: Sum of Column 5 = total AGB in a sample plot 

Step 6: Calculate AGB per ha.  

  � AGB (per plot) � 10,000(m2)/SA= AGB (per ha) 

     SA: sample plot area (m2) 

Step 7: Calculate total biomass using a root/shoot ratio (default value) 

  � TB (kg/ha) = AGB(per ha) � (1 + R) 

     R = 0.25 (from data Egunjobi, 1975, in Nigeria) 

Step 8: Calculate carbon stocks and actual CO2 stocks of the plantation 

  � CS (kg/ha) = TB � CF        CF: Carbon fraction of dry biomass = 0.5    

� CS(ton/ha)= CS(kg/ha)/1,000  (1,000kg = 1 ton)     

  � CO2 stocks (ton/ha) = CS (ton/ha) � 44/12  

44/12: Ratio of molecular weight of CO2/C (C weight convert to CO2 weight) 

  This is actual CO2 stocks in the plantation measured at the present time 

Step 9: Compare to the other equation (if we have a time) 

  � Equation (2)  ln(AGB) = -2.3094+2.3960 � ln(DBH)  

�����������Kadeba, 1991, P. caribaea in Nigeria� 

      ln: natural logarithm=loge,  e=2.71828,     AGB (kg/tree),   DBH (cm)  

Step 10: Repeat step 5 to 8 above 

 

When When When When it was not measured the it was not measured the it was not measured the it was not measured the heightheightheightheightssss    of all trees of all trees of all trees of all trees in a sample plotin a sample plotin a sample plotin a sample plot. 

Step 2.1: Estimate tree height using regression curve  

    Make graph between DBH (x axis) and H (y axis) by xy(scattered) graph of the excel. 

    Then, search good curve equation by regression using excel file. 

    Example is;�  y = a�ln(DBH)�b,    y=DBH2/(a+b�DBH)2,   a and b are constant, 

               or use “Add of trend line” prepared by the excel; eg.,  

                  1: linear equation, 2: logarithmic equation, 3: power equation 

                  4: exponential equation  

                  use the equation with the best R2 value  

Step 2.2: Estimate tree height that did not measure by using the equation above 

Step 2.3: write the estimated height in Column 3 
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B. Utilization of s切m volume equation (Biomass expansion factor methoの 

Step 1: Open MS-Excel file 

Step 2: Input field data Column 1: No. of tree, Column 2: DBH, Column 3:心ee Height, 

Step 3: Calculate DBH2 in Column 4 

Step 4: Calculate stem volume of each tree using the equation (3) and write it in Column 5 

・ Equation (3) SV = 0.000085 X (DBH2XH)0.899 

 (Kamo et al, 1989, P. kesiya in Philippine) 

SV: stem volume (m3/tree), D : DBH (cm), H : tree height (m) 

Step 5: Sum of column 5 = total stem volume in a plot 

Step 6: Calculate SV per ha: 

・ SV (per plot) X 10,000(m2)/ SA = SV (m3 per ha) 

SA: sample plot area (m2) 

Step 7: Conversion from volume to weight 

・ SV(m3 per ha) X D X BEF = AGB (tonlha) 

D : basic wood density = 510 (kg/m3) 

BEF: Biomass expansion factor = 1.2 (kg生g) (to convert from stem biomass to AGB) 

Step 8: Calculate a whole tree biomass using R 

・ AGB x (1 +R) R = 0.25 (same as above) 

Step 9: Calculate carbon or C02 stocks in the plantation 

Repeat step 8 of section A above 

Step 10: Compare to the other equation (if we have a time) 

・ Equation (4) : SV = 0.07142 - 0.030097XDBH2 - 0.005803XH+ 0.003185XDBH2XH 

 (Sandrasegaran, 1968, P. caribaea in Malaysia) 

SV: Stem volume (feet3/tree) 

Step 10.1: DBH (inch): To convert cm to inches, input the value of DBHJ2.54 in Column 6 

Step 10.2 H (foot): To convert m to feet, input the value of 1110.3048 in Column 7 

Calculate Equation (4) using data in Column 6 and 7 in column 8 

Step 11: Sum of column 8 = total stem volume in a plot. 

Step 12: Repeat step 6 to 9 above. 

We can get four biomass or C02 stocks using equation (1) to (4). 

Let's compare how much difference among them. 

B. Utilization of B. Utilization of B. Utilization of B. Utilization of sssstem volume equationtem volume equationtem volume equationtem volume equation (Biomass expansion factor method) (Biomass expansion factor method) (Biomass expansion factor method) (Biomass expansion factor method)    

Step 1: Open MS-Excel file 

Step 2: Input field data   Column 1: No. of tree,  Column 2: DBH,  Column 3: Tree Height, 

Step 3: Calculate DBH2 in Column 4 

Step 4: Calculate stem volume of each tree using the equation (3) and write it in Column 5 

  � Equation (3)  SV = 0.000085 � (DBH2�H)0.899  

������(Kamo et al, 1989, P. kesiya in Philippine� 

     SV: stem volume (m3/tree), D: DBH (cm), H: tree height (m) 

Step 5: Sum of column 5 = total stem volume in a plot 

Step 6: Calculate SV per ha:  

  � SV (per plot) � 10,000(m2)/ SA = SV (m3 per ha) 

     SA: sample plot area (m2) 

Step 7: Conversion from volume to weight 

� SV(m3 per ha) � D  � BEF = AGB (ton/ha) 

     D: basic wood density = 510 (kg/m3)     

BEF: Biomass expansion factor = 1.2 (kg/kg)  (to convert from stem biomass to AGB)  

Step 8: Calculate a whole tree biomass using R   

  � AGB � (1 +R)     R = 0.25 (same as above) 

Step 9: Calculate carbon or CO2 stocks in the plantation 

  Repeat step 8 of section A above 

Step 10: Compare to the other equation (if we have a time) 

  � Equation (4)�  SV = 0.07142 – 0.030097�DBH2 – 0.005803�H+ 0.003185�DBH2�H 

                        ������������(Sandrasegaran, 1968, P. caribaea in Malaysia) 

     SV: Stem volume (feet3/tree) 

Step 10.1:   DBH (inch): To convert cm to inches, input the value of DBH/2.54 in Column 6 

  Step 10.2   H (foot):  To convert m to feet, input the value of H/0.3048 in Column 7 

  Calculate Equation (4) using data in Column 6 and 7 in column 8 

Step 11: Sum of column 8 = total stem volume in a plot. 

Step 12: Repeat step 6 to 9 above. 

 

 

We can get four biomass or CO2 stocks using equation (1) to (4).  

Let’s compare how much difference among them. 
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9) A sImulatIon document d Pr ect Design Document (PDD) 

5 

Target 

・To study on methodology 旬「small-scale NR 
0DM (SS AR 0Dめ through a small size of a 
model tree p巨n加tbn 

・To pick difficult points up for implementing the 
SSAR 0DM 

・To evaluate possibility for promotion of AIR 0DM 
by NGO and/or small organizations with weak 
financial s加tus 
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Case study of small-scale A/R CDM
-in Indonesia-

Target & Rule

Subject to be examined

How the subject are examined?

Yasuo Osumi

2

Target

• To study on methodology for small-scale A/R 
CDM (SS AR CDM) through a small size of a 
model tree plantation

• To pick difficult points up for implementing the 
SS AR CDM

• To evaluate possibility for promotion of A/R CDM 
by NGO and/or small organizations with weak 
financial status

3

� Simplified methodology was adapted to the small-scale A/R CDM as described below:

[CP/2004/10/Ad2, p29 para1] <http://unfccc.int/resource/docs/cop10/10a02.pdf#page=26>

�no simplificationSimplified baseline & monitoring methodology

can be adopted in agriculture- & grass-lands.

[A/R simplified SSC B&M methodologies]
<http://cdm.unfccc.int/methodologies/ARmethodologies/AR_SSC_Anne

x_II.pdf>

Baseline�

monitoring 

methodology

�Different DOEs do. 
Same DOE would be able to do them.

Validation 

Certification

�about 2� CER

�ordinal cost

Exemption

Lower cost of CDM management than that of ordinal

Share of proceeds

Cost for EB

�ordinal barden
Lower setting than that of ordinal scale

CDM registration 

cost

Baseline methodology and monitoring methodology are 

simplified and documented in a section.
PDD

No limitation
8,000tCO2/year in average

Limitation on 

carbon removal

�No needEssential, Level of low income is decided by Host 

Party

Involvement of low 

income community

Several projects would be bundled in the process of PDD, 

validation, registration, monitoring, verification and 

certification.

Bundling

Ordinal scaleSmall-scale A/R CDM

Rule
Special rule of small-scale A/R CDM

4

What are important issues for SS AR CDM?

� Land eligibility: Whether the proposed land has been 
the non-forest for 50years or at the end of 1989 or not?

� Additionality: What problems (barriers) are existed for 
af- and re-forestation?

� Environmental & socio-economic impacts: Whether 
forestation produces distinct negative impacts to 
environmental conditions and socio-economic status or 
not?

� Involvement of low income communities: How involve 
low income communities? And What is criteria on the low 
income of the host country?

� Evaluation of carbon sequestration: What tree species
are selected?  How much carbon will be sequestered?

5

Subjects to be examined for the model SS 

AR CDM Project

1) Selection of site and counterpart with management committee

2) Contact with DNA-designated national authority (Indonesian contact 

point for CDM) & local regulations

3) Land eligibility of the site

4) Barrier evaluation for additionality

5) Socio-economic impacts

6) Environmental impacts

7) Evaluation of carbon removal by plantation

8) A simulation document of Project Proposal (PIN)

9) A simulation document of Project Design Document (PDD)

Subjects

6

1) Counterpart & Site selection �

Counter part

Regional Forest Office of the State and Local Government, and

Local Community – coordinated by local government

Reason for selection: Close connection with JIFPRO through 

past plantation and agro-forestry projects

Proposed site

Government’s production forest land, East part of Lombok Is.

About 100ha of grassland with scattered trees.

Note: 7 month-Dry Season , volcanic slope with lots of rock outcrop, 

Here has history of plantings, but all failed.
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Outlook of the proposed site 
GeneーョI Infoml日tion 

Western part叶Indonesian Arc 

Tropical seasonal forest zone 

Annual precipitafion: 400-1.400mm 

Dry season: April to November 

Populafion Density: ca.470pik,n2 

Lombok Island 

1) Counterpart & Site selection U 
Committee 

Supporting Committee is fonned. 

In the Management Commi廿ee, two sub-committees, Advisory 
COTWTH廿cc 日nd M日n日gement committee 日「e formed. 

Advisory Committee 

Member: Chairman of Supporting Committee (Prof. Japanese Univ.), 
Principal Researcher of Forest Research Institute of Indonesia, Research 

Coordinator of FFPRI, Teachers of Mataram Univ. of Lombok Is. (Socio-
economy & Environment), Technical Advisor of JIFPRO 

Management Committee 

Prof. of Waseda Univ., Head of Regional Forest Office of Lombok 
Sta加, Head of District Forest Office of East Lombok, Teachers of 
M 日t日ーョm Univ., Members of JIFPRO 

M ロS日iC 叶forest & non-forest 

Site Pm"－ロnF 

ロ~叩t ■nF 

Pmd山t■nF 

■
ロ
ロ
ロ
 

Typical non forest 

2) Contact with DNA & local regulations 
Criteria of non-forest 

Minimum crown coverage - 30% 

Minimunl 日crc日ge -0.25h日 

Minimum tree height - 5m 

Indonesian regulations directly related to AIR CDM 

1 . Regulation of Minister of Forest厚 Procedure for afforestation and 

reforestation within the framework of CDM 

2 .Regul誠ion of Minister of Environment: On the national committee of COM 

Impoーtant regulations of Indonesia: 

Project Proposal and PDD are required prior to start the Project 

from Regulation 1. 

Criteri日 日nd indic日tors of socio-economic imp日d5日nd 
environment日I impal】恰日「e shロwn in Regul日tion 2. 

~ ＼、、 Piping of irrigafion water 

Original boundary 

New line for boundary 

‘ーく弘x鳩Ic 

3) Land eligibility of the site 

1989 rule 

L日nd conditions日tthe end of 1989日「e being investig日ted日5 foIlロws; 

(1）日en日I photos日nd/or s日tellite inl日ges, or 

(2) official records on land use, or 

(3) hearing of local people in PRA method 

Note: PRA - P日rticip日tory RuーョlAppーョis日ト日method to collect 
information from local people, objectively 

Project area 

P回cci日田日is being dーョwn under Indonesi日n criteri日日s mentioned 

before by the Counterpart. 

Original proposed boundary is now being changed. 

4) Barrier evaluation for AIR CDM 

Barriers 

Proposed 日「e日h日5 foIlロwing difficulties for forest日tion. 

We will solve the difficulties by conducting A /R CDM as written in 
the general regulation of A /R CDM. 

Water deficiency - irrigation water tーansported by piping 

Unsuitable planting technology - to develop new methods on 

nursing of seedlings, p1日nting, 日ndw日tenng which日田日d日pted to 

da日「e日. 

Unsuitable fire control -to introduce new fire control systems 

Financial d肝にU町ーMPTS日nd Fruit trees for boc日I people 

12 
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Outlook of the proposed site

Site

General Information

Western part of Indonesian Arc

Tropical seasonal forest zone

Annual precipitation: 400-1.400mm

Dry season: April to November 

Population Density: ca.470p./km2

Lombok Island

Protection F.

Conservation F.

Production F.

Others

Mosaic of forest & non-forest

Typical non forest

8

1) Counterpart & Site selection �

Committee

Supporting Committee is formed.

In the Management Committee, two sub-committees, Advisory 

committee and Management committee are formed.  

Advisory Committee

Member:  Chairman of Supporting Committee (Prof. Japanese Univ.), 

Principal Researcher of Forest Research Institute of Indonesia, Research 

Coordinator of FFPRI, Teachers of Mataram Univ. of Lombok Is. (Socio-

economy & Environment), Technical Advisor of JIFPRO

Management Committee

Prof. of Waseda Univ., Head of Regional Forest Office of Lombok

State, Head of District Forest Office of East Lombok, Teachers of 

Mataram Univ., Members of JIFPRO

9

2) Contact with DNA & local regulations

Criteria of non-forest

Minimum crown coverage – 30%

Minimum acreage – 0.25ha

Minimum tree height – 5m

Indonesian regulations directly related to A/R CDM

1. Regulation of Minister of Forestry: Procedure for afforestation and 

reforestation within the framework of CDM

2.Regulation of Minister of Environment: On the national committee of CDM

Important regulations of Indonesia: 

Project Proposal and PDD are required prior to start the Project 

from Regulation 1.

Criteria and indicators of socio-economic impacts and 

environmental impacts are shown in Regulation 2.
10

3) Land eligibility of the site

1989 rule

Land conditions at the end of 1989 are being investigated as follows;

(1) aerial photos and/or satellite images,    or

(2) official records on land use,  or

(3) hearing of local people in PRA method

Note: PRA - Participatory Rural Appraisal- a method to collect 

information from local people, objectively

Project area

Project area is being drawn under Indonesian criteria as mentioned 

before by the Counterpart.

Original proposed boundary is now being changed.

11

Original boundary

New line for boundary

Piping of irrigation water

12

4) Barrier evaluation for A/R CDM

Barriers

Water deficiency – irrigation water transported by piping

Unsuitable planting technology – to develop new methods on 

nursing of seedlings, planting, and watering which are adapted to 

dry area.

Unsuitable fire control – to introduce new fire control systems

Financial difficulty – MPTS and Fruit trees for local people 

Proposed area has following difficulties for forestation.

We will solve the difficulties by conducting A/R CDM as written in  

the general regulation of A/R CDM.
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5) Socio-economic impacts 
Requirement 
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7) Evaluation of carbon removal by plantation 
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17 

6) Environmental impacts 

Requireme叶 
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13

5) Socio-economic impacts
Requirement

Following items should be analyzed; local community, indigenous peoples, 

land tenure, local employment, food production, cultural & religious sites, 

access to fuel wood and other forest products.  

Moreover, items connected with “leakage” should be determined. 

Questionnaire for this analysis was compiled and members of 

Advisory Committee is surveying.

Outline of Questionnaire

Members selected: 

25 families involved in the project and 25 families not involved in the 

project in the village, various officials, NGOs, teachers of University

and other stakeholders.

Items evaluated: Economic impacts, Family conditions, Income 

conditions, Activities in the area, Opinion to the project, and others 

14

6) Environmental impacts

Biodiversity & natural ecosystems should be analyzed

This analysis should include information on “hydrology”, “soil”, “risk of fires, pest and diseases”

Check lists for this analysis was compiled and members of Advisory 

Committee is surveying.

Requirement

Outline of Check list

Present conditions and supposed impacts are analyzed as following 

items;

1. Detail of geographical position of the proposed site, 2. Present 

environmental conditions – geology, soil, climate, ecosystems, 

endangered & rare fauna & flora, 3. Environmental impacts by the 

forestation – impacts to items described in 2., 4. Wild fire & pest control, 

5. Invasive plants

15

7) Evaluation of carbon removal by plantation

Carbon pools

Above ground & below ground of planted trees is selected.

Soil: as soil surface are eroded by devastation for long period, soil 

carbon will be sequestered or equivalent after planting trees.

Litter and dead trees would not be existed or negligible in the first 

commitment period because planted trees are very small.  

Trees selected

Fruit trees: Anacardium occidentale & Tamarindus indica

Timber trees & MPTS: Paraserianthes falcataria, Gmelina arborea, 

Azadirachta indica, Samanea saman, Spondias pinnata

Growth rate & annual carbon sequestration rate of these trees are being 

evaluated by members of Advisory Committee. 

16

Soil Conditions

Lots of rocks contained Eroded materials are imbedded

17

A simulation documents of

Project Proposal and PDD

Project Proposal

The project proposal is requested by Indonesian Government for A/R 

CDM.

Contents: 1. General information, 2. Work plan, 3. Investment plan, 4. 

Estimated benefit from environmental aspect, 5. Estimated benefit 

from social and economy aspect, 6. Possible leakage and its 

mitigation

This document will be compiled by members of Advisory Committee.

Project Design Document (PDD)

This document is same document as PDD to be presented to UNFCCC.

The simulation document will be compiled by Committee Members. 
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- Plantaciones forestales 
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- Combustibles 
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・Escenario del proyecto 
- Plantaciones forestales 

・Emisiones del proyecto: 
- Combustibles 
-Fertilizacin 

- Quema de biomasa 

・Fugas: 
- Combustibles 

- Permiteelusode1 
modelo y so仏vare 
CoJ 訟pam 
estimaciones ex ante. 

・Aplicabilidad: 

-Pores加cin y refores加cin 
-Tierras abandona山sy 

degra血山S 

-Pueden existir algunos rboles 

・Reservorios de carbono: 
- Todos 

・LInea base: 

- Enfoque 22(a) 
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-Pueden existir actividades AR 

一
。
．
。
一
。
。
済
E
o
U
 

日
－
」
戸
司
、
」
 

aceler aflo,' 
"sigue alta 

l6gico se 
ortalida 

El proceso metod 
pero la "tasa de 

25-

I 
‘

『

 

●

・

 

■

．

．

■

■

 

4 

2 
I1 

20-

15-

10-

5-

C  
22-糾-C6 31-May-C6 23-Jun-C6 30-Aug-06 

(16 proyect（粥）(20 pmyect（粥）(20 pmyect（粥） (22 pmyect司 

一o
●
旦
 

o
る
E
o
 

oA
己
 

G
ru

p
o

 C
a

m
b

io
G

lo
b

a
l
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C1 C2 C3 B1 B2 A ?

12 Belize - Mountain Pine Ridge 01 05 13 13

13 Uruguay - treinta y tres 04 14 27

14 India - Agroforestry 06

15 Uganda - Kikonda Forest Reserve 08

16 Paraguay - Rio Aquidaban 09

17 Ecuador - Chocó Manabí 11 21 21

18 Uruguay - Eucalyptus 16

19 India - Agroforestry 22

20 Ghana - Rubber outgrowing 23 29

21 Peru - Selva Central 25

22 Madagascar - Woodchips 28

23 Colombia - Commercial 30

Proyecto

Clasificación de la metodología
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Haga clic para cambiar el estilo de 
título

China - Guanxi (AR-AM0001)
Reforestación en tierras degradadas

• Aplicabilidad:
– Forestación y reforestación
– Tierras abandonadas y

degradadas
– Pueden existir algunos árboles

• Reservorios de carbono:  
– Biomasa arriba del suelo
– Biomasa abajo del suelo

• Línea base:
– Enfoque 22(a)
– Tierras quedan abandonadas y 

degradadas

• Escenario del proyecto
– Plantaciones forestales

• Emisiones del proyecto: 
– Combustibles 
– Fertilización
– Quema de biomasa

• Fugas:  
– Combustibles 
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In progress (B)
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Approved (A)

(16 proyectos) (20 proyectos) (20 proyectos) (22 proyectos)

El proceso metodológico se aceleró año, 
pero la “tasa de mortalidad” sigue alta

G
ru

p
o

 C
a

m
b

io
G

lo
b

a
l

Haga clic para cambiar el estilo de 
título

• Aplicabilidad:
– Forestación y reforestación
– Tierras abandonadas y

degradadas
– Pueden existir algunos árboles

• Reservorios de carbono:  
– Todos

• Línea base:
– Enfoque 22(a)
– Tierras quedan abandonadas y 

degradadas
– Pueden existir actividades AR

• Permite el uso del 
modelo y software
CO2Fix para 
estimaciones ex ante.

Moldova (AR-AM0002)
Restauración de tierras degradadas 

• Escenario del proyecto
– Plantaciones forestales

• Emisiones del proyecto: 
– Combustibles 
– Fertilización
– Quema de biomasa

• Fugas:  
– Combustibles 
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平成18年血CDM植林人材育成国内研修 

AIR CDMの基本ルールと手続きの流れ
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地球温暖化過去の気温の推移 

(a）過去1,000年 （b）過去140年 
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日-2 地球・ンこンr、乳峨」L劉惨施禾剃、ポ自p議止白 

地撃ット 

気 

‘ケードA.1，」 

1992年 

1997年採択、2005年発効 

I 

京都議定書において、附属書I国（先進国）に、 
国際法的拘東カのある、温室効果ガスの削減目標を設定 

- ”日柳~－ 
' ml ( t0 

車ルトガ月, E’二O 65I 

ギリシャ 2'O lロ7.2 
ユベイソ 15O 2日且7 

アイル，ンド 13D '’月 
スワ工一，ン 4D 7ロ7 

フ‘ン’ンド ロO 77 1 

フ，ンユ QO 55" 

オランダ ー‘O 官1L5 

イタり’ -B5 52I ' 

ベルギー ーz' 1岨’ 

勇田 一12.5 フ45月 

オーストリア -13O 77.6 
デンマーク ー2lO B日7 

ドイツ ー21』 1'25ロ 

”カセ："M 一2自． 13.4 

Eu主体 一aO 4-2251 

a ■曲6I a *LIII 
叫］ 1■万 

日一1 地球温暖化問題は 
国際社会全体が取り組むべき課題 

地球温暖化をもたらす要因は温室効果ガス濃度の上昇 

〈最大の要因は二酸化炭素（002)) 

ニ酸化炭素はあらゆる産業活動、あらゆる人々の生活で放出 

（工場、事務所、交通機関、森林破壊、家庭、・－・・・） 

O 地球温暖化の影響は全地球、全人類に及ぶ 

a 地球温暖化を防止することは、国境を越えた人類共通の課顕 

 昌 

」国連気候変動枠組み条約 L 

叫世坐lI0唯F甲iiework Convention on Climate Change 
"Jill-ししし) く  nUp:IIunTccc.InTI1Bbu.pnp'

S 1992年の地球サミットにおいて、「持続可能な開発」を念頭に、森林原則声 
明、生物多様性条約等と共に採択。 

.r%E,蔀読儀蕎黙ttas)議譲麟襲製踊ま亭中の温室 

具 
‘京都議定書 Kyoto Protocol」 

(1997年採択、2005年発効） 

●附属書I国（先進国）にGHG排出量の目標数値を設定。 

●GHG排出量を、第一約東期間（2008-2012）末には、基準年である1990年 
比で附属書I国全体として5.2％削減する数値目標（欧州は8%、米国は7%、 
日本は6％削減）。 16 

排出削減 目標数値の達成 

付属書I国（先進国）内での国内対策 
・費用対効果が低い 

  目標数値が達成できない危険性 

京都メカニズム 
・費用対効果の高い国際的な取り組み 
・非付属書I国（途上国）における排出削減を促進 

国内対策＋京都メカニズムで目標数値を達成 

~．■ 
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瞬：京都議定書未批准国（2006年1月現在） 

※アメリカ合衆国、オーストラリア等は依然議定書から離脱！ 
中進国（中国、インド、ブラジル等）には削減目標なし！ U 
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京都メカニズム 
国内での排出削滅に加えて、費用対効果のより高い 

国際的な取り組a庵認めるものとして、京都メカニズムを承認 

〔共同実施(JI めintimかeritentatic n.京都議定書第6刊 

r
クリーン開発メカニズム

(CDM:Clean De、eIopme叶 Mec舶nism、第 12 ) 

緋出権取引（ET:Emissicn T旧ding、第17条）.

国だけでなく、事業者も参加資格を満たせば京都メカニズムに

参加することが可能。

京邦メカニズム情報プヲットホーム
Chttp:I/~.kyornecha.omflndexhtnか 12

排出量取引

A円－ 

先進国どうしが緋出量目標数位達成のため 
緋出量を売買する制度。 

鷺’コ 月 
操値～" 

、．一，，豊！」，輿,し・ノ 

〔■血勃畢ガス鵬鵬プロジェクト〕 
網出，プロジェクト 京都 

メカニズム 

柳出量取引 
（先准国間での取引） 

ち 
r 

、倉 

達上国B 先選国A 

「二 
、一、、 

0 
先遣国日J 

クリーン開発メ力＝ズ珂CD町 

（遣上．でのブロジェクト） 
、 

「 －裳同実楓』 
し（黛■’でのフロジュクト｝一 

先進国が他先進国（ともに附鳳書I国）の 
■室効果ガス削滅プロジェクトに投資し、 
削減分を目標数値連成に利用できる制度。 

共同実施(Ii') 

木スト.内にか・て， ~ 
あるブロジェクト括電を異声~ 
uヒことによ~II 

ERU馴縄 
分川え 
る 

ir .j .難鷲， 
剛I 
' － 奪~L －一 」 

L － 」 

I 
『 

ERU : 
移転分L－一 
が観る 

II > 
プロジェクト 
シナリオ 

、、 

，

●

量

●

，

」

 

ペースライン 
シナリオ 

あ赫国の緯緋出枠 あるホスト■の緯誓出枠 

ホスト●と投資●~出神を合計康佳嶋撃」 
~■．~細S ●~ 

ー’ー’ー’ー ’、． 

、 

Lj －ー向 
魯Ia 七己＝=-L＋ ム事J 

= 
帯 豊 ― 

円
同
H
"
 

m
「
同
開
‘
]
 

、、鰹熱冬典)B / 
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クリーン開発メカニズム 

CCDM)

叔ト．における
あるCOM 

プロジェクト” 

叫ース，イン プロジェクト 
シナリオ シナリオ 

r ,-二二＝二ニー、 I 
i （発鳳途上■） ~ 
i 緯緋出枠の餌定がない」 
、、ど’'-'"lTー’"’ーーーニノ 

先進国が逮上国で盟皇効果ガス 
削減プロジェクトに投資し、削滅分を 
目標数値達成に利用できる制度。 

餌旺された 
排出隣線量 
(CロMの央施 

によって 
生じた 

排出隣線量 
に着づく 

‘ クレジット）

CER "hit 

増える 

あるm罵書I■ 
の緯”出神 

価'a'瓦三範i、 
i 韓幕出粋が混定 」 
、~，，~，~，---“ーーーー~ノ 

2' 
~~~~払事●~ 

緋出枠・クレジット（京都コニット）の種類 

AAU (Aa.?gned Amount Unit）・”暮率年排出量と数値目操から 

算定される細当量 

) RMU (Romoval Unit）・・・■内瞬取課活助により発行 

国
内
対
策
 

ERU(Emsion Redu酬mUnit)…共同実施(JI）によって発行 

CER (Certlnecl Emsbn Reduction）・・・CDMによつて発行 
 ノ 

tCER(temporary CE田…新規植林I再植林C叫によって発行 

期隈付き（次の約東期間末まで有勤） 

ICER(bng-term CER)…新規植林I再植林CDMによつて発行 

 期隈付き（プロジェクト期間終了まで有勤）H

乙
尿
都
メ
R
ニズ
ぐ
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ある付属書I国の総排出枠の計算 CDMプロジェクト活動の分類項目（スコープ） 

・現在CDMには以下のような分類項目（スコー力がある 

お 

欝
 

1 エネルギ一生産（再生可能エネルギ一、非再生可能エネルギ―) 
z－エ不ル干一．慮 
3－エネルギ一需要 
4 製造業 
5－化学エ業 

6－建設 
7 交通 
日－鉱業I鉱物生産 

9－金属製造 
10.燃料からの漏洩 
11 炭素化合物及び6フッ化硫黄 

の生産・消費からの漏洩 
12.触媒使用 
13.廃棄物処理・処分 
15－農業 

讐
 C努 14.新規槽林、再植林 醐 

排出量取引 

JI/CDMクレジット（ERU. 
CER. tCER. ICER) 

国内吸収源クレジット 
(RMU) 

総割当量 
(.AAU) 

あ
る
附
属
書
I

国
 

の
総
排
出
枠
 

＝総割当量（AAU)＋国内吸収源クレジット（RMU) 

+JI/CDMで発行されたクレジット（ERU. CER. tCER. ICER) 

士排出量取引による京都ユニットの取得・移転分 25 

林野庁計■課海外林業嶋力宣 

－▲ 独立行政法人森林緯合研究所 －ご財団法人国陳繰化推遣センター 

口ードマップ（道案内） 

新規植林/再植林クリーン開発メカニズム 
Afforestation!Retorestat.. ,an Development Mechanism 

- (AIR CDM) 

・爵、‘竺川コー 
七f月でg 

、、奉事‘む 
J ~－ 第2.0版 

2006年12月 

本責料は、新規植琳肩植琳クリーン■発メカニズムに園する専門的な事項について、わかりやすく解脱することを目的とLています． 
Lたがって、国際交，で合意された全ての事項について記運Lているものではありません． 
また、■．m解駅、手“面等について未決定郵分も．されています．このため、本責料仕11も年3月31日時卓での■“中，や 
ルール策定の状況等に基づいて柞成されたものであることにご田貴“、ます．なお■“m合意文書等の酔細は、気，”枠粗条的 
のホームページ叫D FF』fccC”に掲雲されて‘喝各履責料壱●岡Lてください． 

吸収源CDM 

第―約東期間（2008-2012年）においては、 

「新規植林（Afforestation) j.「再植林（Re加「e試ation) j（京都議 
定書第3条3項）を対象とする。 

Afforestation and Reforestatin (A/R) under CDM = AIR CDM 

（国内吸収源の場合は森林経営、農地管理、放牧地管理、植生回復（第3条4 
項）も対象） 

森林を対象とするがゆえ、以下のような特徴を持つ 

・非永続性（将来、森林が消失してCo2を排出する可能性あり） 

・不確実性（森林によるCo2吸収量の正確な予測は困難） 

・長期性（森林の成長には長期間が必要） 

→ こうした特徴を踏まえ、NR CDMのルールが決定 

例）期限付きクレジット、排出源と比較して長いクレジット発生期間 

日-7 吸収 1CDMの特e 

○植林活動によりCロ2吸収を図る吸収源CロMは、 

―定の土地さえあれば最貧国や島嶼国でも実施可能 

（温室効果ガスの削減を図る排出源COMは，ある程度以上集約 
的にエネルギー消費している途上国でのみ実施可能） 

○CロM植林におけるC口2吸収の単位当たり 

コストは、他のさまざまな方策より経済的 

○002吸収のほか、植林活動を通じで環境の改善や 

地域社会の開発にも寄与 

一 一― 

新規植林I再植林CDM(A/R CDM）プロジェクト活動とは 

二 二 
』‘ 

~ ~ ~ 」 

二 二 二 
" 

' 」 」 
', 

二 二 
』‘ 

~ 

~ ~ ' ~ し 」 

二 二 ~ 

」「 

一
 

一
 

!
 

一
 

森林でない場所に、 

l 

a 
‘一 

い 
森林地を造成するプロジェクト活動 

詳
婦
事
 航

 
人為的な植林活動等を実施し、 30 
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A/RCDMにおける森林とは？ 森林の定義 

①林冠率10%-30％以上 

②森林のまとまり0.05ha -1.0ha以上 

③成熟時の樹高2 -5m以上 

基準値は、ホスト国 
である非付属書I国 

それぞれが決定し、 
CDM理事会に報告 

（付属書I国と同様の幅） 
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3つの基準を満たさない 
非森林地 

3つの基準を満たす森林地 

2 -io 
プロジェクト鉢 ブロジェクI-0 

純人為的吸収量｛＝現異純鳳収旦ーヘースラインーリーケッシ） 
~ ~ 一 、 

, 

. 

A/RCDMプロジェクト活動の適格地 

第―約東期間（2008-2012年）においては、下記を対象とする。 

新規植林（Afforestation) .ー過去50年間森林でない土地への植林活動 

再植林（Reforest誠bn)...1989年12月31日以降森林でない土地への植林活動 

プロジェクト開始時 50年前 

森林でない哲難 森林でない 

具 
1950 -1960 1970 1980 1 0 2000 1 '010 2020 
西暦（年） ロ ’ 

森林でない森林でない α器総 
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植林/再植林CDM活動により獲得できるクレジット 

ベースライン 
プロジェクトがなかった場合のシナリオ 
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プロジェクト活動 」島器」」J」｝lr
プロジェクトを実施した場合のシナ 

r、F
甲・ 

。．‘「一 

ベースラインシナリオ（Baseline scenario) 

ベースラインシナリオは「NR CDMプロジェクト活動がない」と仮定した場合に 

起こりうるプロジェクト境界内の炭素蓄積変化を表したシナリオ。 

ベースラインシナリオの選択において、プロジェクト参加者は、 
以下のアプローチの中から最も適切であると考えられるものひとつを選択する。 

(a）プロジェクト境界内の炭素プールにおける炭素蓄積の現存量の変化、 

または適用できれば歴史的な変化。 

(b）経済的に魅力的な行動を選択した場合の土地利用による 

プロジェクト境界内の炭素プールにおける炭素蓄積量の変化。 
ただし、投資に対するバリアを考慮する。 

（のプロジェクト開始時にもっとも起こりそうな土地利用による 

プロジェクト境界内の炭素プールにおける炭素蓄積量の変化。 

ロロ 

γ叫 γ叫 

A/R CDMプロジェクト活助がなかっ巨貧＞ 35 

プロジェクト活動（Pr可ect activity) 

AIR CDMプロジェクト活動とは、 
吸収源によって純人為的吸収を達成することを目的とした 
新規植林/再植林の対策、事業または行為である。 

京都議定書及びCDMの様式と手続きでは、 

「（単なる）事業」と対比させるものとして、 
「プロジェクト活動」という用語を使用する。 
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 A!RCDMプロジェクト活動の実施 
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クレジット発行の基となる純人為的吸収量 
(net anthropogenic greenhouse gas removal by sink) 

の算出方法 

AIR CDMプロジェクト活動による純人為的吸収量の算出方法は下記の通り。 

純人為的吸収量（N)＝現実純吸収量（A) 

ーペースライン純吸収量（B) 

ーリーケージ（L) 

現実純 
吸収量 

］ リーケージ ~ 

純人為的 
吸収量 

ペースライン 
純吸収量 

(B) (A) (L) (N) 

A /RCDMにおける5つの炭素プール 

炭素蓄積量の変化を推定するのに、プロジェクト参加者は5つの炭素プール 

について評価しなければならない。 

i よ 鉢’-h '-
~＾ 

~． 

生存バイオマス： 
①地上部バイオマス 

（高木＋低木＋草本） 

生存バイオマス： 
②地下部バイオマス 

（高木＋低木＋草本） 

③枯死木 
（直径10cm以上） 

餓蹴『ジェクト活動＼ 縄、H（落麗懿急満）

⑤土壌有機物 39 

現実純吸収量の推定方法 

〔炭素蓄積量の変化を推定〕 

』Aj■’~ 
目ロ 

ベースライン純吸収量 
(Baseline net greenhouse gas removals by sinks) 

AIR CDMプロジェクト活動がなかった場合に起こったであろう、 

プロジェクト境界内の炭素プールにおける炭素蓄積量の変化の合計 

現実純吸収量 
(Actual net greenhouse gas removals by sinks) 

＝ プロジェクト活動に起因するプロジェクト境界内の炭素蓄積の変化（吸収量） 

ー プロジェクト活動に起因して増加したプロジェクト境界内の排出量 

リーケッジ（Leakage) 

AIR CDMプロジェクト活動の境界外で生じる計測可能かつプロジェクト活動に 
起因するソース（排出源）からのGHG排出量の増加 

38 

ベースライン純吸収量の推定方法 

炭素蓄積量の変化を推定 

AIR CDMプロジェクト活助がなかった場合 ロロ 
プロジェクト境界内の炭素プールにおける炭素蓄積量の変化の合計 

=＋生存バイオマス（①地上部バイオマスと②地下部バイオマス） 
＋③枯死木＋④落葉・落枝＋⑤土壌有機物 

中の炭素量の変化 

プロジェクト参加者は、（ベースライン純吸収量の推定において、）「①～⑤の 
5つの炭素プールうち1つ、または2つ以上を考慮しない」という選択ができる。 

ただしその場合、「その選択により期待される純人為的吸収量が増加しない」 

という明白で検証可能な情報の提供が必要。 40 
 ‘ニーーーー 

クレジット期間 

AIR CDMプロジェクト活動のクレジット期間は、 
AIR CDMプロジェクトの開始時点から、下記のいずれかまでである。 

(a) 20年間（2回の更新が可能、このため最長で60年間） 

(b)30年間（更新なし） 

、 

プロジェクト終了 
柳クレジ，ト網映了 

、 ノ 

館2クレジ外 
網映了 

結1クレジ外 
~了 

プロジェクト■始 
結1クレジ，ト網．始 

I 最長60年間 I 
 ~～~ 

20年間 20年間 20年間 

- 

+ 1 h 
r 

＋ー － 

2070 0 2050 2060 

- ＋ー

2020 2030 。
 

-
 
0
 

－
●
‘
」
J
-- 

~）更新可伯な 

クレジット期間 

-

国層（年）2000 

30年間 
(b）更新なしの 
クレジット期間 

42 
プロジェクト終了 
クレジ，ト網映了 

プロジェクト■始 
クレジ，ト細鵬 

声？ GHG排出 

増加量 マイナス ■
 溺
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AIR CDMプロジェクト活助の実施 ? 

プロジェクト境界内の炭素プールにおける炭素蓄積量の変化の合計 

=＋生存バイオマス（①地上部バイオマスと②地下部バイオマス） 
＋③枯死木＋④落葉・落枝＋⑤土壌有機物 

中の炭素量の変化 

プロジェクト参加者は、（現実純吸収量の推定において、）「①～⑤の 
5つの炭素プールうち1つ、または2つ以上を考慮しない」という選択ができる。 

ただしその場合、「その選択により期待される純人為的吸収量が増加しない」 

という明白で検証可能な情報の提供が必要。 41 
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A/RCDMの関係主体 
 、 
CDM 理事会（EB: Executive Board) 

CDMの実質的な管理・監督機関。新方法論の承認、CDMの登録、DOEの認定 
NR CDMの場合、CDM理事会のもとに設置されたAIRワ一キンググル一プが、 
専門家集団として新方法論の審査や開発を行い、CDM理事会に勧告を行う。 

a 
指定国家機関（DNA: Designate National Authority) 

CDM実施要件は、投資国、ホスト国それぞれがDNAを設立していること。 
「プ口ジエクト登録」前には、投資国およびホスト国のDNAによる承認が必要。 

ノノ一 、 

‘指定運営組織(DOE: Designated Operational Entity) 
CDMプ口ジエクトの民間審査機関。 
提案されたCDMプ口ジエクト活動の有効化審査（Validation) 
プ口ジエクト活動のモニタリングの結果を基に、排出削減量の検証（Verification) 

、その排出削減分をCERとして正式に認証（Certification) する。 
、、 ノ 

プロジエクト参加者（Project Participan加） 

、締約国の認可を受けた民間事業者、公的機関、締約国（投資国、ホスト国）など。ノ 

tCER及びICERの発行 

tCERとICERは、純人為的吸収量の「モニタリング」→「検証」→「認証」を経て発行 
第1回目の検証・認証時期はプロジェクト参加者が選択 

第2回FE篇テラ品ふi誌晶降遣成封吐絢人為的．収量に相．するtCER が毎回発行執

（
糾
報
・
o
o
A
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．
郵
．
雲
轟
く
雲
 
二ntCER I tCER _- I tCER"- 4J \-__ t 

プロジェクト 第1回目 
開始 検証認証 

ICER発行：首回の．~以降遣成封‘た絢人為的．吐に相．する－CERが見行討Iる． 
"'"""""I ．~“舎は‘~Ihけ,LHカらなI-、 

、 

第2回目 第3回目 
（第1回目から5年後） （第2回目から5年後） 

- ICER i}＋繭 

+ICER 
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プ臨クト雄盟 （第1r鷲r,5年後） （第2I鷲,5年後） 

プロジェクト境界（Pr可ect boundaa) 

A 

毎、 、 
〔 

A!RCDMプロジェクト活動のプロジェクト境界 

.44 

プロジェクト境界とは、プロジェクト参加者の管理下にある 
NR CDMプロジェクト活動を地理的に規定するもの 

ただし、ひとつのAIR CDMプロジェクト活動は、 

ひとつ以上の離れたエリアを含むことができる。 

例）上図、プロジェクト境界によって規定された、A. B. C のエリアは、 
ひとつのNR CDMプロジェクト活動として認められる。 

 zンー45 

階層化（Stratification) 副階層（sub strata j ) 

ひとつの階層内において、プロジェクト実施後、山火事、病虫害被害等が 

発生した場合、また森林経営計画が変更になった場合は、 ー 

競1路stratifica鼠尋認轟蓄積量を推定する。． 

副階層1 

副階層3 

副階層4 

副階層2 

副階層の境界線 

階層の環界顧1

47 

階層化（Stratification) 階層（strata i ) 

プロジェクト境界内の対象地が一様でない場合、 
対象地の物理的条件（雨量、土壌、高度、傾斜等）、植林前の植生、 
植栽する樹種、樹齢等を指標として階層化（Stratification）する。 

そして、その階層ごとに期待される炭素蓄積量を推定する。 

国 

国 

国 

③ 

I 階層の境界線

国
46 

A/RCDMプロジェクト活動を実施する際の留意事項 

1 .プロジェクト設計書（PDD）に下記事項を説明、記述する。 

・（CDMの理念として、）ホスト国の持続的な発展に貢献すること 

・環境影響を分析し、もし有意なマイナス影響がある場合には、環境影響評価 

を実施し対応策をこうじること。 

・社会・経済影響を分析し、もし有意なマイナス影響がある場合には、環境影響 

評価を実施し対応策をこうじること。 

・ステークホルダーのコメントに 

ついて対応策を講じること。 

・プロジェクト活動実施にあたり 

公的資金を用いる場合、 

bOOA（政府開発援助）の流用」 

であってはならない。 曹藻曳 
-83-
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A/R CDM��%����%����%����%��

|}~���¡M¢|}~���¡M¢|}~���¡M¢|}~���¡M¢����Project Participants$$$$
m4
2ÂcJn1�o�÷�/Rp(KqRm4
5%&
R½A^
9erz

£`¤¥¦§�£`¤¥¦§�£`¤¥¦§�£`¤¥¦§�DOE¨̈̈̈Designated Operational Entity$$$$
CDM»áÌâÊ^2o�stKqz

]u�M�CDM»áÌâÊ^Ö×2à>"st5Validation9
»áÌâÊ^Ö×2h¸i��j2v?JSOR��¦§�2\Ã5Verification9

L2��¦§çJCERCDEwxOÂÃ5Certification9��z

CDM©ª«�©ª«�©ª«�©ª«�EB¨̈̈̈Executive Board$$$$
CDM2Äy(eïðÍz{KqzÚ-.|2}ÂRCDM2~�RDOE2Â.

A/R CDM2êëRCDMð÷�2�COZ��M�A/R�¾��jj�¾»�R

�����CDEÚ-.|2st�fgJØQRCDMð÷�O��JØæz

£`g¬®�£`g¬®�£`g¬®�£`g¬®�DNA¨̈̈̈Designate National Authority)
CDMÄÅ3��R%&
R½A^
LMNM�DNAJZ�DEQ��Cz

`»áÌâÊ^~�h�O�R%&
_:�½A^
2DNAO:�}Â�_3z
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A/R CDM|}~����Q�|}~���¯°|}~����Q�|}~���¯°|}~����Q�|}~���¯°|}~����Q�|}~���¯°

A B C

LM=N+?��LM=N+?��LM=N+?��LM=N+?������Project boundary

»áÌâÊ^�	C�R»áÌâÊ^��/2ïðFO¡�
A/R CDM»áÌâÊ^Ö×JUð(OÁ.���2

�$DR�CP2A/R CDM»áÌâÊ^Ö×�R

�CPå=2�M����J���C� Þ�z

�9=�R»áÌâÊ^�	O:ÆEÁ.�M�RARBRC2����R

�CP2A/R CDM»áÌâÊ^Ö×CDEÂc�M�z
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»áÌâÊ^�	�2õ6U��s eQêëR

õ6U2qð(u�5��RúJR>�R��v9R���2�pR
�����HR��vJK�CDE��"5�e��e� �R�e�¡¢9��z

LDERL2��lCO�Z�M�
���J9.��z

B�CDEF���=�@9B�CDEF���=�@9B�CDEF���=�@9B�CDEF���=�@9

��%
��#

��£

��¤

��2�	¥

��$���$���$���$�Stratification ������������ strata i 

��
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�CP2���O_QER»áÌâÊ^ÄÅ¦R§¨÷R©ª«¬«v�

gpD�êëRß�k�ìí5�!bOeÆ�êë�R
®��"5¯°± ¯e��e� �R�e�¡¢9JÄÅ��z

LDERL2®��lCO�Z�M�
���J9.��z

��2�	¥

®��%
®��#

®��£

®��¤

®��2�	¥

��$���$���$���$�Stratification ���������������� sub strata j 

��
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A/R CDMLM=N+?OP�|��������RLM=N+?OP�|��������RLM=N+?OP�|��������RLM=N+?OP�|��������R

1. ·1m¸¦E��\�PDD�HÓ��ú���L���J 

Í 5CDM2ðiCDER9½A^
2ab(eg²O³´���C

Íµ���Jç¶DR�Dà·e;��A���¡�êëO�Rµ�����

JÄÅDõ¸,J�æÇ��Cz

Í¹�Íì ��Jç¶DR�Dà·e;��A���¡�êëO�Rµ���

��JÄÅDõ¸,J�æÇ��Cz

Í A|¾Ê½�º¾2é¶�^O

PQEõ¸,J»Ç��Cz

Í »áÌâÊ^Ö×ÄÅO¡�;

p(&¼J�Q�êëR

`ODA(+½fg¾¿)2À�h

 ¡ÆE�e�eQz
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U 彫V (Environmental Impacts) 

植林を逼じた森林回復事集であるNR CDMプロジェクト活助が、 

環墳に対してどのような影響を与えるかを分析 

→水文地質、土壌、森林火災、病虫喜、生物多様性、自然生岨系、 
遣伝子組み換え生物の使用、絶m颯種(!UCNのリストを参鳳）への配慮等 
・国際自慈保護連合（旧CN) <h年i加・w 三里・””1ョlIl・or 'hp:ll .ija .i」】h－・

社会・経済影響（＆×；be《力nomlc Impacts) 

途上国の農村部で事集を鳳■するA/R CDMプロジェクト活動が、 

地壊（プロジェクト墳界内外）にどのような社会経済影響を与えるのかを分析 

→地壊社会、先住民、土地保有、地壊の雇用、食糧生血、文化的・泉教的土地、 
軒・林血物へのアクセス等 

環境影響分析、社会・経済影響分祈の結果、もし、プロジェクト参加者または 

ホスト■が、環境または社会・繊に鳳著な負の影響があると考えた場合、 
プロジェクト参加者は、ホスト■で必要とされる手鳳に従って環坑影響”価、 

社会・糊帰響評価を実施する。 
イ~ーー 

（新方法論の提案、）PDDの作成、 
AIRCDMの手続きに沿ってプロジェクトを量繰する 

NR CDM 新ペースライン・ 

モニタリング方法論 
CDM Prop●ed new rnethoc」叱相y 
lorAR (CDM-AR-NM) 

NR CDM プロジェクト設計書 
CDM Pr 畑：t De gn 上cument 
lorAR (CDM-AR-PDD) at 

自●~プロ叫クト~叫 

③PDD作 

ぐ
プロジェクト’”は承助佳“に甚づを、プロジェクト・ 
計書(Pロロ：P-“』glOo ・11)を作虜し、 
帥曲化審盗~手“をする。案方佳●、 P』コpの 
フオーマ，トはAJRC叫，有①もの』”されている、 

豊竺些貫r竺ダ”ゾ 
④有効化審赴－ 
(Vald試ion)c  ' 叩Eが叫 以下の事日をチェックする。 

-CEAの要件を滴たしているか、cI”として’格か 
-．収量の11奪皿切になさfm、るか等～ 
ブロジェクト~~そ覧払う。 、 

c―事軸嘱緯。プロジェクト●血言は事窒編雲に応ス 

響難は木スッーりラV 

ステークホルダーからのコメント 
(Stakeholders' comments) 

NR CDMプロジェクト活助の実推にあたり、様々なステ→ホルダーが存在 

例）プロジェクト参加者（企集、NGO).政府（投責国、ホスト国）、 

カウンタ→くート、地壊住民など 

特にプロジェクト対象地の地壊住民、NGO.学撒経履者、 

地壊行政機国からのコメントを聴取。 

及びコメントに対していかに対応するか、について体制整精が必要 

例）事集に賛成か？事集によりどのような悪影響をこうむるか？ 

事集の成果として何を望むか？など 

I 

地壊の発鳳、地元住,、の配慮を重視 
50 

AIR CDMプロジェクト活助の手続きの凌れ 

①計国策定 

I 
②新方法論提案 

(New晩thodolog 

1 

ペースラインシナ」オの雌、適血1性の者血、 
力ウンターバ-切雄.ステ→木JlJダーと 
のコ目ユニケ→／ョ：ゆ破毎など、枯女なCEA 
要件を計●履噌から者血する●要がある 
【”は柳章〕。 
この”で、木スト●の指皿言組維【叩Eへ 
D igr I.d C~.1md &1叩が事集の’ 
轄性チユックすることもある． 
倒〕インドネシ7の踊合は林集盾に企■撫棄書 
を事首に撫叫する“がある・ 人 ーノ 
、、 ’、 ノ 

、～ー ．七乙へ一 

一／~ 

）細可曾な承冒サ！た方篭些,’机、”ブ9ジ三2ト、 
イ”は’万圧■モcI押’豊に母耳L響畳－木冒ノ、 

モ，る【セクショい～Eモ肥入し’とPロ旺雄忙J. 
血用可~●首lた方任“がある踊合はこ、、 ノ 

讐 薫沙、フノ 
入、 

⑥プロジェクト実 

⑦モニタリング1 
（楠nitoring) 

I 
⑧検証・認証 
Ne而cation. 
Certification) 

I 

自●C●プロ~~ 

てに IEfrt(1 211J口年以島~~したプロジェクトであt‘ つ 
くこーザ、~を滴たせは、AJR CEAとしimめらh，一 

~～ 
ーーノーー 

プロジェクト‘“力tモニタリング’十■に量い、軸 

ぎ’竺讐竺プリ些’' 

共に叩Eカ叫。軸人~収量を“"11~m 〕 
L こ叫I4 '“【~‘●“司する． 
プロジェクI嶋”'堺”を軸う． 
畑肩“如加、有曲1’圭加証・・．’I・ 二の 
叩Eによって紺さおなけれぱなら執、【紐し、I ・ 

，踊合は~DOEによる胃緯が”られロ喝 

、 

→、、 

S' 
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��J/Ç�k�óô÷� ¡�A/R CDM»áÌâÊ^Ö×�R

µ�OõDEr2:æe��JÁ��ÎJç¶

k�ÂUyRúJRk�¨ÃR©ª«RpqrstRÄÅpÆÇR
ÈÉÊËÌÍ�pq2Î�RÏÐ~ÑH5IUCN2�A^J�Ò9û2Ó(v

Í 
ÔÄÅÕÖ×ë5IUCN9 <http://www.iucn.org/> or <http://www.iucn.jp/>

��;�������;�������;�������;�����Socio economic impacts

��������������������Environmental impacts

Ø=
2îÙ� ÷�J²f��A/R CDM»áÌâÊ^Ö×�R

UÚ5»áÌâÊ^�	�49Or2:æe¹�ì ��JÁ��2ÎJç¶

kUÚ¹�R�ÛoRúUÕàRUÚ2Ü�RÝÞpßRÂ"(Íàá(úUR
âÍ�ßqû2�ÊãAv

µ���ç¶R¹�Íì ��ç¶2v?R�DR»áÌâÊ^��/ß��
½A^
�Rµ�ß��¹�Íì Oäåeæ2���¡�C���êëR

»áÌâÊ^��/�R½A^
 _3C�M�çèOéÆEµ�����R

¹�Íì ����JÄÅ��z 50

A/R CDM»áÌâÊ^Ö×2ÄÅO¡�;RsêeA|¾Ê½�º¾��µ

�9»áÌâÊ^��/5ë�RNGO9R+½5%&
R½A^
9R

·ì�i¾í¾^RUÚÛoer

îO»áÌâÊ^õ6U2UÚÛoRNGOR'ïìð/R

UÚØ+KqÎ�2é¶�^Jñòz

ó�é¶�^OõDEQÎOõ¸��ÎROPQE¤ôõö�_3

�9÷�O÷�Îø÷�O:;r2:æeù��J�æ��Îø

÷�2�?CDEúJû�Îøer

ü

UÚ2g²RUýÛoû2Ó(Jþ�

��-+���-���T0.?��-+���-���T0.?��-+���-���T0.?��-+���-���T0.?
����Stakeholders     comments
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A/R CDM Úþ¾A¼��Í

h¸i��j-.|
CDM Proposed new methodology

for AR (CDM-AR-NM)

A/R CDM »áÌâÊ^Z5�

CDM Project Design Document

for AR (CDM-AR-PDD)

�Xyz¡�¢£�Xyz¡�¢£�Xyz¡�¢£�Xyz¡�¢£)))) PDD�¤¥)�¤¥)�¤¥)�¤¥)
A/R CDM����¦§j�¨©ªLM=N+?¦§j�¨©ªLM=N+?¦§j�¨©ªLM=N+?¦§j�¨©ªLM=N+?�«¬���«¬���«¬���«¬��

52

����[

�õ�� !"
�New Methodology�

��������	
����������
��������������������
�� !"#��$��%&'(�)*'CDM

+,-./0123��456+785
9:;<=3>?@
A�01B����C�DEFGH9DOEI
Designated Operational Entity?7JK�L

M�-NOP�45A�Q85@
R?��ST�U�VW<XKYZ[/\]^
-J_Z\`456+785@

Labc'defghijk7'lVW�mnoO��
p�q<rijk-CDMsJtZ\]uvwxde
-y59z��$�A{E-|}uhPDD-~�?@

Labc'defghijk785VW<�

La�,-�huh�B��@

A/R CDMLM=N+?OP�¦§j�®LM=N+?OP�¦§j�®LM=N+?OP�¦§j�®LM=N+?OP�¦§j�®

��������2006	
��������5.1��

6-5. ����������� �P24	!"#
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�PDD#v

$%B
&'
�Validation�

mnoO��p�q<deijkZ����mnoO���
.^9PDDIProject Design Document?-��u�
����vw�������-45@�ijk�PDD�

����P�<A/R CDM���Q�7��fg�l5
<http://cdm.unfccc.int/Reference/PDDs_Forms/PDDs

DOE7��@��� ¡-NOP�45@

x CDM�+,-�hu�l52�CDM�u�LM2
x ¢£¤�.¥7L¦Z'fg�l52 §

mnoO����q<vw¨-©ª«@

()*
�Registration� CDMsJt7��@mnoO��p�q<JK¬Z®

¯���¨-©ª«@
mnoO�����_Z<����C�°±C²³de-

y�l5A�76+@

A/R CDM�����	IJ8KLM8N!�����	IJ8KLM8N!�����	IJ8KLM8N!�����	IJ8KLM8N!
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+,��_�-
(Monitoring�

mnoO��p�q7´"�	�µ./Z¶l�·
¸¹º¢£¤�»Z6+'´"�	�µ-��@

./0/�0
�VerificationL
Certification) ¼ZDOE7��@·¸¹º¢£¤-½¾9Verification?

u�A�¿ÀZ���e¾9Certification?45@

mnoO����q<vw¨-©ª«@
�ÁÂ�%&�hÃ����vw�½¾xe¾<Ä�
DOEZ²Å���fg'ÆgÇ'3'l9hÈu�É¬
�VW<ÊË�DOEZ²5��7eÃ3g�l5?

1·1m¸¦E£¤
�hÈu�2000Ì�ÍZ�ÎuhmnoO��B8g
Ç�Ï¬-�hÐÇ�A/R CDM�u�eÃ3g5@

A/R CDM�����	IJ8KLM8N!�����	IJ8KLM8N!�����	IJ8KLM8N!�����	IJ8KLM8N!
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⑨発行 モ 
(Issuance) 

自●~プロ叫クト~叫 

：そフう く：ー y 1 
 、一cI~事金により、“"'m人”電鳳量 
ノA に応じたクレジ5.NCER.ICE助が航曽山 

r ただL.C~事細~畳及t 隣上’吐 
、－ め““加加母賢金力縄し引かれる‘‘セ 
z 一 綱にI垣m 量“り〕． 

× cER・’'’はプロジ土ク→包膚間了快定。 J 

⑩売却、補塙 

メプロジェクト．血冷は、日本政，もしくは一市踊にク 
( lオ？ツトそ卿トク叱ジ5.トが皿村’とタ？たAiR Cロy 

う一－ ・の場甘、クレジツト畑正でにクレジツ唖硯堰’、’・要 

、 あり。 

、、、 

55 

車班書に飢、て、附属書I国（先進国）に、 
■叫的抑車カのある、■血効剥スの剛鱗目柵を昨． 

遥 
~」」L- －~ 
■ ””“早年掃出● － ""”年柳出’ 

UsJ I口刀1'ul' 

ポルトガル 270 65.1 
ギリシャ 25」0 1072 
スベイン 15.0 288.7 

アイル，ンド 130 53.8 
スウェー究ノ 4D 70.7 

フ‘ン’ンド 0D 77.1 

フ，ンス a0 559.3 

オ，ンダ 一60 211.5 

イタリア -6.5 521.1 

ベルギー -7,5 143'3 
憂■ -135 745B 

オーストリア -130 77.6 
デンマーク 121.0 69.7 

ドイツ -210 1225.0 
ルクセンプルク m0 139 
EUt体 -8.0 4225.1 

ml 、■”1凡ス”’ 

ウクライナ 
朮-，ンド

質Iマ 
ブルガリア 

ハンガリー 
スロバキア 
リトアニア 
エストニア 
’トヴィア 

0 3,040.3 

0 9192 

-6 565.3 
-8 2649 

 -8 1922 

ーB 157.1 

-6 101.6 

-8 729 

- 
-8上1 51.5 

ーe 435 

-B 311 
-8 I 92 

-5 

左記以外の． 

PIflU鶴 
●イス，ンド 10 2B 
オースト,リア 8 424.0 
ノルウェー 1 530 
ニューリーランド 0 732 
カナダ -6 6072 
日本 -6 1.233,0 

米■ -7 6. 1358 
スイス -8 53.2 
リヒテンンユタイン ー日 02 
モナコ 一日 a1 

- i 

t S 

l■豊勃果ガス剛報プロジェクト

量収厚フロシェクト 

議 
m 出源フロシェクト 京都 

メカニズム 

柳出量取引 
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環境省自主参加型国内排出量取引制度 
この飼慮は，事栗者の自主的な，加に基づくものです． 
この飼虜にFよ 2通りの方法により，加することができます． 

[i 国●保有●加者】 

●―定量の排出剛滅を約東して、省ェネルギー・石油代替ェネルギーによ 
るC02排出抑制霞備の導入に対する補助金と排出枠の交村を受ける参 
加者 

●C02排出抑制霞備に対する補助金（自主剛滅目操霞定に係る霞憎補助 
事集）の公募（2006年2'-4月上旬）を逼じて、目操保有参加者を公募しま 
す 

[2 取●ゆ加者： 

●排出枠等の取引を目的として、豊録簿に口座を霞け、取引をf〒う参加者。 
馴引’加者には、掛出神の~●はあり車せん 

●取引参加者の公募は2006年慮維半に行います 
日0 
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環境省自主参加型国内排出量取引制度 
、 

(2006年慶事業，加者の場合）

環境省自主参加型国内排出量取引制度 

(2006年度事桑，加者の場合）

償却する 
排出枠等 

二手購入したー 

l };::：卆 

’． 

2007年度排出量 

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
 

国 

緋出枠の提出（償却） 
目撫保有参加者は、2007年度の排出量に応じた緋出枠を環境省に提出 
（償却）する（加叩年8月頃〕 

‘ 基準年排出量 

拶3年の平均） 
~＝一 

- ’上削減予測量 

下排出枠交付 
J (2007年4月） I 

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
 

200{ 04 05 2007 

基皐年虜排出量の算定・横証 
目探保有参加者は、基準年度(2003-2005年曲の排出量を算定し、 
横証機関による横証を受ける(2006年S月-10月末） 81 

European Union Greenhouse Gas Emission Trading Scheme 
EU排出権市場(EU ET司 
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EU排出権取引市場但U ETS)における 
排出権の価格推移(2006年もの、2008年もの価格） 

〔●畿館2フェーズにおいて遮切な緯出枠が設定され碑加a年もの価格が高い 

EU排出権取引市場(EU ETS)における 
排出権の価格推移(2005年もの価格） 
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Historical Prices & Cumul叶ive Traded Volumes 
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European Union Greenhouse Gas Emission Trading Scheme
EUFG©8� (EU ETS)
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事業計画と土地適格性判定 

a.事業開始にあたって 

b 土地の適格性の判定 

C.環境・社会経済調査 

dプロジェクト設計書（POD）の記載 

18年度CDM植林人村育成一」IFPR0 大角 

AIR CDMプロジェクト活加鵬にあたつて 

相手国（ホスト国）の選定（1) 

A /R CDMを実施する相手国（ホスト国）を決める際は、ホストの国のA/R CDMに関する基‘’押申を調査する。 

らホスト■の。NA(Designated National Authority、 指定■寒操■）情報を偏、 
各国のDNAに関する情報は、UNFCCCの ウェ ブサイ I壱参照 （参考資料3% 
くh廿p:I先dm-unfacm『DNA> 

・気候変動枠組み条約の批准、京都議定書の批准 
・DNAの設置状況、組艇要 
・森林を定着するための3つの基準値 
・A/R CDMを実施する際に、ホスト国内で定められている手続き等 

I
、 

②日本のDNAと遣絡を取る 
NRCDM 事業実施に関する相議窓ロである林野庁（CDM植林’、ルプデスク）へ相議する。 

、 ぐ吐tpJh""""m 酬・”」~‘'“山んdmh。。htm' 

I 
/ 
③ホスト■のDNAと遣絡を取る 
・ホスト国DNAの担当者と連絡を取る。 
・または、岡こホスト国内に事業実施相手操関（パートナー）が存在する場合は、 
そのパートナーを通して、ホスト国DNA担当者に連絡を取る。 

、 

1 

、 

A/R CDMプロりェクト語●の鵬にあたって~ 

P「切ect Proposaトィンドネシアの事例 

原文：インドネシア語（仮訳） 

1 .プロジェクト概要 
1）開発者データ 
2）折衝状況 
3）プロジェクトの種類 
4）プロジェクト・サイト 

2 .作業計画 
1）プロジェクト期間 
2）作業工程 
3）植栽形態 
4）管理及び生産形態 

3 .投資計画 
1）プロジェクト経費見積 
2）財源 
3）収益見積及び支払い計画 

4 .環境の観点からの利害予測 
1）炭素固定量予測 
2）ベースラインシナリオ 
3）環境面からの利益一（1）地球規模、（②）地 
域及び国家 

4）炭素固定量計算方法 

5 .社会経済の観点からの利害予測 
1）労働カの吸収 
2）所得の向上 
3）経済政策 
4）その他の因子一他の問題への波及等 
5）ステークホルダー 

6 .リーケージと軽滅の可能性 
1）分析一潜在量と適切な理由の説明等 
2）軽減策 

5 

事業開始にあたって留意したい事項 

相手国とカウンターパートの選定 

活動地の選定 

活動内容の決定と役割分担 

植林計画と活動地の階層化 

AIR CDMプロりェクト語．の鵬にあたって 

相手国（ホスト国）の選定（2) 

ホスト国のDNA担当者に相議して、ホスト国における下配情報を調査する。 

発。Mに■係する法偉、法令、脱馴、網定、基い 
・DNAの組艇要 
・国内承認プロセス 
・森林を定着するための3つの基準値 
・プロジェクト実施前の環境影響評価について 

、’発行された炭素クレジットの分配に関して 等 

そのほか既存の法偉、法令、脱馴、規定、基箪など． 
・土地制度に関するもの 
・森林分野の政策 
・関連する分野の政策（農業政策）等 
・外国からの柵告担申▲頭制 緯 

、  ’ ーー ー － ー

注：国によってプロジェクト概要 

脱明書倒：Project Idea Note 

あるいはProject Proposaりの 

提出が必要な場合あり ― 

次のスライド 

N/ ホスト国及び日本国それぞれのDNAによって定められた諸手続きが存在する。 

その手続きに沿って、JR CDMプロジェクト実施に向けた準備をすすめる。 

豊録申請前までには、ホスト国と日本国のDNAから書面による承認を得る必要がある。 

4 

AIR CDMプロりエクト語．の鵬にあたって 

相手組繊（カウン’ーパート）を選定 

海外における森林造成には、ホスト国における相手柳関（カウン，一パ一ト）の置申が非常に重要である。 
信頼できるカウンタ一パ一トを遣定することが事業成功への健である。 
ホスト国において、公的組維、私的組維を含めて以下のようなカウンタ一パ一トが想定される。 

l 企業 本邦関連企業、または現地の会社」 

l 政府 中央政府及び地方政府」 

l 大学及び研究操■ 技術開発、研究を要する場合」 

l NGOs 国際環境NGD.現地の環境NG(堺 

努考認グご聖巌；歪繁的組維、宗教組維等 〔（に・する）個人地域住民〕 

づ 

基本的に、森林は誰でもアクセス可能なオ一ブンソ一スであるので、プロジエクトサイト周辺地域住民の森林造成 
への理解促進、台意形成、そしてできれぱ，加を確保することが重要である。 

・主なカウンタ一パ一トをt叱っ遣定し、ニ人三脚で準備を進める。 

・PJRCD
Mプロジエクト実施に際しては、専門的知見、技術をもった組維による技術面からのサポ→ 

 も必要である。 

・その他、関係する様々なステ一クホルダ一の理解、支援が得らわるよう、プロジエクト支援委員会を 

組維するなどして、総合的なプロジエクト運営管理システムの構築を目指す。 

6 
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AIR CDMプロジェクト活加鵬にあたつて 

プロジェクト活助対象地の選定（1）土地利用、土地権利闘係 

・事前に十分な調査をま歯L、対象地の土地利用状況、土地権利関係を調査、把握する。 
・発展逮上国の土地権利関係は、法的に十分整理討1,ていない場合もあり、土地の境界などが未確定の場合もある。 
・法制度にのっとった土地権利の他にも、慣習的な土地権利が存在する場合がある。 

一少響讐型ごd use 
‘ 、

法的な土地権利
一ー一一ーー」 

』ーーーーーー～

慣習地とLての 、 

ぐ亜三竺き讐（借地権）、利用権） ノ 
国有地、私有地等における 

所有権、保有権（借地権）、利用権 

Form日I日nd inform日II日nd tenure 

> 下配のようなシステムで土地を確保する。 

土地権利所有者と合意し、きちんと文書で契約をすることが重要である。 

土地の購入 

土地の利用権（利用許可）の護得 

土地の賃借 

土地を使用して分収制度を導入 

AIR CDMプロジェクト活．の鵬にあたつて 

プロジェクト活助の概要設定 

リストアツプされた翻地について、カウンターパートと相議し、PJRCDMプロジェクト活動の概要を設定する。 

その際は、サポーI‘関の技術支援を受ける。また、その他ステークホルダー（地域住民ら）の意向を尊重する。 
例えば、下記のような目的を持った活動が考えらわる。 

産業植林 
産業用の用村生産を 

主目的とする。 
事桑性が問われる。 

環塊航林 × 

環境面での貫献を主目的とする。 
流域管理、洪水防止、水源酒義、 
土砂流出防備、徴気象改善等。 

AIR CDM プロジェクト活動 

森林のGHG吸収による地球温暖化防止 

ホスト国の持続的な発展に寄与 

社会林業、コミユニテイ・フオレストリー 

アグロ・フオレストリー等 

森林は複数の目的を同時に達成する多面的柳能を有する 

) コスト・ベネフイツト、そしてJR CDMの必要条件である迫加性等を考慮する。 

プロジェクト活動の概要設定を通して、既にリストアップ済みの候補地をひとつに紋り込む。 

AIR CDMプロジエクト活加鵬にあたって 

プロジエクI，加者の決定、役割分担（2) 

プロジエクト実施関係者、プロジエクト，加者間の関係図（例） 

〔 日本国（附属書I国）指定国家操関(DNA) ] 

認 承認 

ZN 
CER売却 

一可ニ一ー一7 
! \/ AIR CDM

、 
プロジエクト活助 、 

〔 本邦企業 ］ 

ー」逝逆竺1
出資 

一 
［ 

民間団体：林桑会社（プロジエクト監理） 〕 
~ 

「民間団体：農家及び地域コミコニテイ（植林用地、労働力を提供） 1 

J\‘ ノ 一ー、 
承認 

〔 ホスト国（非附嘱書I国）指定国家操関(DNA) 

AIR CDMプロりェクト語．の鵬にあたって 

プロジェクト活助対象地の選定（2)AIRCDM 土地の適格性 ~ 
AIR CDM 実施要件のひとつである土地●格性を満たすプロジェクト対像地を遥定する． 
（詳細は、7-3. PJR CDMプロジェクト活動の土地適格性を明示する手順を参照-EBfl時点） 

1 プロジェクト対象地が、新規糟林(日fireBthtion）の場合は50年以上、再植林（reforestafion ) の場合は 
1989年12月31日以降プロジェクト開始前まで森林ではなかった（森林基準値1を満たしていなかった） 

ことを証明する。 
ただし、伐探等の人為的介入や自然災害の結果、一時的にストックがない状態になったのではない。 
また、人為的介入なしに、各国の森林霊“伸に基づいた森林に回復するポテンシヤルを持った天賦牛 

の若年木や槽林木に雁われていない。 

z 森林でなかったことを証明するためには、下記2つのうちひとつの証拠を提示し、PODにおいて説明する。 
"）現地踏査デ→によって補完された航空写真または衛星画像 
(b)現地調査資料（土地利用許可証、土地利用計画、または土地豊記簿、豊記者名簿、土地利用簿、 

土地管理簿など地域の豊記情報） 

ユもし上記2が入手不能、適用不能である場合、参加型農村評価（Pt海~atory ru「副．叩「面島aL PRA) 
による証明文書を提出する。 

1各国の森林霊“伸（林冠率、樹高及び最小土地面積）は、各国のDNAが規定し、CDM噂会へ報告。 

2利害関係者と一緒に、地域の問題を分析し、解決策を策定するアプローチ。グループを基本にして、 
社会問題及t無境問題を広範に視覚化して、位置的そして時間的に把握する分析方法。 

=> 上配(1). (2）を通して、プロジェクト活動の有力候補地をリストアップする（複数も可） 

AIR 

AIR 

AIR CDMプロりエクト語．の鵬にあたって 

プロジエクI，加者の決定、役割分担（I) 

CDMプ口ジエクト活動の参加者を決定し、運営システムを確立する。 

事前に、投割分担（権限と義務）として、投資コスト負担、収穫物（用村・非用村森林生産物）の分配 

そして発行されるCERの権利等にっいて、プ口ジエクト参加者間で合意し、文書で残す。 

CDMプ口ジエクト参加者の例としては、下配の通りである POD配載時に書式あり 

関係国名
プロジエクI，加者名 

民間団体及び公的操関（投割分担） 

非附属書I国 ホスト国 
民間団体：林業会社（プロジエクト監理） 

民間団体：農家及び地域コミコニテイ（植林用地、労働力を提供） 

附嘱書I国 日本 本邦企業（出資、新技術移転） 

注）小規緯A
indi ith
[CDM 

日nd 

r プロジエクト参加者ではないが、ステ一クホルダ一である中央政府（林業所管官庁）、 
地方政府（林業担当部署）、大学及び研究極関、周辺地域住民等からのサポ一トを得るため、 

、運営、意思訣定、技術支援等に関する委員会等を設立する。 

/R CDMにおいては、ホスト国の定着する低所得コミコニテイと個人（I
,a●） による、 小規緯NRCDM
AIR Simlplified SSC M &P] 

ロw」ncoIlle cロmmunities 

プロジエクト活動の開発または実施が着務付けられている。 

AIR CDMプロりェクト語．の鵬にあたって 

AIRCDM プロジェクト活助の境界確定、階層化 

基本となる背景情報を基にして、AIR CDMプロジェクト活．の境界■を作成する． 
・PDDいAlA）の欄に、A/R CDMプロジェクト活動の地理的な位置、プロジェクト境界（場所を特定できる 

情報含む）を記載する。 
・生物・物理的条件及び社会・経済条件（下記）についての基本背景情報をGISで統合して利用する。 

土地利用図 
（過去、現況、予定） 

""'1 ．三I 皿■ 土地所有区分図 行政区分図 

AIR CDMプロジェクト活動の境界図 

ひとつ以上の分散した土地区画を含むことができる（その際は、地理的に特徴のある境界とすること） 

プロジェクト対像地（境界内）を、階層化（stTatjfication）する． 

プロジェクト対象地（境界内）の自然条件、そして槽林計画が一様でない場合、ある指根（下記）を基準にして、 
ある程度まとまった均一な層ごどこ分ける、すなわち階層化（stratification）を実施する。 

・植林予定樹種、林齢 
・初期の植生 
・現場の自然環境要因（土塙タイプ、根高、地形、気象条件など） 

階層化を実施するこどこより、（純人為的吸収量の）測定、モニ，リングの精度をあげることができるとともに、 
必要なサンプリング・プロットの數を減らすことができ、それに要するコストを軽減することができる。 

階層化ついては、6-6 プロジェクト境界と階層化（Stratification）を参照。 
より詳細は、[GPG WLUC円セクション4.3.32を参照。 
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AIR CDMプロジエクト活加鵬にあたって 

階層化の事例 一承認された4プロジエクト― 

全面麓 ．殿 区分の萎早 

中国の事例 

全畔一萎早 

一
 

d濡柵高・低棒高 

嚇色土・責色土・クリムソン土塩・掲色石灰岩士塩 

”岩・花肖岩 

帥度土塩崩壊・量度土塩崩壊 

モル白《の事例 

高位～下位のステップ 
（①～⑤）で区分 

1'.1'’・ 未定 d地彫・土塩・掛種・植栽年・人為彫響 

②土地利用区分．・士塩．・植生．・地雄特有社会軽済要因 

O 地理的”がある雨量のような育殿 

叫生特徴・非覇林植生プロットの配置・士塩特性・人為，響 

叫栽年 

”化．の作成 

アルバニアの事例 5.12日h・ 4 生襲条件で区分一柵高・気象条件・地貧・土塩 

ホンジュラスの事例 

2段階区分 

"m ・ '+ dM、網檎アグロフオレストリー地区・島耕地・牧車一休■地 

②地埔・土地利用・活．種敵産業造林・覇林回恒・アグロ） 

13 

AIR CDMプロジエクト活．の鵬にあたって 

植林計園の策定及び投資コスト、収益の予測(2) 

［植栽対象地の区画化（階層イヒ）と植栽、伐採予定の策定〕 
5区画で5年伐期を想定した場合の 
「法正林」施行イメ→’図（例）

臨1 

 。年目~〔区Iコ国国国国~国国1 。年目Ill年目〕 

芸二榊‘榊榊榊撚“‘榊榊榊羽 
臨2 一

 
一
 

鵬
 

一
 
一
 
榊榊榊燃榊‘榊榊榊 

臨3 一
 

一
 

価
 

鵬
 

一
 
榊榊榊榊撚料‘榊榊 

臨4 一
 

一
 

一
 

一
 

二44*榊榊榊撚榊‘榊 
臨5 一

 
一
 

一
 

一
 

'iffl 4 4$榊榊榊覆1榊‘ 

［ロ~ 持続的森林経営持続的収穫＞15 

b 土地適格性の判定 

1.相手国の［森林の基準］を知る 

2 .対象地の1998年以降の土地利用を調ぺる 

17 

AIR CDMプロりェクト語．の鵬にあたって 

植林計■の策定及び投資コスト、収益の予測（1) 

・下記のフローチヤートに沿って、植林計画を策定する。 
・現地情報、現地調査の結果を基に、プロジェクト活動にかかる投資コスト、収益を予測する。 
・対象地域の植林技術レペルを確認、地域住民のニーズを把握また技術支援委員会等から助言・支援を得る。 

檀棚種の遥定 
生産物（収穫村）の取り扱い、 
関連生産物（果実、樹脂等）の価値、 
植栽木の成長、炭素吸収率、 
環境影響、生態系への影響等を考慮 

緋計■の策定（長期計冒） 
植栽面積、植栽方法、 
伐探計画（伐期の遣定、短伐期0「長伐期）、 

間伐計画（保育間伐、収入間伐）) 
快下鶴一持鉢酢“畳計面緯 、ー一 ’ 、 』ーー」－一」 “ ー ” 

保育、雌・■査計■の策定（長期計冒） 

下草刈り、ツル切り 
作業道開設・補修、歩道、境界保全、測定調査、防火線、山火警防、病虫害防除、 

、、試験研究、資源環境啓華、労働安全、境界検測等 

年間スケジュールの策定（短期計．) 
気象条件（雨期、乾期）、労働条件（農繁期）等 
，慮して、植栽時期、保育、管理時期を決定する。 

N JR CDMプロジェクト活動における純人為的吸収量算定のためのモニタリング計画 
に要する労カ、コストも考慮して、造林計回を策定する必要がある。 14 

AIR CDMプロりエクト語．の鵬にあたって 

植林計■の策定及び投資コスト、収益の予測(3) 

・植林計画策定の際には、それにかかる投資コスト、そこから得らわる収益を予測する。 
（プロジエクトタイプが、環境槽林等で伐探を計画しておらず収入がない場合は、コストのみを見積もる。） 

NR CDMプ口ジエクト活動の損益計算表、キャッシュフ口一（例） 

年度 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

収入（1) 

支出（2) 

減価慣却費（3) 

融資金利費用（4) 

税引前損益（5) = (1-2-3-4) 

所得税（6) 

税引後損益（7) = (5-6) 

固定資産投資額（8) 

融資増減(9) 

キャッシュフロ一（10)=(7.3-8.9) 

経済産業省(2004

・PJRCDMの要件である追加性の証明の際には、PJRCDM

最適な財務指根を特定し投資分析を行う。 
・投資分析の際に使用する財務指根としては、IRR 

京都メカニズム専門家人村育成事業CDM

(Pr可ect 

プロジエクト活動のキャッシュフロ一を基にして、 

IRR, Equ句IRR). NP.I. Cロ昌tbenefit 

/JI 根準敏村より 

rtiロ等。 

林野庁：CDM植林基礎デ→整備において、CDM槽林投資シミュレ一ションプログラム 

新m 林I再植林CDM(AJR CDM）プロジェクト活助とは 

(3つの基“満たさない）森林でない場所 

l 

士地の耕性の利定 

①林冠率10% - 30%以上 

②森林のまとまりO.05ha - 1.Oha以上 

ジ 二 
→ 

二 
→ 

二 
→ 

'" 

二 

'" 

二 

‘一 

二 

‘一 

" 

』－ 」 

二 
」 』“ 

二 
」 』“ 

二 
」 』“ 

" 

③ 
成為時 

の樹高 
2m - 5m 

以上 

」“ 

' 

'“ 」 
~ ~ ~ 

'" '" '" 。
 

(3つの基箪を満たす）森林地を造成するプロジェクト活．のこと 

麟準」 
野
戸
 人為的な粒林活．等をm 森林の3つの基準値は、非附属書I国（途上国）それぞれ ~

-89-
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土地の耕性の利定 

AIR CDMプロジェクト活働の適格地 

第―約東期間（2006-2012年）においては、下配を対象とする。 

・新規植林（Afforestatlo司 ・・・過去50年間、森林でない土地への植林活動 

・再植林（Refor．計誠ion）・・・1989年12月31日以降、森林でない土地への植林活動 

50年前 

柳でない， 

- & I I 

プロジェクト開始時 

 ＞森一‘~ 

1950 1960 1970 1980 

国層（年） H曾 
に粛林でない 森林でな 

2010 2020 2000 

土地の耕性の利定 

AIRプロジェクト活．の土地●格性を証■するための新提棄の手鳳(2) 

ステップ〔b）活助が、再植林または新畑誼林プロジェクト活助であることを証明 

i 再植林プロジェクト活動の場合、~）において上述した条件が1989年12月31日時点の土地 

にも同様にあてはまることを証明することによって、対象地が森林でないことを証明。 

ii 新規植林プロジェクト活動の場合、対象地のいかなる木本植生も、森林を定義する値として 
ホスト国によって採択された森林基準値を、最低50年間は下回っていたことを証明。 
この目的のために、プロジェクト参加者は、50年間という期間のうち、最低でも独立した 
代表的な4時点において、国の森林基準値を下回っていたという事実を提供する（例えば、 
プロジェクト開始時点から10年前、25年前、40年前、50年前）。 

III 対象地は、1990年1月1日以降、いついかなる時点でも森林地ではなかった、すなわち、 
1990年1月1日以降、対象地の木本植生が、森林を定義する値としてホスト国によって採択 

された森林基準値を満たす時点はなかった。 

1各国の森林基準値（林冠率、樹高及び最小土地面積）は、各国のDNAが規定し、CDM理事会へ報告。 21 

土地適格性判定事例 

中国の事例： 

①1989-90年の土地利用I森林分布図と1999年の土地利用I森林分布図 

②経過についてはヒアリングと推定される記述あり 

モル山《の事例： 

①写真、公図による情報なし。全て地域情報ヒアリング 

アルパ＝アの事例： 

①公文書による判定一1985年と2003年（詳細な記載） 

ホンジュラスの事例： 

①公文書による。 

②対象地は休閑農地あるいは牧草地と定められていた（1990年以来）。 

23 

AIRプロジェクト活．の土地糾性を証■するための手鳳ー新提棄〔1) [NR land eligibility] 

（バージョン（】2に基づく）ohtto:llcdrrr.unfccc.int/E91026/eb26 reoenlo.odfc ぐ下endini,部分あijう 
（第26回CDM理事会において改訂提軍-pending) 

1.プロジェクト●加者は、計．されたプロジェクト塊界内の土地（対像地）が、 
AIR CDMプロジェクト活．として●格であることを下配のステップに沿って証■する． 

ステツオa）プロジェクト■始時点において対像地が森林ではないことを、透■性のある充全な 

情艇以下に示して証■ 

i 対象地の木本植生は、森林基準値（林冠率または蓄積レベル換算、●暫での成熟樹高、 
最小土地面積、及び最小幅）を満たさない。森林基準値は、111CP.7とl91cp-9決議の下、 

森林を定義する値としてホスト国によって採択され、各国のDNAによって報告された値。 

かつ 
ii 対象地は、人為的介入なしに、森林を定義する値としてホスト国によって採択された森林 

基準値に達するポテンシャルを持った天然生の若年木や植林木に覆われていない。 
かつ 

III 対象地は、ホスト国における一般的な林業慣行にのっとり、ある一定期間、一時的に 
ストックがない状態になったのではない。例えば伐採等の直接的な人為的介入、 
もしくは火災や虫害等の間接的な自然現象の結果として。 

かつ 
Iv 環境条件、人為的圧カ、または種子供給源の欠乏により、自然木本植生の拡大または 

更新が阻害され、人為的介入なしには、森林を定義する値としてホスト国によって採択 
された森林基準値を超えることが期待できない。 20 

AIRプロりェクト話鼬の土地耕性を証明するための新鵬の手鳳(2) 

z ステップ1~）、1〔b港証■するために、プロジェクト●加者は、次のようなタイプの横証可“ 

情如うち.1つを提俄する 

（司現地参考資料データによって補完された航空写真または衛星回像 

または 

(b)地図もしくはデジタル空間データベースによる土地利用または土地被覆情報 

または 

(C)現地踏査（許認可及び計画に基づく土地利用または土地被覆情報、もしくは土地台帳、 

土地所有者豊配簿等の地域の豊配簿、またはその他の土地に関する豊配簿） 

（のもし、オプション（司、(b)ならびに（りが入手不能、もしくは適用不能である場合、 
参加型農村評価(participatory rural appraisal, PRA）により作成された、書面による証言 

2 利害関係者と一緒に、地域の問題を分析し、解決策を策定するアプローチ。グループを基本にして、 
社会問題及t無境問題キ広範に視覚化して、位置的そして時間的に把握する分析方法。 

22 

C.環境・社会経済翻査 

環境に闘する■査（1) 

環境に関する調査を実施し、PDDい.4.1.5）にプロジェクト対象地域の環境概要を配述する。 
（→現地の大学・研究所、企業、コンサルタント、NGO等へ調査を依頼することが考えられる。） 

<PDD仏.4.1.5 当該地域の環境の現況）に記載が必要な項目＞ 
・年間降水量（rrrrrr) 
・平均気温（℃） 
・乾期のありIなし、もしある場合はその頻度 
・洪水のありIなし、もしある場合はその頻度 
・霜のあり雄し 
・その他の気象災害（例：トルネーK 火災、ハリうーン等）、もしある場合はその頻度 
・土塙タイプ（粘土I砂が優占） 
・対象地域の主要流域名 
・生態系のタイプ（草地、農地、温地ほか） 
・希少生物または絶滅危闘植物の生息、もし生息する場合はその種名 

<PDD仏.4.1.6 遣択した樹種と品種）に記載が必要な項目＞ 
・森林のタイプ 
・外来樹種名 
・ Type of robed hardwood species 
・在来樹種名 
・クロ→ノ名 
・その他の樹種名 

[GUIDELINES CDM-SSC-AR-PDD & F-CDM-SSC-AR-Subrrr]. 21I33ペ- より 
‘即：Ibem-unka」rAfefrorocen"rn,enbIG山deI AR SSCーPddIE叩bIAG山deLCDM AR SSC_PDD.pdE 24 
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環境に闘する■査（2) 

PDDのセクション「提案するA/R CDMプロジェクト活動の環境影響」について、以下の手順に沿って記述する。 

生物多様性、自然生態系、及び提案するプロジェクト活動の境界外への影響も含む。 

[GUIDELINES CDM-R -PDD & CDMAR -NM]. 29/53ぺ-’を*照 
ぐ仰」Ib」m-udca」Mマelemmda加umenbIGuddPdd ARIE叩I h心udhn● CDM R -PDD AR-N肌df 

1 環境影響分析の報告書を作成 
・水環境 

・土塙 
・火災リスク 
・虫害 
・病害 

2－もしプロジェクト，加者またはホスト国が、顧著な負の影響があると考えた場合、 
プロジェクI，加者は、ホスト国で必要とされる手順に従って環境影響評価を実施する。 

[3 上記2で述ぺた有意な影響に対処するためのモニタリング計画と対応策の説明〕 

→特に、ホスト国ならびに関係する附嘱書I国は、 
「潜在的侵入性外来樹種（pロ也nti Iりinv日BNe日lien B pecieB)J及び 
「遣伝子組換え作物（GMO: GeneticIりModified Org日n●,n 」を使用する場合、 
そのリスクを自国の法律に照らし合わせて評価する。(CDM PJR M &P) 

 ~＝ーー 

侵入性外来樹種リストは、国際自然保護連合（旧CN）のWEBサイトに精報あり。 
くH中」Iwwwj山n-o中  or ＜世P Ik豊宣山cn」回’ 25 

社金・軽済に闘する■査（2) 

PDDのセクション「提案するPJRCDMプロジェクト活動の社会・経済影響」について、以下の手順に沿って記述する。 
提案するプロジェクト活動の境界外への影響も含む。 

[GUIDELINES CDM-R -PDD & CDMAR -N 町、29/53ページを参照 
くh即」/」,-unfcc」nbRefererda加rn,enb/G,deI 田」ARIE叩I h心udhn● CDM R -PDD AR-N肌df'

1 社会・経済影響分析の報告書を作成 
・地域コミコニティ 
・先住民族 
・土地所有 
・地域の雇用動態（収入） 
・食糧生産動態 
・文化的・宗教的サイト 
・薪炭村ほか森林生産物へのアクセス 

2 もしプロジェクト参加者またはホスト国が、顧著な負の影響があると考えた場合、 
プロジェクI，加者は、ホスト国で必要とされる手順に従って社会・経済影響評価を実施する 

〔3 上記2で述ぺた顧著な影響に対処するためのモニタリング計画と対応策の説明〕 
→社会経済に関する調査情報は、下記を証明する資料としても使える。 

・リ→ーッジの有無とその正当性 
・小規緯A/R CDMプロジェクト活動の要件である「低所得コミコニティ及び個人による 

プロジェクトの開発または実施」 27 

PDD配雲内客 

セクションA 提案するAIR CDMプロジエクト活．の概要脱■： 

A .l 提案するPJR CDMプロジエクト活動の表題 

A2－提案するNR CDMプロジエクト活動の説明 

A .3 プロジエクI，加者 

AA PJRCDMプロジエクト活動の技術的な説明 

A .4.1 提案するA/R CDMプロジエクト活動の指定区域 

A .4.1.1 ホスト国 

A .4.1.2－地方I州I領域等 

A .4.1.3 市I町Iコミュニテイ等 

A .4.1A提案するPJRCDMプロジエクト活動を一意的に臓別できる情報を含んだ、プロジエクト境界の詳 
細な地理情報図 

A .4.1.5 提案するPJRCDMプロジエクト活動が計画討1,ている対象地域の覗在の環境条件の説明、気候、 
水文、土塙、生態系を含む（土地利用も含む） 

A .42－遣択した樹種及び品種 

A .4.3 土地の法的所有権、現在の土地保有、土地利用及び提案するPJR CDMプロジエクト活動により発行さ 
れるtCERIICERsの権利 

A .4.4.提案するA/R CDMプロジエクト活動で探用する技術 

A .4.5 非永続性に対処するためのアプロ→ 

A .4.6 遣択したクレジット期間における純人為的吸収量の推定量 29 

A .4.7 提案するA/R CDMプロジエクト活動の公的資金 

社金・軽済に闘する■査（1) 

社会・経済に関する調査を実施し、PDD(A.4.6）にプロジェクト対象地域の法的土地所有権、 

現在の土地保有状況、土地利用状況及び吸収された炭素へのアクセス権等について配述する。 

（→現地の大学・研究所、企業、コンサルタント、NGO等へ調査を依頼することが考えられる。） 

<PDD 仏－4.6 法律的な土地所有権、現在の土地保有そして土地利用、及び吸収された炭素への 
アクセス権）に記載が必要な項目＞ 

・土地権利の名称 
・現在の土地所有者がいつからその土地を所有しているかという情報 
・プロジェクト活動の境界内に性んでいる住民の数 
・プロジェクトが、小規緯土地所有者の協同組合を含んでいるかどうか 
・法的土地所有権がプロジェクト参加者の名前で豊記されているかどうか 
・ある土地における、全ての炭素プールが、同一の人I組維によって所有されているかどうか 
・炭素プール自体が、法的権利のうちに含まれているかどうか 
（上記、炭素プーUこ関しては、土地保有及び土地利用権に関する法律を明示すること） 

・現在の土地利用状況の概要説明（農作物及び植林木、牧草の種名等） 

[GUIDELINES CDM-SSC-R -PDD & F-CDM-SSC-AR-S ubn[. 22/33ペ-)より 
‘即：//cdm-unka」rAefer cen"umenbIG山deI AR SSCーPdd/E叩I IG山deLCDM AR SSC_PDD.pdf 

26 

プロジェクト設計書（PDD）の記載 

PDD配雲内客 

クリーン開発メカニズム 

AIRプロジェクト活動のためのプロジェクト設計書書式（CDM-AR-PDD ) 

（バージョン03に基づく） 
<ht中："cdm-unfccc-invRekrenceIDocumen“んdm 日rpdd/EngI"hICDM AR PDD.pdf 

A －提案するNR CDMプロジェクト活動の概要脱明 

B 提案するNR CDMプロジェクト活動の期間Iクレジット期間 

C －承認済みベースライン＆モニタリング方法論の適用 

0 夢膚現実純吸収量、リーケージの推定ならびに選択したクレジット期間における 

純人為的吸収量の推定量 

E .モニタリング計画 

F 提案するAIR CDMプロジェクト活動の環境影響 

G －提案するAIR CDMプロジェクト活動の社会・経済影響 

H ステークホルダーのコメント 

添付書類1：提案するAIR CDMプロジェクト活動の参加者の連絡先情報 

添付書類2：公的資金に関する情報 

添付書類3：ベースライン情報 

添付書類4：モニタリング計画 28 

PDD配雲内客 

セクションB 提棄するAIR CDMプロジエクト活助の期間Iクレジット期間 

Bl 提案するAIR CDMプロジエクト活動の開始日とクレジット期間 

E2－提案するAIR CDMプロジエクト活動の想定される総事業期間 

E3 クレジット期間の遣択及び関連情報 

E3.1 更新可能であるクレジット期間、遣択した場合 

B.3.2－固定クレジット期間、遣択した場合 

30 

-91-
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[GUIDELINES CDM-AR-PDD & CDM-AR-NM].29/53^v�567
<http://cdm.unfccc.int/Reference/Documents/Guidel_Pdd_AR/English/Guidlines_CDM-AR-PDD_AR-NM.pdf>

2. ��!��0$46�nrU-]#4)x.ab¸c*��x��h8§U{|.
!��0$46�n-.]#4)�ëRh�`�c9�dèa������5����'

3. #t2.�`eU��¸����f��UV*üÒ¦¢¥Ú��h�g�*z7

h Ü�.]#4)¸_¾��í��¾¿KI)-.
-iz±j*6�]>ó�potentially invasive alien species%.½¾
-kÕlAm§�à�GMO?Genetically Modified Organisms.5.���{|.
}*¢#$5b)*$n�7_�|roa����'�CDM A/R M&P%

j*6�]>ó¢#4-.)\bc�po|�IUCN%*WEB234�+,�&'
<http://www.iucn.org/> or <http://www.iucn.jp/>
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[GUIDELINES CDM-SSC-AR-PDD & F-CDM-SSC-AR-Subm].22/33^v�¶&
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PDD配雲内客 

セクションC.承認済みペースライン＆モニタリング方法●の期 

Cl 土地適格性の評価 

C2－提案するNR CDMプロジエクト活動に適用する承認済みパ一スライン＆モニ●リング方法論の表題及び出 

典 

a3 遣択した方法論が、提案するPJR CDMプロジエクト活動へ適しているかどうかの評価及びその方法論を遣択 
した正当性 

CA 事前階層化を用いて特定された階層の説明 

C -5 ペ一スライン・シナリオの特定 

C .5.1最も可能性の高いペ一スライン・シナリオを特定した手順の適用性の説明（もしその手順が各階層間で 
遣っていたら、CAにおいて確定された各階層ごとに分けて） 

C .5.2特定したペ一スライン・シナリオの説明（CAにおいて確定された各階層ごとに分けて） 

追加性の評価と証明 

事前ペ一スライン純吸収量の推定 

ID番号 デ一タ変量 デ一タ単位 適用した値 コメント 

C .8 ペ一スライン調査の完了日、ペ一スラインを決定した個人名I組維名 

31 

PDD配雲内客 

セクションa モニタリング計． 

F プロジエクト実施のモニ，リング 

F l プロジエクト境界のモニタリング 

ID 
‘号‘量一‘位-讐ど吉たは 

ー 

デ一タ 
一 

デ一タ 
一 

磐hとf1(c)、記録 

規定値(d) 
簸懸熱！とデ→の数 コメント 
ー一 

デ二タ・ポイとトの望 

他の測定 

F 2 －森林造成のモニタリング 

品＃に灘f1(c)器藤芦覧‘ コメント 

F . .3 森林経営のモニタリング 

晶＃ご難f1(c)器籔静I コルト 
33 

PDD配雲内客 

FA 現実純吸収量のモニタリング 

FAl 提案するPJRCDMプロジエクト活動の結果、プロジエクト境界内の炭素プ一Mこおける炭素蓄積量の 

検証可能な変化をモニタリングするために収集するデ―タ 

In 
‘号‘' 

■フ 

デ一タ 
一一 

デ一タ 
'‘ 
ー一 

磐I吐“（り、記録 
讐士l吉たは 
規定値（d) 

簸鷲サンプル’プロット コメント 
ー一 

テ二がI三烈とグさ 
の敗 

E .4.2－提案するA/R 

定された、排出源によるGHG

CDMプロジエクト活動を実施した結果として、プロジエクト境界内において、CO,単位で測 
排出量をモニタリングするために収集するデ―タ 

ID

号 

？

班

 
ご
 

測定（nl)、計算（c). 

推定（e）または 

規定値(d) 

班

難

 

デ―タがモニ，リングさ 
れるサンプル・プロット 

の数 
コメント 

35 

セクション0.夢膚現実樋取量、リ→ージの推定ならびに遣択したクレジプト期間における純人 

為的嘱取量の推定量 

PDD配雲内客 

Dl 事膚現実純吸収量の推定 

D .2.事膚リ→ージの推定 

32 

PDD配雲内客 

E .2－サンプリング・デザインと階層化 

E3 ペ一スライン純吸収量のモニタリング 

E .3.1 ペ一スライン純吸収量のモニ，リング（プロジエクト開始前）、必要に応じて 

-n 
ID 

‘号‘量一‘位-讐ど吉たは 
■フ 

＝一』， 

一一 

＝一』， 

ー一 

測定（n )、計算（c)."“ 

規定値（d) ー一 
猫‘聾r

デ一タがモニ，リングさ 

ンプル’プロットコメント の敗 

E32 .$辞ペ一スライン純吸収量のモニ，リング（プロジエクト開始後）、必要に応じて 

--1 

晶＃ご，墨f1
一一 ー一 

(c) 
規定値（d) ー一 

看il鏡’劣帯コメント 
の鳳 
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PDD配雲内客 

E
 
5リ→ージ 

E .5.1 該当する場合、提案するA/R CDMプロジエクト活動のリ→→’をモニ，リングするために収集さわる 

デ―タ及び精報を説明してください 

--1 
品＃に，，曇f1

一一 ー一 
(c)器デ一タポイントの数 コメント 

規定値（d) ー一 

E .52－実施活動ならびにリ→ージを最小限に抑えるための対策を定期的に再検討するための手順を明記 

してください 

E .6 モニ，リングされるデ→の品貫管理（QC）と品貫保証(QA）手順 

ID 

(ID番号を表示） 

デ一タの不確実性レペル 

（高I中I低） 
これらのデ一タのために計画しているQAIQC手順の説明、ま 
たはなぜそのような手順が必要ないのか。 

E .7 提案するA/R CDMプロジエクト活動によって発生する現実純吸収量とリ→→’をモニ，リングするために、 

プロジエクト技師が実施する運営管理組維体制を説明してください 

E .8 モニ，リング計画を適用する人物I組維名 

36 
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PDD配雲内客 

セクションF.提棄するAIR CDMプロジエクト活助の環境彰響： 

Fl 提案するA/R CDMプロジエクト活動の環境影響分析にっいての証拠書類を提出、生物多様性、自然牛掌系、 
ならびにプロジエクト境界外への影響も含む 

F.2－もしプロジエクI，加者またはホスト国が、何かしらの負の影響が有意であると考えた場合、プロジエクト参加 
者は、ホスト国で必要とされる手順に従って環境影響評価をま歯Lたという説明書、その結論と証拠書類提 
出を支持する全ての出典を含む 

F.3 上記F2.で述ペた有意な影響に対処するために計画されたモニタリングと対応策の説明 

セクションG.提棄するAIR CDMプロジエクト活助の社会・軽済彰響： 

Gl 提案するA/R CDMプロジエクト活動の主要な社会・経済影響分析にっいての証“類を提出、プロジエクト 

境界外への影響も含む 

G2－もしプロジエクI，加者またはホスト国が、何かしらの負の影響が有意であると考えた場合、プロジエク'，カロ 
者は、ホスト国で必要とされる手順に従って社会・経済影響評価を実施したとし'5説明書、その結論と証拠書 
類提出を支持する全ての出典を含む 

a3 上記F2.で述ペた有意な影響に対処するために計画されたモニ，リングと対応策の説明 

セクションG.ステークホルダ→コメント： 

G .1 現地のステークホルダ→らのコメントがどのような方法で依頼され、集められたのか簡単な説明 

G2 .受け取ったコメントの概要 

a3 受け取ったコメントすペてにいかにして適切に配慮したかにっいて報告 37 

軍刊書頗1.碑するAIR CDM プロジェクト 

"”加者の遮絡先情報 

組維 

所在地I私書箱 

ビル・ 

町 

州I地方 

郵便番号 

国 

電話 

FAX: 

E-M日iI 

URL 

代表者 

肩書き 

挨拶 

PDD配雲内客 

ラスト・ネ-A 

ミドル・ネ―ム 

フ7一スト・ネ―ム 

部署 

携帯 

直通FAX 

直通電話 

個人的E-M日iI 

軍刊書頗2.会的資金に■する情報 

軍刊書頗3.ペースライン情報 

華付書鯛'4.モニタリング計． 

38 
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プロジェクト実施に起因する排出 
（プロジェクト境界内） 

プロジェクト排出 

'.嵐毒曽皿の宣化および昌宣舶畢ガス緋出量の馴定、モニタリング、雄定 

6-16.プロジェクトの実施により増加する温室効果ガス（GHG）の排出（例） 

窒素系肥料の施肥を行った際に、 
NH、 NO声が揮発し、OH0として、0が発生する。 
この排出量をトンCO，換算量としてカウントする。 

N,O排出係数は、国の根準値を使用する。 
それがない場合、[OP0 20 ］の規定値を使用。 
施肥窒素lk画たり、12.5ゆ、Oの発生。 

窒素系肥料の施肥により 
発生するOHO(N,0）を 
排出としてカウント 

例3)血素系肥料の施肥によるN20の排出 

リーケージ（Leakage) 
プロジェクト活動に起因する、プロジェクト境界外での排出の増加 

及び炭素蓄積量の減少（検証可能なものに限る） 

＜通常規模の例＞ 

・化石燃料消費による排出増加（苗木、労働者、収穫材等の輸送） 

・プロジェクト境界内から外に移転された活動による炭素蓄積の減少 
―土地利用変化、新しく農地化、牧草地化等される場所の炭素蓄積減少量 

注）家畜については、プロジェクト実施前後で、飼育頭数が増加していなければ、 
家畜の餌消費及びゲップによるCH4排出は変化なしとみなす。 

―薪採取による炭素蓄積減少量 
→現実純吸収量の2％未満の場合、0とみなす 
→現実純吸収量の2％以上の場合、新牧草地以外の場所について計算 

・フェンス用の木杭使用による炭素蓄積の減少 

'.嵐毒曽檀量の査化およt，昌宣畑ガス排出量の馴定、モニタリング、推定 

6-16.プロジェクトの実施により増加する温室効果ガス（GHG）の排出（例） 

A/R CDM槽林プロジェクト活動の一環で、 
火入れ地拵え等を行うと、木本、草本等の 
バイオマスが露焼する。 
このときに発生するCら以外のOHO(N,O、 CH4等） 

の排出量をトンCO 換算量としてカウントする。 

(Cらの排出量は、現存バイオマス量の減少による 

炭素蓄積量の減少としてカウント済み。） 

N,O排出比、CH4排出比、地球温暖化係数は 
IPCC規定値を参照。 

CO，以外のOHG発生量 
（トンC0，換算） 

過弘 

倒2）パイ」マスの雌焼によるCら以外のαIGの排出 

'.嵐毒曽檀量の査化およt，昌宣畑ガス排出量の馴定、モニタリング、推定 

6-16.プロジェクトの実施により増加する温室効果ガス（GHG）の排出（例） 

A/R CDMプロジェクトを実施したことにより、 
プロジェクト境界内においてOHO排出量が 

増加する場合、排出としてカウントする。 

現実吸収量を推定するときには、炭素蓄軸増加量から、 
このOH0排出増加量を差し引かなけれぱならない。 

以下に想定さわる代表的な例を3つ示す。 

AIR CDMプロジェクト活動の一環で、 
刈り払い操やチェンソーなどを使用した際、 
化石燃料が燃焼する。 
このときに発生するOHO排出量を 
トンGo,換算量としてカウントする。 

Go,排出係数は、国の根準値を使用する。 
それがない場合、[Rev●ed 1996 IPGG 
GuideIineB]**照. 

OHO発生量 
（トンCO，換算） 

、卿コ 

倒1）化石鵬料の雌焼によるαIGの排出 

'.嵐毒曽檀量の査化およt，昌宣畑ガス排出量の馴定、モニタリング、推定 

6-17.リーケージ（例1.境界外における化石雌料の滴畳による排出増加） 
リ→→とは、A/R GDMプロジェクト活動の実施により生じる、プロジェクト・バウンダリー外における温室効果 
ガス（GHG）排出量の増加であり、計測可能でA/R GDMプロジェクト活動に起因するものである。 
下記に想定される代表的な例を4つ示す。 

注）リ→→については、第22回GDM理事会レポートMne,15において、明確化されている。 
四I日nfic日tion: B. Le日kge]< hftpllcdn .unfccc.inUEB/022/eb22 rep日n15.pdf'

1 荒廃地において、AIR CDMプロジェクト 

が実施された。 

植林活動 

2. AIR CDMプロジェクト活動に起因する 
活動の実施により化石燃料を消費する。 
このときに発生して増加したOHO排出量 
をトンCO 換算量としてカウントする。 

GO,排出係数は、国の根準値を使用する。 
それがない場合、[GPG 2000］を参照。 

GHG発生量 
（トンG02換 

1 n 

倒1）化石鵬料の嫡費（重操の使用、苗木、労働者、収農材の輪選等） 
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'.嵐毒曽皿の宣化および昌宣舶畢ガス緋出量の馴定、モニタリング、雄定 

6-17.リーク→ 
（例2.境界内から外への層住地移転、宅地化による嵐棄蓄積滅少） 

1 プロジェクト実施前、プロジェクト境界内に 
居住地が存在した。 

」魂鵬ー戸悪三ノ ー、ーてロか＝r 
2. PJR CDMプロジェクト活動の植林により、 

現実純吸収量は増加したものの、 
居住地は退去した。 

ユ 居住地はAIR CDMプロジェクト活動に起因し， 

プロジェクト・バウンダリ→トに移動した。 
この結果、プロジェクト境界外において、 
森林が伐探され、プロジェクト実施前と比ぺ1 

炭素蓄積量が減少した。 
（温室効果ガス緋出量も増加した。） 
これをリーケッジとしてカウントする。 

澱舞 
暴／ 

倒2.境界内から外への屠住地審転により、境界外における土地利用血化が起こり坡素善費量が械少 

'.嵐毒曽皿の宣化および昌宣舶畢ガス緋出量の馴定、モニタリング、雄定 

6-17.リーク→ 
（例4.境界内から外への活働の移転、薪炭材の採取による嵐棄蓄着量の滅少） 

1 あるサイトで、AIR CDMプロジェクトが実 
施された。 

植林活動 

''1lm 
冨藩，霧無‘整i．■’ 

りり，り，,, 

2. AIR CDMプロジェクト活動に起因して、 
プロジェクト境界外で薪炭村の探取量が 
増加し、炭素蓄積量が誠少した。 
この減少分をリ→ーッジとしてカウントする。 

'.嵐毒曽檀量の査化およt，昌宣畑ガス排出量の馴定、モニタリング、推定 

6-17.リーケ→ 
（例3.境界内から外への活助の移転、農地化・放牧地化による嵐棄蓄着の滅少） 

ュ農業・放牧対象地は、AIR CDMプロジェクト 
活動に起因し、プロジェクト境界外に移動した。 
その結果、プロジェクト境界外において、 
森林が伐探され、プロジェクト実施前と比ぺて、 

炭素蓄積量が誠少した。 
これをリーケッジとしてカウントする。 

離遣 
注）家畜については、プロジェクト実施前後で、 

飼育頭数が増加していなけれぱ、 
家畜の餌消費及びゲップこよるCH4排出は 
変化なし（リ→ージなし）とみなす。 

◇ 

／ぐプロジェクト実施前、プロジェクト境界内命 
農桑・放牧が行われていた。 

響
 

張
蛾
孝
 

2. AIR CDMプロジェクト活動の槽林によ 
現実純吸収量は増加したものの、 
農業・放牧の対象地域ではなくなった 

り、 

i譲h象ぜ軸｛三＝「h月〕舜ザ‘ 

×鳳異難賜ノ 
倒3.境界内から外‘ゆ活．審転により、境●外における土地利用血化が起こり坡素善積量が誠少 

小規模簡易方法論におけるリーケージ（Leakage) 

1 .プロジェクト活動に起因して活動または人の移転が起こらない、境界外 
での引き鉄とならないことが証明できれば、リーケージを計上する必要なし 

2.プロジェクト周辺の土地において有意なバイオマスが存在せず、移転された 
活動を許容できる事実が示せれば、リーケージは有意でないとみなせる。 

3.そのほかに該当する場合、下記3つの指標を設定。 

・プロジェクトにかかわる及び影響を受ける家族数 
・農作物生産量 
・家畜数／牧容力 
（牧容力の規定値：乾燥地では牛0.5頭Iha、湿潤地では1.0頭Iha) 

プロジェクト活動に起因して、境界内から外へ移転された上記指標の％が 
→10％以下の場合、リーケージは0とみなす 
→10-50％の場合、リーケージは現実純吸収量の15％とみなす 
→50％以上では、簡易方法論は適用できない 

，

…

－

 

→
 

例4)境界内から外への活助審転により、境界外における’炭材の揮取による坡素善費の誠少 

NR CDMにより発行されるクレジット 

tCER と lCER 

CER(Certified Emission Reduction) 

tCER (temporary CER) 

ICER(Iong-term CER) 

tCERs & ICERs:Cuantificaci6n 
血
F
 

c
.
 

NAGRS (CO2e) 

~にERs 

NAGRS (CO画 

一二 n-i-S n+lo " r.-l-i5 つ；二15 n；而一h+I5 
aho． 曲o' 

A-. Fe ロdo de ~－、L Ji _. Periodロ de ~、、 
、 I aorectitaciロn l ／ 、 tacreditacibn l J 

口り’1 認、z2二Gり引］ 2伽1 署}X2, 2ロ“3ロ1野 
7e』Iい 声“ョ） 

dn
o
」o

・o
にo
上
 
－
ロ
・
‘
H
 

・【 

】
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tCERs y ICERs: 
Otras carac旭rIs ticas 

En caso do una reducci6n de las RANs 

ICERs 
invalidados 

『
 I 

tCERs no se 
かerden 

a
コ
o
」 

山
。
亡
c
工
 

一
ロ
D
o
一 

tCERs & ICERs: Vida d til 

NAGRS (C02e) NAGRS (C02e) 

tCERs - ICERs dn
o
」
山
o
亡
o
5
訓《一o
一 
JH 2012 2017 2022 2027 2032 

Final del perlodo de Final del perlodo de 
compromiso subsiguiente acreditaci6n 

ュ~＜自辰）~-, 

3』一クレジ引唄得量の算定方法（軸人．的．康量）(2) 

-1ュRa"R 量の1十勧聾 
“は．P呪”h一・山~“h 】セ年」~1皿~上－-”』1 且m→“ 

tCER量．計算式 

、t七ER（り＝cp(.tv】ーCe{ty) -手Et】ー年頃t〕ー（Lf,fl{tv) - LvpO也 
① 中 ● ． ． ・ 

マイナス の 中 

〈プロ佐クト““から~血までり．〉プロジュクト遣”内における．プロ佐クトOf 罵差響出量 

マイナス e 

マイナス ’ 

~血で切．プロ佐クト壇”朴における．mに．響”プた盟素プ一月ゆ． 
ペ―スヲイン規素”量－ プロクュクト崖素”量 

● 中 

~《自●）~‘ール 

3』ークレジ外繊侮量の算定方法（軸人為的．康畳) (3) 

Z ICER量の計算式 

にER（り＝[ct 】ーcp(.tvー町］ー[c 】ーC函ー町］ー～E(t)ー～．はt) 
の ● ～'A ~'A 

, . 

ー［(L ‘りー~‘しー町）ー（L9 区t )ー“区しー町）] 
、、 

2つの~~．〈プロクュクト壇界内における．〉農まプールの． 
プロ佐クト崖素”量の増加ー ペースヲイン農ま”加恤 

の マイナス ・ 

~~師に撮」」された．プロ佐クト壇界内における．プロクュクトα心響出量 

マイナス e 
~~自m に響出者た．プロジ.'クト遣闘における．川＝起田するα’叫出量 

マイナス ・ 

2”~．プロジュクト”朴におIfる．’択に~うIガと規素プー月ゆ． 
ペースヲイン規素”量”加 ープロ，クト脱素”加増加 

・ 
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CDM事業の形成 
4.CQ吸収量の推定 

1. はじめに 
2． バイオマス年変化量の推定（Carbon gain-loss法） 
3． バイオマス現存蓄積量の推定（Stock change法） 
4. GHG排出量の推定 
5． ペ一スラインバイオマス、リ一ケ一ジの推定 
6． 枯木、リタ一、土壌炭素の推定（概要） 
7． モニタリング法 
8． プロット数、炭素stockの計算演習 

もし時間があれぱ 
9． 植林木バイオマスの推定（Allometry式作成） 

森 徳典JIFPRO tokunori@jifpro.or.jp 

蓄積量、吸収量、排出量 
蓄積量（Stock)：現存する炭素の重量 
例 植林木：炭素蓄積量←乾燥重量（dm)←材積 

ベースライン：ベースライン植物のC蓄積量←乾燥重量 

吸収量（Remov司） ：通常Cqの重さの変化量 
例 植林木のC02吸収量←炭素蓄積量の変化量 

ベースラインCo2吸収量←炭素蓄積量の変化量 

排出量（Emission) ：燃料、燃焼、肥料などからのGHGの排出量を〔 
リーケージ： C02eで推計 

人為的純吸収量：排出量や負の効果量（ベースライン、 
リーケージ）を差し引いた純量で 
単位はC02c/年 

Co2量と植物体重量との基本的関係 

植物体乾重量（バイオマス量）×CF (=0.5)=C 重量 
C重量×44/12 (CqとCの分子比）=Cら重量 

以上GPGの規定（Default）値 

ある期間の 
Cら吸収量＝バイオマス増加量＝成長量（重量or材積） 

1：植物体重量（バイオマス）増加量 
△ DM = (DMJ -DM.) 

2：幹の材積（V）増加量から重量に換算 
△V=(M1-Va) 
△ DM＝△VXDXBEF 

D＝材密度、BEF＝バイオマス拡大形数 
標準的な値はGPGにあり（別紙資料1参照） 

5 

1.はじめに 総括 

－ 現実鈍蓄積量 一 

‘ー う Iノーー、、 ト 

爾＝且9一J士 
圏＝雇一’×ンべ羨ィ了ーケージ 

炭素蓄積量 純蓄横量 

人為的 

純吸収量 

↓ 
tCER 

ICER 

（単位はtCOカ）

・吸収量は一定期間の蓄積量の増加分から計算する。 
・プロジェクト方法論の中心はC02吸収量の推定方法である。 
・既存の方法論が提案プロジェクト条件に合っていなければ、 

独自の方法論を開発する必要がある。 2 

推定のための前提条件 
炭素プールの選択が必要 

1 .植林木の地上部、同地下部の選択 

承認済み方法論5つのうち4つ（2006年末現在） 

このプールはliving 厨omass poolと称されることもある 

2 .枯れ木、落葉落枝、土壌有機炭素も含めた 

全5炭素プールの選択 

承認済み方法論のAR-AM0002のみ 

4 

植林木炭素蓄積量と変化量の推定原理 

闘0 

即0 

七乃0 
．十 

鼻200 
妻 
二 
畑150 

喜 
本100 
# 

50 

0 厂
1 3 5 7 9 11 13 15 17 1921 2325 

林齢（年） 

―連年成長量（m3/ha・年） 

（毎年の成長率） 

V +, -Vt 

―年平均成長量（m3山a・年） 
(t年までの平均成長率） 
VIt 

一蓄積量（m3山a) 
t年の材積 

、 .. 

以上を乾物重又は材積から 
炭素量に変換する。 

6 
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2. Carbon gain-loss (Default) 法 蓄積量の年変化量 

①：バイオマスの年平均増加量（△DM）から推定 

C02吸収量（tlha.yr)＝△DM X CF X 44/12 

△DMが地上部バイオマスのみの時 
全木C02吸収量（t/ha・yr)＝地上部C02吸収量×(1+R ) 

Ii:地下部比率 
単位はkg or tol］ノha'yr 、ーノfree' yr、 --加可ect'yr 

植林木による炭素吸収量の例 早稲田大学森川研より 

樹種 年間炭素吸収量（ton巾日・yr）根部の割合（%) 

Eucalyp加s globulus 8.6 -16.3 15.8 
Eucalyp加s giandis 7.9 一8.4 17.9 
Acacia mangium 7.8 一144 15.3 
Cassia siemea 8.6 一13.5 32.5 
Swietenia macmphylla 3.1 一65 33.2 
Techtona grandis 1.9 -2.1 22.8 

A C,,,= (A CG ,,t - A CL,,,t) (t CO., fort year) 7 

既存の計算シートの例 
1 ): World Bank Biocarbon Fund; LULUCF Sequestration Inputs

Excel sheetである （演習で実施）。 

OGrowth data 

入力項目 1，使用モデル（式ノ表）、出典、バイオマスノ材積 

2, Defaultlii WD , BEF, CF, R, 

3, m3んa'y, tC02orC山ay 
計算結果 年次別tcqんa・y, tC山a・y, 

OPlanting plan 
年次別プロジェクト面積に入カで、全体の年ごと、積算の 
tcq量が計算される。 

〇 ベースライン吸収量、排出量、リーケージなどは別途計算 

2 ) :CATIE; C02Fix V3.1 byM.J. Schelhaas他 (2004) 

全般的なモデルで、biomass module, soil module, products 

module, bioenergy module, financi司 module, carbon accounting 

moduleなどが含まれる。 

~tc山a 

バイオマス量推定事例1 (A) :Allometry 式 の利用 

アカシアマンキ ！ュウム13年生 PbtPm.: 100rn2 

No D H D2 D2H DMB 

Cm m cm2 cm2・m 庵 

1 15.1 19.3 22日D 44叩.6 日4.日71 

2 1 9.2 20.3 2624 53275 100.52 

3 19.3 21.5 334.9 7200.1 131.25 

4 19.4 22.7 3764 日543.4 152.72 

5 21.5 19.2 462.3 日413 150.65 

15 15.0 19.7 225.0 4207.5 日1.565 

Avr 1日.6 21.0 

Tothi 1473.1 

実際の計算は 

演習で実施する 

測定プロツト面積：lOOm2 

DMs：単木バイオマス 

Allomatry: 

Total DM 1413 .1 X 10000m'/100m'=147310k g/ 

と竺I I I.JIt竺 
全木の重量は地占部と地下部の比率から計算 

D帯響ぎ1;；票a地上部重×了+0の 

DM.=0.0504 * (D' * H ) 0.555 (“ノ本） 

C02stock= 176.8 X 0.5 (CF) X 44/12=324.lton/ha 

2時点のC02量の差から期間吸収量（△Co2）は算出する→削減量（CER) 

②：連年成長量（CAl: m3んa・yr ) or 年平均成長量（MAI）から 

C02 AG=CAIXD(torl/m 3) XCFX44/12XBEF 

C02 total= Cq AGX(1+E R：地下部比率 

(Acacia mangium 地位中） 

林齢 

年 

本数 

本／ha 

平均樹高 

m 

平均胸高直怪 

cm 

林分村積 

rn3/ha 

年平均生長量 

(MAO 

m3 /ha・y 

連年成長量 
にAl) 

rn3/ha・y 

1 2702 3.82 3.78 11.69 11.69 11.69 

2 1639 7.34 6.93 34.55 17.28 22.86 

3 1264 10.24 9.50 60.31 20.10 25.76 

4 1426 12.64 11.75 86.85 21.71 26.54 

5 932 14.62 13.75 112.88 22.58 26.03 

6 843 16.27 15.53 137.60 22.93 24.72 

7 779 17.63 17.11 160.53 22.93 22.93 

8 730 18.76 18.50 181.40 22.68 20.87 

9 693 19.70 19.72 200.11 22.23 18.71 

10 664 20.48 20.77 216.68 2167 16.57 

Biocarbon fundのPIN用の計算シートで演習を行う。 

3: Stock change法 

植物体蓄積量の変化量の推定 
ある時点での蓄積量を推定するために、その時の 

幹胸高直径，樹高，杢数喪唐と蓋積量の関係から計算 
D H p VorDW 

林地のD, H , p の推定 
標準地の全木調査 （目安の面積：30-SO本分程度） 

(A)：相対成長式（司】ometric equation）の利用 
例 DMs=a(D2)b sDM5=a(D211)b . DMs=exp[a+bln(D2H)J 

(B)：幹材積式の利用 

例： V =aDHc 

logVa+b(1/A)+c(S/A). A : age, 5: site index 

E C,,バcり，ロ一cり」1）ノら-u (tC02比ra year) 10 

バイオマス量推定事例2 (B)：材積式利用 

アカシアマンギュウム13年生 

No D H v 
Cm m m ' 

1 15.1 1 9.3 0.171 
2 19.2 20.3 0.203 
3 19.3 21.5 0.266 
4 19.4 22.1 0.311 
5 21.5 19.2 0.292 

15 15_0 19.1 0.163 

Aw 18.6 21.0 

TotI 2.67 

Plot Arsi: 100m2 

材横推定式： ViDbH ' (m3) 

i =0.00007 biJ9l5 o=1.07B2 

hiii り材* : 2J7 x i0000/i00=2●lm3/hi 

材の密度：0.51 (ton/m3) ~ ~ 

hiあたり材の重量：2●l x 0.51 = 13L1 lton/hi 

BEF：地上部量ノ幹量＝1.12 

地上部：地下部比率＝L2 

hiあたり全木重量：I 3L1 lxi .12 xi .2 = I B3.01 ton/hi 

実際の計算は 

演習で実施する 

C0止C02i=△ C02p 
j時とi時の差＝吸収量 

C02量＝183.0 X CF X 44/12=335.5ton/ha・C02量×面積＝project全量（B02) 
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IJKL�H����	�
IJKL�H����	�
IJKL�H����	�
IJKL�MMMM DM�NO���NO���NO���NO��
CO

2
PQPQPQPQ(RRRR/haSTUSTUSTUSTU) VVVVMMMM DMWWWWCFWWWW44/12

� DM������������

X#X#X#X#CO
2
PQ�RPQ�RPQ�RPQ�R/haSTU�VYZ[STU�VYZ[STU�VYZ[STU�VYZ[CO

2
PQPQPQPQWWWW�\]�\]�\]�\]R����

R:��������������������

���kg or ton/ha�yr 5--/tree�yr5--/project�yr

* + �,������ton/ha�-.� /0!12(%)

Eucalyptus globulus 8.6 – 16.3                             15.8 

Eucalyptus  grandis 7.9 3 8.4                              17.9

Acacia         mangium 7.8 314.4                             15.3

Cassia         siemea 8.6 313.5                             32.5

Swietenia    macrophylla 3.1 3 6.5                              33.2

Techtona     grandis 1.9 32.1                              22.8            

?@#�^_'(PQ�`?@#�^_'(PQ�`?@#�^_'(PQ�`?@#�^_'(PQ�` 456789:;<=

�Cij,t==�CG,ij,t –�CL,ij,t)   (t CO2 for t year) 8

aaaaHb
CcHb
CcHb
CcHb
Cc=CAI?m3/ha�yr >or 
IJCc
IJCc
IJCc
IJCc=MAI>��
CO2_AGwCAI�D=ton/m3>�CF�44/12�BEF

CO2 totalwCO2 AG�=}�R> R: �����
=Acacia mangium �n >

22.23

21.67

22.68

22.93

22.93

22.58

21.71

20.10

17.28

�����

m3 ����	

������


���

�����

������

������

216.68

������

20.77

�����

�����

���

664

�

�������������������

�����������������������������

�����������������������������

�����������������������������

�����������������������������

�����������������������������

����������������������������

���������������������������

�������������������������

��������������������

�����
�CAI)

 !"#���	
����	�$ %

Biocarbon fund
PIN�
�� M�#¡¢8£¤�
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����������
\�\�\�\�?World Bank Biocarbon Fund; LULUCF Sequestration Input5

Excel sheet#$� =¡¢#¥¦>�
§Growth data

¨©ª« 1¬�®¯s=°/±>5Y²5xPyzN/K�
2¬Default� WD, BEF, CF, R,

3¬m3/ha�y¬ tCO2 or C/ha�y
��³h o´µ tCO2/ha�y¬ tC/ha�y¬ ¶tC/ha

§Planting plan

o´µ������·�,¨©#5¸~
o¹t5��

�CO2�'��U3��

§ ��������� !"� #�$�%&'��()*

d�d�d�d�?CATIE; CO2Fix V3.1 by M.J. Schelhaasº (2004>

¸»c1®¯s#5biomass module, soil module, products 

module, bioenergy module, financial module, carbon accounting 

module1^'¼½3�� 10

���� Stock change����

����������������������������������������������������
$�¾¿#
���8"���lÀ,5Á
¾

�ÂÃÄÅ¬ÆÃ¬Ç���t���
ÈÉ����

D H Ê V or DW

F�
D, H, Ê
"�
���
¸GËÌ �+,�-./300501234�

=A>:ÍÎ{|°=allometric equation>
Ï�
D DMswa=D�>b 5DMswa=D�H>b 5 DMswexpÐa+bln(D2H)Ñ

=B>?�K�°
Ï�
D? VwaDbHc

logV=a+b(1/A)+c(S/A).     A: age, S: site index

�Cij,t=(Cij,t2 – Cij,t1)/Tt2-t1 �tCO2 for a year)
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!� � !�
�

!�
�
"� #$

� ���������������� ���������������� ��%&� ''��&( %'&%)�
� ���������������� ���������������� �(�&' *��)&* ���&*�
� �	���	���	���	�� ���������������� ��'&+ )���&� ���&�*
' ���
���
���
���
 ���������������� �)(&' %*'�&' �*�&)�
* ���������������� �	���	���	���	�� '(�&� %'�� �*�&(*
" �������� �������� 

" 

" 


"
�* ���������������� �	���	���	���	�� ��*&� '��)&* %�&*(*

�,�& �%&( ��&�

-����� �')�&�

����	��e`\����	��e`\����	��e`\����	��e`\ =A>?Allometry°
Ï�

CO2stock5176.860.5�CF)644/125324.1ton/ha

7�8�CO2��9:;<=�����CO2��*">?@AB��CER�

���������	���������	���������	���������	 
����������

����������

����������

����������
����������������������� ������ ������ ����� ������������������������

������
��������� ������������
��������� ������������
��������� ������������
��������� ����������������������������������!���������"�!���������"�!���������"�!���������"�

��!
��!
��!
��!��������#�"���������#�"���������#�"���������#�"�

$%&'()*+,-*.,&/01234$%&'()*+,-*.,&/01234$%&'()*+,-*.,&/01234$%&'()*+,-*.,&/01234
567*.,8*+,&9�:&;55*+,' �<=��9�567*.,8*+,&9�:&;55*+,' �<=��9�567*.,8*+,&9�:&;55*+,' �<=��9�567*.,8*+,&9�:&;55*+,' �<=��9�

��!
��!
��!
��!������ ��9!��>�����#�"������� ��9!��>�����#�"������� ��9!��>�����#�"������� ��9!��>�����#�"�

Ò���Ó�·�?100m2

DMs:mGxPyzN

fg�34�fg�34�fg�34�fg�34�
56hfij_56hfij_56hfij_56hfij_
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����	��e`d����	��e`d����	��e`d����	��e`d ����B�Hk�Alm�Hk�Alm�Hk�Alm�Hk�Alm

��������	
�������������	
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�������������	
�����

������������������������ ��	���	���	���	�
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	���������������� �!���"�����#�	���������������� �!���"�����#�	���������������� �!���"�����#�	���������������� �!���"�����#�

$%	&'(�������)�����*���+����*%	$%	&'(�������)�����*���+����*%	$%	&'(�������)�����*���+����*%	$%	&'(�������)�����*���+����*%	

�,-.���!�$/��0*�1$$�,-.���!�$/��0*�1$$�,-.���!�$/��0*�1$$�,-.���!�$/��0*�1$$

$%	&'(�,23����)��!�+��������0*%	$%	&'(�,23����)��!�+��������0*%	$%	&'(�,23����)��!�+��������0*%	$%	&'(�,23����)��!�+��������0*%	

456�7893*:3+����456�7893*:3+����456�7893*:3+����456�7893*:3+����

789�7;9<=+���789�7;9<=+���789�7;9<=+���789�7;9<=+���

$%	&'(>?23�������)����)���+�#������0*%	$%	&'(>?23�������)����)���+�#������0*%	$%	&'(>?23�������)����)���+�#������0*%	$%	&'(>?23�������)����)���+�#������0*%	

CO2�5183.06CF644/125335.5ton/haCCO2�6-.5projectD��CO2�

CO2j-CO2iw�CO2p
j�Ei��95���

fg�34�fg�34�fg�34�fg�34�
56hfij_56hfij_56hfij_56hfij_
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規定値，定数，計算式などの入手（別紙資料1参国） 

原則 
・その地域・同樹種の馴定値の利用 
・国の標準値，大国では自然条件の似た近隣国の値 
・同樹種がない時：同じ属，媛似紺形，媛似生活形 
・国際的な値(Gr't3) 

実測値以外は．出典を明記する 
採用に当たってはCo rvative 心がける 

＊国際的な規定値：CF=O,5 C-C(左=44/12 
＊材密度：国の木材便覧，GPG表 
＊地下部率：文献，GPG表 
*JEF:文献, GPG 
＊材積式・収履表など：国，文献収録集，GPG表 
* A]lomctriQ式 ：文献，GPG表 

13 

4. GHGの緋出量の推定 

編欝豊響徴 豊灘’燃鷺畳として”“ 
肥科 即 NlO胤外は柵蹙る 

GHGE＝化石燃料＋焼却＋肥料＋その他 

火入れ”え 
Co2換算の蝿暁生量＝炭素焼矢量×(Nに率）X0.007X44f28X310 
Ca,換算のCIL発生量＝崖案焼失量×0.012 X 16/12 x 21 

祖網蝿焼からのmュ＝”柵物量からCo2椎足（WXCF X44/12) 

25 

Actual Net C Rcmovalsぐ&bon rcmovalsりsink-GHG emission 
現実純炭棄吸収量＝シンクの炭棄吸収量一GHG緋出量 

5．ベースラインCo2吸収量の推定 
Baselineの 状態 

1)草地→森林地：牧草地、低港木地を含む 

2)耕地→森林地：現状植生（取nd/or低木）による 

3)温地→森林地：CH4発生など標準的方法が 

未開発 

4)住居地→森林地：ほとんどないと思われる 
27 

I 

規定値の樹齢こよる変化 
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10 

V. D , REF. RcotjS1 otと胸高直径の関係u ・加lgi加功 
(Miyakuth. K句ono ct,al 2005) 

14 

GHGの排出量の推定 

GJ1G ＝化石雌料＋脚＋肥料＋その他 

化石燃料からの計算 
d 鵬el及てg o1ixsi 費量（的I）とそれらの緋出係数 

(EF:kgC02i1) から計算する。 
即は】I切gui山lilL （参考DEF:733.Sい 

窒棄肥料からの緋出（m2換算） 
叫00 排出量wn＝〔合成肥料N量×(1-揮発率●．)＋有柵肥料N量 

×(1-揮発率on)) X叫排出係数 
m ュ換算lgP量＝Wo X 44/28 x 110 
排出係数（BP)：歯肥窒素量の1.25% (CPG) 
揮発率:jn(台成肥料)=0.1."（有柵肥料）=0.20耽Bui"eim〕 

その他 
祖粒国植物を植林の時、林地からのNュow排気、証地から0d凡の発生等 

GEF:615.6gtl) 

1' 

ベースラインの状態による区分けや推定法の原則 

1：ベースラインシナリオに基づいて用途あるいは植 
生の種類分け：草本、木本、裸地、農地など 

2：農作物はゼ口。草地は炭素吸収の変化量は 
通常はゼロとレてよい。（若い草地は要推定） 
レかレ，地椿えなどで除去されるので， 
地上部現存量をc01排出量とl,て初年度に滅じる。 

3：木本植物では：/くイオマスの測定や成長連度、 
最大蓄積量などのデータが必要。 
吸収量＝バイオマス増加量＝現存量t-現存量t-n 

l冒 
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ç�,èl./�Conservative8!'2�

éÙãc1���? CFw0.5 CêCO�w44/12

éK��?Ù
GKëì¬GPG±
é����?íî¬GPG±
éBEF?íî¬GPG±
éK�°��ï±1^?Ù¬íî�ðñ¬GPG±
éAllometric°?íî¬GPG±
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V, D, BEF, Root/ShoottÂÃÄÅ
ÈÉ=A. mangium>
=Miyakuni¬Kiyono et.al 2005>
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4. GHG����������������������������

GHG
E
������������������������������������������������������������

no=Ypqno=Ypqno=Ypqno=Ypq
CO2F*�N2OGH�5IJKL�6�N/CM�60.007644/286310

CO2F*�CH
4
GH�5IJKL�60.012616/12621

IPCCNOGHM/N2O50.007CCH450.012

CO2PQ>?RSTM/N2O5310CCH4521

UVWK:;�CO25KXUV�:;CO2YO�W 6CF 644/12�

��> ?� @A

BCDE CO2 N2O CH4 CO2FGHIJ&KL
MNOP CO2 N2O CH4 CO2HQ
RS�TU�VWXYZ[\
]E N2O N2OFGHIJ&KL

16

r(str(str(str(st��
XY=CO2��>
N2O�!"�Wn5Z[\]	N�6�^_`GMsn�abc]	N�

6�^_`GMon�d6N2O!"ef
CO2F*N2O�5Wn644/286310

!"ef�EF�/g]hJ��1.25% �GPG)

`GM/sn�[\]	�50.1C on�bc]	�50.2 (IPCC guideleine) 

u�vu�vu�vu�v
ijkUVlUm�� m�:;�N2O�!n o�:;�CH4�GHp

GHG����������������������������

GHG
E
w�wxt�wxt�wxt�wxt�\ò�st]u�vst]u�vst]u�vst]u�v

�wxt�wxt�wxt�wxt��
��
dieselóôgasoline
õö�=l/yr>tÁ3�
XYÉ�
=EF?kgCO2/l>�������
EF�IPCCguideline =÷øDEF:733.8g/l GEF:615.6g/l>

17

5. ������CO2��	
��

Baseline���

145�67��895�
:;��<'=

�4>�67��8?@�AB5and/or:�4CDE

F4G�67��8CH4HAIJKLM��N

OPH

�4QR�67��8STUJIVTWX�E

Actual Net C Removals =Carbon removals by sink�GHG emission

@¥dAB���w Q�
AB���MGHGXY�

18
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I 

ベースライン及び下草植生 
バイオマス測定法 

露 
】りg 

餌 

I 

山 v メ 
I 

ノ 慶： 
“劫ら伊 軍ニニム ー 弧～" 

g か ぎ分馴 

織 I 

1眼 

“ 与芦，警l Pk,tj f 

部位別に一部をsamphng 部位別の全生重量馴定 

/ 
乾燥一＞乾重馴定一＞乾重率一＞部位別全乾重一＞全乾重×面積車 

＝バイォマス量ton/1a 

ベースラインバイオマス現存量の計算 
部位 全生且量 

(.> 

乾繰用試 
料生重量 

叫の乾 
操且量 

fl/F比 全革押重量 

a8りjial) 

木部 FM FM■~ D凪_I" DMwp 

薑葉 DM 

根 （必要なら k本と草本を 分ける〉 D冊 

幕葉 DM11 

1ソF= DM 耳山ノFM“耳山 全乾燥重量＝FMXDF 

Tot p ュ・Idrywci11I pcrplol円珊】）=DMwp+DMk+DM丁 (k帥10り 
Plotの面積がlnロの時 

、当たりの DM12×10,cX1Uりjlota,oo(1mユ〕 .. 10,OIXI*DM1p .ba 

、当たりの DM11 ×100〔X1/1 

こ才‘らの雄袖体”量を炭素書柵仁血換する時 
生きた植抽体でtよCF=O.5.事葉等ではcF=0.37を用いる． 

ユl 

リーケりの推定（C02eで推定） 例 
・プロジェクト境界外における資材運搬等の燃料消費 
・境界外への人や活動の移動 

中薪の採集の特例→ 
期待される現実純吸収量の2%以上の時は計算、 
2%以下であれI I)ーケージなし。 

中境界外への家畜の移動、頭数が増えた場合は計算する。 
・その他森林伐採・開墨等→伐採材積か壱運出 など 

小規模簡棄化方法論では、 

穀類や牧畜がリーケージした時、 
・穀類は総生庄量、家畜は牧容カから計算し、 
（牧喜力の例 乾繰地叫ニ‘L5頭nm、湿用地：牛1頭na) 
それらが、現実似】02吸収量の 

10%以下の時：ゼロと見なす 
1α和％の時：吸収量の15％と見なす 
50%以上では簡棄化方法論は採用できない ” 
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低濯木＋草本混合植生の炭素量測定例 

ヒョドリバナ、ランタナ、イネ科草木など 
インドネシアでの事例 清野2叩5 

.: ~ [－ 一一ー旦～ 
】
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1

.

!

 才＝ 
“二~ v 

1 1 1 4 ! 

年齢(A) 

H =0.7709’風Aトl.649 

ロ 

1 

(
5
S
9
劇
暇
葛
 

檀生高（H) 

C = 1.匁2・e1.l2511 

2ユ 

事前予測の純人為的GHG吸収量 

(Ex-arite Net anthropogenic GHG removals) 

事前予測C02ante=COルーC02e -C02bs一LK 
＝植林木Co2吸収量一C02換算GHG排出量ー 
ベースラインCo2吸収量一Co2換算リーケージ量 

これがプラスであれぱ追加性がある。 

ユ4 
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Baseline vegetation Plot for measurement

Litter collection after plant cutting Collection of plant roots
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de�

DMr/

DMltfa

DMlcga

DMwpFMsampleFM_0

hcde�

�kg/plot�

cdib
Eje�

hje�

�kg�

0k

Total plant dry weight per plot (DMtp)=DMwp+DMlc+DMr (kg/plot)

Plot!l�m1m2!n

haop=! DMtpq 10,000/plot area (1m2)   r 10s000tDMtp kg/ha

haop=! DMlt q 10,000/1    

uvw!MNx���y����z{|}Ln
jKpMNx&HCF~0.5�fa�&HCF~0.37yi�L�

D/Fw

D/F= DMsample/FMsample Dqrt�= FM6DF

DMsample

����w_�V^�y��L�
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23

� ! "�#�� ! "�#�� ! "�#�� ! "�#� $$$$CO
2
e%#�&%#�&%#�&%#�& D?

��������	ä,
2��K��
Z[õö
��	ä�
aeâ�
��
é�
çñ
�Dê
��U3�@¥d���
2%��
¾���5
2%��#$34_M`M�1j�

é�	ä�
��
��5��'�l�-������
�Á
º�F�ç�9��ê�çK����Y 1^

����BW���#�5
 àe!�'_M`M�jl¾5
� à�"á#�5���!$©����j5
�xyz�{ qr�/|0.5}/ha o~�/|1}/ha�

Á3�'5@¥dCO2���

10%��
¾?&�t'1�
10-50%
¾?���
15%t'1�
50%��#��BW����ç�#(10 24

��������	GHG
��
Ex-ante Net anthropogenic GHG removals)

¡¢£�8CO
2
ante�CO

2
p�CO

2
e �CO2bs �LK

=���CO
2
uv0�CO2¤¥GHG��0�

Y,Z[\]CO
2
uv0�CO

2
¤¥`,¦,§0

¨�N+[Z�g�©ª�«NgEt

－100－



6．枯れ木、リター、土壊炭素（概要） 
1〕枯れ立木：プロット内の本航DBH, & H 

村積やバイォマスからの計算法は鳳則植林木の応用 
枯木材積である時：村留庄を馴定する 
枯材密血：腐植租慮をクラス分け 

各クラスの幹の上中下から馴定試料片採集 
各試料片の材積と乾燥重量から密庄を算出 

の 倒木：プロット内の本数、直径（上下）、長さの馴定 
材積、バイォマスの推定法は1）と同じ 

一－ . -' .一‘一 AR-AM（皿）20)方法を参皿 
枯れ不、飼不の馴足柵式国 

l Plot 

，~~ 

素言で 

善軸柵‘智．鵬 
~●‘~（I ”, 

臼“1d dh.. 

土壌サンプリング 4個/pk,t 

AR-AM0002の方法騎を参照してくださ「 - 15-20年毎 

土壌採取各層から構造を壊さないように 
円伯を押し込んで土壌を採取する 

採取部位 
倒：A日－C層や深さ別に採取(50anまで〉 

り．」 
二寸二 

=”ノ 

，ぎ一、ーy’二一 
、一 

e、 

一●・’・ 

’守ニ 

下車、リターなどの測定プロツト 

下草．リターをsinkに加えた時 
①叫ot内に1~4m2程度のsuト叫otを設置 
②リター収集用トラップ（1m2内外）を 

3. 4個ノ叫otを複数叫otに配置 
CF=0.37 for httr 

挑林木，枯れ木 

事葉，林床植抽 

土壌 

→ 各層から 
→ サンプリング． 

A 002:30an 
→ 

2' 
1 

h 盲lm 

永久プロット 

0 

ロ 

加11 

トラップ4個ノ10×Sm リタ 

7 事後C02吸収量算出のためのモニタリング法 

逼常の森林管理に加えて－間恒－伐採－再植林などの場合には、 
それぞれのCoュ吸収ノ排出量を算出できる責料を収集・保管 

植林木の材横ノパイオマス量の変化の測定手順 

1）プロジェクト林地を種類分別（階届化）する 
2）階届別に“ぱらつき’状態を知るための予備調査を実施 
3)階届の決定と階届分布地図の作成 
4）階層内調査地の数の決定 
6）永久調査地のランダム分布設定 
6)調査地内の各要棄（バラメ→一）の馴定 
7) C02吸収量の算出 

昭 

土壌採取円伯（ステンレス製） 

1~または 4~ 

土壌炭棄含量及び春積密血を求める 
含有率×春積密血×土壌の春積:tCTha 

同じ土壌型の同一林地で半径1Gm の円周部の卸lot間の 
炭素量のぼらつき:37'92tCn12 （インドネシアでの例） 

、
－
.
 
J
 ,

j
'

 

,

，

'

 

ユ7 

1）プロジェク~嚇地を種報分別（．層化） 

炭棄蓄積に影響する因子による区分 
土壇‘撒気血.地潜.首抽生（利用）.檀師.相曾

倒： 地静 樹種 櫨暮年（劃齢｝
平地 A B (1)k05,② B:Q7-l-C 
姐糾地 & C ③ A:05 伽：06 

2 )．層割の予．．畳を異施 
醐査プロット：200'-500m 3簡所租庄 
毎木飼査（樹種－本数－DBH,必要なら樹高） 
植生飼査（下革をSb止とした時4m聖庄）：植被率－植生高－種頗 
土壌飼査（土壌有嶋をSmk時プロット内）：有被炭素馴定責料採取 

土壌醐査－植生飼査は環境影響飼査の一環ともなる？ 

3 )．層の訣定と骨層分布軸■の作虐 

馴定結果－分散の大小により－階層化の再分割－合併あり 
階層分布国の作成 
助di”モニタリングが必要な時はーそれを加える。 

" 

4)階層内調査地の撒の決定（Sample size) 

二―=－一ニー三ー二均値の士10% 

n=(t/E〕2中［乏Wh中、中√q｝中［乏wh * Sh/√q｝・・・（1) 

乏は階届（りごとに積和(h=1からiまで） 
ml；全plot数 
Wh; (Nh＝各階層面積／叫ot面積）／乏Nh 

Sh；各階届の標準偏差 
Ch；各階届の叫ot測定費用 
F:許容誤差（平均値の士10%) 

各階届のpk,徴 Oh:= 
ut[(W *S‘√（】と）ノ（~wと中、／√q）・・・（2) 

上記はAN000I方法論に採用の式、 

中国提案ssCに採用の式（Winrock）について漬習を行う，0 
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6. $%�&'(�&)*��+,-.
1) )3*G:  ������1f, DBH, & H

�.������:;�)*����Um����
���.��?�/��4luO>?
���4/�U34l���2�

����������:;uO�	���
��	���.Eqrt�:;�4l*"

2) ��: ������1f ������ ���uO

�. ������YO��^�E ¡

Diameter

Plot

Standing dead tree

Fallen dead tree

Length

�¢� ���uO£¤¥

DBH & H

AR-AM0002�¦�l
�
��������	

Harmon & Sexton (1996)

26

'()�* '()�* '()�* '()�* IJ��}+s¬

��¬_ýM8sink,��l¾
+ plot,,1-4m2.�
sub-plot 8/0
1 _ýM�ñ��OÓ�=1m2,ä>8

2¬34/plot85�plot,60
CFw0.37 for litter

20m

20m

1mx1m

M�_��v_

fa���MN

�
� ���w

������
AM0002:30cm

_ýM�OÓ� 44/10�5m

§¨����

©ª
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��������

100cc %pH 400cc

©ª�«¬��®�¯�°�

��0k
�� A,B,C�����z���50cm%&�

©ªIJ±�²³y.�4l´µ?
±bM6y.�46©ª�y./¶C/ha

78ç9 �·:;¸¹lº�&»¼½P

¬l¾¿ÀÁ�©ªl�«>?

 ¡©ªÂ� Ãm��Ä�10Å�¬Æ��9plot=�
IJ��Ç;ÈÉ/37092¶C/ha ���ÊËÌÍ��{�

AR-AM0002
���8÷:j/;<U0�

44/plot

15-20o=
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�
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|�|�|�|� ËÌ�,
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Ò�
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29
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AB��,UV��W�,X�Y�
©ªCÝnÞC�ßCàUH�á��CâãCâä
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å� A, B æA:05CçB:07+08

èé� A, C êA/05  ëC:06

�> ���������fi���������fi���������fi���������fi
ìí����/2000500m2 îïð34
ñ�ìí�âãC1fCDBHCòó&;âô�
UHìí��õlSinkE¿ö�4m234�/U÷MCUHôCãø
©ªìí�©ªbclSink�������/bcIJuO�	�«

©ªìíCUHìí�ùúûüìí�ÃùEý&?þ
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30

�4 89:;<=���>�89:;<=���>�89:;<=���>�89:;<=���>�BSample size4

Z�c,J�¬�
[\Y	95%¬]$^i?���
_10%

n==�/E)2éÐ¶Whéshé`ChÑéÐ¶Whésha`ChÑ���=}>

¶�@A(h)¹t,�b=h=1��i½#>
n: ¸plot�
Wh: =NhwR@A·�aplot·�>a¶Nh

Sh: R@A
��ci
Ch: R@A
plotÒ�ö�
E?]$^i =���
_10%>

R@A
plot� nh? w
néÐ=WhéSh/ `Ch>/= ¶Whésha`Ch>���=�>

�æ�AN0001���,ç�
°5
 Ù()SSC,ç�
°=Winrock>,C0/¡¢8£¤
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6 )調董地内の各要棄（バラメ→-)の測定 

生立木：本致．胸高直径．樹高（必要なら） 

枯れ木－下革を,hkに加えた時 
枯れ木：DBH.H.密庄用サンプル 
倒木： plot内の元末直径－長さ－密度用サンプル 

下革：種頗－被庄－植生高 

リターは毎月程血に回収－乾燥重量馴定 

（年間分解皐も必要(GPG=哀32.1)) 

5）永久調査地のランダム配置 

画t面積(100)-2叩～和0-(1叩0) m2 ノー＝一、 

各階居 系続的フノダ垣置 （■ 

]l 

V 
胸高直経の測定位置 

( 2 

，」． 

蕊 
Dbh measurement locations伽rirregularand normally 

shaped trees 33 

事後のCo2吸収量の算出 

・前述のAllometry式 か、材積式を利用して、各階 
層の一定期間のバイオマス増加量を算出レ、年 
間のCo2吸収量に換算する（LC02)~ 

・プロジェクトの純人為的Co2吸収量 

＝△ Cp一△CEe 一△Cbs一△LK 

与 tCER or ICER 

* tCER及びICERの公認算出式は炭棄蓄積計算手順書 

に掲載した。 

]5 

プロツト設定の基J5 

位量：局辺数列は隊く 

剥定木 

0 剥定対傘 

境界組が幹のとx 

〇謝走謝傘外 〇 〇 〇 

棚柳が幹のく34 
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PhtN. I 器一聖ふu htt4監t' 1,a3 ,, 

乾g 乞三：:：一t 
丁■.~~．-" h 一,hー．‘ー 
put .n~c ,C4b "tu tfl.) 

~‘ 

fm. 3. 

馴定野帳の例

~ －→S ~，．~r ~~，‘ 

4P. 

U. 

1' 

共 
、 
亀 
I1 

、 
亀 
.

盗 
血血 

I~・ 

I 
檀栽木の炭棄蓄 
積量は事前椎定に 
用いた方法と原則 
同じである。 

3' 

8．植林木バイオマスの測定法 

1）調査plotの設定 
2）全数⑩の胸高直径(DBH)（時に樹高（H)）を測定 
3) DBHの頻度分布図を作る 
4)直径階の小～大の試料木を5~6本選ぶ 

5)試料木の伐倒→枝、葉、幹に分別→生重量測定 

6) sampling→乾燥→乾重量 （バイオマス） 
7) aflometry式を作る 
8)ha当たりのバイオマス量を求める 

36 
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Biomass measurement of trees 
plall加d 

1 ) Setting of sample plot to decide tree size distribution 
2 )DBH and ifnecessaiyH in all tiees in the pいt 

3) Frequency distribution of DBH 

4)Select 5-6 sample trees from di価erent tiee size class 

' 

日

' 

↓ ‘ 

↓ 

叫刀 刀－24 2‘那 路－四 加－加 

DBH o、 c 

6s●1~tl~ 

om 'DAHe~ 

37 
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植林木バイオマスの測定法（2) 
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根が途中で切断された時の推定法 
切り口直径とその根の重量の国係から推定 
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供試伐倒木の部位別生重、乾重などの総括表例 
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37

Biomass measurement of trees 

planted 
�4Setting of sample plot to decide tree size distribution 

�4DBH and if necessary H in all trees in the plot

F4Frequency distribution of DBH

�4Select 5Ð6 sample trees from different tree size class

20-22 22-24 24-26 26-28 28-30 30-32 ¯32

5

10

15

6 sample trees 

from    DBH class 

DBH classes

N
u
m
b
e
rs
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Separation of stem logs, branches, leaves Sampling of parts for drying

Weighing fresh weight of stem Weighing fresh weight of sampled leaves 40

Digging tree root

using man power winch

Lifting the root by machine

Root biomass measurement (1)

41
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Dry W factor � FW

(Root DW/AG DW) =

Estimation of root DW

Estimation of root DW

uv�wG
�nµáC5IC1^
"x±D

Dry  W

factor

root/shoot ratio

Calculation

����sample

FW: �	
 DW: �	
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バイオマスアロメトリー式の作成 
試料木の全乾重と胸高直怪の2乗（D1）や］yHの関係を 
両対数グラフに落す（下図）。 
Allcmctry関係 ：樹木の各部位間にはDW1=a申CDw1)b 

pl =a+b申  R l Dwュは材積等でもよい 
Y x 

Y =a+bXの直線関係が成り立つので、 
この回帰直線から係数a,bを決定する。一一 

調足例 
Stem dryweight 

I助 

r: 
""mf 一 
' _o"1 

ー一

一一一 一

I" I卿 ．‘~~ Im 

直経 乾重 
5 9 

10 20 
15 70 
18 100 
20 1和 
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終わり 

方法論開発の目標： 
正確性，保守的（Un叱r 山11at )．広酒用性，簡便で安価 

．「R傘・インド，シアま甘の馴：．電“の且真． ■「．＊ー‘ンド．シ”●の●」："m年“● 賢澗としh■” 

1 ，●り“らしく4った（'"年●，I 

ご静聴ありがとうございました 
44 
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06年度JIFPRO-CDM 研修 

1C02吸収量の推定」 

別紙資料2 

炭酸ガス吸収量の計算演習（MS-Excel ソフト利用） 

A． プロット数の決定方法 

比較的平坦な地形の人工林5000ha の予備調査の結果，表1の数値を得た場合。 

Step 1 ：演習原表ファイル（Excel) の，sheet 1 ：プロット数を開く。 

Step 2：式1を利用して全体をーつの集団として扱ったとき（1）と，3つの階層に分けた（2) 

ときのプロット数を決定する。 

式1 

I 
(ZNh *sh)2 
h=1 

(N2 * E2) 
+ （乏Ni,*sh2Si, 

t2 h=1 

出典: T. Pearson, S. Walker, S. Brown (2005) Sourcebook for Land Use, Land-Use Change and 

Forestry Project. Biocarbon fund and Winroock 

B . C02蓄積量の推定 

B -i.バイオマス相対成長式を利用する方法 

Step 1：演習原表ファイル（Excel) の毎木調査（1）シートを開く。 

Step 2：表中の模擬データを使用して，以下の手順で計算する。 

Step 3：欄D下記相対成長式を用いて、各測定木の地上部バイオマス(AGB）を計算する。 

式2: AGB (ton dwノ本）= a * (D) b  

D : DBH（単位c司 H : （単位司 

a = 0.0417, b = 2.6576 

式 2の出典 : Waterloo, M .J. (1995) Water and nutrient dynamics of Pinus caribaea 

plantation forests on former grassland soils in Southwest Viti Levu, Fiji. 

Ph-D thesis, Virijie University, Netherland. 4'l8pp. 

・D欄の計算式・1 本目 “=0.417 *図A2 .6 57 6" （囲み字は表座標） 

次に 2本目以下はcopyとペーストを利用して一気に計算する。 

Step 4: D27にD4-'-D26の合計＝測定プロット内の総AGB (kg dw/m2 plot) 

Step 5：ヘクタール当たりのAGB の計算 以下27行に計算 

・a AGB per plot X 10,000(m2)！プロット面積（400m2) = AGB (kg dmlhり 

プロット面積は表2にあり。 入力例：＝巨コ* 10000/400 

・b 重さの単位をkgからtonに変換： AGB (t dmlha) = AGB(kg dmlha) * 1/1,000 

Step 6：全木のバイオマス量（TB）の推定 根！地上部比（R）を利用する 

・ TB (t dmlha) =AGB(t dmlha) X (1+ R ) 

R = 0.25 (IPCC for tropical pine) 

Step 7：バイオマス量から炭素量（carbon stock:CS）を推定する 

・ CS (t C伍a) = TB X CF CF = Carbon fraction of dry biomass = 0.5 

Step 8: Carbon stockからC02 stockへの変換 

1 
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 1

��������	
����������	
����������	
����������	
��MSMSMSMS----ExcelExcelExcelExcel ������������������������    

A.A.A.A.���� �������	
��������	
��������	
��������	
�    

��������
��� 5000ha
��� 
!"#$%
&'()*+,- 

Step%./01$23456Excel7
#sheet%.89:;&(<=- 

Step>.?%(@ABCDE(FG
HIJBCKL*JM6%7J#NG
OPQRS*6>7

JM
89:;&(T�UV- 

?%� � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  

 
WX.T. Pearson, S. Walker, S. Brown (2005) Sourcebook for Land Use, Land-Use Change and 

Forestry Project. Biocarbon fund and Winroock 

 

B. CO2B. CO2B. CO2B. CO2 ������������������������    

BBBB----1111. . . . ��	
��������������	
��������������	
��������������	
����������������     

Step 1: /01$23456Excel7
YZ� 6%7[\;(<=- 

Step 2: $]
^_`\a(bABC#cd
efghiUV- 

Step 3: j Ddklmno?(ApCqrs�Z
�tuv4wxy6AGB7(hiUV- 

� � � � ? 2.� AGB6ton dw/z7{a|(D)�}}}}}}}627 

� � � � D:� DBH(~� cm)� H:� (~�m) 

� � � � a = 0.0417,  b = 2.6576 

� � � � ? 2
WX.Waterloo, M.J. (1995) Water and nutrient dynamics of Pinus caribaea 

plantation forests on former grassland soils in Southwest Viti Levu, Fiji. 

Ph-D thesis, Virijie University, Netherland. 478pp.  

� }Dj
hi?.%z�� �{0.417 | B4^2.6576�� 6����$��7 

�Q� 2z�cd� copyJ�\y;(@ABCF�QhiUV- 

Step 4: D27Q D4�D26
,h = s�89:;�
� AGB6kg dw/m2 plot7 

Step 5: ��a\5�*�
 AGB 
hi � cd 27�Qhi 

 }a  AGB per plot � 10,000(m2)/89:;��(400m2)� = � AGB (kg dm/ha) 

       89:;���$>Q��-� ���.{D27|10000/400 

 }b  ��
~�( kg�� tonQ� .� AGB (t dm/ha) = AGB(kg dm/ha)|1/1,000  

Step 6: DZ
v4wxy	6TB7
��� ¡/�tu�6R7(@AUV 

  } TB (t dm/ha) = AGB(t dm/ha) � (1 + R) 

      R = 0.25 (IPCC for tropical pine) 

Step 7: v4wxy	��¢£	6carbon stock:CS7(��UV 

  } CS (t C/ha) = TB � CF        CF� { Carbon fraction of dry biomass = 0.5    

Step 8: Carbon stock�� CO2 stock¤
�  

��Nh�sh�
� 

h=1

� 

�N
2
�E

2
) 

t
2
 

+ ��Nh�sh
��

l

h=1
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06年度JIFPRO-CDM 研修 

1C02吸収量の推定」 

別紙資料2 

C02 stocks (ton伍a) = CS (tonlha) X 44/12 

44/12 =C02 分子量ノ炭素分子量 

B -2．幹材積式を利用する方法 

Step 1：演習原表の毎木調査（2）シートを開く。 

Step 2：欄Eに下記相対成長式を用いて、各測定木の地上部バイオマス（AGB）を計算する。 

式 (2) SV = aX (DBH2 X H )b 

SV: stem volume (m3ノ本）,D: DBH (cm), H：樹高（司 

A = 0.000085 b = 0.899 

出典：加茂皓一他（1989）早生樹種林とマツ林の成長解析、熱帯農業集報65 : 65-79 

（フイリピンのケシヤマツの材積式） 

・D 欄の計算式：1 本目 “= 0.000085 ＊くコ ＾2*巨ト0.89 9" （囲み字は表座標） 

次に 2本目以下はcopyとペーストを利用して一気に計算する。 

Step 3: D27にD4-'-D26の合計＝測定プロット内の総材積（SVp (m3/m2 plot)) 

Step 4：ヘクタール当たりの材積の計算 以下27行を使う。 

・ SVp (m3/ plot) X 10,000(m2)/ SA(400m2) = SV (m3 / ha) 

SA：測定プロット面積は表2の面積（400m2) を用いる。 

Step 5：材積から乾物重（バイオマス）への変換 

・ SV(m3 per hり×D ×BEF =AGB (t clmihり 

D：基本材密度＝0.51 (t/m3) IPCC cle負ult value 釦r tropical pine 

BEF：バイオマス拡張係数＝1.2 (kg/kg） 同上IPCC cle負ult value 

BEFは幹重量を全地上部バイオマス(AGB）への変換係数 

Step 6：地下部！地上部比（R）を用いて、AGB から全木バイオマス（TB）の推定 

・ TB = AGB X (1 +R) R = 0.25 (IPCC default value for tropical pine) 

Step 7: C及びC02への変換 

全バイオマス量（t dmlha）から炭素蓄積量（CS）及びC02蓄積量を推定する 

・ a CS (t C/ha) = TB X CF CF = Carbon fraction of dry biomass = 0.5 

Carbon stockからC02量への変換 

・ b C02 stocks (tonlha) = CS (t C02伍a) X 44/12 

44/12 =C02 分子量ノ炭素分子量 

以上B-L. B -2 等により、ある測定時点（t年）におけるヘクタール当たりのC02蓄積量が求ま 

る。次の時点（t+i年）の蓄積量との差が，その期間（1年）のC02吸収量（C02 removals）と 

なる。0年からt年までの年当たりの平均吸収量はC02stock/ t年で算出できる。 

C02 吸収量（removals) はある期間のC02変化量で、事前推定では1年ごとのバイオマスや材 

積の年平均変化量等から推定する。 

次に時前推定における簡便なツール、Biocarbon fund のPIN用の添付シートによる方法を紹介 

する。 

C . Biocarbon fundのPIN作成用C02蓄積量推定シート 

2 
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  } CO2 stocks (ton/ha) = CS (ton/ha) � 44/12  

44/12� { CO2R¥	/¢£R¥	 

 

BBBB----2222. . . . ������������������������������������������������     

Step 1: /01$
YZ� 6>7[\;(<=- 

Step 2: j EQdklmno?(ApCqrs�Z
�tuv4wxy6AGB7(hiUV- 

� � � � ?6>7� SV = a�(DBH2�H)b  

     � � SV: stem volume (m3/z), D: DBH (cm), H: ¦§ (m) 

� � � �  A = 0.000085    b = 0.899 

� � � �  WX.¨©ªF«619897¬¦®�Jx¯�
no°±q²³´µH¶ 65.65-79 

� � � � � � � � 62·¸¹º
»[¼x¯
½�?7 

� } Dj
hi?.%z�� �{0.000085 | (B4^2|C4)^0.899�� 6����$��7 

�Q� 2z�cd� copyJ�\y;(@ABCF�QhiUV- 

Step 3: D27Q D4�D26
,h = s�89:;�
�½�6SVp6m3/m2� plot77 

Step 4: ��a\5�*�
½�
hi � cd 27�(b¾- 

  } SVp (m3/ plot) � 10,000(m2)/ SA(400m2) = SV (m3 / ha) 

     SA: s�89:;���$ 2
��(400m2)(ApV- 

Step 5: ½���¿À�6v4wxy7¤
�  

} SV(m3 per ha) � D  � BEF = AGB (t dm/ha) 

    � �  D: Áz½Â� = 0.51 (t/m3)� IPCC default value for tropical pine     

BEF: v4wxyÃÄÅ& = 1.2 (kg/kg)   Æt IPCC default value 

BEF�Ç�	(D�tuv4wxy6AGB7¤
� Å&  

Step 6: �du/�tu�6R7(ApCqAGB��DZv4wxy6TB7
��   

  � � } TB = AGB � (1 +R)     R = 0.25 (IPCC default value for tropical pine) 

Step 7: CÈÉ CO2¤
�  

  � � � Dv4wxy	6t dm/ha7��¢£Ê�	6CS7ÈÉ CO2Ê�	(��UV 

  � � }a  CS (t C/ha) = TB � CF        CF� { Carbon fraction of dry biomass = 0.5    

Carbon stock�� CO2	¤
�  

      }b  CO2 stocks (ton/ha) = CS (t CO2/ha) � 44/12  

44/12� { CO2R¥	/¢£R¥	 

 

ct B-1qB-2 ËQÌ�q�Vs�ÍÎ6Ï�7QÐSV��a\5�*�
 CO2Ê�	ÑÒÓ

V-�
ÍÎ6t+i �7
Ê�	J
ÔÑ#Õ
Ö×6i �7
 CO���	6CO�removals7J

�V-0���Ï�Óg
��*�
�Ø��	� CO�stock/Ï�giWgMV- 

COCOCOCO2222    ������������removalsremovalsremovalsremovals������VÖ×
 CO2�Ù	gqÚÛ��g� 1 �ÜJ
v4wxyÝ½

�
��Ø�Ù	Ë����UV- 

�QÍÛ��QÐSVÞß�¯\5qBiocarbon fund 
 PINA
àá[\;QÌVâã(äå

UV- 

    

C.C.C.C.���� Biocarbon fundBiocarbon fundBiocarbon fundBiocarbon fund���� PINPINPINPIN������������ CO2CO2CO2CO2����	�������	�������	�������	���    
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1C02吸収量の推定」 

別紙資料2 

Step 1: Biocarbon sheetを開く 

Step 2：同上のGrowth data sheetを開く 

同シートの入力箇所1-4 は省略（後で時間があれば） 

5のDe負ult value の枠に、8の枠（コメント欄）に記入してある関連de負ult値を入力す 

る（5には現在仮の値が入っている）。 

参考に掲げると関連値は以下の通り。 

Wood density = 0.43, 

Biomass expansion factor =1.34 

Below above ground = 0.15 以上平塚基志他（2005） 南スマトラの森林修復によるバイ 

オマス増加、 熱帯林業 N .S. 62: 58-64 より計算 

Carbon content: IPCC =0.5, 

C02/C: IPCC = 3.67, 

Step 3：このファイルを一時的に最小化して置く。 

Step 4：演習原表file の収穫予想表シートを開く 

Step 5：アカシアマンギウム収穫予想表の連年生長量（CM）の1-25年の値をcopyする。 

Step 6：演習原表を閉じ、Biocarbon ファイルを再び開く。 

Step 7: 7のEnter your data欄にcopyしたCMを貼り付ける。 

これで、自動的に25年間のC02 (t伍a・y)、 C(t伍a・y). C(t/hりが計算され、 

左下図に、連年のC の連年変化量と積算量が表示される。 

Step 8:次にPlanting planのsheet を開く 

Step 9：植林計画、年次ごとの植林面積をPlanting の欄に入れる。 

たとえば；2006年に100 (ha）を入れると、連年の吸収量や積算の吸収量が計算される。 

次に2007年に100 (ha）をいれると、それが加わった量が計算される。 

以上で、連年の植林木によるC02の連年変化量と積算量がわかる。これらから、その年に該当す 

るベースライン吸収量、GHG 排出量、リーケージを差し引けば、予定人為的純C02吸収量が推 

定できる（下記の式）。その計算例（中国小規模PDD より）を次ページに一部抜粋して載せた。 

tCER及びlCERの計算式 （EB22 Annex15にあり） 

tCER（助＝cp（助－CB（助田E（か～LE(か（LP~B（助－LP~B（助） ～は0からtvまで 

1CER（助＝[CP（助－CP(tl唾）]-[CB（助－CB((tv助］田E(かE LE(か 

[(LpB（助－LpB(tv助）-(L 中(tv)-L中(tv助）] 

ここで 

検証時tvに発行されるtCER及びlCER (t C02) 

Cp(tり ＝検証時tvにおけるC02蓄積量、 CB（日 ＝同左ベースラインC02蓄積量（t C02) 

E（カ ＝プロジェクト活動の年間のGHG排出量（t CO2e).. 

LE(カ ＝リーケージ：境界外での年間の排出GHG (tC02e) 

玩―B(tり ＝リーケージ：Baseline シナリオで推定したtv時の境界内→外へのC02量（t C02) 

LpJ(tv) ＝リーケージ：プロジェクト活動によるtv時の境界内→外へのC02量（t C02) 

tv ＝検証年、 k =2 回の検証間の年数 

【参考】C及びC02の集計例 （小規模AIR CDM プロジェクトのPDD より一部抜粋） 

3 
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Step 1: Biocarbon sheet(<=�  

Step 2: Æt
 Growth data sheet(<= 

� � � Æ[\;
��æç 1�4�èé6êgÍ×Ñ�ëì7 

� � � 5
 Default value
íQq8
í6îïº;j7Qk�BC�Vðñ default'(��U

V65Q�òóô
'Ñ�LCpV7- 

� � � õöQ÷øVJðñ'�cd
ù�- 

� � � Wood density = 0.43,  

Biomass expansion factor =1.34  

Below above ground = 0.15� � ct�úÁû«(2005)� üyx;ý
þ���QÌVv4

wxy�¨q� ²³�µ� N.S. 62: 58-64 Ì�hi 

Carbon content: IPCC =0.5,  

CO2/C: IPCC = 3.67,  

Step 3: �
2345(FÍ�Q��ÙBC�=- 

Step 4: /01$ file
����$[\;(<= 

Step 5: 	
[	xº������$
ñ�o	6CAI7
 1�25�
'( copyUV- 

Step 6: /01$(��qBiocarbon� 2345(�É<=- 

Step 7: �
 Enter your datajQ copyB* CAI(��áSV- 

� � � � �ëgq���Q 25�×
 CO26t/ha}y7qC(t/ha}y)qC(t/ha)Ñhi�ëq 

� � � � �d�Qqñ�
 C
ñ��Ù	J�i	Ñ$��ëV- 

Step 8: �Q Planting plan
 sheet(<= 

Step 9: ��h�q��ÜJ
����( Planting
jQ�ëV- 

� � � � *J�ì�2006�Q 1006ha7(�ëVJqñ�
��	Ý�i
��	Ñhi�ëV- 

� � � � �Q 2007�Q 1006ha7(pëVJqÕëÑ¨�L*	Ñhi�ëV- 

ctgqñ�
��ZQÌV CO2
ñ��Ù	J�i	Ñ��V-�ë���qÕ
�Q��U

V�\yý4º��	qGHG �W	q¸\»\ (ÔB!Sìq���"�# CO2��	Ñ�

�gMV(dk
?)-Õ
hi�6]$�%^ PDDÌ�7(��\ QFu&'BC()*- 

 

tCERtCERtCERtCER�������� lCERlCERlCERlCER�������������������� ����EB22EB22EB22EB22���� Annex15Annex15Annex15Annex15�� ��� ��� ��� �    

tCER(tCER(tCER(tCER(tvtvtvtv)=C)=C)=C)=Cpppp((((tvtvtvtv))))----CCCCBBBB((((tvtvtvtv))))----!!!!E(E(E(E(tttt))))----!!!!LLLLEEEE((((tttt))))----(L(L(L(LP_BP_BP_BP_B((((tvtvtvtv))))----LLLLP_BP_BP_BP_B((((tvtvtvtv))))))))     � *�+�� tvÓg 

lCER(lCER(lCER(lCER(tvtvtvtv)=[C)=[C)=[C)=[Cpppp((((tvtvtvtv))))----CCCCpppp((((tvtvtvtv----kkkk)])])])]----[C[C[C[CBBBB((((tvtvtvtv))))----CCCCBBBB((((((((tvtvtvtv----kkkk)])])])]----!!!!E(E(E(E(tttt))))----!!!!LLLLEEEE((((tttt))))----    

[(L[(L[(L[(Lp_Bp_Bp_Bp_B((((tvtvtvtv))))----LLLLp_Bp_Bp_Bp_B((((tvtvtvtv----kkkk))))))))----(L(L(L(Lp_pp_pp_pp_p(tv)(tv)(tv)(tv)----LLLLp_pp_pp_pp_p((((tvtvtvtv----kkkk))))))))]]]]    

��g 

,-Í tvQ.��ëV tCERÈÉ lCER6t CO27 

Cp(tv)� {,-Í tvQÐSV CO2Ê�	q� CB(tv)� {Æ��\yý4º CO2Ê�	6t CO27 

E(t)� {89 /�;0�
�×
 GHG�W	6t CO2e7q 

LE(t)� {¸\»\ .123g
�×
�W GHG6t CO2e7 

Lp_B(tv)� {¸\»\ .Baseline[4¸wg��B* tvÍ
12�53¤
 CO2	6t CO27 

Lp_p(tv)� {¸\»\ .89 /�;0�QÌV tvÍ
12�53¤
 CO2	6t CO27 

tv� {,-�q� � k� {>6
,-×
�& 

"#$%"#$%"#$%"#$%CCCC�������� CO2CO2CO2CO2�&�'�&�'�&�'�&�'� 6�%^ A/R CDM89 /�;
 PDDÌ�Fu&'7 
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06年度JIFPRO-CDM 研修 

1C02吸収量の推定」 

別紙資料2 

表1 Estimation of baseline net GHG removals by sinks 

Baseline carbon stocks (t C ) Baseline net GHG removals by sinks (t C02/yr) 

Year AGB** BGB** Total AGB BGB Total 

2006 204 50 254 0 0 0 

2007 274 68 342 258 64 322* 

2008 345 85 429 258 64 322 

2036 2315 571 2886 258 64 322 

*: 342-254 = 88. 88 x 44/12 = 322. 

すなわち、蓄積量（stock) から吸収量（removal）へ 及びCからC02への変換 

**: AGB: above-ground biomass, BGB: below-ground biomass (AGBIBGB = 0.248) 

表2 Estimation of actual net GHG removals by sink*a 

Year Carbon stocks (t C ) Actual net removals by sinks (t C02/yr) 

AGB BGB Total ABG BGB Total 

2006*b 204 50 254 -747 -184 -931 

2007 4 1 5 15 2 17 

2008 37 7 43 120 22 142 

2009 147 28 175 403 80 483 

2036 41,339 10,361 51,700 9,904 2,656 12,560 

*a：マイナスは排出源を、プラスが吸収源を意味する。 

*b：表1のbaseline の値。 0年はbaseline のみで、植生は破壊されるので排出となる。 

その他の年のプロジェクトGHG排出量はゼロである。 

表3 プロジェクトの人為的純吸収量の推定 

Year Baseline net Actual net Net anthropogenic 

GHG removals GHG removals Leakage GHG removals 

(t C02e/yr) (t C02e/yr) (t C02e/yr) (t C02e/yr) 

A B C D E =C-B-D (emission=0) 

2006 0 -931 0 -931 

2007 322 17 0 -305 

2008 322 142 0 -180 

2009 322 483 0 162 

2036 322 12,530 0 12,238 

Total 9,660 188,635 0 178,984 

(t C02釦r 30 years)。 途中18年と25年目に間伐あり。 

4 
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$%� Estimation of baseline net GHG removals by sinks 

 � �  Baseline carbon stocks (t C)         Baseline net GHG removals by sinks (t CO2/yr) 

Year    AGB**    BGB**   Total             AGB         BGB          Total 

2006     204       50      254                0             0               0 

2007     274       68      342              258            64            322* 

2008     345       85      429              258            64            322 

---       --          --        --                --             --              -- 

2036    2315      571     2886              258            64            322 

 *: 342-254 = 88.  88 x 44/12 = 322.      

U��7qÊ�	6stock7����	6removal7¤� ÈÉ C�� CO2¤
�   

 **: AGB: above-ground biomass, BGB: below-ground biomass   (AGB/BGB = 0.248) 

 

$>� Estimation of actual net GHG removals by sink*a 

  Year          Carbon stocks (t C)         Actual net removals by sinks (t CO2/yr)  

           AGB     BGB     Total           ABG          BGB          Total    

2006*b     204        50      254            -747         -184            -931 

2007         4         1        5              15            2              17 

2008        37         7       43             120           22            142 

2009       147        28      175             403           80            483 

  ---         --         --        --               --            --              -- 

2036     41,339    10,361   51,700           9,904        2,656         12,560 

*a: x44y��W8(q8ýyÑ��8(9:UV- 

*b: $%
 baseline
'-� 0�� baseline
�gq��;<�ëV
g�WJ�V- 

� � Õ
«
�
89 /�; GHG�W	�=9g�V- 

 

$N� 89 /�;
�"�#��	
�� 

Year� � � Baseline net � � � Actual net                         Net anthropogenic 

          GHG removals     GHG removals   �    Leakage      GHG removals 

(t CO2e/yr)        (t CO2e/yr)      �    (t CO2e/yr)      (t CO2e/yr) 

  A           B                 C                    D         E=C-B-D6emission=07 

 2006         0                -931                   0              -931 

 2007       322                 17                    0             -305 

 2008       322                142                    0             -180 

 2009       322                483                    0              162 

  ---          --                  --                     -                -- 

 2036       322              12,530                   0            12,238 

 Total      9,660            188,635                    0           178,984 

(t CO2 for 30 years)-  >] 18�J 25��Q×?��- 
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気候変動関連交渉及び 
植林CDMに関する動き 

林野庁海外林業協力室・赤堀 

2007年2月 

satoshi_akahori@nm.maff.go.jp 

1.COP12の概要と交渉全体の流れ 

COPI2. COP/MOP2の主な成果 

●2013年以降の枠組について、議定書9条による第1回 
見直しを実施、第2回は2008年のCo刊MOP4。また、 

先進国の約東に関する第2回AWGを開催、今後の作 
業スケジュール 

●適用に関する「ナイロビ作業計画」、技術移転に関する 
専門家グループの延長など、途上国支援について検討。 

●CDMについて、CCS、小規模CDMの上限値拡大、地 
域バランス、植林CDMのガイダンス等について検討、 
途上国のCDM参加支援イニシャチブ「ナイロビ・フレー 
ムワーク」を発表。 

1.COP12の概要と交渉全体の流れ 

2. CDMに関する議論 

2.lCDM 理事会I植林WG 

2. 2 COPIMO P2 

3森林減叶る議論 
I 

COPI2. COP/MOP2の概要 

●11月6日から17日までケニア・ナイロビで開催 

●条約締約国180カ国、国際機関、NG0等のオプ 
ザーバーも含め約6,000名が参加、閣僚会合には 

ア ン ■ 

」

一

 

●我が国からは、若林環境大臣ほか約80名の関係 
者が出席 

●次回COP13、CO刊MOP3は、インドネシアで開 
催予定。 

、、、ご’ 

～全体会合 

~ 

亀巽，窪砕“ 
,ゾ二 ー 

「 ー ―」 
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個別全合～’」ノ二、 -'1-S - 

、 

気候変動に関する将来枠組の検討体制 

車“定書結ー約車期瞭了後の糊については以下の8つの横謝プロセスか 
らなる棚体制が豊． 

I 
畿
が
■
は
「
全
て
の
■
が
◆
加
す
る
実
豊
あ
 

る
枠
組
●
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
8
つ
旦
ノ
ロ
 

セ
ス
を
セ
ッ
ト
で
曹
す
ぺ
．
と
主
彊
 

I 
条約に基づく加セス 

①長網協力対話 
（金ての景軸加■■による長期的嶋力のための行軸に■する対圃 

・塗上■‘繰臺畫合む金ての“曲“■による将奉的な気~●劃曽に
岡する量●・“"

・叫年5月から最大4回のワークショ，井■催 
・軸畢はcOP12. 13に報告 
・●■：神軸，“■島、遣応、敏脅、市場メカニズム等 

雌書に基づくプロセス  [ 
“条．項に基づく繊附 
・●’‘『“没“宣~ 
鵬目．に■する横肘 

・ロop川op 下に“"" 
のを~、~‘見か~ 
鵬 

・曽ー曲血~佳＝曲血■“' 
"'I ！血、上諏馴‘“る 

伽条に基づく雌書の見直し 
・抑●年11月の卿ノMOP2から槍 
’■曲 

・具体的な“、■遮精報等につ 
いてはm年●月までに各■か‘ 
童見縄出 

2. CDMに関する議論 

2.lCDM 理事会I植林WG 

, 

検討スケジュール（見込み） 

蕪】 

2005 2006 2007 2008 200X 

copix 
COPIMOP 

■ C0P14 
cop川0P4 

copユ， 
COPIMOP3 

C0P12 
COPIMOP2 

copユユ 
COPIMOPI 

将
 
来

枠

組

 の

合

童

 

．牽量定書の見直し 

条
約
の
下
の
棒
組
 

~ 
G●〔英■】 

グレンイりルス行．計■ 

■ 

京都議定書ガイドライン作成 

・COP7 (2001年11月）：京都議定書全般 
（植林CDM以外） 

・COP9 (2003年11月）：植林CDM 

・COP10 2004: 11 :/、 CDM 

※ 排出源CDMより数年の遅れはあるものの、 
原則は策定済み、今後は方法論・PDDの策 
定、CDMプロジェクトの承認・実施へ。 

CDMプロジェクトの状況 
I . 三 " 

● 登録されたプロジェクト 
・・・ 492件 

ER 
30.023.984 CER 

● 植林CDM -

・・・承認方法論5件 
登録プロジェクト1件 

《
」
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CDM理事会（EB)、植林WG 

●EB：年に5'6回ほど 

●EBの下に、方法論パネル、植林WG(ARW 
G ）など（EBとEB間に開催） 

※ UNFCCC条約事務局のHPに情報あり、 
アップデートな動きについては、こちらを参照。 

http：ノノcdm.unたcc.inv 

CDMの手続きの流れ 

(1) CDMプロジェクトの計画策定 

(2)方法論の選択 ~ 

~ 

適当な方法論がない場合は 
新方法論の作成・EBの承認 

~ 

③プロジェクト設計書（PDD）の作成 

- 

' U 霊」叫’‘り‘’三‘刊「l I猛こ1'IりI’藍gLf

- 

（の指定運営組織(DOE）によるプロジェクトの有効化審査 

- 

植林CDM方法論 

●これまでに、32の方法論の提出あり 

●承認済み方法論：計5件 
>AR-AM0001 Reforestation on degraded land (中 
国広西自治区、EB22(05年11月）で承認、 
EB24(06年5月）で若干の改訂） 

> '' ''4 III 

throu帥afforestation / reforestation（モルドバ、 
EB24で承認） 

. 

EB、 ARWG(2006i.#7年) 

●EB23(2月） ●ARWG7 (2月） 

●EB24(5月） 

●EB25(7月） 

●EB26(9月） 

●EB27(10月） 

●EB28(12月） 

●EB29(2月） 

●ARWGB(3月） 

●ARWG9 (6月） 

●ARWG1 0(8月) 

●ARWG1 1(12月) 

●ARWG1 2(1月 ) 

CDMの手続きの流れ（続） 
⑧プロジェクトの登録~ 

~ 

I 1 !I！叫屯にリ蛙’ir,

~ 

⑧モニタリング 

~ 

(9) CERの検証・認証 

(1のCERの発行（tCER /ICE田 

- 

(10CERの適用→補填 

植林CDM方法論 

>AR-AM0003 Afforestation and reforestation of 

natural regeneration and control of animal 
grazing （アルバニア、EB24で承認、EB26(06月9 
月）で若干の改訂） 

>AR-AM0004 Reforestation or afforestation of 
land currently under agricultural use（ホンジュラ 

S ' 

>AR-AM000S Afforestation and reforestation 
project activities implemented for industrial 
and/or commercial uses（プラジル、EB28で承 
認） 

-111-
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植林CDM方法論 

●我が国関連案件 
>ARNMO021 Reforestation of Land currently 
agricultural or pastoral use（エクアドル、リコー 
ノCL EB26(06年9月）でB判定） 

>ARNMO028 Afforestation or restoration on 
degraded land for sustainable wood production 
using remote sensing data to measure carbon 
stock changes（マダガスカル王子製紙、EB28で 
B判定） 

→双方とも実施者が改訂の上、ARWG/EBで更に 
審査 

植林CDMプロジェクト 

●登録済み（registra廿on）のものは次の1件、 

AR-AM0001 Reforestation on degraded land 

によるもの 

> Facilitation Reforestation for Guangxi Watershed 
Management in Pearl River Basin（中国広西自 
治区珠江流域管理、本年11月登録） 

ガイダンス 

吐易鱗潟ヂ検討、方法論パネル（排出削滅CDM) 
(EB20）バイオマスの定義他（付属書8) 
EB21 ニ 」－ ’」 、 16 、 ロンェ ーT 「 
（付属 18)、Ex-ant．他 （付属書2の 
(EB22）方法論各要素明確化（付属書15)、土地適格性 
（付属書16) 
(EB23）再生可能バイオマスの定義（付属書18)、 BLシ 

ナリオにおける国内政策・状況（付属書19) 
(EB24)BLシナリオ（付属書19) 
(EB25）方法論提出手続き（付属書24) 

(EB26）土地適格性証明手続きの改訂（付属書18)、施 
肥によるN20の間接的排出（EB26報告書パラ50) 

(EB28）新方法論策定にあたっての技術的ガイドライン 
（付属書19) 

植林CDM方法論 

●小規模CDM 
>COP10(04年12月）で、EBが小規模植林CDM方 
法論を策定することを決定（1"CP .10)。これを受 
け、AFWG5 (05年8-9月）までに方法論を策定、 
EB21（同9月）で合意の上、COP/MOPlで採択 
(FCCC/KP/2005ノ4/addl )。 

)EB26では、地下バイオマス推計式等について改 
訂 (AR-AMS0001ver2) 

)EB28では、BLでのバイオマス推計式や放牧キャ 
パのリーケージ等について改訂（同ye叫） 

植林CDMプロジェクト 
●植林CDMプロジェクトとしての登録（registration) に向け、 

有効化（validation）対応中のもの：計4件 

● ● ’ 'I ー ’ ’ ー ’ 

> Reforestation of severely de.aded landmass in Khamman 
District in Atidhra Pradesh, India under ITC Social Forestry 
Pr可ect（インド・アンドラプラデシュ州） 

＞日．gepelli CDM Reforestation Programme（インド・カルナータ 
カ州） 

(AR-AM0002 Restoration of degraded lands through AR) 

>Moldova Soil Conservation P回ect（モルドパ） 

(AR-AMS0001 ver2 Small-scale AR CDM ) 

> Small-scale Reforestation for Landscape Restoration (中 
雲南省保定市騰沖県） 

EB28の結果（06年12月12 -15日） 

●方法論の審査 
> ARNM0015rev（プラジル）:A-'AR-AMOOOS 

> ARNMO026 （コスタリカ）、ARNMO028 （マダガスカル）:B 
> ARNM0013rev（ペリーズ）、ARNMO030 （コロンビア）:C 

●各種ガイダンス 
＞プロジェクト前排出の取扱い（EB22策定）を、BLシナリオ・ 
パラ22（り（経済的に好ましいシナリオ）にも適用 

＞「マーケツトリーケージ」は植林CDMで取り扱わない 

＞新方法論策定にあたっての技術的ガイドラインの採択（付 
属書19) 

S COP/MOP2での決定（後述） 
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土地適格性ガイダンス 

●第22回理事会（EB22 ,. 05年H月）で策定 
(EB22報告書Annex16)。 

●第26回理事会（EB26,. 06年9月）では、ガ 
イダンスの明確化を図るものとして、その 
改訂に合意（EB26報告書Annexi 8)~ 
＞プロジェクト開始時に森林でなかったことの証明 

＞活動が再植林又は新規植林であることの証明 

＞以上を証明するための情報 

土地適格性ガイダンスの改訂（2) 

1 (b).活動が再植林又は新規植林であるこ 

●再植林：1989年12月31日に1 (a）によりマラケシュ合 
意田森林定義fモより森林ではなかった。 

●新規植林：少なくとも50年間森林ではなく、これを少なく 
とも4回証明すること（例えぱ、プロジェクト開始の10. 
25.40.50年前）。 

S 1990年1月1日以降、その土地の木本植生がホスト国 
の森林定義による森林に達したことは1度もない（脚注： 
IPccのLULUCF・GPGによれぱ、90年以降森林破 
壊（De伽restation）があった土地での吸収量は、再植林 
としては計上されないこととなっている）。 

CDMに関するCOP/MOP2での論点 

●ニ酸化炭素回収・貯留（ccs）プロジェクト 
の取扱い 

●小規模CDM（省ェネ）の上限値拡大 

●CDMプロジェクトの地域バランス 

●植林CDM 

＞土地適格性ガイダンス 

＞小規模植林CDMの上限値 

土地適格性ガイダンスの改訂（1) 

1 (a).プロジェクト開始時に森林でなかった 

ことの証明 

●木本植生がホスト国森林定義の闘値（樹冠率、成 
熟時の樹高、最小面積、最小幅）を下回る。 

●人為介入なしに森林に達する可能性のある幼齢林 
、 、 

●収穫等により、ホスト国の森林施業に矛盾しない期 
間、一時的に蓄積がない状況ではない。 

●環境条件、人為圧力、種子源の欠如により、森林に 
達する天然木本植生の侵入・更新が起こらない。 

土地適格性ガイダンスの改訂（3) 

2. 1(a）及び（b）を証明するための情報 
●地上の参照データにより補足された地上航空写真 

や衛星画像、又は 

●地図又はデジタルデータセットからの土地利用又は 
土地被覆情報、又は 

●地上ベースの調査（土地利用許可、計画や地籍、 
所有登録など地域の登録情報からの土地利用又 
は土地被覆情報）、又は 

●上記が入手・適用不能な場合、参加型農村調査法 
(PRA）による証言文書を作成・提出。 

-113-

5 5

����������������������������������������������������������������������������������������

������������������������ ������������������������//��������������������������������

��������������������������������������������������������������������������������77777777����8��9����8��9����8��9����8��9����8��9����8��9����8��9����8��9

��<=>?@AB�CD<=>?@AB�CD<=>?@AB�CD<=>?@AB�CD<=>?@AB�CD<=>?@AB�CD<=>?@AB�CD<=>?@AB�CD((��E��E��E��E��E��E��E��E))���	
����	
����	
����	
����	
����	
����	
����	
�
*FGH*FGH*FGH*FGH*FGH*FGH*FGH*FGH

��9:;9:;9:;9:;9:;9:;9:;9:;������������������������IJKLM*NOPQRIJKLM*NOPQRIJKLM*NOPQRIJKLM*NOPQRIJKLM*NOPQRIJKLM*NOPQRIJKLM*NOPQRIJKLM*NOPQR

�����������������������������	
�*STUVWX���	
�*STUVWX���	
�*STUVWX���	
�*STUVWX���	
�*STUVWX���	
�*STUVWX���	
�*STUVWX���	
�*STUVWX

������������������������������������������

��½¾¿ÀÁ±²³´µ½¾¿ÀÁ±²³´µ½¾¿ÀÁ±²³´µ½¾¿ÀÁ±²³´µ½¾¿ÀÁ±²³´µ½¾¿ÀÁ±²³´µ½¾¿ÀÁ±²³´µ½¾¿ÀÁ±²³´µ

��89:1�#23�ÂÃÄ89:1�#23�ÂÃÄ89:1�#23�ÂÃÄ89:1�#23�ÂÃÄ89:1�#23�ÂÃÄ89:1�#23�ÂÃÄ89:1�#23�ÂÃÄ89:1�#23�ÂÃÄ

VWXYZ� J#�VWXYZ� J#�VWXYZ� J#�VWXYZ� J#�VWXYZ� J#�VWXYZ� J#�VWXYZ� J#�VWXYZ� J#�

��YYYYYYYYZZZZZZZZZZZZZZZZA[\]A[\]A[\]A[\]A[\]A[\]A[\]A[\]^_`ZZ^_`ZZ^_`ZZ^_`ZZ^_`ZZ^_`ZZ^_`ZZ^_`ZZ))))))))ababababababababccccccccddddddddddddddddeM'fgeM'fgeM'fgeM'fgeM'fgeM'fgeM'fgeM'fg
IIIIIIII_`ZZ_`ZZ_`ZZ_`ZZ_`ZZ_`ZZ_`ZZ_`ZZhijhijhijhijhijhijhijhijkllmndokllmndokllmndokllmndokllmndokllmndokllmndokllmndoMpMpMpMpMpMpMpMp

��YYYYYYYYZZZZZZZZooooooooA[\]IA[\]IA[\]IA[\]IA[\]IA[\]IA[\]IA[\]I_`Zo_`Zo_`Zo_`Zo_`Zo_`Zo_`Zo_`Zo))))))))aoaoaoaoaoaoaoaoccccccccqqqqqqqqeM'r)seM'r)seM'r)seM'r)seM'r)seM'r)seM'r)seM'r)s
tuWX*tuWX*tuWX*tuWX*tuWX*tuWX*tuWX*tuWX*vw>vw>vw>vw>vw>vw>vw>vw>xyz{*|}~)�*xyz{*|}~)�*xyz{*|}~)�*xyz{*|}~)�*xyz{*|}~)�*xyz{*|}~)�*xyz{*|}~)�*xyz{*|}~)�*
��(��I��(��I��(��I��(��I��(��I��(��I��(��I��(��I_`Zo_`Zo_`Zo_`Zo_`Zo_`Zo_`Zo_`Zohijhijhijhijhijhijhijhijkllmnkllmnkllmnkllmnkllmnkllmnkllmnkllmnd�d�d�d�d�d�d�d�MpMpMpMpMpMpMpMp
�� â��ã�ä�åæ4ç@	è�éê»¼#ëìâ��ã�ä�åæ4ç@	è�éê»¼#ëìâ��ã�ä�åæ4ç@	è�éê»¼#ëìâ��ã�ä�åæ4ç@	è�éê»¼#ëìâ��ã�ä�åæ4ç@	è�éê»¼#ëìâ��ã�ä�åæ4ç@	è�éê»¼#ëìâ��ã�ä�åæ4ç@	è�éê»¼#ëìâ��ã�ä�åæ4ç@	è�éê»¼#ëì

��íî-ï²@ð5ñ°²@	òº»¼#ëìíî-ï²@ð5ñ°²@	òº»¼#ëìíî-ï²@ð5ñ°²@	òº»¼#ëìíî-ï²@ð5ñ°²@	òº»¼#ëìíî-ï²@ð5ñ°²@	òº»¼#ëìíî-ï²@ð5ñ°²@	òº»¼#ëìíî-ï²@ð5ñ°²@	òº»¼#ëìíî-ï²@ð5ñ°²@	òº»¼#ëì

��ó§·ëì¹ºê+#ôõó§·ëì¹ºê+#ôõó§·ëì¹ºê+#ôõó§·ëì¹ºê+#ôõó§·ëì¹ºê+#ôõó§·ëì¹ºê+#ôõó§·ëì¹ºê+#ôõó§·ëì¹ºê+#ôõ

:;<=>?@A)B�CD:;<=>?@A)B�CD:;<=>?@A)B�CD:;<=>?@A)B�CD:;<=>?@A)B�CD:;<=>?@A)B�CD:;<=>?@A)B�CD:;<=>?@A)B�CDEFGEFGEFGEFGEFGEFGEFGEFG

������������������������������������������ !"#$%&���������� !"#$%&���������� !"#$%&���������� !"#$%&���������� !"#$%&���������� !"#$%&���������� !"#$%&���������� !"#$%&
'()*+'()*+'()*+'()*+'()*+'()*+'()*+'()*+

��öß²÷-öß²÷-öß²÷-öß²÷-öß²÷-öß²÷-öß²÷-öß²÷-��ä�ç@Rø#ùúgûüý�þ��ä�ç@Rø#ùúgûüý�þ��ä�ç@Rø#ùúgûüý�þ��ä�ç@Rø#ùúgûüý�þ��ä�ç@Rø#ùúgûüý�þ��ä�ç@Rø#ùúgûüý�þ��ä�ç@Rø#ùúgûüý�þ��ä�ç@Rø#ùúgûüý�þ
����æ#ûæ#ûæ#ûæ#û������������¯̄̄̄����������������æ#ûæ#ûæ#ûæ#û������������¯̄̄̄����������������¯̄̄̄��������¯̄̄̄����y·ÊIºSy·ÊIºSy·ÊIºSy·ÊIºSy·ÊIºSy·ÊIºSy·ÊIºSy·ÊIºS

����	
��	
��	
��	
èèèè����4ç@44ç@44ç@44ç@4����¹º¹º¹º¹º��������#òº#òº#òº#òº��������@@@@��	
��	
��	
��	
èèèè����4ç@44ç@44ç@44ç@4����¹º¹º¹º¹º��������#òº#òº#òº#òº��������@@@@
����²@	5èÏS²@	5èÏS²@	5èÏS²@	5èÏS����²@	5èÏS²@	5èÏS²@	5èÏS²@	5èÏS

����������"4"4"4"4��������������������"4"4"4"4��������������ä�#ç@¦��ä�#ç@¦��ä�#ç@¦��ä�#ç@¦����4444������������èÏèÏèÏèÏ������ä�#ç@¦��ä�#ç@¦��ä�#ç@¦��ä�#ç@¦����4444������������èÏèÏèÏèÏ����
��������������������ææææ����4444��������-èÏ-èÏ-èÏ-èÏ� � � � 	5èÏS	5èÏS	5èÏS	5èÏS����ææææ����4444��������-èÏ-èÏ-èÏ-èÏ� � � � 	5èÏS	5èÏS	5èÏS	5èÏS

��AB�AB�AB�AB�!!!!������"#��"#��"#��"#����$$$$¢¢¢¢%%%%####&'&'&'&'4444���������ç@4�ç@4�ç@4�ç@4AB�AB�AB�AB�!!!!������"#��"#��"#��"#����$$$$¢¢¢¢%%%%####&'&'&'&'4444���������ç@4�ç@4�ç@4�ç@4
����¹º¹º¹º¹º()()()()öß²÷#öß²÷#öß²÷#öß²÷#*
*
*
*
ªñ-ªñ-ªñ-ªñ-++++»�èÏS»�èÏS»�èÏS»�èÏS����¹º¹º¹º¹º()()()()öß²÷#öß²÷#öß²÷#öß²÷#*
*
*
*
ªñ-ªñ-ªñ-ªñ-++++»�èÏS»�èÏS»�èÏS»�èÏS

:;<=>?@A)B�CD:;<=>?@A)B�CD:;<=>?@A)B�CD:;<=>?@A)B�CD:;<=>?@A)B�CD:;<=>?@A)B�CD:;<=>?@A)B�CD:;<=>?@A)B�CD(2)(2)

�,���,���,���,���,���,���,���,��-./01!23451!"67'-./01!23451!"67'-./01!23451!"67'-./01!23451!"67'-./01!23451!"67'-./01!23451!"67'-./01!23451!"67'-./01!23451!"67'
()*+()*+()*+()*+()*+()*+()*+()*+

�� Ákl¡Ákl¡Ákl¡Ákl¡Ákl¡Ákl¡Ákl¡Ákl¡�� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� �������������������������ÂÂÂÂÂÂÂÂ����������������Ã�Ã�Ã�Ã�Ã�Ã�Ã�Ã��£Ä¬�£Ä¬�£Ä¬�£Ä¬�£Ä¬�£Ä¬�£Ä¬�£Ä¬��ÀÅi:s<Æ��ÀÅi:s<Æ��ÀÅi:s<Æ��ÀÅi:s<Æ��ÀÅi:s<Æ��ÀÅi:s<Æ��ÀÅi:s<Æ��ÀÅi:s<Æ
Ç�Èl�É��ÀÇ�Èl�É��ÀÇ�Èl�É��ÀÇ�Èl�É��ÀÇ�Èl�É��ÀÇ�Èl�É��ÀÇ�Èl�É��ÀÇ�Èl�É��ÀÈlµ�UÊË(&Èlµ�UÊË(&Èlµ�UÊË(&Èlµ�UÊË(&Èlµ�UÊË(&Èlµ�UÊË(&Èlµ�UÊË(&Èlµ�UÊË(&

�� Ì`kl¡ÍUÎ��Ì`kl¡ÍUÎ��Ì`kl¡ÍUÎ��Ì`kl¡ÍUÎ��Ì`kl¡ÍUÎ��Ì`kl¡ÍUÎ��Ì`kl¡ÍUÎ��Ì`kl¡ÍUÎ��Ï�Ï�Ï�Ï�Ï�Ï�Ï�Ï��ÐÈlµ�UÎ��ÐÈlµ�UÎ��ÐÈlµ�UÎ��ÐÈlµ�UÎ��ÐÈlµ�UÎ��ÐÈlµ�UÎ��ÐÈlµ�UÎ��ÐÈlµ�UÎ�ÑÒ�ÍUÎÑÒ�ÍUÎÑÒ�ÍUÎÑÒ�ÍUÎÑÒ�ÍUÎÑÒ�ÍUÎÑÒ�ÍUÎÑÒ�ÍUÎ
��%�ÓÔ/�Ñ�£ÕÖ×�RE;�|�3Ø������%�ÓÔ/�Ñ�£ÕÖ×�RE;�|�3Ø������%�ÓÔ/�Ñ�£ÕÖ×�RE;�|�3Ø������%�ÓÔ/�Ñ�£ÕÖ×�RE;�|�3Ø������%�ÓÔ/�Ñ�£ÕÖ×�RE;�|�3Ø������%�ÓÔ/�Ñ�£ÕÖ×�RE;�|�3Ø������%�ÓÔ/�Ñ�£ÕÖ×�RE;�|�3Ø������%�ÓÔ/�Ñ�£ÕÖ×�RE;�|�3Ø����
�Ï�%��Ï��Ù¬&�Ï�%��Ï��Ù¬&�Ï�%��Ï��Ù¬&�Ï�%��Ï��Ù¬&�Ï�%��Ï��Ù¬&�Ï�%��Ï��Ù¬&�Ï�%��Ï��Ù¬&�Ï�%��Ï��Ù¬&

�� ������������������������������������������������ÂÂÂÂÂÂÂÂ��������Ã���Ú�Ûf�ÜÝkÞßà9�+Ã���Ú�Ûf�ÜÝkÞßà9�+Ã���Ú�Ûf�ÜÝkÞßà9�+Ã���Ú�Ûf�ÜÝkÞßà9�+Ã���Ú�Ûf�ÜÝkÞßà9�+Ã���Ú�Ûf�ÜÝkÞßà9�+Ã���Ú�Ûf�ÜÝkÞßà9�+Ã���Ú�Ûf�ÜÝkÞßà9�+
�Èl�É���Èl�á�(Ñ���â�U£ãä¡�Èl�É���Èl�á�(Ñ���â�U£ãä¡�Èl�É���Èl�á�(Ñ���â�U£ãä¡�Èl�É���Èl�á�(Ñ���â�U£ãä¡�Èl�É���Èl�á�(Ñ���â�U£ãä¡�Èl�É���Èl�á�(Ñ���â�U£ãä¡�Èl�É���Èl�á�(Ñ���â�U£ãä¡�Èl�É���Èl�á�(Ñ���â�U£ãä¡
å#!!å#!!å#!!å#!!å#!!å#!!å#!!å#!!��������æçæç!èw2#2æçæç!èw2#2æçæç!èw2#2æçæç!èw2#2æçæç!èw2#2æçæç!èw2#2æçæç!èw2#2æçæç!èw2#2��Ò×���Ò×���Ò×���Ò×���Ò×���Ò×���Ò×���Ò×��������������������Èlé���Èlé���Èlé���Èlé���Èlé���Èlé���Èlé���Èlé
ê£ê£ê£ê£ê£ê£ê£ê£��ª������������ª������������ª������������ª������������ª������������ª������������ª������������ª����������¬ß¿Ë(Ûfµ�ëìí��Ákl¬ß¿Ë(Ûfµ�ëìí��Ákl¬ß¿Ë(Ûfµ�ëìí��Ákl¬ß¿Ë(Ûfµ�ëìí��Ákl¬ß¿Ë(Ûfµ�ëìí��Ákl¬ß¿Ë(Ûfµ�ëìí��Ákl¬ß¿Ë(Ûfµ�ëìí��Ákl¬ß¿Ë(Ûfµ�ëìí��Ákl
����GXîÒUÑ��UË��¬&����GXîÒUÑ��UË��¬&����GXîÒUÑ��UË��¬&����GXîÒUÑ��UË��¬&����GXîÒUÑ��UË��¬&����GXîÒUÑ��UË��¬&����GXîÒUÑ��UË��¬&����GXîÒUÑ��UË��¬&

:;<=>?@A)B�CD:;<=>?@A)B�CD:;<=>?@A)B�CD:;<=>?@A)B�CD:;<=>?@A)B�CD:;<=>?@A)B�CD:;<=>?@A)B�CD:;<=>?@A)B�CDEHGEHGEHGEHGEHGEHGEHGEHG

2. 1(a)2. 1(a)8989898989898989(b)(b):*+;7&<)=>:*+;7&<)=>:*+;7&<)=>:*+;7&<)=>:*+;7&<)=>:*+;7&<)=>:*+;7&<)=>:*+;7&<)=>
��É§#.É§#.É§#.É§#.,-,-,-,-''''....4444��/01��/01��/01��/01¿êÉ§¿êÉ§¿êÉ§¿êÉ§2345234523452345É§#.É§#.É§#.É§#.,-,-,-,-''''....4444��/01��/01��/01��/01¿êÉ§¿êÉ§¿êÉ§¿êÉ§2345234523452345
ÒÒÒÒ6789678967896789�ð5�ð5�ð5�ð5ÒÒÒÒ6789678967896789�ð5�ð5�ð5�ð5

��ÉÉÉÉ::::ð5ð5ð5ð5----����....����----''''.;<.;<.;<.;<ä��#ä��#ä��#ä��#====ÉÉÉÉ>?>?>?>?ð5ð5ð5ð5ÉÉÉÉ::::ð5ð5ð5ð5----����....����----''''.;<.;<.;<.;<ä��#ä��#ä��#ä��#====ÉÉÉÉ>?>?>?>?ð5ð5ð5ð5
====ÉÉÉÉ@A@A@A@Aôõ�ôõ�ôõ�ôõ�====ÉÉÉÉ@A@A@A@Aôõ�ôõ�ôõ�ôõ�ð5ð5ð5ð5ð5ð5ð5ð5

��É§É§É§É§BBBB'�#'�#'�#'�#CCCC¬g¬g¬g¬g====ÉÉÉÉ>?D>?D>?D>?D�Ì�Ì�Ì�Ì8888ÒÉÒÉÒÉÒÉEEEE����É§É§É§É§BBBB'�#'�#'�#'�#CCCC¬g¬g¬g¬g====ÉÉÉÉ>?D>?D>?D>?D�Ì�Ì�Ì�Ì8888ÒÉÒÉÒÉÒÉEEEE����
FGFGFGFGàáèàáèàáèàáèHHHHÉÜ#àáôõÉÜ#àáôõÉÜ#àáôõÉÜ#àáôõFGFGFGFGàáèàáèàáèàáèHHHHÉÜ#àáôõÉÜ#àáôõÉÜ#àáôõÉÜ#àáôõ��#��#��#��#====ÉÉÉÉ>?>?>?>?ðððð��#��#��#��#====ÉÉÉÉ>?>?>?>?ðððð
5555====ÉÉÉÉ@A@A@A@Aôõy�ôõy�ôõy�ôõy�5555====ÉÉÉÉ@A@A@A@Aôõy�ôõy�ôõy�ôõy�ð5ð5ð5ð5ð5ð5ð5ð5

��§§§§IIII----
J
J
J
JK?L�K?L�K?L�K?L�èèèèMMMM3�./3�./3�./3�./NOPCNOPCNOPCNOPC¬µ¬µ¬µ¬µ§§§§IIII----
J
J
J
JK?L�K?L�K?L�K?L�èèèèMMMM3�./3�./3�./3�./NOPCNOPCNOPCNOPC¬µ¬µ¬µ¬µ
(PRA)(PRA)4444����ºëºëºëºëQRSQRSQRSQRS····TTTTþþþþUUUU<S<S<S<S4444����ºëºëºëºëQRSQRSQRSQRS····TTTTþþþþUUUU<S<S<S<S

－113－



土地適格性ガイダンスに関する議論 

（コロンビア、プラジル、我が国等） 

●EBが判断を誤る場合もあり、これをCOP/MOPが指摘し改 
善を指示することに何ら問題はない。 

●1990年1月1日以降森林に達したことが1度もないことを要 
件とすることは、マラケシュ合意を逸脱。 

●脚注でのIPCCのLULUCF・ GPGの引用部分は、先進国に 
KP3 --3 与についてで‘,' ' ’」A , り 

(EU、中国） 

●EBの技術的判断をCOP/MOPで覆すことは不適当。 

●1990年1月1日以降森林に達したことが1度もないことを要 
件としなけれぱ、森林破壊（Deforestation）が行われる恐 
れあり。 

COP/MOP2での結論 

●土地適格性ガイダンス 

)EB22のオリジナル版及びEB26の改訂 
版の双方を保留（put on hold)~ 

＞公開での意見聴取（public inpuDを行い、こ 
れを踏まえCDM理事会が再度ガイダンス 
を策定した後、改めて公開での意見聴取を 
実施。 

> EB28では、公開での意見聴取を来年1 
月1日から2月21日までとすることで合意。 

林野庁としての対応 

●CDM植林技術指針調査事業：方法論・PDD 
' n - '‘ ▼ 二 

●CDM植林ベースライン調査事業：炭素吸収 
量などデータ収集 

'"I - こ ▲ こ 三a －二 ‘・目に・:: 」，」」r 
ど通じた人材育成 

→ 国際緑化推進センター（JIFPR0 ）主催、 
国内研修及び国際フオーラム（来年2月） 

小規模植林CDMの上限値に関する議論 

●copg（平成15年）で、小規模植林CDM 
の上限値を8キ口Co水,ノ年に決定。copi 
0（平成16年）で、小規模植林CDMの簡 
素化ルールを決定。 

●COP/MOP2では、コロンビア、ボリビア 
が、小規模植林CDMの上限値について 
再検討すぺきであると主張。ブラジルは、 
本件はcopによる決定であり、再検討に 
は消極的であることを示唆。 

COP/MOP2での結論 

●小規模植林CDMの上限値 

＞来年2月23日までに各国等は意見を提出、 
これに基づき次回のSBSTA26で検討。 

> EB28では、このCOP/MOP決定をテー 
クノート。 

●CDMに関するCOP/MOP2決議は以下の 
通り、パラ25' 27が植林CDMに関する部 
分。 

http://unfcccintlfiles/meetings/copj2/application/pdf/cmpj.pdf 

EBなどの情報 

●UNFCCC条約事務局 : EB.. ARWG 等の動き、決定文書、他 

http：ノノcdm.unfccc.intノ

●＝ よ 

httpノ/wwwjinva.maff.gojp/seisaku/cdm/top.htm

●海外産業植林センター：方法論、ツールなどの翻訳版 

htw1ノiwwjopp.orjp/CDMガndex加

●京都メカニズム情報プラットフォーム（海外環境協カセンター） 

httpノ/www.kvomecha.org/index.html 

●地球環境センター 

httpノ/gecjp/jptindex.html
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植林CDM 口ードマップ（林野庁HP) 今後の動き 

EB・ARWGでの論点 

＞不確実性の取扱い 

~悲‘器響品’'"""" ．腔立折章隣A ,'‘年“究所 

ロードマップ（道藁内解説書｝ 

新規植林I再植林クリーン開発メカニズム 
“中’，:Re‘ロreslati On 亡”西nロ“■I凸”lentMnotmnm・ 

いJR COM 〕 
> QA/QC 

＞他 

‘．~ ■■■■”■中－'－~．“ 

第1.0康 
m 年” 

→●‘'”『“,'．”し‘い”L 

方法論・PDDの承認、CDM事業の有効化・ 
登録の過程を通じてのみ知り得る要素あり。 ' ''-，叫 m

'"＝て．,.,■■’．"(4 " － 」 L --"--"1 ，、 
,， ~■， “．■~＝コい（■,，● －,2L '' ‘■しh .”．~””~．で．-．‘・ 

'-．■■”」“」．““』由り‘I,m と－'L－■．,－■「 ‘‘~，.."“．~.■．~．... 
凸‘い一‘ー ーーユ At "'.,,"'"L 'm 阜、 

経験の共有の重要性 

g嘱癌l酢翠’目津国乗網i ; 

これまでの議論の動き 
●COP1 1（昨年11-12月）において、PNG・コスタリカ 

が、森林滅少抑制に関するインセンティブの仕組みの 
SBSTA27 ' 

検討結果取りまとめ、SBSTA25 （本年11月）前の 
ワークショップ開催に合意。 

●SBSTA24 （本年5月）では、ワークショップのアジェン 
について’.’、g 、’:’・＝ら：’一f及 にfら‘ の 

両面について意見交換することで合意。 

●第1回ワークショップ（本年8月）では、森林滅少抑制に 
関する科学的・技術的事項及び政策措置について意見 

交換。PNG・コスタリカが、インセンティブの仕組みの創 
設を提案。 

背 早－ 
泉 

●森林減少による排出量は化石燃料の排出量に匹敵 
＞全世界の排出量の20-25%.我が国排出総量の約5倍、米国 

の総緋出量に匹敵 
● ” の▼ ＝ -I 

途上国に集中 

I
I 820万ha 2000~2005 ; ］「い 

森桝少による年平均排 
出量（1989-1995）と化石 
雌料（1990-1999）との比 
較（阜位：百万トン-C02) 

'" 

“．にと」K ':L 一S．●”“~‘"Eh ●「．, 

PNG・コスタリ力提案 

●主旨 
熱帯林からの排出削 

潦鑿7 
●コンセプト 

歴史的な経緯から予 
測される 出 と実績 
の旨,-
カウント 

■主，り軽柳より，，さ車l嚇出量 

一ー／ー1
-.4 

Iプ右” 

\ ri紗 
“が任量に 

量毘Lた且■ 

ブコザラム喜00軸 
UI;よる”” 

出量 

r 

-115-

7 7

��������������������������������������������������	
�������	
�������	
�������	
�������	
�������	
�������	
�������	
����������������������������� ef�g=ef�g=ef�g=ef�g=ef�g=ef�g=ef�g=ef�g=

^_
lmjkº�Q^_
lmjkº�Q^_
lmjkº�Q^_
lmjkº�Q����^_
lmjkº�Q^_
lmjkº�Q^_
lmjkº�Q^_
lmjkº�Q����

�� ��������ZÁ�ÔZÁ�ÔZÁ�ÔZÁ�Ô����������������ZÁ�ÔZÁ�ÔZÁ�ÔZÁ�Ô��������

�� ����llll����llll������������####����####

��         

OPQ
%22�XYG#23x��OPQ
%22�XYG#23x��OPQ
%22�XYG#23x��OPQ
%22�XYG#23x��!"�!"�!"�!"�



OPQ
%22�XYG#23x��OPQ
%22�XYG#23x��OPQ
%22�XYG#23x��OPQ
%22�XYG#23x��!"�!"�!"�!"�




������������#$#$#$#$�ï�ï�ï�ï������L��L��L��L%%%%@@@@&&&&����''''þE@]þE@]þE@]þE@]������������#$#$#$#$�ï�ï�ï�ï������L��L��L��L%%%%@@@@&&&&����''''þE@]þE@]þE@]þE@]
()()()()����*!*!*!*!����+'+'+'+'ÁÁÁÁ()()()()����*!*!*!*!����+'+'+'+'ÁÁÁÁ

 �!�"#������ �!�"#������ �!�"#������ �!�"#������ �!�"#������ �!�"#������ �!�"#������ �!�"#������

hihihihihihihihi

�� éÊéÊéÊéÊNONONONO*+,��*+,��*+,��*+,��PPPPÈ/È/È/È/QRSQRSQRSQRS������������PPPP****TUTUTUTUéÊéÊéÊéÊNONONONO*+,��*+,��*+,��*+,��PPPPÈ/È/È/È/QRSQRSQRSQRS������������PPPP****TUTUTUTU
�� KLMNOPQNKLMNOPQNKLMNOPQNKLMNOPQNKLMNOPQNKLMNOPQNKLMNOPQNKLMNOPQNIRIRIRIRIRIRIRIR77777777ISTISTISTISTISTISTISTISTUVW:OPXQNYZ[U\:UVW:OPXQNYZ[U\:UVW:OPXQNYZ[U\:UVW:OPXQNYZ[U\:UVW:OPXQNYZ[U\:UVW:OPXQNYZ[U\:UVW:OPXQNYZ[U\:UVW:OPXQNYZ[U\:

NXOPQ]^_NXOPQ]^_NXOPQ]^_NXOPQ]^_NXOPQ]^_NXOPQ]^_NXOPQ]^_NXOPQ]^_

�� VWVWVWVW�éÊ�éÊ�éÊ�éÊNONONONOÈä�h^_Èä�h^_Èä�h^_Èä�h^_XY�XY�XY�XY��^___�^___�^___�^___ZZZZ^__|ä^__|ä^__|ä^__|ä[\[\[\[\�n�n�n�nVWVWVWVW�éÊ�éÊ�éÊ�éÊNONONONOÈä�h^_Èä�h^_Èä�h^_Èä�h^_XY�XY�XY�XY��^___�^___�^___�^___ZZZZ^__|ä^__|ä^__|ä^__|ä[\[\[\[\�n�n�n�n
]^]^]^]^5*5*5*5*_`_`_`_`]^]^]^]^5*5*5*5*_`_`_`_`

tuvw
��5xyztuvw
��5xyztuvw
��5xyztuvw
��5xyztuvw
��5xyztuvw
��5xyztuvw
��5xyztuvw
��5xyz
s{�s{�s{�s{�s{�s{�s{�s{�19891989--19951995�|}~�|}~�|}~�|}~�|}~�|}~�|}~�|}~

������������������������19901990--19991999�|���|���|���|���|���|���|���|��

����R��������R��������R��������R��������R��������R��������R��������R����--CO2CO2��������

j?kl��D�g=j?kl��D�g=j?kl��D�g=j?kl��D�g=j?kl��D�g=j?kl��D�g=j?kl��D�g=j?kl��D�g=

�� !"#��£ï���ð��Â¬�ñ��#ò2wó9ôõö!"#��£ï���ð��Â¬�ñ��#ò2wó9ôõö!"#��£ï���ð��Â¬�ñ��#ò2wó9ôõö!"#��£ï���ð��Â¬�ñ��#ò2wó9ôõö!"#��£ï���ð��Â¬�ñ��#ò2wó9ôõö!"#��£ï���ð��Â¬�ñ��#ò2wó9ôõö!"#��£ï���ð��Â¬�ñ��#ò2wó9ôõö!"#��£ï���ð��Â¬�ñ��#ò2wó9ôõö

ß�Èl½Í÷ø�./�Djùjúûv�ü
ý�ß�Èl½Í÷ø�./�Djùjúûv�ü
ý�ß�Èl½Í÷ø�./�Djùjúûv�ü
ý�ß�Èl½Í÷ø�./�Djùjúûv�ü
ý�ß�Èl½Í÷ø�./�Djùjúûv�ü
ý�ß�Èl½Í÷ø�./�Djùjúûv�ü
ý�ß�Èl½Í÷ø�./�Djùjúûv�ü
ý�ß�Èl½Í÷ø�./�Djùjúûv�ü
ý�

þþþþ����������������&�·�&�·�&�·�&�·����������^´^�^´^�^´^�^´^����0�0�0�0�����££££��������				¬'µ�¬'µ�¬'µ�¬'µ�þþþþ����������������&�·�&�·�&�·�&�·����������^´^�^´^�^´^�^´^����0�0�0�0�����££££��������				¬'µ�¬'µ�¬'µ�¬'µ�

[\[\[\[\��
��
��
��
À'�À'�À'�À'������^´^�^´^�^´^�^´^����0�Ï£Ý���Â¬Ù�0�Ï£Ý���Â¬Ù�0�Ï£Ý���Â¬Ù�0�Ï£Ý���Â¬Ù�[\[\[\[\��
��
��
��
À'�À'�À'�À'������^´^�^´^�^´^�^´^����0�Ï£Ý���Â¬Ù�0�Ï£Ý���Â¬Ù�0�Ï£Ý���Â¬Ù�0�Ï£Ý���Â¬Ù�

{=|s{=|s{=|s{=|s����R34�ÆÇ&R34�ÆÇ&R34�ÆÇ&R34�ÆÇ&{=|s{=|s{=|s{=|s����R34�ÆÇ&R34�ÆÇ&R34�ÆÇ&R34�ÆÇ&

�� ^´^^´^^´^^´^����0�%£Ý�ÏÂ¬µ��{=|s0�%£Ý�ÏÂ¬µ��{=|s0�%£Ý�ÏÂ¬µ��{=|s0�%£Ý�ÏÂ¬µ��{=|s����R�R�R�R�����;�j;�j;�j;�j^´^^´^^´^^´^����0�%£Ý�ÏÂ¬µ��{=|s0�%£Ý�ÏÂ¬µ��{=|s0�%£Ý�ÏÂ¬µ��{=|s0�%£Ý�ÏÂ¬µ��{=|s����R�R�R�R�����;�j;�j;�j;�j

n����·�n����·�n����·�n����·�������������wJKwJKwJKwJK����������������������������������������n����·�n����·�n����·�n����·�������������wJKwJKwJKwJK����������������������������������������

�����������Ç����Ç����Ç����Ç���������/�Ñ�µÆÇ&/�Ñ�µÆÇ&/�Ñ�µÆÇ&/�Ñ�µÆÇ&�����������Ç����Ç����Ç����Ç���������/�Ñ�µÆÇ&/�Ñ�µÆÇ&/�Ñ�µÆÇ&/�Ñ�µÆÇ&

�� ���{=|s���{=|s���{=|s���{=|s����R£Ý� Â¬µ��Èl½Í÷ø�R£Ý� Â¬µ��Èl½Í÷ø�R£Ý� Â¬µ��Èl½Í÷ø�R£Ý� Â¬µ��Èl½Í÷ø����{=|s���{=|s���{=|s���{=|s����R£Ý� Â¬µ��Èl½Í÷ø�R£Ý� Â¬µ��Èl½Í÷ø�R£Ý� Â¬µ��Èl½Í÷ø�R£Ý� Â¬µ��Èl½Í÷ø�

./�./�./�./�������������wJKwJKwJKwJK���������������������������������������Ç����Ç����Ç����Ç�./�./�./�./�������������wJKwJKwJKwJK���������������������������������������Ç����Ç����Ç����Ç�

��������&#ò2wó9ôõöß�Djùjúûv�ü
ý�þ&#ò2wó9ôõöß�Djùjúûv�ü
ý�þ&#ò2wó9ôõöß�Djùjúûv�ü
ý�þ&#ò2wó9ôõöß�Djùjúûv�ü
ý�þ��������&#ò2wó9ôõöß�Djùjúûv�ü
ý�þ&#ò2wó9ôõöß�Djùjúûv�ü
ý�þ&#ò2wó9ôõöß�Djùjúûv�ü
ý�þ&#ò2wó9ôõöß�Djùjúûv�ü
ý�þ

����������������&&&&����������������&&&&

mnomnomnomnomnomnomnomnopq�rstuvpq�rstuvpq�rstuvpq�rstuvpq�rstuvpq�rstuvpq�rstuvpq�rstuv

���,�,�,�,�,�,�,�,
XYXYXYXY@��#@��#@��#@��#ZZZZ<<<<[[[[XYXYXYXY@��#@��#@��#@��#ZZZZ<<<<[[[[
\]\]\]\]####^_^_^_^_4444`�`�`�`���������\]\]\]\]####^_^_^_^_4444`�`�`�`���������
aaaa����<<<<ä#ä#ä#ä#bcbcbcbcèèèèHHHH����aaaa����<<<<ä#ä#ä#ä#bcbcbcbcèèèèHHHH����
6666;;;;6666dededede%·%·%·%·cfcfcfcfºººº6666;;;;6666dededede%·%·%·%·cfcfcfcfºººº
g_hg_hg_hg_h#¸R-#¸R-#¸R-#¸R-ijijijijg_hg_hg_hg_h#¸R-#¸R-#¸R-#¸R-ijijijij

��----´́́́����RWRWRWRW----´́́́����RWRWRWRW
kl�kl�kl�kl�èèèèmnmnmnmn��Q��Q��Q��Qkl�kl�kl�kl�èèèèmnmnmnmn��Q��Q��Q��Q
o1o1o1o1¿º¿º¿º¿ºZZZZ<<<<pppp¼¥¼¥¼¥¼¥qqqqo1o1o1o1¿º¿º¿º¿ºZZZZ<<<<pppp¼¥¼¥¼¥¼¥qqqq
####ZZZZ<<<<pppp····rs�rs�rs�rs�Ð�Ð�Ð�Ð�####ZZZZ<<<<pppp····rs�rs�rs�rs�Ð�Ð�Ð�Ð�
����tttt6ä6ä6ä6ä����tttt6ä6ä6ä6ä

－115－



PNG・コスタリカ提案における技術的対応 

以下を利点として主張 

●追加性 
、‘ョ レヘル‘ り ＝ =I 
確保 

●リーケージ 
＞国レベルで森林減少を取り扱うことにより防止 

●モニタリング 
＞リモセンにより正確かつ低コストにモニタリング 

‘ り ’ - て二 ‘ ヘースフ ン ~ 

各国の動向 

●非附属書I国 

> PNG、コスタ・リカ等 

市場メカニズムの優位性を強く主張し、支持国を拡 

＞ブラジル 
市場メカニズムに反対し、基金方式を提案 

＞中央アフリカ共和国 
PNG提案を支持しつつも、持続可能な管理下にあ 
る森林面積を基準とする基金方式を提案。コンゴ 
流域6カ国が支持。 

PNG・コスタリカ提案における課題 

●リーケージ 
＞エネルギー転換、農業活動等など他分野へのリーケージ 

＞近隣国への伐採地の移動など国境を越えたリーケージ 

●「不遵守」 
ヘースフ ンこ」－ よい－ 白 T ツ‘ 」 ・ ， てい 
が、「削滅目根」としない場合のデビット抑制へのインセンティプ 
の可能性 

●モニタリング 
＞国土の大きい国でコスト増大 
＞安価な低解像度画像での森林劣化の把握不可能 
＞更新を伴う伐採と土地利用変化を伴う伐採との区分 

●持続可能な森林経営の促進との整合性 
＞林業サイクルの中で行われる伐採の評価 

各国の動向 

●附属書I国 

禁諮総潔離製離甥鶏磁紘鳥 
用可能性等について十分な検討が必要。 

＞米：新たなメカニズムの導入に消極的。GEE等既 
存の枠組の活用も視野に入れるぺき。 

＞巨リ：実効性，公平性四観点から基術的・方法論 
的！F士ゴ窒種討か必異；。．琢電旦嚇題F：ついtE 
旦基同舛男哩之含二歪分竹に看手。バイロツトフ 
ロシェクトの失施t検酎甲． 

PNG・コスタリカ提案における課題 

●森林劣化の取扱い 
＞森林面積の滅少を伴わない森林劣化も炭素排出の原因 

.3条3項の森林滅少（付属書I国） 
>3条3項では伐採分を排出量として計上、PNG・コスタリカ提案 
でI ;；しよAつこA 二“-I － して 

●植林CDMとの整合性 
＞植林CDMでは、追加性の証明、リーケージの防止、非永続性 

に対する補填等の要件あり 

●追加性 
＞人為努力の効果と自然影響の効果の分離 
＞森林が吸収源に転じた場合のペースラインの設定 
＞農産物価格や天候等による年変動の取扱い 
＞既存の国内政策措置の評価 

森林減少に関するSBSTA25での結論 

●第2回wsのスコープ 
＞政策措置及びその実施に必要な技術的・方法論的事項 

に焦点を絞りつつ、第2回wsの検討事項全般について 
引き続き議論 

. 
>PNG提案等の政策措置に関する意見を提出 

●非附属書I国の追加データ提出 
＞森林減少の現状、トレンド等に関する最新の追加データ 
を提出 

●SBSTA26以降の検討プロセス 
> SBSTA26で2 回 の ワークショップの報告、COP13への勧 
告の取りまとめに着手 

>SBSTA26後の作業についてはSBSTA26で検討 
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検討スケジュール 

年 月 内容 

2006 11 SBSTA25 

2007 2
 
3
 
5
 

12 

各墅意見・デ一タ提出 

第2回 WS 

SBSTA26 

i この間のws闘催等にっいてはSBSTA2Gで検討三

SBSTA27 (C0P13に報告） 

~ 

ご静聴ありがと乞こさ』いました。 
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平成18年度CDM植林人材育成－（財》国際緑化推進センター 

＆プロジェクト形成事例研究（企業によるPDDの検討事例》 

王子製紙（株）のマダガスカルにおける 

報告内容； 

I .これまでの経緯 
,－り、白 “ ' 

一昇一 ' . , り
ソ
 

一 

「
一
 

' ど」 

乱 最フ‘ハ ロヅ」 
り」期待される国益 
7 」 -P 施に同けた口ードマッブ 

h日mguchi@jロpp.0r.jp 

《
 

、、 

－申請された新 

20 r 

」ノノーレ」 

j LT論 

4FJノ＝ 

土団I 

ARNMO028 

7 日 

一目 ン
 

．
”
」
 

［

一

 

－ ・
 

－辱－一” 

h日「日guchi@jopp-0「jp 

これまでの経緯 

◆2000年～2003年10haの小規模な試験植林 

・不良苗，植栽初期の枯死，生育不良→技術的バI 

・火災による消失 →慣習的バリー 

・サイクロンによる被害 →気象リスク 

・土地立木の権利や制度設計？ →制度的リスク 

・2002年の政治的混乱 →カントリーリスク 

→通常の産業植林は困難 

◆2005年，AIR CDMプロジェクトとして再トライ！ 
・2006年3月，100haのパイロツト植林完成 
・2006年6月，新方法論を申請. 
・2006年12月，B判定（再提出） 
・2007年3月、方法論を修正中 
CDM adviserとして、参加。 

h日「日guchi@jopp-0「jp 

土地の ・地元民への聞き取り 
適整性~・1989年，2005年撮影の衛星画像 

・1945年撮影の航空写真 

・非森林の継続している地域の抽出 
・地元民の合意を得た土地15,000h・ 

ー－ AIRCDM活珂ま．少なくとも再植林と定義 

ザ.1 

~j 

マダガスカルの一般概況 
（国土面積：約587千km2，人口：1,640万人） 

国民総所得： 

290$I人 

・経済成長率 

9.6% 

・森林減少 

67千hal年 
(1990-2000年) 
森林：12百万ha 

・過度な伐採， 
焼畑，政府 
の資金不足 

-'P.j 't A・・ 

》」喜一女」」 

I 
n日mgucnr四Jロpp.0r.Jp 

r 

マダガスカルの森林の定義 
・最医樹冠率： 30% 
」最医面漬： I .Oha 
・最低樹高 5.Om 

‘●’ 

憲
 

－一 

・て 

J 

一
「
、
 

一
 

，「 

「（ 

」
《
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一

 

之
「
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マダガスカル：天然林伐採～草地化までの経緯‘私見， 

［天然林ノ生物多様性 所有権は？ 

ニ’"""“・・・・・・・、 
~」ii．』1手志希肩I玉．毒『‘‘酬IF喜． 

、.

."""”ー“．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・’'''"' 

〔無計画な伐採撃讐杜讐 〕 

/m 癌i血鳥月署IFJ端”’“→ 
伐採跡地は 

放棄！! 

- 

極度の短伐期と伐採 
跡地への火入れ 

.L 

ー野火ノ失火 

乾期ノ雨期 

米作！焼畑の自給自足 
.."”・・・・・・・・・・””' 

食料不足 

焼畑 

地カノ生物多様性 
の低下 

、 

h日「日guchi@jopp-0「jp 

土地の生産性 

が低い 

~ーー 

ここ棄j1I些’イ ’、 

吸収源CDM

－事業目的：製紙原料＆ICER

・事業期間：2006
・場所： 
・植林面積：草地を対象に，計15
・植栽樹種：Eucalyptus
・伐採，チップ生産：2016
・事業資金： プ口ジエクト約l8mil

プ口ジエクトの概要 

Toamasina
年～2035

, 
年，開始予定 

の獲得 

年（30年） 
州 Brickavil地区周辺 

,000ha植林 
Acacia 

$/自己資金 

.

1

1

1

 

（チップ加エ，船積み設備資金は，別途調達） 
.US

\ 2006 2007 I 2008 2009 2015 2016 2017 

植林（ha) 100 0 1 0 - 2,100 2,100 2,200 2,200 

伐採（ha) 2,200 2,200 

残存（ha) 100 100 100 2,200 15,000 15,000 15,000 

UI 

想定されるA/R CDM 活動： 

Pro'ect bounda 

Baseline

一 II.' 

AIR CDM活動 

蔽痴什 
egraded I. d 

c

為，tainab漕 
I Forest 

嚇nagmen 
% 'I LI1J 

I 
ノ 

地元民の土地利用I生活環境 
～電気・水道もなく，水田を中心とした自給自足，識宇率3人I村 

和・と 

ジ
山
 

.
 

鷲 ,f議誉 
ニジ竜と“ 

審
 

, 
1

・

，

,

 ？
中
 

地域住民Iホスト国のSustainabilityへの 

貢献 

◆Communitv forestの支援形成（CERの対象外）

・地元民が自らが植林し，森林を管理、保有する.

・火災の抑制，環境保全意識の改善，

・木材収入，計画的な土地利用等を期待.

◆技術移転．」．材育成他 

・防火組織，防火技術の構築

・育苗，植林，森林管理等の技術者養成

・周辺地域への技術の伝播，国の森林政策の推進.

10 h日mguchi@jロpp.0r.jp 

ARNMO02B: 
A加re 加tlon or●●加r 加tlon on degradedhnd 加『 
●u●talnable wood productIon u.lng remote 
.en.lng data to me●●ure carbon stock change 

, 

主な適用条件（AR・AM000l の修正） 

・木質原料生産のために、伐採再植林を前提とした荒廃地に 
おけるNR CDM活動 

・サンプルプロツトの選定にリモートセンシングデーターを用い、
バイオマスの推定を行う（リモートセンシングデータによるバイ 
オマスの推定は、経済的に精度的に疑わしいとの指摘）. 

・土地利用に関する住民の合意を得る. 
・環境に配慮した作業のモニタリング（除草剤，林地残渣他） 

・火入れ地拵えは、実施可能. 

・その他，条件はAR-AM000lと同 じ（地元民の土地利用はバ 
ウンダリー外へ移転しない，他・・・・） 

h日mguchi@jロpp.0r.jp 12 

Leakage 二
 

一
 

▲通 
S B Woodchip Mill Logging Harvest 

h日「日guchi@jopp-0「jp 
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t/l CER

Baseline

���� A/R CDM!":

Sustainable 

Forest 

Management

�

�

�

���� �

Project boundary

Degraded land A/R CDM§¨

Leakage�

Shipping Woodchip Mill Logging Harvest
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�� �I�y����I�y���ARAR--AM0001AM0001&���&���

6©ª«���¬"`stL��X®^IJ¬¯°4"6©ª«���¬"`stL��X®^IJ¬¯°4"
±²$±²$A/R CDMA/R CDM§¨§¨

)-F³F,PD�´]"�µED¶-·-¸¹EºEX»¼`)-F³F,PD�´]"�µED¶-·-¸¹EºEX»¼`
�*½¾2�¿]XÀÁ�*½¾2�¿]XÀÁ((�µED¶-·-¸¹Eº"#$�*�µED¶-·-¸¹Eº"#$�*
½¾2�¿]¡`ij�"Â;�"ÃÄJ¼I�ÅÆ½¾2�¿]¡`ij�"Â;�"ÃÄJ¼I�ÅÆ).).

348»"ÇÈ$Ée�ÊËXh$348»"ÇÈ$Ée�ÊËXh$..

ÌÍ"ÎÏJ¬���µÐº�-¸ÌÍ"ÎÏJ¬���µÐº�-¸((Ñ}Ò��4ÓÔÕ¦Ñ}Ò��4ÓÔÕ¦

 Ö×4ØÙ¡`ÚÛÜÝ Ö×4ØÙ¡`ÚÛÜÝ..

Þ�Õ�ßà¡Þ�Õ�ßà¡ARAR--AM0001AM0001Iáâ�4ãe�348»¡�Iáâ�4ãe�348»¡�
ä-å�EæçèéJ�¼�Õ¦ä-å�EæçèéJ�¼�Õ¦

ARNM0028:ARNM0028:ARNM0028:ARNM0028:ARNM0028:ARNM0028:ARNM0028:ARNM0028:

Afforestation or reforstation on degraded land for Afforestation or reforstation on degraded land for Afforestation or reforstation on degraded land for Afforestation or reforstation on degraded land for Afforestation or reforstation on degraded land for Afforestation or reforstation on degraded land for Afforestation or reforstation on degraded land for Afforestation or reforstation on degraded land for 

sustainable wood production using remote sustainable wood production using remote sustainable wood production using remote sustainable wood production using remote sustainable wood production using remote sustainable wood production using remote sustainable wood production using remote sustainable wood production using remote 

sensing data to sensing data to sensing data to sensing data to sensing data to sensing data to sensing data to sensing data to measure carbon stock changemeasure carbon stock changemeasure carbon stock changemeasure carbon stock changemeasure carbon stock changemeasure carbon stock changemeasure carbon stock changemeasure carbon stock change
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The actual net GHG removals 
by sinks －現実純吸収量－ 

Carbon-pools
地上部バイオマスによるC02吸収 

, , ' 

口 

GHG emissions by s 
・化石燃料の使用によるC02排－ 
・Biomass-lossに よるC02排出 

ilL 

火入れによるN20とCH4の排出 

窒素固定種植栽によるN20の排出 

施肥によるN20の排出 

h日「日guchi@jopp-0「jp J 

Tb. .x ante n●t anthropog.nic by sinks 

－純人為的吸収量－一 （公開済みのPDD案より） 

Li 
I~ 

→―]n~■．h,GIIG~mi“加“ 

→―血‘dimm'GHG mm 叫司●.bymk' 

→―N●1■nIh興昭●mcGilG mm 叫.l.by“●k' 

～→→→→→→→→→→ 

’α■ 2叫 2.I. 2.I2 2.I4 2.I. 2.Ia 'mn … … ’m' 'n’血 ’mn "" 'm' 

Ye．了■ 

h日「日guch-＠」opp-0「」p 

Additionality test: Barrier analysis 

・Alternative scenario 

a．政府、若しくは住民 
による植林活動 

・Investment barrier 

（資金不足、市場の有無他J 

'Technology barriers 

（植林技術、火災対策他〕 

b．通常の産業植林 Institutional barrier 

（土地、立木等権利、制度設計他〕 

C・天然更新による森林再生工.Environmental conditions 
d

・ 

現状の植生のまま「一 一 
,力？低下、貧相な種資源個 

－ ー．一一ー＝“ 一’ I'asenne scenario 
じ・四“""'j 白馴I「一一 ．、－ - . - －』 － - - - - -. 

―■ rroieci scenario 

」■－ h日「日guchi@jopp-0「jp 

The baseline net GHG removals 

elプ ~ 
－ 脱斐ann具 ．」 －ー 一下警は修正方針 
l !’讐「ubS のノγ丁マス重I書m！でり。‘ 

. ,= il l . :I I l ． 」 -． 」 II -'I, I 'lh ー I 

・ Baselineは、増加しない。Baseline="O" 

Leakage
化石燃料の使用によるC02排出 
道路、苗畑開設によるバイオマスロスからのC02排出 

・ チップ加工、チップ輸送、船積みは、リーケージに含ま
ない。 

h,r,sochinjロpp.0r.jp 14 

'Additionali 句 test : 
Investment analysis 

－ご竺ニ：==-

p―通誤芦 柔：「＝ 
収入 立木販売 

ICER 販売＊ 

---

支出 植林費、管理費他. 

補填用CER * 
CDMモニタリング費 

小 計 

収支 

採算性IRR= 
*ICER及 CERは、10.00 ＄ノtc02で計算. 

h,r,sochinjロpp.0r.jp 

通常の産業 
植林 

68,825 
0 

51,830 
0 
0 

51,830 

16,995 

5.06% 

A /R CDM 

プロジェクト 

68,825 
14,236 

-. - 

51,830 
14,236 
1,509 

67,575 

15,486 

10.00% 

16 

Potential project boundary 

P1P.l PaflMFOn ■ l日RICKAVILLE 

切「’胆叫I、“d‘ユミ］' 

、噴 
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CarbonCarbon--poolspools
�� 4êë�*½¾2"#$4êë�*½¾2"#$CO2CO2ìíìí

�� 4îë�*½¾24îë�*½¾2CO2CO2ìíìí

GHG emissions by sourcesGHG emissions by sources
� ���U&�y��<CO� ?

� Biomass-loss��<CO2 ?

� iv¡��<N2OKCH4& ?

� ¢£¤N¥�¦��<N2O& ?
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The actual net GHG removals The actual net GHG removals 
by sinksby sinks --ïÚðìíñïÚðìíñ--
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The baseline net GHG removals The baseline net GHG removals 
by sinks, and Leakageby sinks, and Leakage
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Additionality test: Investment analysisAdditionality test: Investment analysis

(Units: ,000US$)

* lCER[\CERN]10.00 $/tCO
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Additionality test : Barrier analysisAdditionality test : Barrier analysis

�� Alternative scenarioAlternative scenario

a.a. *+�,�	-.*+�,�	-.*+�,�	-.*+�,�	-.*+�,�	-.*+�,�	-.*+�,�	-.*+�,�	-.
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�

d. d. 45��6�7745��6�7745��6�7745��6�7745��6�7745��6�7745��6�7745��6�77

e.  e.  A/R CDM A/R CDM A/R CDM A/R CDM A/R CDM A/R CDM A/R CDM A/R CDM 2323232323232323

�� Investment barrierInvestment barrier

((��������������������������������������������������������������������������������.).)

�� Technology barriersTechnology barriers

((�	���������	���������	���������	���������	���������	���������	���������	��������))

�� Institutional barrierInstitutional barrier

((��� !"#$�%&'(���� !"#$�%&'(���� !"#$�%&'(���� !"#$�%&'(���� !"#$�%&'(���� !"#$�%&'(���� !"#$�%&'(���� !"#$�%&'(�))

�� Environmental conditionsEnvironmental conditions88888888
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�� Baseline scenarioBaseline scenario

�� Project scenarioProject scenario
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人と人をつないでNot approval 

PDDの開発 
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新方法論の開発 

Environmental and socio-economical 
benefits 
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吸収源CDMの集いより 

t 巴為． 
瞥霧rム第I約東期間のCER積讐器ER 
- 

＊開発に 
I 
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pJのSustainabilityの評価 （環境・社会・経済） 
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」可 
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者 
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評価手法の提案Scope & Weight 

pBIC+FSCの手法を揮用） 

Environment impacts 

1. Water quantity/ Soil condition 
2. Water quality/Other pollution 
3. Biodiversity 
4. Air quality 
5. Waste management 

S o-α：onomK impacts 

~ 

J 

6. Human capacity（土地の権利，スキ 
H 教育，〔弛nder equa町） 

7.雇用の質，量，労働基準 
8.低所得者の生活様式 
9.地域経済休スト国の外貨支出と解釈 
10.外貨由来の技術依存度と解釈 I 

~ ~ 
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Socio-economic impacts

6. Human capacity(H��IJKLM
N/O?KGender equality)

7. P*�QKRKSTUV
8. �WXY��Z�[
9\�]^-/_L`a�bcde�fg
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Environment impacts

1. Water quantity/ Soil condition
2. Water quality/Other pollution
3. Biodiversity

4. Air quality
5. Waste management
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トCDM事鞠の 
くライン・モニタリンノ 

一、、 

「‘ 

山田 麻木乃 

（社）海外産業植林センター 

~ 

Contents 

/\ 

ト方法論とは？ 

ト新方法論提出フォーム記述事項と承認方法論 

の分析 

ARCDM の方法論の現状と問題点 

匹
H
 」切 

I
一
 

云 

方法論とは？ 
ト方法論にはCDMプロジェクト申請（PDD作成）の際に従う、純 

人為的吸収量（発行するクレジット量）の計算・証明するため 
UJ力】広刀、刀てどイL‘し、句 

ト承認方法論は理事会で認められた信頼できる計算方法 
ト承認方法論からプロジェクトに適用できるものを選ぶ 
ト適用できる方法論がない場合は新方法論を開発することが 

できる 
トベースライン方法論／モニタリング方法論 

＝クレジット 
~リ→，ジ(L) ~

ペースライン 
嘱取量 

『ノン 
」
」
知
 

ベースライン方法論とは 

トベースライン方法論は； 

ベースラインシナリオの決定方法 
プロジェクトの追加性の証明方法 

ベースライン吸収量の計算・推定方法 

・プロジェクトの吸収量・排出・リーケッジの計算・推定方, 

プロジェクト開始前にプロジェクトが吸収するC02量 
定する 

-＞非現実世界（ベースラインシナリオ）と将来の予想 
（プロジェクトシナリオ）でめ炭素吸収・排出量を推ノ 
する方法を提示する ／ーーーーノ 

」主 

モニタリング方法論とは？ ~ 

トモニタリング方法論は； 

・プロジェクト実施のモニタリング方法 
・必要なデータの収集と保管方法 

・ベースラインの測定と計算方法 

・プロジェクトでの吸収・排出量とリーケッジの測定・計算方 
法 

プロジェクト実施をしながら、プロジェクトによるC02吸 
収量を実際にモニタリングし、発行するクレジット数 
を決定する 

J観察と測定 に
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ARCDMの現状（方法論とプロジ 

I 
ョン中のプロジェクト：5 
：中国1・インド2 
：モルドバ1 
1：中国1 

’ト提出された方法論：のべ32（複数回提出あり） 

ト承認された方法論：6 

（バイオカーボンフアンド他、世界銀行の支援） 

登録されたプロジェクト：1 (ARAM000 l・中国） 

' 

現互 

承認方法論 
された方法論：通常規模5／小規模1 (2007/1β1現在） 

- 
~プロンェクトに適用できる承認方法, 

“能であれば、承認方法論を利用で声るのが望ましい 

，承認方怯論の適用警讐確認参 
ト新方法論提案には； 

であれば、承認方法論を利用で声るの水望まし八。 

認方怯論の適用警讐確認参 
方法論提案には； 
多くの知識や技術が必要 
開発に時間と費用がかかる 
EB承認までのプロセスに時間がかかる 

ト既存の方法論を適用できるプロジェクトエリア探し／プ 
口ジェクト設計 

トプロジェクトに適用できる方法論がない場合は新方法 
論の開発が必要 

' R-AM0001 

'AR-AM0002 

Reforestaton of degraded land I 
Restoration of degrad司 lands through afforestaton/reforestaton I 

AR-AM0003 AfforesiBtion and reforestation of degrad司 land through tree 
planting, assisted natural regeneration and control of animal grazing I 

AR-AM0004 

l 

Reforestaton or affor tBtion of land currentサ under agricultural 
use I 

iAR-AM0005 Afforestation and reforestation project activities implemented for 
industrial and/or commercial uses I 

AR-AM 5000 1 Simplified methodobgy for A/R CDM I 

トプロジェクトが各方法論に示された適用条件に合致して 
いれば既存の方法論を使用することができる 

・適用できない場合は新方法論を提案する三亜！でき多ぐ」 

新方法論提案の準備 

トプロジェクトが既存の方法論の内容をチェックし、 
できない理由を明確にする 
－承認方法論の改訂 

ト過去に提出された方法論の内容と承認されなり、 
理由をチェックする 
ARWG, EBの過去の判断 

EBにおけるdecisionを確認する 

司用 

いつ1七 

'TECHNICAL GUIDELINES FOR ThE DEVELOPMENT OF NEW 
AFFORESTATION/REFORESTATION BASELINE AND MONITO町N 
METHODOLOGIES (EB28 Annex 19)”を参照する 

各種マニュアル等の確認（世界銀行・Winrock e 
IPCC Good Practice Guidanceの確認 

推奨される測定・推定方法 
デフオルト値 

新方法論提出・承認の手順 

新方－ 
指定のフォーム（CDM-AR-
NM/CDM-AR-PDD）に記入 

DOEを通じて 
UNFCCC事務局に提出 

事務局による事前評価後 
web公開・パブコメ受付 

登録された専門家による 
デスクレビュー 

ARWOによる審査 

CDM理事会による検討 

A判定：承認済み方法論 
(Approved Methodobgy: 
AM）として公開 
B判定：再提出が1回可能 
C判定：やり直し（不可） 

詳細は 
図解京器粛＝春ム 

論提出フォーム記述事項と 

承認友法砂少分析 

~ 

12 
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承認方法論の分析 

ARAM 000l は最もシンプル 

ARAM0002-0004はARAM 000lがベースとなっている 

それぞれのプロジェクトの条件に応じて、必要なモ 
ジュールをARAM000l に追加している 

AR-AM 000 1 Reforestaton of degraded land 

AR-AM0002 Restoration d d叩rad司lands through afforestato可reforestaton 

AR-AM0003 AfforesiBtion and reforestation of degrad司 land through tree 
planting, assisted natural regeneration and control of animal 
grazing 

AR-AM0004 Reforestation or afforestBtion of land currentサ under agricultural 
use 

AR-AM0005 Afforestation and reforestation project activities implemented for 
industrial and/or commercial uses 

Section I ベースライン・モニタリン 
方法論のサマリーと適用可能条件 

U 

提案する方法論の概要を記述する 

このセク編シを読むことで、方法論の特徴か 
わかり、この方法論がプロジェクトに適用できる 

~ かどうか判断することができる 

l 
適用可能条件 

－この方法論を適用するためにプロジェクトが満 
たさなければならない条件をリストする 

~口ジェク＋、が条件を満たじて 
明方法も明記する ノ 

ンーゲ 」うノy防’」ifl 

適用可能条件はベースラインシナ」万柄I“の 
結果ではない 

新方法論提案フォーム 
(CDM-AR-NM) 目次 

Se留お旨醜編論鈴グ方 
1.方法論タイトJレ 
2.ベースラインアプローチ選択 
3.適用可能条件 
4.炭素プール選択 
5.ベースライン・モニタリング方法論のサ 

Sectbn II ペースライン方法論 
1.プロジェクトバウンダリー 
2.階層化 
3.もっともらしいベースラインシナリオ選 

択方法 
4.迫加性 
5.ベースライン純吸収量推定 
6.現実純吸収量の事前推定 
7.リーケッジ 
8.純人為的吸収量の事前推定 
9.不確実性とコンザバティプアプローチ 
10.事前推定に必要なデータ 
11.その他情報 

Sectbn m モニ●リング方法論 
1.プロジェクト実施のモニタリング 
2.サンプリングデザインと階層化 
3.ベースライン純吸収量の事後計算 
4.ベースライン純吸収量事後推定の必要 

データ 
5.現実純吸収量の事後計算 
6 現実純吸収量事後推定の必要データ 
7.リーケッジ 
8.リーケッジの必要データ 
9.純人為的吸収量事後計算 
m 不確実性とコンザバティプアプローチ 
11.その他情報 

Sectbn IV 変数・略語・引用文献リスト 
1.計算式に使用された変数のリスト 
2.方法論で使用された略語のリスト 
3.弓囲文献 

'4 

CDM-AR-NM虹ton I 

ベースラインアプローチ 
ト ベースラインをどのようなアプローチで特定するのか 
ト 下記の3つから1つを選択（CDM NR M&Pパラ22) 

N 「歴史的な炭素量変化」(ARAM0001-0004) 
プロジェクトがない場合、歴史的な、または、現在の土地利用トレ 
ンドが将来も続くというシナリオ 

B)「経済的に魅カのある土地利用からの炭素量変化」 
プロジェクトがない場合、経済的にもっとも有利な土地利用に変化 
するというシナリオ 
投資分析などにより、経済的にベースラインを評価する 

O 「プロジェクト開始時にもっともありえる土地利用からの炭 
素量変化」(ARAM0005) 

プロジェクトがない場合、経済的な理由以外の影響によって土地 
利用が変化するというシナリオ 
国・地域の政策が土地利用変化に影響するいRAM0005) 

排出源CDMでは、現在重視されていない 
’日 

承認方法論の適用条件 
- ARAWロ0' ARAW ロロ2 ARAW ロロョ ARAW ロロ4 ARAW ロロ5 

プ
 

叫
 

功
 m 

・犀．な荒．地 
．林植生の天鵬更新 
が不，能 

・犀．な荒．地 
．林植生の天鵬更新 
が不，能 

・犀．な荒．地 

峻素蓄精が征い定吊状 
. 
．林植生の天鵬更新が 
不，能 
・他のA/R活．、計．なし 

畑地 

巌素蓄精が征い定吊状 
. 
・他のN且話．、計，なし 

・鵬帝の曽理されて‘唾い、 
または相助曽理下の草 

地 
．林植生の天鵬更新が 
不，能 

一
 

・べースラインアプロ→ 
が●如 
・プロジエクトなしては虜 
化したまま 
・プロジエクト括．なしに 
は土畢、リタ一、枯死木 
は巌素蓄精が増’皿 

‘、 

・べースラインアプロ→ 
が●如 
・プロジエクトなしては虜 
化したまま 

・，佳さらに荒．する 
・プロジエクト活．なuこは 
土雄、リタ一、枯死木は巌 
素蓄精が増加しない 

・，佳さらに荒．する 
・プロジエクト活．なuこ 
は土畢、リタ一、枯死木 
は巌素蓄精が増加しな 

‘、 

・プロジエクト括．なしには 
土畢、リタ一、枯死木は巌 
素蓄精が増加m、 

帯エクト 
・地ごしらえによる土畢 
巌素の長期的な，出は 

起こらない． 
・故散がパウンダリ―内 

では石われない． 

・故散がパウンダリ―内 

では石われない． 

・地ごしらえによる土畢嵐 
素の長期的な排出は起こ 

らない． 
・猫水による監血軸止 

・土畢の排水・操’ぬし 
聖牽面定種が少なく脱盟 

畑朝， 

地ごしらえによる土畢 
巌素の長期的な排出は 

起こらない 
猫水による監血軸止 

土畢の排水・操’ぬし 
聖牽面定種が少なく脱 
盟畑朝， 

・故散がパウンダリ一内で 

は石われない． 
・故散する．鞠の敵は増 

加しない 
猫水による監血軸止 

土畢の排水・操’ぬし 
聖牽面定種が少なく脱盟 

畑朝， 

リ―ウ、ッジ ・プロジエクト前の活” 
バウンダリ一外に事．し 

ない 

・プロジエクト前の活” 
バウンダリ一外に事．し 

ない 

・プロジエクト前の活．（故 
牧・馴憐血集・嵐生血） 

加《ウけリ一外r唾血 
亙並 

・プロジエクト前の活． 
（農県・故散・馴憐収集・ 

嵐生血）がパウンダリ― 
外に”亙並 

家畜は世帝早位で所有 
し、故散叫．は世帝の 
”とリ：カして‘喝 

その他 ・植嚇や掴程によって再 
植井される - 

・天鵬更新輔助、植嚇や 
プロジエクト前話．のコン 
トロ一ルによって再軸井さ 
'" 

天鵬更新輔助、植嚇や 
プロジエクト前話．のコ 
ントロ一ルによって再植 
林される 

・植嚇や掴程によって再植 

盤譲テムが．要,日 
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►► ARAM0001ARAM0001�¬3��y�¬3��y

►► ARAM0002ARAM0002--00040004��ARAM0001ARAM0001%���7K¥��)%���7K¥��)

►►®Z¯Z:����� :��$°±�M��KE®Z¯Z:����� :��$°±�M��KE
�ª�y+�ª�y+ARAM0001ARAM0001$²³J��)$²³J��)

Afforestation and reforestation project activities implemented fAfforestation and reforestation project activities implemented for or 

industrial and/or commercial usesindustrial and/or commercial uses
ARAR--AM0005AM0005

Reforestation or afforestation of land currently under agricultuReforestation or afforestation of land currently under agricultural ral 

useuse
ARAR--AM0004AM0004

Afforestation and reforestation of degraded land through tree Afforestation and reforestation of degraded land through tree 

planting, assisted natural regeneration and control of animal planting, assisted natural regeneration and control of animal 

grazinggrazing

ARAR--AM0003AM0003

Restoration of degraded lands through afforestation/reforestatioRestoration of degraded lands through afforestation/reforestationnARAR--AM0002AM0002

Reforestation of degraded landReforestation of degraded landARAR--AM0001AM0001
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承認方法論の 

ベースラインの条件 
どのようなベースライン条件下で方法論が適用できるのか（適用条件より） 

- 1鮒 
AR-AM
~~~2 

1R -AM

)~~3 
AR-AM
~~~4 1認1 

叱graded land ◎ ◎ ◎ ◎ 0 
Grass b nd A A A 0 ◎ 
Crop land x x x 0 x 
Wet land x x x x x 
文ttlement x x x x x 
No encroachment of natural 
何est vegetaton 0 0 0 0 
Soil C, dead wood and litter 
decreasemBL scenano 0 0 0 0 

BL A/R activities x 0 x x 0 
ほとんどの方法論が荒廃地でのプロジェクトの方法論である。 

’日 

なぜ荒廃地に限定するのか 

トベースラインシナリオの決定が容易 

ベースライン純吸収量の推定が容易。木本バイオマスがか 
ればゼ口と考えることができる 

人間活動が少ないので、リーケッジの発生が少ない 

炭素プールを限定できる。特に、土壌炭素が少なくこれ以上 
I- 少しないと考えられるので、土壌炭素プールを考慮しなくてr 
.. む 

，在壌炭素の測定は難しく、労カ、コストがかかる 
- 

「 ARAM0005で は熱帯 の 管理されていない、または、粗放‘二 
I 下の草地 
'.炭素蓄積が定常状態 
－・土壌・リター・枯死木の炭素蓄積は植林によって増加（科学的な文献 

■引用）。温帯の草地では減少する可能性がある 

勇l 

寺 

~ 

2' 

. 

地上部・地下部バイオマスの／「ー」」 

選択した理由 

ト多くの承認方法論で、炭素プールは地上部・地下部ノ’ 

イオマスに限定している 

・土壌炭素の測定は困難（ばらつきが激しい）で、コ 」・」男;rJ 
がかかる 

荒廃地・草地ではリター・枯死木はプロジェクトよりも少ない 
ことは明らかであるいRAM0001, 34) 

・荒廃地がベースラインの場合、土壌炭素はエロージョンなど 
でさらに減少するので、コンザバティブなアプローチとして土 
壌炭素量は無視できる 
荒廃地では土壌炭素が少なく、プロジェクトによってこれ以 
上減少することはない（ARAM0001, 3-4) 

熱帯の管理されていない・粗放な管理の草地は植林地‘一 
次林と比ぺ土壌炭素が低いレベル（ARAM0005, 文献引用l 

」・」男刀 

荒廃地とは？いRAM000 1-4) 

1.植生の荒廃 
過去には森林であったが、最近は非森林地 
過去に森林であったが、非森林地となり、その後の再森林 
化に失敗している 
過去の樹冠率よりも現在の方が低い状態にある 

2.土壌の荒廃 
・現在よりも過去の方が土壌浸食（ェロージョン）が少なかっ 

た 
・現在よりも過去の方が土壌有機炭素量が多い 
・現在よりも過去の方が砂漠化は進んでいなかった 

3.人為影響 
・人間活動によって土壌と植生の減少の歴史がある 
・人間活動が天然更新に悪影響を与えている 

m 

I 

Iト5つの炭鷲鷲鷲急部バイオ 
I' ノマス・リター・枯死木・土壌） 

’ノ‘「これらのうち1つまたは複数の炭素プールを測定しな 
い」という選択が可能 

純人為的吸収量を増加させないことを透明性のある方法で立 
証する 

CDM-AR-NM虹ton I 

1器r AR-AM
~~~2 1監M 1船M 1船l1 

Above Ground 0 0 0 0 0 
Below Ground 0 0 0 0 0 
Litter x 0 x x x 
Dead Wood x 0 x x x 
Soil Organic Carbon x 0 x x x22 

ARAM0002 はすべてのプールを選択 

A什AM0002 では、プロジェクトバウンダリー内でベース 

ラインにNR活動がある場合を想定している 

・土壌炭素、リター、枯死木はNR 活動で増加するので、これ 
らのベースライン純吸収量はゼ口とみなすことができない 

成長過程にある草地・灌木地でも同様と考えられる 

P回ect 

Net Anthropogenic 
Removals 

Baseline with AIR 

Baseline on 
Degーョded I日nd 

I 
。
一
一
。
m
 

p 
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植林すると土壌炭素は減少する！? 

過去の研究から植林後の土壌炭素がどのように変化するかを 
まとめた論文：Paul dd Fore吐Ecology and Management 
168 (2002) 241-257 
草地を森林に転換した場合、一時的に土壌炭素は減少 そ 
の後回復、最終的には植林前よりも大きくなる。 

トー方、農地の場合は植林によって土壌炭素は増加する 
ト植林前の植生、植林樹種、管理方法によって異なる 

‘土壌炭素量のモニタリングの必要性 

I｛
ジ讐

Section IIベースライン方法論 

トプロジェクト開始前にそのプロジェクトがCDMプロジェ 

クトとして適当であることを説明する 

・プロジェクトが追加的であること 

ベースラインシナリオを同定 
追加性証明 

「現実純吸収量＞ベースライン純吸収量」であることを示す 
ための方法・手順 

トベースライン方法論では、まだ開始されていないプロ 
ジェクトの吸収量を適当な方法で信頼性の高いデータ 

を使用して正確に推定しなければならない 
（イ十ジ図）

年 

植林前草地の炭素量 

Nごジ 
土
壌
炭
素
量
 

植林 5 30 

プロジェクトバウンダリー 

プロジェクトエリアの地理的な輪郭 

プロジェクト参加者の管理下にあるすべての吸 

収・排出を含まなけ起！まな壁iい 

プロジェクトバウンダリー内の排出源の一見『 
を提示する（計算方法は現実純吸収量の－三r 

推定で） 

ノ‘ 

プロジェクトバウンダリーは、実際植栽を行う地域を 

囲った線でなければならないようだ（過去に提出・ 
承認されなかった方法論からの教訓） 

ただし、林道はバウンダリー内に含めることができ、 

林道開設にともなう炭素プールの減少は排出に含 
めなくてもよい（EB 24) 

‘▼ 

階層化 
トプロジェクトエリアを同じ／似通った条件によって複数 

の階層に分けて計算することで、より正確な吸収量の 
推定が可能になる 

気象、土壌、植生・土地利用、地形、造林施業など 
階層化を行うことでばらつきが小さくなり、サンプノ‘誓1 
を減らすことができる 
階層化は測定の精度を上げるコスト効率のよい方注 
である（ARAM000 1) 

複雑な植生の地域では階層化が複雑 
ベースラインシナリオ下とプロジェクトシナリオ下、また 
プロジェクト前・後での階層化は条件が変化すること 
があるので、異なることがある。その場合はモニタリ、 
グ方法論で再度階層化を行う、またはモニタリングン 
する 

‘・り1 

I 承認方法論で考慮されている排出 

排出源 ガス ARAM0001 ARAM0002 ARAM0003 ARAM0004 ARAM0005 

化石燃料燃焼 Go, 0 0 
覇ス 覇ス 覇ス 

0H, x 

少量で無視可 

x 

少量で無視可 

x 

少量で無視可 

x 

少量で無視可 

x 

少量で無視可 

N,O x 
少量で無視可 

x 
少量で無視可 

x 
少量で無視可 

x 
少量で無視可 

x 
少量で無視可 

バイオマス露焼 Go, 0 0 x 
C変化で計算 

x 
C変化で計算 

x 
C変化で計算 

. ~ ~ ~ ~ ~ 

四 ~ ~ ~ ~ ~ 
施肥 Go, 

扇外 扇外 扇外 扇外 扇外 
OH, 

扇外 扇外 扇外 扇外 扇外 
N,0 0 0 覇ス 覇ス 覇ス 

その他、マメ科植物、地ごしらえ、灌漑などの排出源が考えられるが、承認方2日 
法論では適用可能条件で、マメ科の植栽は顕著には行わないこととしている 

~ 
CDM-AR-NM虹ton I] 

もっともらしいベースラインシナリオの選択 

トベースラインシナリオの選択肢のなかからもっともらしい決定手順を説明する 

ト追加性の証明と重複することもある 

ト階層ごとにシナリオを同定することも可能 

もしこのCDMプロジェクトがなかったら 
プロジェクトエリアはどうなるだろうか？ 

t灘拶与どご／り冖 
~叫／'T '/' 「／ー’些市難o騒 

匡、 
ぞ凡二 

m 
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「荒廃地の継続」ベースラインシナリ 
選択の理由（ARAM 0001-4 ) 

プロジェクト開始時の状態である「荒廃地が継続 
すること」を、下記を考慮しながら説明してい， 

現在・過去の土地利用変化 

プロジェクトに影響を及ぼす土地利用政一 

~ 財務的なバリア等の存在 

~ 天然更新が起こらない理由（種の供給欠如、木 
~ が育たない要因） 

~ 土地利用慣習.政策の影響 

' 

ベースライン純吸収量の 

ベースライン純吸収量：ARCDMプロジェクト活動がな 
かった場合のバウンダリー内の炭素プールの炭素蓄 
積量変化の総量 ノ 
決定したベースライジシナリオ下での炭素蓄積量変化 
を推定する方法 

~ 事後にモニタリングができるノ必要な場合もある 
l 同じような土地で、CDMプロジェクトがない場所をモニタJ 

‘ ングするetc 
L ベースライン純吸収量の推定・測定・計算に使用し一 
－すべてのアルゴリズム・公式・変数・定数をすべて記 
r －述し、再現性のある方法を提示する 
L ,使用した値のリフアレンスを明確に示す（公式統計 

.IPcc ガイドライン、 商業データ、 科学文献etc ) 

J 

ベースライン純吸収量推定 
使用する定数・式の選択 

下記の優先順位で、既存のデータを使用することが 
できる 

地元の種別の情報（正確なデータがあれば） 
種別の地域・国のデータベースなどからの煮ている土壌・ 
気候条件下のデータ 
種別の国のデータベースからの異なる土壌・気象 fFF 
のデータ 
国などのデータベースから似ている樹種のデータ 
IpCCのデフオルト値 

が 

jjtF 

ベースライン（草地・灌木）に関して、国のデー 
備されていることは非常に少ない 

バイオマスをプロジェクトで測定・推定する必要がある 

ベースラインシナリオ選択の理由 
(ARAM0005) 

プロジェクト開始時のもっともらしい土地利用の証明 
同様の土地の土地利用を参照 
財務的など、バリアの同定 
追加性ツールの投資分析やバリア分析 

国・地方の政策の分析 
－森林セクターは政策の影響を受けやすい 

．、 ・200vlvn以前に制定された、 NR活動に相対的に利益を与える政策 
，’ は考慮しない（EB23 Annex 19) 

ト産業・商業目的の木材の需給の分析 
・植林のインセンティブに影響する 

ト地域の土地利用慣習・普及している土地利用の分析 
特にCDMプロジェクト前にNR活動がある場合、地域の植林レートの平 
均値などを調べる（プロジェクトはこのレートより高くなければならない） 

ベースラインシナリオの選択肢を同定する 

その中でもっともらしいベースラインシナリオを決定する 

ベースライン炭素蓄積量の計算方法 

IPCC GPG 3・2・2-5 ^ 
トCarbon gain-loss method 

年間成長量（MAI)、年間伐採量のデータが入手できる場合 
計算可能 
C Change (tC/year) 
= C increase (tC/year)ー C decrease (tC/year) 

トStock change methl 
2時点（time1, time2）のバイオマスがわかる場合 
C Change (tC/year) = 
C stock at time2 (tC)ー C stDck at time1(tC) 

time2 (year)ー time1 (year) 
C 5tock attimeI 相男屈長式.#M1 膚って丈める 

荒廃地では成長中の木本がなければ0とされる 

CDM-AR-NM虹ton I] 

追加性 

プロジェクトシナリオは決定されたベースラインシナリ 
オとは異なること（追加的であること）を証明する 

追加的：プロジェクトがCDMとなることによってはじめ 
てその炭素吸収量が実現される、CDMと認められな 

ければ実現しないということを表す 

「追加性の証明と評価のツール（EB21 Annex 16)」を 

使用することができる。 

必ずしも使用しなければならないということではない 

すぺての承認方法論ではこのツールを使用するとしている 
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$%=>$%=>
C Change (tC/year) C Change (tC/year) 

= C increase (tC/year) = C increase (tC/year) –– C decrease (tC/year) C decrease (tC/year) 

►► Stock change methodStock change method

22q?q?(time(time11, time, time22))�ÓMWÔK+@;!CD�ÓMWÔK+@;!CD

C Change (tC/year) =C Change (tC/year) =

C stock at timeC stock at time22 (tC) (tC) –– C stock at timeC stock at time11(tC)(tC)

timetime2 2 (year) (year) –– timetime1 1 (year)(year)

C stock at timeC stock at time��������	
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現実純吸収量（exan把） 
＝「プロジェクトに起因する炭素蓄積量変化」 

―「プロジェクトに起因して増加した排出量」 

‘羅I繊響艦蘇踊礁現実吸収量を適切な方法でできる限り正り 
， 炭素蓄積量変化は炭素プールごとに「炭素蓄積増加量」と「炭素蓄積減少量」から 

算 
・炭素蓄積増加量：植栽木の成長（Ca巾on gain-loss me廿1od I Stockc国n叩md・rり 
・炭素蓄積誠少量：プロジェクト前植生の燃焼・薪炭村・商業用村のための伐採 

‘ ・毎年の各量をそれぞれ計算する 
'- ’経験的なモテルの他に”c02F1X”などの 科学 的 に認められたモテルを使用することも 

．盤雲静排出ソースのガスごとに推定（ブロジェクトバウンダリーの排出ソー 
「‘ 

排出はブロジェクトに起因して増加した晋のみ計上する（EB22 Annex 15) 

" ＝蓄積量変イヒ

I 園雀排出純p,4g  繭 炭素蓄積 

“」

排出量 

現実 
純吸収量 

承認方法論で考慮されている 

リーケッジ 

- 1鮒 1錯 
1R -AM

)~~3 
AR-AM
~~~4 1認1 

化石燃料使用増加量 0 0 0 0 0 
木製フエンス使用量 x x 0 0 x 
放牧活動の移動 x x 0 0 0 
薪収集活動の移動 x x 0 0 0 
農業活動の移動 x x x 0 x 

最近はリーケッジを考慮する方法論の開発が進んで ‘ 
いる ー － 

放牧活動の移動については最近小規模方法論でも厳’ 

しく考えら些芦,竺了きく 
ョ日 

ARAM0004‘ケ ッそ5轡の移動） 
ト放牧 

・既存の放牧地 
ーリーケッジなし（ロ「aガnロ 

capacityを考慮する） 
・新規に開拓した放牧地 

味警纏界によるバイオマス減 
プロジェクト外の同定不能な放 
牧地 

コンザバティブに天然林がそれ 
らの動物のために失われたと 
考えバイオマス減少をカウント 

ト薪炭収集 

聞き取り調査により移動する 
薪炭収集量を調査 
薪炭収集の移動によるバイオ 
マス減少をカウント 
移動する薪炭収集量が現実純 
吸収量の2％より小さければ無 
視できる（EB22 Annex15) 

ト農耕地 ， 
・全体の10％の世帯数の活動 

を追跡調査 

・移動先の農耕地をベースライ 
ンの炭素吸収量を比較し、大 
きければバイオマス減少をカ 
ウント 

・移動先が不明な場合はコン明 
バティブに天然林が失われた」 
と考えバイオマス減少をカウン 
r 

CDM-AR-NM虹ton I] 

リーケッジ 

トバウンダリー外で起こるソースからの排出増加量でプ 
口ジェクト活動に起因するもの 

活動の移動に起因するグロジェクトバウンダリー外の 
開墾による森林減少がある場合、すべての炭素プー 
ルへの影響を考慮に入れる（EB 22 Annexl5) 

」 
'1 

Biomass I 

活動が移動しても牛の数は増えていない場合→リーケッジなし 
活動の移動により森林が開墾された場合→バイオマス減少量をリーケッジに計上ョ日 

バウンダリー外の 
既存の放牧地 

胃I 

Grazing Capacity 

プロジェクトエリア 

島‘ 
土地の生産カ（NPP)=15tC巾日I年 
家畜の消費量＝3 tC/頭I年 
G「日zing C日p日C心＝5 頭ノh日 
現在の家畜＝3頭巾日 
あと2頭巾日分しか空きがない 

もし、バウンダリー外の土地の家畜移動先のgrazing capacity以上に家畜を移動 

させると、家畜が年間に消費する量が土地の生産力（毎年の成長量）より大きくな 
り、その土地のバイオマス減少・植生の劣化につながる 

年間成長量 
＝家畜消費量 

家畜年間 
消費量 過放牧は 

バイオマ 
轟 家畜年間 

 -j肖費量－ 

~ スを減少さ 
せる 既存の バイオマスは 既存の 叫 既存の 

―定に保たれ くイオマ ＝リーケツ バイオマス くイオマ 
る。リーケッジ ジ 
はゼロ。 

CDM-AR-NM虹ton I] 

純人為的吸収量 

純竺磐収月 了一L二全二二1‘二 

＝現夫糾収凡亘ーブ、一みフイン讐×重― 
クレジットの計算（にE凡にE円 クレジットの計算（tCE凡ICE 

EB22 Annex15参照 

f-c五m) = C ( )一a仏】一×E(t)ーシぞ（I〕一（ムB('｝一4-F（た）) 
ロ ロ 

f-CER( .} =[c,()-C,争一め］-~ E帥一～E田ーLE卿 
I、~工’ 加－ど 

-［仏ー』（司ームー・ひ-A-”一‘-P(1ト〕-L -P (t 一司1 

tCER：ベリフィケーション時の純人為的吸収量 
ICER：今回と前回のベリフィケーション時の純人為的吸収量の差 . 
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不確実性 

ベースライン方法論中、どこに不確実性が存在しているのか 

示し、それに対する対処法を記述する 
不確実性の分析（IPCC GPG Box 5.2.1の統計的な手法に従う） 

コンザバティブな値を使用する 

コンザバティブアプローチ：使用した変数などに不確実性が‘: 
る場合、その値を使って計算される純人為的吸収量が過大. 
価されることがないよう控えめな配慮を行うこと 

' － 不確実性をはらむ項目 

L ・バイオマス拡大係数（BEF）や材積密度特にデフォルト値を使用したり－ 

■‘群費”四シでトエリアでの直援計測／コンサハテイフな値を便 
r ー’サンフル越奪：せ之7リと7ェラー” ‘. ．一一 － － 一一 
- ‘対処：j，望な階層化、週切なサンフリンク万法を週用すること、不碓実任の 

‘ 「一－一，分析I男そ讐ぐQA一一一一，一‘ ，ょーー． 
' CLI誓琳弥グJノソ力】広言扇U)1'I臣夫1土JI.-よとの‘旨口車x 

Section IIIモニタリング方法論 

トプロジェクト開始後に、クレジット量を決定する 

のに必要なデータを正確に測定、推定する方 

法を提示する 

・サンプリング方法（サンプル数・サンプリング頻度 
etc.) 

・プロジェクトが適切に行われていることのモニタリ 
ング 

純人為的吸収量の計算に必要なデータの収集・ 
計測方法 

収集したデータの保管方法 

" 

'
 

ら
年
 

"

J

 

Sedbn IIIモニタリング方法論の不確実性」にまとめて記載43 
れることが多い 

プロジェクト実施モニ 

PDDに記入されているプロジェクト実施内容と現実が 

合致しているかどうかを確認（モニター）する 

バウンダリー 

L ト地理的位置 

・森林造成 

ト植栽樹種・密度・地拵え・除草 

ー ト生残率を確認し、補植する 

ー ト成長に影響を与える気象イベントなどの記録 

'.森林管理 

‘ ト施肥.間伐.収穫.再植林など施業 

..モニタリング頻度 

．ト植生は5 年ごと土壌は10 -20 ごとが適当（A映M0002) 

サンプルプロットの数 

CDM-AR-NM 虹tion III 

サンプリングデザイン 匕 准f〒匡J' 
一」Jニ」I三」 

トベースライン純吸収量・現実純吸収量の事後計算（測 

定）のサンプリングデザインについて説明する 

ト各炭素プールのモニタリングは、通常、サンプリング 

調査によづて行われる 

・適切なサンプらグデザインを行うこと 

＝正確なモニタリング 

・ベースライン方法論での階層化がモニタリング時に適 

切でない場合は、再度階層化を行う 

予期しない撹乱がクレジット期間中に起こった場合 

・森林管理がPDDの記述から変更された場合 

階層が均一な条件を維持することが重要 
. 

階層化のメリット 

- Strutam 1 Strutam2 Strutam3 Total 

Area (ha) 3,400 900 700 5,000 

Plot size (m2) 0.08 0.08 0.08 0.08 

Mean biomass 
(tcjha) 

126.6 76.0 102.2 101.6 

Standard 
deviation 
(tcjha) 

26.3 14.0 8.2 27.1 

Samかep吐 
num晩「 15 2 1 29 

階層化によって均一な条件からサンプリングすること 
で標準偏差が小さくなり、全体を1つの階層としてサン 
リングした場合よりもサンプルプロツト数を減らすこと 
ができる . 

トサンプルプロツト数を統計 

的に決定する 

平均値・標準偏差 

標準偏差（ばらつき）が大き 
いほど、プロツト数は大きく 
なる 

適切な階層化を行うことで 
標準偏差が小さくなり、プ 
口ツト数も少なくなる ~ 

，」 
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E・ 』山u-'''m・,U・‘"m"'hlJI：山,国’''‘血w~‘mr加－ 

4叫‘i」‘'"''“り岬“伊I地‘山“"‘叫」●・t]"‘~Jか 

“叫－"Ti可口－月‘』‘国 ,白・刀”m」」“"- '"’ェaI,－斤I『戸T 

n町,m」●‘‘刷‘'－ず“」JrJ 』！’'J岬－m"m '“呪L 

」‘”，~nロぬに」‘’・可, ‘、山”‘ 6 ・”’「 &・●”‘7 'r"' 

‘刊-'"‘・‘"H“畔 fl.Q$ 叩‘Jw""”加・裂町 
』r'‘由皿野 

叫・ー・血了，J「』」，I」nr・・」」」，I‘岡・・‘t-

軸●ーd,・ザ山，‘'‘・I叶自”」－ 

"= "Im‘・T可血mJ山，・”」‘""'h声”“白・』 い＝I、） 
島- 」“－加山屑‘hfTrM ‘」」・IAflM h. 

'= 

この計算を行うには、事前 
に測定したデータが必要と 
なる（既存データの精度に 
影響を受ける） 
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RST�k�`FRST�k�`F

292911221515
Sample plot Sample plot 

numbernumber

27.127.18.28.214.014.026.326.3
Standard Standard 

deviation deviation 

(tC/ha)(tC/ha)

101.6101.6102.2102.276.076.0126.6126.6
Mean biomass Mean biomass 

(tC/ha)(tC/ha)

0.080.080.080.080.080.080.080.08Plot size (m2)Plot size (m2)

5,0005,0007007009009003,4003,400Area (ha)Area (ha)

TotalTotalStrutam3Strutam3Strutam2Strutam2Strutam1Strutam1
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5�GJ[��Ncí��y��S T+îL(�75�GJ[��Ncí��y��S T+îL(�7
%=�)%=�)
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ベースライン事後言 
方法論でベースラインのモニタリングが必要な場合は、そ 
手順を記述する 

事前計算：推定・予測 

事後計算：サイト内または外で測定・データ保存方法 

承認された5方法論では、事前計算したベースラインはク 
ジット期間中有効で、モニタリングは不要としている 
更新可能なクレジット期間を選択した場合は、新しいぺ 

‘ インを定義するためにデータ収集が必要 

，鴬：す政策の変イヒ 
” 排出は、ベースライン方法論では推定値を使って推定したカ、 

L モニタリング方法論では実測値を使って計算する 

‘ノ 

ノ 

スラ 

リーケッジ 
純人為的吸収量事後計算 

トリーケッジはベースライン方法論では推定値 
使って推定したが、モニタリング方法論では－ 
際にモニタリングをして得た値を使って計算 

，る 

［、純人為的吸収盲 

JII

言恕灘 

矛 
－ ~ 

－二」 

．~ 

純人為的吸収量は、モニタリング方法論の‘ 
手順によって得られた値を計算することで求め 
られる（ベースライン方法論参照） 

小規模簡素化方法論 

EBによって開発されたが、不完全なた 

改訂が繰り返されている 

削減量：8はC02/year、貧困層の参jJ 

草地・農地で適用可能 

地上部・地下部バイオマスのみ考慮 

－排出を考慮しないことが許されている 

トリーケッジの計算が簡素化されている 

CDM-AR-NM 虹tion III 

現実純吸収量の事後計算 
現実純吸収量の計算のために必要な、プロジェクトによる吸収量 
と排出量の推定・測定・計算に必要とされるアルゴリズム・公式を 
提示する 

ARAM0002 

地上部・地下部バイオマス 
相対成長式法／バイオマス拡 
大係数法（相対成長式法が望 
ましい） 
永久サンブルブロツトを設定、 
非破壊的な方法でモニタリン 
グ 

・非樹木の場合は小プロツトを 
設定し、破壊的方法で測定 

ト枯死木バイオマス 
立ち枯れと倒木にわける 
倒木の場合は分解状態も考慮 
する 

リター 
・永久プロツト中に小プロツトを 

設定し測定 
・季節変化に留意 

ト土壌 
・永久プロツトの四角と真ん中か 

らサンプルを収集し、まとめて 
測定する（ばらつきをおさえる） 

・モニタリング間隔は10-20年 
・変化量は前回の平均の上限 

値と今回の平均の下限値の差 
を計算する 

I

t2 
印 

CDM-AR-NM 虹tion III 

不確実性・コンザバティブ 

モニタリング方法論における不確実性について記述す 
る。特にモニタリングの際の計測の誤差を言及しその 
対処方法を示す（ベースライン方法論の項目と同様） 

ベースライン方法論の不確実性の項目に加え、品質 
保証／品質管理（quality assurance and quality 
control QNAC）の項目を作り、精度の高いモニタリン 
グの実施のために必要な項目を述べている 

信頼性の高いフイールド測定（人材トレーニング） 
フイールドデータ収集方法の検証（再測定を実施・確認） 
データ分析方法の検証（専門家によるチェック） 

・データメンテナンス（保存方法の確認） 
髭 

プRでbMあ房i去論の 
現状と問題点 
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AR CDM特有の問題 
ト炭素量を直接測定できず、推定のみ可能 

・直接測定＝植林地の伐採 

ト多くのサンプリング、測定、推定を行う 
様々なエラーの発生の可能性 

個体差・地域差が大きく、エ業製品の様に一様ではない 

巨大な方法論（変数・パラメータ・計算式・推定方法説明e 

J ，了（1 

プロジェク習ァ叫鯨瀞~ LI ノ 
サンプルプロット内 サンプル木を抽出 乾燥重 
幹直径・樹高測定 重量測定 サン 

プロジェクトエリア 
口 

サンプルプロット抽出 

、 
,ンプルプロットの値を 
ジェクトエリア全体に適用 

ゴ；、..v v..、J 

J'‘, ~ 
モデルでサンプルプロットの 

バイオマス推定 

I / 
直怪・樹高 

バイオマス推定モデル開発 

現状と問題点 

ト承認方法論はまだ少ない 
・特別な条件の場所のみ使用可能（AR CDMの限界？) 

ト新方法論提出は困難 

・技術的問題（林学・生態学・統計学などの知識） 

・開発に時間とコストがかかる 

・可能であれば承認方法論を使用 

‘ト統合方法論が必要 

‘・バイオマス・炭素吸収量の推定法はすでに確立（IPCC e比j 

，・現在の承認方法論はARAM000 lに必要なモジュールを加えたも 

『 ・一部を追加するためだけに新方法論提出が必要 

‘ト不確実性 

'r ・統計的な手法で解決できるが限度がある（生物の測定） 

~，・サンプル数の増加は時間とコストを増加させる 

，’ 

現在ARWGI よって見直しが行われている 

' 

方法論開発上の問題 

I

文章力 
総合的 
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Baseline Survey 
ーーーー“nd E陶ibilし（1) 

・Data for land eligibility: non forested 
and not tem四rarily unstocked (EB22), EB 
26 tools are more complex but subjected to 
be modified. 

/ Land use/cover maps, aerial photos, and/or 
satellite im喫］es ckse to 1990 and most recent 
date before project start 

/ Partkipatoッ Rural Appraisal on the land 
use/cover in l 989/l990 

/ Field survey on land use/cover before the start 
of p回α1 

Contents 

■Project Cycle 

■Identificalion and P回α二t Ides Notes 

R BseIine Survey 

'S 因;itic projectdesい 

■Baseline Mettiodokgy Applied 

■Monitoring Methodology Applied and 
Monitoring Plan 

R Sock-Economic Benefits 

■Environmental 曳nefits 

■StkehoIder's Comments 

Identification and PIN 

s Land eligibility: Non for 試s since 1990 

・Likely baseline scenario 

・kid itionality 
・Ba測mne activities and a〕tentbl同k喫］e 

s Potential environmental and social benefits and 
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・Brief project desい 

.Ex ante estimatkn of ERs 
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Baseline Survey 
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Key Points

Project Design Document

For CDM AR Project Activities

Xiaoquan ZHANG

Chinese Academy of Forestry

xiaoquan@caf.ac.cn

Feb 7th 2007, Tokyo

Contents

� Project Cycle

� Identification and Project Idea Notes

� Baseline Survey

� Specific project design

� Baseline Methodology  Applied

� Monitoring Methodology Applied and 
Monitoring Plan

� Socio-Economic Benefits

� Environmental Benefits

� Stakeholder’s Comments

Identification
PIN
PDD

Identification and PIN

� Land eligibility: Non forests since 1990

� Likely baseline scenario

� Additionality

� Baseline activities and potential leakage

� Potential environmental and social benefits and 
risks

� Brief project design

� Ex ante estimation of ERs

� Financial Analysis

� Project Idea Notes (PIN)

� Letter of Attention (LoA)

Baseline Survey
----Land Eligibility (1)

� Data for land eligibility: non forested 
and not temporarily unstocked (EB22), EB 
26 tools are more complex but subjected to 
be modified.

� Land use/cover maps, aerial photos, and/or 
satellite images close to 1990 and most recent 
date before project start

� Participatory Rural Appraisal on the land 
use/cover in 1989/1990

� Field survey on land use/cover before the start 
of project

� Land use/cover maps in 1999 and 1989

� Interviewing with local communities on land use/cover 
history and on-site pictures

Baseline Survey
----Land Eligibility (2)
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Baseline Survey 
----Land Eligibility (3) 

ro ~ ~ 
:’~ - 
m '~ 

ニ＝ 

Baseline Survey 
・ーP回ed Boundaッ（1) 

・GPSing project boundary depending on 
methodology applied 
' Spーeadsheet for GPS of each comer of polygon 
land 

' Map for project boundary on land cover/use 
maps 

~一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
 

Baseline Survey 
－一」’d Boundaッ（2) 

Spreadsheet for GPS of each corner of 52 polygon lands 

A Microsoft 

当文件（E← 

」 」A 」」－」』 

」 」 －‘ 

L2938 

Excel - Annex 5 site lists 

編輯(B) 視国田 插入① 格式包← エ具（I) 数据（'） 窗口（世） ’助卿 

多“ 4 」き▼ ！ エ▼ll“・－ ， 末体 

」一 －J －ニ三－二三毛J叱 － - ：ロi ' . t,嘱I 

▼ ‘ 

A B C I D I E F G 
MT T W ,TmnW,I TowmTowmhk Longitude Latitude

________ M1 108. 004298 25 . 100512

108

, 
. 005821 25. 100689

1~8. ~~694? 25. 13~~65

1~8. ~~79~3 25 . ~99194

________ 1~. ~~92~1 25 . ~98'i 

1 6 - Leyュchml 6 103. 009254 25.097481 

1 7 Mml Ley:chl 6 10?. 009984 25土09I -i 

q l R Iluml Leyュchml 6 1020lロ4ち2 不oqに772 

Baseline Survey 
ーーProject Boundaツ 

什） 

Maps伽「projed 
加un由ッin 幼加U 
Town in Cangwu 
County (1:250,000) 

Baseline Survey 
----Project Boundaッ (3) 

I 
Maps for project 
boun由リin 
Longxu,加ndi 
and Dapo Towns ここ 
(1: 250,000) 

ロapo town 

山・藻 
、 

、 
毎、 

I-v . 

I 

難 

、 

laseline Survey 
---Pnject Boundaッ 

（り 

Maps for project 
boundaリ in Longya 
Minglun and Xunle 
TownげHuanjiang 
County (1:250,000) 

一
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Baseline Survey
----Land Eligibility (3)

Baseline Survey 

----Project Boundary (1)

� GPSing project boundary depending on 

methodology applied

� Spreadsheet for GPS of each corner of polygon 
land

� Map for project boundary on land cover/use 
maps

Baseline Survey 

----Project Boundary (2)

Spreadsheet for GPS of each corner of 52 polygon lands

Baseline Survey 

----Project Boundary (3)

Maps for project 
boundary in 
Longxu, Xindi
and Dapo Towns 
(1:250,000)

Baseline Survey 
----Project Boundary 

(4)

Maps for project 
boundary in Satou
Town in Cangwu
County (1:250,000)

Baseline Survey 
----Project Boundary 

(5)

Maps for project 
boundary in Longyan, 
Minglun and Xunle
Town of Huanjiang
County (1:250,000)
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Baseline Survey 
--Projeユ Boundaッ (6) 

Maps for proje土 
boundaッ In Mulun, 
Chuan山an a「柳 
Shangchao Town山巾 
of H旧njiang County ■ 

(1:250,000)司 

L.gend
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ザ，ジ二 
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va1idat.d to 加1igib 

Baseline Survey 
-P 回α二t Boundaッ（刀 
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Baseline Survey 
-Present Environmental Conditionsいノ 

・S匹cial attention to those for project lands, 

including (Reference to d航a sources): 

/ Climate including climatic dba或ers (intensity and 

frequency) 

ノH刈rokgy 

/＆メls including silt content 

/vegeta住xi and eccEyster1も 

/ rare or endangered s因」es and their habitats 

/ Other that helpful for assessing meth applkability 

Baseline Survey 
--Land use and land tenures (t) 

・Historical and existing land uses, and 
driving 加rces 

・legal title to the land, current land tenure 

.List rela肥d information for each 
compartment (sub-compartment) 

Baseline Survey 
--Present Environmental Conditions (2) 

' ''I, '', ,'', 

="

!
 

$ $' $'',~,, 
Y~ 

Baseline Survey 
ー＝一L=nH ・「七h =fldLコ fld 十m・「rー！，、 

To Villag国 CoFw,.., 貿Ax,a〕 C鴛 L庫d”。 history(ha) tamd 
Oi.h】 Dam A~ 】 f宜~i円 19皿 fnllIml h IhlD w 

TCflLt1 120 at9 4 麗さ三巴竺里ど豆で竺＝」三 
m 且’且ュ’wF皿叫 

Pu柳i TC0101 12ョ o.opしュd Dcfwt止dm 1958-1959. 

TC0104 10.9 IDc9一4 留語農,も認請里●番2= 
TC0105 5.8 IDcp~・4 ,mc 19蹴b 

JID3U Dg..&u TC0102 21.9 Ab o..cdd 叫fm＃」見5ID畿flow 
買】0301 251 Ab 叫orcd OCb1XAW1 1rn 19嵐h，皿 4 

ーd fw 蜜mDC tJIDIDw,th旦 
買】0302 119 “．~4 】kl宜~“ID 195 -195●,fnIimI~ 

Zhauji日1]a TC0101 

1匂uc電a SIm呪i.c 1て】〔lz】3 8ョ－8 B&r h叫 】Ml宜~．IDi9 -i95 fn】Im司 by 
－ー 山】】~~h“山叫，.I~． 

11；〔la14 “ュ 日mmh 叫 19 、且I，」且l,I“董”丁且．I皿Ilm 
h "'‘~lymIh 血，■~I

TUAJ5 69.6 R&r " 'amL 一董皿 'Il呼ュ6I・皿I. 

Sh1dia 'a Pwc・tyFasm TC030T 29.0 R&r "1 幽血一．1山lb5ljbS9 ー 

TC（α］2 "4 R&r "1 吐’"'''d b . i.d 
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Baseline Survey 
----Project Boundary (6)

Maps for project 
boundary in Mulun, 
Chuanshan and 
Shangchao Township 
of Huanjiang County 
(1:250,000)

Boundary (PDD), 

validated to be eligible

Boundary of actually planted area, 

in-situ measured through GPS

Not plantable due to 

unforeseeable reasons

Baseline Survey
----Project Boundary (7)

When to GPS?

Baseline Survey
----Present  Environmental Conditions (1)

� Special attention to those for project lands, 

including (Reference to data sources):

� Climate including climatic disasters (intensity and 

frequency)

� Hydrology

� Soils including silt content

� vegetation and ecosystems

� rare or endangered species and their habitats

� Other that helpful for assessing meth applicability 

Baseline Survey
----Present  Environmental Conditions (2)

30year Total Precipitation of Tengchong
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Baseline Survey
----Land use and land tenures (1)

� Historical and existing land uses, and 

driving forces

� legal title to the land, current land tenure

� List related information for each 

compartment (sub-compartment)

Baseline Survey
----Land use and land tenures (2)

Barren land83.4TC0202
Deforested in 1958-1959, keep 

abandoned barren land since then 

Barren land29.0TC0201Shujiang Forestry Farm

Barren land69.6TC0205

Barren land86.2TC0204

Deforested in 1958-1959, followed by 
fallow cropland, devegetation in 
1980s, and abandoned as barren 
land since then currently with 
sporadic seasonal illegal grazing

Barren land83.8TC0203ShangjieHouqiao

cropland15.4TC0101Zhoujiapo

Deforested in 1958-1959, followed by 
maize before 1980s and tobacco or 
maize since 1980s

cropland11.9TC0302

Abandoned 
cropland

25.7TC0301

Deforested in 1958, followed 
by fallow cropland; maize 
or buckwheat in 1980s, and 
abandoned since then with a 
few grazing

Abandoned 
cropland

21.9TC0102DonghuaJietou

cropland5.8TC0105

cropland10.9TC0104

Deforested in 1958-1959, 
followed by maize before 
1980s and tobacco or maize 
since 1980s

cropland12.3TC0103Pingdi

Deforested in 1958, followed by fallow 
cropland; maize or buckwheat in 
1980s, and abandoned since then 
with a few grazing

Abandoned 
cropland12.0TC0303

DabaQushi

Land use historyCurrent 
land 
uses

Area 
(ha)

Compart-
ment
No.

VillagesTown-
ships/ 
Farms
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Baseline Survey
----Land use and land tenures (3)

CollectivesCropland and 
abandoned 
cropland

51101.4 Yujiazhai

CollectivesCropland and 
abandoned 
cropland

40105.5 Yangjia

CollectivesCropland and 
abandoned 
cropland

75154.7 Cunjiaying

CollectivesCropland and 
abandoned 
cropland

90153.8Wangjiaying

CollectivesCropland and 
abandoned 
cropland

60101.3Lijiazhai

CollectivesCropland and 
abandoned 
cropland

50104.2Guanjiazhai

FarmersCropland and 
abandoned 
cropland

1082220.1Banpo

FarmersCropland and 
abandoned 
cropland

1563614.2Erdaohe
Dong
hua

Jietou

FarmersCropland156324.8 Fanjiazhai
FarmersCropland204427.2 DaijiazhaiDaba

FarmersCropland122279.3 Sanjiachun
FarmersCropland2995810.3Lichaiba

FarmersCropland154346.6Dazuyuan

FarmersCropland87202.7 MinzuduiPingdiQushi

Land 
tenures (ha)

Current land 
uses

Popu-
lation

No of 
house
holds

Area 
(ha)

Villager 
Groups

Village
s

Town-
ships/ 
Farms

Baseline Survey
----Stratification (1)

� Baseline stratification

� Key factors identification

� Collect data, e.g.,

• Vegetation types including tree vs non tree;

• Soil type

• Landform

• Land use

• Soil erosion

• Other factors that influence carbon stock 
change

Baseline Survey
----Stratification (2)

� Preliminary stratification;

� Supplementary field surveys for final stratification

• Existing trees if any: species, age class, number of 

trees, DBH or height;

• Non-tree vegetation: crown cover and mean height for 

herbaceous vegetation and shrubs

• Site and soil factors: soil type, soil depth, slope gradient, 

intensity of soil erosion, underground water level, and 

sampling soils for soil organic matter determination;

• Human intervention: prescribed burning, logging, 

grazing, fuelwood collecting, medicine collection and 

others

Baseline Survey
----Stratification (3)

� Project Stratification

� Stand models

� Management plan including time frame

• Planting

• Fertilization

• Thinning

• Harvesting

• Coppicing or replanting

• Etc.

Specific Project Design
----Species selected

� Species and varieties selected

� How species/varieties have been selected

• Climate

• Soil and site condition

• Growth rate

• Economic value

• Preference of local communities and entities (by 

interview)

� Preferable native

� No invasive. If alien species will be used, 

demonstrate their no invasive feature

Specific Project Design
----Technology employed (1)

� Technical Standards Complied
� State Technical Regulations for 

Afforesation/Reforestation: GB/T 15776-1995;

� State Technical Regulations for Establishing Eironmental
Service Forests: GB/T 18337.1-2001, GB/T 18337.2-2001, 
GB/T 18337.3-2001;

� State Technical Regulations for Designing of 
Afforesation/Reforestation: LY/T 1607-2003;

� State Technical Regulations for Forest Management: 
GB/T 15781-1995;

� Standards for Seedling Qualification: GB 6000-1999;

� Technical Standard for Seedling Breading: GB/T 6001-
1985;

� Technical Standard for Container Seedling Breeding: 
LY1000-1991.
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Specific Project Design 
-Technotogy employed (3) 

.Stand m加els 

Spoo"i/Modats 
Spocic 

Ian0 

Aiea to加 

ptint"m 

2006 (h 〕 

加a to 加 

ptintad 

in 2007 

(ha) 
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ご6004501
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,~~~4
~~
~ 
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Lfrraviama -4-Cl,walaIa 6:4 450 

Lfrraviama 4-P. wsaathma2 6:4 4叩 5印 

Et'alW?ax ip g50 150 

Total 1,660 2．ョ40 

Specific Project Design 
--Technology employed (2) 

・Site and＆メlPreparation 

iSI肥 burning or no burning 

iSrnaii hoie: diame肥r and de隊hfor each spedes 

'Ove剛回0四h 
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Specific Project Design 
--Technology employed (4) 
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Specific Project Deign 
-Technol（刃y emplo胆d 西） 

.Genetk Sources 

Pre肥「able local sources 

・Nursery Practices and seedling qua町 
control 
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nuxaciy 
1
、，一 L 

c 
をo.,, 

Specific Project Design 
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Specific Project Design
----Technology employed (2)

� Site and Soil Preparation

� Site burning or no burning

� Small hole: diameter and depth for each species

� Overall plough

� Manually or mechanically

� Site and soil preparation for regeneration after 
harvesting

�110cm

�50cm

�40cm

�50cm

�Poplar

Specific Project Design
----Technology employed (3)

� Stand models

4,0002,3401,660Total

1,000150850Eucalyptus sp.

1,0505604906:4L. formosana + P. massoniana

4504506:4L. formosana + C. lanceolata

6003802206:4P. massoniana + S. superba

9008001006:4P. massoniana + Quercus sp.

Total 

are

a 

(ha)

Area to be 

planted 

in 2007 

(ha)

Area to be 

planted in 

2006 (ha)

Species 

ratio
Species/Models

Specific Project Design
----Technology employed (4)

Specific Project Design
----Technology employed (5)

M2TC0105_01

M3TC0104_02

M3TC0104_01

M1TC0103_02

M2TC0103_01

M2TC0102_02

M3TC0102_01

M2TC0101_02

M1TC0101_01

totalYear 3Year 2Year 1

Species

/Model 

No

Area (ha)Compartment/Sub-

compartment

Or strata

Specific Project Design
----Technology employed (6)

� Genetic Sources

Preferable local sources

� Nursery Practices and seedling quality 
control

Culturing poplar seedlings 

from clone
Germinated seedlings 

plastic tubes in a local 

nursery

Specific Project Design
----Technology employed (7)

� Forest establishment

� Spacing for each stand 
model/species

� Weeding

� Fertilization (yearly amount, type 
of fertilizer, N content)

� Special step by step planting 
techniques

� Irrigation

� other technical information that 
may be used to assess the 
applicability of the selected Meth.
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Specific Project Design 
----Technology employed (8) 

. Forest Management 
ノ Thinning: time and intensity 

' Rotation 

ノ Harvesting practice 

ノ Regeneration after planting (Naturally or replanting) 

ノ Fertilization (yearly amount, type of fertilizer, N 
con也nり 

' other technical information that may be used to 
assess the applicability of the selected Meth. 

Specific Project Design 
----S切比ing da肥 

・A AR project starting after 1 January 2000 can also be 
validated and registered if the first verification occu円 
after the date of registration. 

・The p回ecおcan accrue tCERsノICERs asげthe s切比ing 
da也. 

・Evidence that the incen休,e from the かanned sa厄げ 
tCER/ICER was seriously considered in the decision to 
proceed with the project. This evidence shall肥加sed 
on (preferably official, legal and/or other corporate) 
documentation that was available to third parties at, or 
prior to, the startげthe p回ect activi卑 

Specific Project Design 
----Crediting period (2) 

.Case B: 

ノ tCER: renewable 

ノ ICER: renewable 

Case B 

Specific Project Design 
----Non permanence 

・Approach for addressing non-permanence: 

ノtCER 

I にER 
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Specific Project Design 
"rediting period (1) 

・Two approaches: 
.' Ma刈mum 20 years, renewable for two times. 
.' Ma刈mum 30 years, fixed or no renewable 

・Choice of the crediting period may depend on the choice 
of tCER/ICER and i changes over time. For example: 

.Case A: 
I にER:d巾er renewable or non renewable crediUng period 
, l工R: 20 year no renewable 

Case A 

J
一－'L！ ー一、 

J

－ 一－ 

/ 
7 

加 

Baseline Methodology Applied 
----ComDarison of approved meths (1) 

・ApplicabiliW cond旧ons 
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project 

actwty 

di回即 

ement 

Below

5~% 

No No g田皿ng 

arid 

Ii】elw0 

od 

collecti 

Ilg 

di回即 

ement 

Agricult 

m ■］, 
"zn ' 

んo1woo 

d 
colloctm 

' 
charcod 

pmducti 

On 

No No Fuelwo 

od 

collecti 

Ilg 

か’d 
Degrad

ed 

Degrad

ed 器grad 
Degrad

ed S器y か’d 

-138-

Specific Project Design
----Technology employed (8)

� Forest Management

� Thinning: time and intensity

� Rotation

� Harvesting practice

� Regeneration after planting (Naturally or replanting)

� Fertilization (yearly amount, type of fertilizer, N 
content)

� other technical information that may be used to 
assess the applicability of the selected Meth.

Specific Project Design
----Non permanence

� Approach for addressing non-permanence:

� tCER

� lCER

Specific Project Design
----Starting date

� A AR project starting after 1 January 2000 can also be 
validated and registered if the first verification occurs 
after the date of registration. 

� The projects can accrue tCERs/lCERs as of the starting 
date.

� Evidence that the incentive from the planned sale of 
tCER/lCER was seriously considered in the decision to 
proceed with the project. This evidence shall be based 
on (preferably official, legal and/or other corporate) 
documentation that was available to third parties at, or 
prior to, the start of the project activity.

Specific Project Design
----Crediting period (1)

� Two approaches:

� Maximum 20 years, renewable for two times.

� Maximum 30 years, fixed or no renewable 

� Choice of the crediting period may depend on the choice 
of tCER/lCER and its changes over time. For example:

� Case A: 

� tCER: either renewable or non renewable crediting period

� lCER: 20 year no renewable

20 30 Years

Case A

Specific Project Design
----Crediting period (2)

� Case B: 

� tCER: renewable

� lCER: renewable

20 30 Years

Case B

40 60

Baseline Methodology Applied
----Comparison of approved meths (1)

� Applicability conditions

Degrad

ed

Steady 

status

Degrad

ed

Degrad

ed

Degrad

ed

Degrad

ed

Degrad

ed

Fuelwo

od

collecti

ng

NoNoAgricult

ural, 

grazing, 

fuelwoo

d

collectin

g, 

charcoal 

producti

on

grazing 

and 

fuelwo

od

collecti

ng 

displac

ement

NoNoBelow 

50%

Pre-

project 

activity 

displac

ement

AR-

AM0007

AR-

AM0006

AR-

AM0005

AR-

AM0004

AR-

AM0003

AR-

AM0002

AR-

AM0001

SSC-AR-

AM0001
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Baseline Methodology Applied
----Comparison of approved meths (2)

� Applicability conditions

Planting 
or 
seeding

Planting 
or 
seeding

Planting 
or 
seeding

lanting, 
seeding, 
assisted 
natural 
regener
ation

lanting, 
seeding, 
assisted 
natural 
regener
ation

Plantin
g or 

seedin

g

AR 
meth
ods

samesamesamesamesamesamenot 

permit 

the 

spontan

eous 

encroach

ment of 

natural 

forest 

vegetati

on

Not 

comply 

forest 

definitio

n 

through 

natural 

regenera

tion

Natural 

encroach

ment of 

forests

AR-

AM0007

AR-

AM0006

AR-

AM0005

AR-

AM0004

AR-

AM0003

AR-

AM0002

AR-

AM0001

SSC-AR-

AM0001

Baseline Methodology Applied
----Comparison of approved meths (3)

� Applicability conditions

Long or 
short 
rotation, 
regener
ated by 

re-
planting 
or 
coppice

Long or 
short 
rotation, 
regener
ated by 

re-
plantin
g or 
coppice

Long or 
short 
rotation, 
regener
ated by 

re-
planting 
or 
coppice

Harves

ting 
and 

regene

ration

No long-

term soil 

C and 

Non-CO2 

emission

Potential 

soil C 

emission

No long-

term soil 

C and 

Non-CO2 

emission

No long-

term soil 

C and 

Non-

CO2 

emission

No long-

term soil 

C 

emission

Site 

preparati

on

AR-

AM0007

AR-

AM0006

AR-

AM0005

AR-

AM0004

AR-

AM0003

AR-

AM0002

AR-

AM0001

SSC-AR-

AM0001

Baseline Methodology Applied
----Comparison of approved meths (4)

� Applicability conditions

Increas

e less 
or 
decreas
e more 
relative 
to 
project

Increas

e less 
or 
decreas
e more 
relative 
to 
project

Increas
e less 
or 
decreas
e more 
relative 
to 
project 

Increase 
less or 
decrease 
more 
relative 
to 
project 

Increas

e less 
or 
decreas
e more 
relative 
to 
project

Litter 

and 
Deadw
ood

Increase 

less or 
decrease 
more 

relative 
to 
project 

Increase 

less or 
decrease 
more 

relative to 
project

Increase 

less or 
decrease 
more 

relative 
to 
project 

Increase 

less or 
decrease 
more 

relative to 
project 

Increase 

less or 
decrease 
more 

relative 
to 
project 

Baseli
ne Soil 
C pool 

AR-

AM0007

AR-

AM0006

AR-

AM0005

AR-

AM0004

AR-

AM0003

AR-

AM000

2

AR-

AM0001

SSC-AR-

AM0001

Baseline Methodology Applied
----Comparison of approved meths (5)

� Applicability conditions

Low 

income

Socio-

Economi

c

YesInter-

cropping

NoYesNoNoN-fixing 

species

NoNoNoSoil 

drainage

NoNoNoFlood 
irrigation

22(a)22(a)22(c)22(a)22(a)22(a)22(a)Baseline 

Approach

YesNoYesYesNoNograzing

AR-

AM0007

AR-

AM0006

AR-

AM0005

AR-

AM0004

AR-

AM0003

AR-

AM0002

AR-

AM0001

SSC-AR-

AM0001

Baseline Methodology Applied
----Comparison of approved meths (6)

� Carbon pools considered

��Soils

��
Dead-

wood

��Litter

��������BGB

��������AGB

AR-

AM0007

AR-

AM0006

AR-

AM0005

AR-

AM0004

AR-

AM0003

AR-

AM0002

AR-

AM0001

SSC-

AR-

AM0001

Carbon 

Pool

Baseline Methodology Applied
----Comparison of approved meths (7)

� GHG emissions addressed

����N
2
O

�����CH
4

���CO
2

Biomass 

burning

���������N
2
O

CH
4

CO
2

Fertiliz

ation

N
2
O

CH
4

�������CO
2Fossil 

combu

stion

AR-

AM0007

AR-

AM0006AR-

AM0005

AR-

AM0004

AR-

AM0003

AR-

AM0002

AR-

AM0001

SSC-

AR-

AM000

1

Emissi

on 

sources
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Baseline M ethodology Applied
＝ー－ー］ustification 可conclitb ns(1) 

・The proi叫ac,iyi,rdoe乞n昨l甲d to a shi仕of 
P胆叩四」ecら’cuv叩es ou,ia"ep 円］eg 
叩unoamしuan9xi: aロanロoneロロarren ianロ 

. Environmental conditions and human-caused 
deorad航ion do not oermit the enaoachment of 
natural rorest veoetauon. Liuanaxi: iarae size (5U 
na 叫「IannJ a na rauure. or air seecin9 in 199U5 

. Lands will晩 refores肥d by direct Dlafltifla and/or 
seeciin g; 

r ● Site preparation does not cau545e引gnificant 
回ige『加皿，畦emissions fro界 的i唖「叫 
しuan9xi: tつ’'o or surrace area wiii oe aiswroea 

L 

Baseline Methodology Applied 
一―lus!fication げ Baseline Anproach 22(a) 

. degraded, abandoned barren land resulting from 
human degrad航ion and unfavorable environ 肥nt. 
Without significant change of soおl-economic and 
environmental regimes, their status will not change. 

. 加ricultural land use, commercial timber plantations 
and other land uses are economically unattractiIe. 

Financial barriers (no funds, commercial loans 
unavailab厄ンtedinical barriers (e.g., lack可 
ca閃city可successfu ~かanting and managemen切 

UUfldI dlldtl9CFI1CFI、 dFIU/01 

prevent use of land for economic 

Baseline 

・Lea畑卯s 

Methodology Applied 
--ーComparison of approved meths (9) 
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ーーりu試ification び conditions (2) 

. Plantation may be harvested with short or long 
rotation and will be regenerated either by direct 
かanting or na切「al sprouting;Guangxi: 7-30四a「与oak 
and eucalyptus: natural regeneration, others planting 

. Carbon stodrs in soil organic matter, litter and 
山adwood can be expected to dec-ease more 
due to soil erosion and human in加rvention or 
increase less in the absence of the project activity, 
回ative to the project scenario;literature provided to 
DOE to demonstra加 it 

● Grazing will not occur within the project boundaツ 
与－”●p回ect case; fi [U 

Baseline Methodology Applied 
--AdditionaliW 肥就（1) 

・Using latest 
versbnげ 
EBtoo 

k 
Step 0. Preliminary screening based on thestarting date 

oftheatforestation/reforestation project activity 

~ 
PASS 

+ 
Step 1. IdentiOcation of aiternativestothe afforestation/ 

reforestation project activi以 consistent with 
cnrtent lawsand regniations 

↓ 
Step 2. Investment 

Analysis 

. 
if not passed 

~ ト 

PASS 

+ 
Step 4. Impact of COM Registration 

V 
文ep 3. Bamer 
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Baseline Methodology Applied
----Comparison of approved meths (8)

� GHG emissions addressed

�N
2
O

�CH
4

CO
2

Forage-fed 

animals

N
2
O

CH
4

������CO
2Loss of pre-

project 

vegetation

�N
2
O

CH
4

CO
2

N-fixing 

species

AR-

AM00

07

AR-

AM00

06

AR-

AM00

05

AR-

AM00

04

AR-

AM00

03

AR-

AM00

02

AR-

AM00

01

SSC-AR-

AM0001

Baseline Methodology Applied
----Comparison of approved meths (9)

� Leakages Addressed

���Wood post

��Forage-fed 

animals

Fuel-

wood 

collectin

g

NoNoAgricultural, 

grazing, 

fuelwood

collecting, 

charcoal 

production

grazing 

and 

fuelwood

collecting

NoNoAgricultu

re or 

grazing

Activity 

displacem

ent

�������Vehicles

AR-

AM0007

AR-

AM00

06

AR-

AM00

05

AR-AM0004AR-

AM0003

AR-

AM0002

AR-

AM0001

SSC-AR-

AM0001Leakages

� The project activity does not lead to a shift of 
pre-project activities outside the project 
boundary; Guangxi: abandoned barren land

� Environmental conditions and human-caused 
degradation do not permit the encroachment of 
natural forest vegetation. Guangxi: large size (50 
ha per land) and failure of air seeding in 1990s

� Lands will be reforested by direct planting and/or 
seeding;

� Site preparation does not caus45e significant 
longer term net emissions from soil carbon; 
Guangxi: 2-5% of surface area will be disturbed

Baseline Methodology Applied
----Justification of conditions (1)

� Plantation may be harvested with short or long 
rotation and will be regenerated either by direct 
planting or natural sprouting;Guangxi: 7-30 years, oak 
and eucalyptus: natural regeneration, others planting

� Carbon stocks in soil organic matter, litter and 
deadwood can be expected to decrease more 
due to soil erosion and human intervention or 
increase less in the absence of the project activity, 
relative to the project scenario;literature provided to 
DOE to demonstrate it

� Grazing will not occur within the project boundary 
in the project case;

Baseline Methodology Applied
----Justification of conditions (2)

� degraded, abandoned barren land resulting from 
human degradation and unfavorable environment. 
Without significant change of social-economic and 
environmental regimes, their status will not change. 

� Agricultural land use, commercial timber plantations 
and other land uses are economically unattractive. 

� Financial barriers (no funds, commercial loans 
unavailable), technical barriers (e.g., lack of 
capacity of successful planting and management), 
inadequate institutional arrangement, and/or 
market risks also prevent use of land for economic 
revenue.

Baseline Methodology Applied
----Justification of Baseline Approach 22(a)

Baseline Methodology Applied
----Additionality test (1)

� Using latest 
version of 
EB tools
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Baseline Methodology Applied 
ーーAdditionaliW 肥就（2) 

lお~「匂latest 
version of 
EB 加dS 

' 
ト 

Step 0. Preliminary screening based on the starting date 
ofthealforestation/reforestation project activity 

~ 
PASS 

+ 
Step 1. IdentiRcation of aiternativestothe afforestation/ 

reforestation project activi以 consistent with 
current lawsand regulations 

↓ 
Step 2. Investment 

Analysis 

. 
if not passed 

 ~ ト 
PASS 
+ 

Step 4. impact of COM Registration 

V
文ep 3. Ba川en 

Anaケsis 

I
- 

Pammutum Variation 腎 
山n3i6画 

c oefficie 

nl 

Qilical p0mM 

f3i) 

Wi」 山out catもemい 日61 

Prttductprice +10% 10.70 254 

-10% S98 299 

Pro血cLOuり」l +10% 9.83 152 

-10% フ08 170 

0pemung coat +10% 6.1S 279 

-10% 10.13 1.88 

S Vith catもmbemefit 

. .ductprice +10% 1691 126 

. I -10% 12.81 14フ 46.86 

. 血duutOu "- +10% 16.13 Q74 

. I I ・l0% 13.81 0.81 72ュS 

. 西”lb刀gc伽1-pautinguout -+10 % 13.34 1.12 60.4 

. I一 -10% 16.57 103 

. ~ 

Baseline Methodology Applied 
Selection of most plausible baseline scenark 

---Guangri Project 

> Identi印 plausible alternative land uses 

I Continuation of current staWs 

I Refbre武ation 囲tho吐CDM benefits 

s' Othe旧: impossibie beca嶋e of legally bound to forestry purp馬es 

>叱mortrate that the most olausible scenario b to remain 
abandoned and degrading lr absence of the project by 

Reforegatlon " alternative land ie: economically unattractive 

> demonstrate that U肥白「山to beロIan加daiでreally 
'5degradedm 

- Vegatatloo degiadatlon' c . midnuIng dIsturbance) 
- Soil degrndatlon (ciroslon) 

L ロ Naturni encroach畔nt Impossible (iarge size,剣iure of air 
~lpg ) 

L 

Baseline Methodology Applied 
ーーAdditionaliW 肥就（3) 

. Step 1: Al加rn航ives to the p回ect scenario 

. Step 2: Investment analysis 

「－ China project uses benchmark (II助 but simple cost (I) 
also possible. Guangxi:晩nchmark 12% 

。 WB financial anal戸is tool is recommended 

-With CER 晩nefits: 15% (4 US$四r tC02-e) 

- -Without CER 晩nefits: 8.5% 

ロS加p3:Barrier analysis 

り、 China specific: Remote area, timber ma水ets 
uncertain, ERs create certainty of income 

i Step 4: Impact of CDM registration 

k 
Baseline Methodology Applied 
Baseline Stratificetion---Guangガ Project (1) 

・ Baseline stratification using steps: 

i Identiル key factors: Soil, Climate, 似isting 
vegetation, pre-existing tree, soil erosion, etc. 

i Collectiing Data (ma叩）加r identified 肥y 
factors 

P回iminaッ stramcation 

On-site investigation: including biomass and 
soil sampling, preliminaッ stratification slightly 
m 加fled 
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Baseline Methodology Applied
----Additionality test (2)

� Using latest 
version of 
EB tools

� Step 1: Alternatives to the project scenario

� Step 2: Investment analysis

� China project uses benchmark (III), but simple cost (I) 
also possible. Guangxi: benchmark 12%

� WB financial analysis tool is recommended

� With CER benefits: 15% (4 US$ per tCO2-e)

� Without CER benefits: 8.5%

Baseline Methodology Applied
----Additionality test (3)

1.0316.57-10%

60.41.1213.34+10%Operating cost

72.150.8113.81-10%

0.7416.13+10%Product Output

46.861.4712.81-10%

1.2616.91+10%Product price

With carbon benefit

1.8810.13-10%

2.796.15+10%Operating cost

1.707.08-10%

1.529.83+10%Product Output

2.995.98-10%

2.5410.70+10%Product price

Without carbon benefit

Critical points 

(%)

Sensitivity 

coefficie

nt

FIRR

(%)
VariationParameters

� Step 3: Barrier analysis

� China specific: Remote area, timber markets 
uncertain, ERs create certainty of income

Step 4: Impact of CDM registration

Baseline Methodology Applied ----
Selection of most plausible baseline scenario

---Guangxi Project

� Identify plausible alternative land uses

� Continuation of current status

� Reforestation without CDM benefits

� Others: impossible because of legally bound to forestry purposes

� Demonstrate that the most plausible scenario is to remain 
abandoned and degrading in absence of the project by

• Reforestation as alternative land use: economically unattractive

� demonstrate that the lands to be planted are really 
“degraded”

� Vegetation degradation (continuing disturbance)

� Soil degradation (erosion)

� Natural encroachment impossible (large size, failure of air 
seeding)

� Baseline stratification using steps:

� Identify key factors: Soil, Climate, existing 
vegetation, pre-existing tree, soil erosion, etc.

� Collectiing Data (maps) for identified key 
factors 

� Preliminary stratification

� On-site investigation: including biomass and 
soil sampling, preliminary stratification slightly 
modified

Baseline Methodology Applied ----

Baseline Stratification----Guangxi Project (1) 
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Baseline Methodology Applied ーー 
Baseline Stratiflcation----Guangxi Project (2) 

S讐 
Pm-
project 
Growing 
ms 

Soil type Eleva
-

ti~n 
Soil ea血on 

modules 
tkm2 yr' 

I No Read earth fmm sandstone いweT 2500-5000 

II Yes Red eatth丘om sandstone いweT 2500-5000 

DI No Crimson from granite いweT 2500-5000 

IV No Yellow-red from sandstone いweT 2500-5000 

V No Yellow-red from sandstone higher 2500-5000 

vI No Yellow-red from sandstone higher 5000-8000 

VII No Brown limestone丘om 
limegtnne 

いweT 5000-8000 

Baseline Methodology Applied 
----Data for ex ante estimation of project 

and baseline net removals by sinks 

,.' the prvjection of the number of trees 

i Growth curve (yield tables) 

i Allometric equations 

i Local or national or IPCC default parameters 

i To be conservative, use higher BEF (e.g. 50%) 

Method 1: Gains - losses 
・ Method 2: Stodく-change method 

I Shall not copy the text and formula from applied 
meth, rather sped印 the project spedflc 

Baseline Methodology Applied 
----ex ante estimation of 加seline net removals by sin鵬 

--Guangxi Project (2) 

Baseline Methodology Applied ーー 
Baseline 靴ratiflcation----Guangxi Project (3) 

o 一三ーミまにじ同 鱗 
= 

Cuisha,, v i11age 

1:1即‘叩0 o ぶ 
'

Baseline Methodology Applied 
----ex ante estimation of加seline net removals by sinks 

--Guangxi Project (1) 

. Using stock change methods for pre-exi吐ing trees 

I Pre-exi或ina maDle bees: 35 ha. 40 trees/ha, mean aae 6 
y田rs, ubh L・どりcm am neignt .j・'zm 

i The crown area for 1 bee at matuntv is " Umated about 
25 m2, and 40 trees aives 1000 m2.eauivalent to 10% 
or crown co旧r, oeiow LUYO. 

i Growth curve for maple: 

V = 126.27034 . a一e00913281M )l.274443 

' carbon stock: 
CStockAB =44.05・50・γ・D・BEF・CF・44/12 

Cs加CkBB = CSto‘ぬB・R 

i Using national default parameters, with BEF 50% larger 

Baseline Methodology Applied 
----ex ante estimation of project net removals by sin鵬 

--Guangxi Project (1) 

・ C stock由ange methods 
' Gmwth curves: 

Pfr,1s 舌コ」，omnm - F =00 "071 4265437 DBH ユ“m' H‘』．l" 

cmi・I」加nr 』m‘・oI一1に P・oom ''7l DBH41 H ー 

山叫Imじ叩－ r - U. Ol( l34145 D ●Il皿｛コ‘""“月 H (A忙“'"w〕” 

O 止肥Ib・・~ユ肥冒－ ド- 0.0叫67り54D丑H'馴円m 王,0W657T19 

~Using national default parameters 

『ft叩“”・ 
「．叫："lq" 

(toflflfl d■皿J, ',at41U '-, 
"F ~”山 

加1.“．~ 0’助（」3a01助 1,46(103,0.470 a 加］口7a"3) 

“加~・ 
a307（且a蝴 いI伊フ，．ユり 0.155口］7a叫, 

I”~S . 0.57$ (104.011切 "’皿a珊 0.mma "') 

-, a676 (SS. 0,01り 1,54(73.046) 0.引0"'-a凹ユ） 

~押．伽 a’叫（関ユ・am L"（加，a’の 0.117194,0.075) 

U”山．“,""m ユ44」029,aOt3l '.53ロI.0,3 m ]a4,a凹8) 

NOte' dat.山“●田止e旧I叩1肥」肥血口皿加d」・叫4 ,・■dm■dmd肥m血I・”叱b・肥］y 

取血ob ●sio 吋Ianov山り,hk ・ 

山
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Baseline Methodology Applied ----

Baseline Stratification----Guangxi Project (2) 

5000-8000lowerBrown limestone from 

limestone

NoVII

5000-8000higherYellow-red from sandstoneNoVI

2500-5000higherYellow-red from sandstoneNoV

2500-5000lowerYellow-red from sandstoneNoIV

2500-5000lowerCrimson from graniteNoIII

2500-5000lowerRed earth from sandstoneYesII

2500-5000lowerRead earth from sandstoneNoI

Soil erosion 

modules 

t km-2 yr-1

Eleva-

tion

Soil typePre-

project

Growing 

trees

Stratu

m

Baseline Methodology Applied ----

Baseline Stratification----Guangxi Project (3) 

1:150,000

� the projection of the number of trees

� Growth curve (yield tables)

� Allometric equations

� Local or national or IPCC default parameters

� To be conservative, use higher BEF (e.g. 50%)

• Method 1: Gains – losses

• Method 2: Stock-change method

� Shall not copy the text and formula from applied 
meth, rather specify the project specific

Baseline Methodology Applied

----Data for ex ante  estimation of project 

and baseline net removals by sinks 

� Using stock change methods for pre-existing trees

� Pre-existing maple trees: 35 ha, 40 trees/ha, mean age 6 
years, DBH 2.89cm and height 3.42m

� The crown area for 1 tree at maturity is estimated about 
25 m2, and 40 trees gives 1000 m2, equivalent to 10% 
of crown cover, below 20%.

� Growth curve for maple: 

� Carbon stock:

� Using national default parameters, with BEF 50% larger

Baseline Methodology Applied
----ex ante  estimation of baseline net removals by sinks 

-–Guangxi Project (1)

274443.1)0913281.0
)1(27034.126

A
eV

�

���

12/445005.44 ������� CFBEFDVCStock
AB

RCStockCStock
ABBB
��

Baseline Methodology Applied
----ex ante  estimation of baseline net removals by sinks 

-–Guangxi Project (2)

Ex ante baseline net removals by sinks

0
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g
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(t
C

O
2
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Uncertainty estimated at 21.9%

� C stock change methods

� Growth curves:

� Using national default parameters

Baseline Methodology Applied
----ex ante  estimation of project net removals by sinks 

-–Guangxi Project (1)
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Baseline Methodology Applied 
----ex ante estimation of project net removals by sinks 

--Guangxi Project (3) 

Ex ante estimation of project ER 
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Baseline Methodology Applied 
----ex ante estimation of project net removals by sinks 

--Guangxi Project (2) 

・ Emission and lea肋ge: 

using formula in the meth applied 

National emission factors 

- 

Monitoring Meth Applied 
and Monitoring Plan (1) 

・ Monitoring meth applied 

' Follow the appli司 mcdi 

' Do not co.v the text and formula from aDDlied meths. 
ramer to rererence to me appiiea mem 

Monitoring Meth Applied 
and Monitoring Plan (3) 

onitoring Plan-Guang灯 Project 

Number of permanent sampling plots 

Shalum-Substratum m Areaユ司 
1-1 212.0 
1-Z 454.3 
fl-I 9.0 

『2 3ョ.0 
皿1 馴O.0 
m -2 752.7 
ml 350.0 
Iv-, 150.0 
V -2 450.0 
VIl 4加」 

VI2 5'" 
VU-I RIO 

total 4000.0 

Monitoring Meth Applied 
and Monitoring Plan (2) 

・ Monitoring Plan-Guang灯 Project 

' Stratification: Further strati印 to sub-strata in terms of 
かanting time 

産冒 

Cui山n .illa" 

声 
奮 ' 

Monitoring Meth Applied 
and Monitoring Plan (4) 
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Project 
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� Emission and leakage:

using formula in the meth applied

National emission factors

Baseline Methodology Applied
----ex ante  estimation of project net removals by sinks 

-–Guangxi Project (2)

Baseline Methodology Applied
----ex ante  estimation of project net removals by sinks 

-–Guangxi Project (3)

Ex ante estimation of project ER
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� Monitoring meth applied

� Follow the applied meth

� Do not copy the text and formula from applied meths, 
rather to reference to the applied meth

Monitoring Meth Applied 

and Monitoring Plan (1)

� Monitoring Plan-Guangxi Project

� Stratification: Further stratify to sub-strata in terms of 
planting time

Monitoring Meth Applied 

and Monitoring Plan (2)

� Monitoring Plan-Guangxi Project

� Number of permanent sampling plots

Monitoring Meth Applied 

and Monitoring Plan (3)

� Monitoring 
Plan-Guangxi
Project

� Monitoring 
and 
verification 
frequency

Monitoring Meth Applied 

and Monitoring Plan (4)
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Dcio-Economic Benefits 
一’ ngxi Case (1) 

Income generation 
About 20,000 b c司ね「me円げ5,000 households 

The total income : US$ 21.1 million within the CP 
The mean net annual income per capita will be increased 
by US$ 34 or by 23.8% compared to the year 2004 

Especially important for ethnic minorities in Huangjiang 
County: mean net annual income per capita increased by 
about 200% 

■ Creating employment: 
I about 5 million person-days of temporaツ employment 
I 40 long-term job positions during the crediting period. 

ethnic minority groups in Huangjiang County 

Important to identify risks and how to address the 
risks 

Collecting stakeholder comments (1) 

. PRA is recommended to be conducted 

i' Chambers, R. 1992. Rural Appraisal: Rapid, 
Relaxed, and Participatory. In蚊itute of 
Development Studies Discussion Paper 311. 
Sussex: HELP; 

i' McCracken, A, Pretty, W , Conway, G., 1988, An 
Introduction to Rapid Rural Appraisal For 
Agricultural Development, International In蚊itute 
for Environment and Development, London. Also 
see: 
wwwおo.org/docrep/W3241E/w3241e09.htm 

Experience from validation 

. To ensure that everything you said in PDD is 
verifiable or has evidences being provided 

Any statement/justification/argument 

Data/parameters applied 
Origional interview/survey data/spreadsheet 

Equations (e.g. growth curve for ex-ante e蚊imation 

No significant negative social economic impact 
(either indicated in DNA letter of approval, or 
official s切tement from provincial gov) 

No significant negative environmen切l impact 
(either indicated in DNA letter of approval, or 
official statement from provincial gov) 

Environmental Benefits 

■ Biodiversity conservation 

I Expand buffer zone of nature reserves 

1 Enhance connectivity of nature reserve 

■ Soil Erosion Control 

■ Improving watershed management and 
contributing to the outside of the project boundary 
and the ecosystem improvement along the Pearl 
River, through demonstration and extension of the 
project experience to other areas. 

■ Important to identi印 risks and how to address the risks 

Collecting stakeholder comments (2) 
- 

Guangxi Project 

v' Distribution of leaflet: describing CDM concept and 
benefits 

I Seminar of farmers' representatives in each of 27 
viねges 

I Questionnaire: 10-15 households randomly selected 
from each villages. 

Thanks for your attention 
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� Income generation

� About 20,000 local farmers of 5,000 households 

� The total income : US$ 21.1 million within the CP

� The mean net annual income per capita will be increased 
by US$ 34 or by 23.8% compared to the year 2004 

� Especially important for ethnic minorities in Huangjiang
County : mean net annual income per capita increased by 
about 200%

� Creating employment:

� about 5 million person-days of temporary employment

� 40 long-term job positions during the crediting period. 
ethnic minority groups in Huangjiang County

� Important to identify risks and how to address the 
risks

Socio-Economic Benefits

Guangxi Case (1)
Environmental Benefits

� Biodiversity conservation

� Expand buffer zone of nature reserves 

� Enhance connectivity of nature reserve

� Soil Erosion Control

� Improving watershed management and 
contributing to the outside of the project boundary 
and the ecosystem improvement along the Pearl 
River, through demonstration and extension of the 
project experience to other areas. 

� Important to identify risks and how to address the risks

Collecting stakeholder comments (1)

� PRA is recommended to be conducted

� Chambers, R. 1992. Rural Appraisal: Rapid, 
Relaxed, and Participatory. Institute of 
Development Studies Discussion Paper 311. 

Sussex: HELP; 

� McCracken, A, Pretty, W, Conway, G., 1988, An 
Introduction to Rapid Rural Appraisal For 
Agricultural Development, International Institute 

for Environment and Development, London. Also 
see: 
www.fao.org/docrep/W3241E/w3241e09.htm

Collecting stakeholder comments (2)

� Guangxi Project

� Distribution of leaflet: describing CDM concept and 
benefits

� Seminar of farmers’ representatives in each of 27 
villages

� Questionnaire: 10-15 households randomly selected 
from each villages. 

Experience from validation

� To ensure that everything you said in PDD is 
verifiable or has evidences being provided

� Any statement/justification/argument

� Data/parameters applied

� Origional interview/survey data/spreadsheet

� Equations (e.g. growth curve for ex-ante estimation)

� No significant negative social economic impact 
(either indicated in DNA letter of approval, or 
official statement from provincial gov)

� No significant negative environmental impact 
(either indicated in DNA letter of approval, or 
official statement from provincial gov)

Thanks for your attention
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NGOによるPDDの椎討事例 
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講 義 次 第 

はじめに（Clの紹介） 

1.気候変動と生物多様性（概論） 

2.プロジェクト（POD）の概要 

3.方法論の開発・審査の経緯 

4.社会・環境へのインパクト（CCB基準） 

5.プロジェクトの実施体制 

6.今後の課題 

Cl's mission 

／、 鷺 、 
“地球が長い年月をかけて育んで 

きた自然遺産としての生物多様性 

を保全し、人間社会と自然が調和 

して生きる道を具体的に示すこ 

と．’ 

'To conserve the Earth's 
living natural heritage, our 
global biodiversity, and to 
demonstrate that human 
societies are able to live 
harmoniously with nature." 
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Organizaf ion 
◆名称： コンサベーション・インターナショナル（CI) 

◆設立： 1987年 

◆ミッション： 地球の生物多様性の保全 

◆理事昌ノ（lFC): Peter A 飼gmann 

◆活地壇： 生物多雑木ットスポットおよび原生生態 

系地域の発展途上国を中心に世界40力国以上 

◆スタッフ： 全世界で約卿名（生物学者、人頻学者、 

経済学者、マーケティング、l 門家などを含む） 

◆」三士＝： 企業、個人．財団、政府、国際掛関など 

◆活助： 自然保護区の設定・運営、細危慣租の保全、 

住民参加型の資源管理法の導入、エコツーリズムなどの代 

替生計手段の提供、コンサベーション・コーヒー碑、 

カーボン・オフセット事巣、環境憤務スワップ血 
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地表面積のわずか2.3%でありながら、地球上で最も絶滅が 
危慎されている哺乳類、鳥類、両生類種の75%が生息 

~，. ‘一 加＝ 

●魂に：叱こさ＝Sと 

母 

--

ConervatIon Intern叶lonal 
~~ 

コリドー（生物多様性回廊）アプローチ 

生*多農鷲示ッ,ス示’yI, 

兼＃PB雷寮屠地の膚賞地 

への帽農か撒運に遮室 

熱存原生林 

尋井再生・アグロブオレス1・リー 
中岡摘林事案の推雀 

‘， 

琴存華生粋 

主抽多排世コクF一の’膚に‘" 

謝車‘，・瀞曜肘農壁の摧雪 

」」』三／一 
”

一

 

」
 
」
 

 一
 

CIQ)トリプル・ペネフイツト型 
『コンサベーション功ーボン』のコンセプト 

5 -費●蹴貰一、の蜘 

・森林消失の防止によるGHG誹出の予防 
・保全・再生林によるGHG厭取 

主i, w1 血、，罵‘＼触元ヲ 

~一 
/--~,L -

／ー 一 － ’、 

‘ーγ‘ーw 
''p‘請ッ~ヌポ三ノ‘の粛筆かー→叩奮繊寅‘への●群 
』保全地域の指定 「 
・生黼系地靖の保全と回復 二 

・生態系サービスの回復と経済価 
憧の付与 
・自然災害への防止 

・保全活動による雇用の剃出 
・持続可能な農業・林集1こ向け 
た技術移転・能力開発 ／ 

mr'r,－干叫 

2005年愛知万博・三菱未来館＠Earth 

~●知万博に出展討‘る三費グループ●I'！甘油軸・遣tlci,かる 
Co噂出量割フセ外 
~0 盛叩琳“によるトリプJ‘・か‘し・プロ佐クトで月フセ外 
・万博を遣じて、広く→’、生．叫の保全峨麟ma●て暑見 
・マ効ユ力‘“林保■．づく自主的（非CDM）クレ物ト 

クライメイト・トラスト社 
（米国、オレゴン州） 

工クアドル・トリプルベネフ 
ィット型の植林cDM事業 

フィリピン・バイオマス＆植 
林CDMのジョイント事業の 
開発 

I豊
n 叫－而F・‘‘ト 

A 鳳 

・オレゴン州佳により‘発”雌させ“宣舶畢ガスを 
オフセ外 
江クア円‘~保■．づく自主的（非00叩クレジ外 

・脚リコーと~こよるェクア円‘I．廿る再”“粛 
・畔間で的1町t-C02を“予定 
・加'7年1月'cc叫“会I功“おLUPODI叫出 

・再軸加叫と山h~．利用●I、イオ“ 
加ダ力‘C“粛叫発 
・三費韓~働に却‘桝環緯セ” 
-．助成’を骨て、フィリウ・ギリノ州で臨件 
群成■豊映生中山．1昨助 

C 功ーボン・オフセット事業のしくみ 
「轟林保積1と「再櫨林」、2-4Zアプローチ 

ゴ＃諦糞I三離離I奪携')IJk M難』’響鷲”α層曹‘" 

投資家 
（企業） 

1S-

盛 
にし，SE‘、JLT－い， 

］、T王,N,::．、Al 

引“" 
,ー ， 

点論森林のi全管理 
●”章 

ト‘ 

ノ叶・阜 

再植林 

増元＝1ミユ＝テイ7J 

寿鼎膚‘確賓 

トリプル・ベネフイツト 
カー求ン事業 

. 

I 
S
・こ 

l 上
 

贈「 
' 

候変動と生物餌様 ス
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蝋瞬9 価値とは？ 

！経済的価値： 
食料・素材の提供；遺伝子プール；工コツーリズムを含 
むレクリエーション機能の提供；二酸化炭素吸収・固定 
など 

生態系サービス： 
大気成分の調整；気候の調整；水質浄化・水源涵養；自 
然災害・土壌浸食の緩衝機能；土壌生成；花粉運搬；動 
植物への生息地の提供など 

存在価値： 
科学的、景観・審美的、教育的、倫理・宗教的価値など 

持続可能な関発への貫献＝cOMの目的！

生物多様性への脅威 

農地への土地利用転換、都市開発の進展 
による生息地の破壊 

外来種（移入種） 

食料や薬、ペットなどへの利用を目的とした 

狩猟・採取 

違法伐採 

気候変動による生息環境の破壊や分散化 

地球規模問題は相互連関している！ 

気候変助に関する政府間パネJレ 
aPCの第3次評価報告書 

「気候変助は、独立した問題ではなく、他の 
自然災害や地球環境問題と密接に関連して 
いる」「（地球環境問題に係る）各種国際条 
約間における科学的・政策的連携を図り、不 
要な『負の影響』を回避し、多重的な便益が 
具現化されるような取り組みがなされるぺき 
である」 

気候変動と生物多雛の関灘は 

科学的にも確認されている 

~1 

rh 

" 

・生計手段の多様化と収入機会の増加 
―持続的な自然資源管理 
―自然資源・資産へのアクセスの改善 
―社会（コミユニティ）資産の質・量の改善 
―人的資源開発への貢献 

・健康・衛生状態の改善 
―きれいな水資源の確保 
―豊富な食料・栄養源の確保 
―疾病率の低下I伝統的医薬へのアクセス 

・自然災害に対する脆弱性の改善 
―洪水、森林火災、台風、地滑り、津波などに対 
する防御 

―社会・経済環境の変動に対する防御 

輪，】 
」筆 

謡・漁遭 

気候変動と生物多様性の関連性 

' 

~ 

'L 

●全世界で1年間に排出される温室効 
果ガス（GHのの約1/5は、森林消失 
や森林からの土地利用転換に基づく 

（約60億t-002) 

→zメl加辛鳳 rn窒に匹膚 

●森林破壊を防止することでGHG排出 
を阻止するとともに、植林によるGHG 
吸収によって気候変助対策の有力な 
手段となる 

●気候変助の進展により生物の生息 
環境が改変 
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~  叩馴貝－槲電緋
京都議定書12条 （抜粋） 

’社柳出如~慮‘・~会血軍）m●て~める， 

2 低摘111聖の．加飼慮“，附罵喜ImI~■以Is~叫雌可能な．舞 
“鵬し●t軸始相助■“敵1●~文畢1●之出畑属書Im" 
約“=“血に基吹“”飼丑tI叫に関n像畳化督帥車“”豊 
劇ること壱支極椎二とを目血：する． 

a 裡柳出如~慮．下で， 

(.3 附餌書ImI~■胤外叫“，．証討lた井ll1 減量奄生n事栗活 
”ら甲」益奄骨る． 

N 附”【“~“，編＝“血“α．出…丑t’~闘拓像 
量化首l孟勲東の→．豊守雌する孟曲，〔．助事集活”腔れ．堰された井出m 
”こ叫書””“としての”曹畢た”■~言t~ 
用いる“m, 

蜘為嶋●M爪.)1p加~手1 

~血聖商品の”
・法令の先を行く”謝応

品の環構性柵（排出鳳早
の“など

“・琳“貫敵する
CDM 

曽嘱 

a 細 
~ 

維の血”嚇か“ 
．出叫 

『『消 

dIT 

在活働 

柳出叫■“鵬 

トーの竺cD乞 

) 

r『‘ 

'’の 

＞ プロジェクト名称ニェクアドルにおける「トリプル・ペネフィツト 
型」再植 CDM事桑 

＞ 案件滞虚いDD策定）にあたって叩査内春：事象地の退定 
、事業地に関する各轟情報の収集・分祈、ホスI．の政策・制 
度等の斑、方法諭の■発、ペースライン・シナリオの設定と 
滴加性の輪討、OH0嘱収量の算定、環境・社会””析、 
地元利害■督者との対話、土地所有権のm・確定など 

＞ 対象地域ニェクアドル北西部、マチェチンデュル地域 

＞ 現紬鯛奮：計2fl+i -トブー団体等が定編的I．入り． 
さらに現地事務所、現地コンサルタントが頻繁に対触●訪問 

・削減型CDM事業の場合、ある程度の産業集績 
や経済開発・成長が見込まれていることが、投 
資側の条件とレて●要 → 最貧■での投資事 
業は少ない 

・A /CDM事業の場合、皿日であっても投資 
対敵となりうる 

・ただし、新たな技術移転などの効用は少な 
い？ 

, 

が ぐ 
\
 

呼・プロジェクト(ppp)の概要 

鳥 NAT LONA 編編． 

" ―人“たり●■民所得!加．111（民の加“が貧■ライン以下〕 

” 叩P虜長率は1.7双200 年〕．インフレ皐はL1%(2004年〕 

● 主な産業：石油、Il」ナ、菱殖工ビ、生花、観光など 

● 東部のアマゾン轟林地帯、中央部日，l×●唾のアンデス地域、太平洋 
沿岸地結，ガ引ロm島か6なり，多様な気性番．生雄系“す 

● 急遣な轟林減少と再植林承テンシャ 
JL(OO!hi. rrro餌豊) 

" 2加生物多様性ホ，トス承外雌 
わる地雄 

黒「 

a 

4 4
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ホスト国のCDM受け入れ状況 

● 2000 1月13日に京都議定書葡結 

● 2加昨4月に環境省をDNAに指定 

● 国家気候委員会が、DNA ほか、CDM承認横眠AD-MDL)やCDM 

推遣柳関(CORD ELIM)を続括 

●1992年より植林CD嗣可曽性を探る事桑を受け入れ実雄 

● 2件．水力発電によるCDM事桑が有勃性．査中（3月車日現在） 

● CD“プロジェクIwホスト国とレての承 
認手続きについては、2003年4月に環 

境省令16号とレて法令化 

● CD“事桑におt,る日Aの必要性につい 
ては、政府が横討中 l 

プロジェクト内容 

● エクア岡レえ西郵マチェチンデ:1)レ~放東Mた執車地．牧車地打切サト 
ウキピ粗”“I血約m．で．再植榊D畔編 

● 植林対散地填は．平坦地か‘帆斜加～酬に駈い亀糾．まで含桝lる。すべ 
ての再植林予室蜩＃嚇童m●キ口胤内に位置する 

● 生物多採性の保全仁目時仁貫劇－る事粟とすることを目的とし．d”周有 
種を含む在来剛こよる霊合檀林（10'-2 ．入（2）伐倒こよる経情的な利益目 
収はfilコない 

● IGER（更新なL 0年間のクレジット網■）叫用。約15万t-G02の航人為 
的吸収量を予定 
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事枷地の適格性 
>1989年12月31日現在、森林でなかったことの証明 

→~寓，m 者および岡皿コ●コニ，fか印柾~により．, 

＞ 森林と杜：o i 冠率が10 -30%.②最小面積が0.05- iha.. 

③最低樹高地～5m。それ耐lの着準値は、ホスト■が決定できる 
→工クアF)レで杜、雄最稿決定討、ていないも叩、fllIJA 杜:①最低樹冠事30% ）最 
小西積1“、α）最低紺高●1せする方針 

＞ 現在は、E叫策定した土地遥格性テスト（L.u'd El'b“しTaM) 

を使用することが義務刊廿られTI.喝 

→プロりェクト■始剛こ上配「島林」でないこと．モれが人，的活．（佳“ど），" 
翼書．棚に“も．叫‘ロ 
→再．林叫合，I.8 年1‘月引日．血で．上紀「島林」叫いユ，習山人為的 
活助（仕採など）、自誉災害、幼紺による加でなしにと 

→上冒雄明するため1中）皿早寓帳且デ→“上デ→によ柳足蛙杜，, 
）地上，査（土地利用計固、土岬用許可、所有・士岬用豊母配~’つ吐は、 
い)上酬入手で的‘喝合．，加聖調豊手鶴．…~長者雌冒” 
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Fig. 1. Actual net, baseline net and net anthropogenic GHG removals
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プロジェクト形成にあたっての 
Lessons Learn+ 

＞ 事業対象地域の遣定・決定 →couルールに合致する適地の 
確保は国雌 

＞ 加年JL-駐雌：す土畑隈定的 

＞加年ルー」l冶致奄「旺明」できる士鵬さ~唾的（→~雇事’（~●） 
山て．遣地判定●一」l桝択．PV(~I る同●－」I"”着化〉 

＞ トリプ“ネフ"I・叫柳“罰~林栂ころ”（仕~る”伯 
“柵れる事~ぬる｝ 

＞ 第1約東網■中のクレジット創出量を考えれは、．地、歓者、 
カ法．．成・申鯖など●同時並列的に遣行させる必要軸る 
→ リスク要図 

' ARノ0DMは蛙穆．網でもあり、なシくく多くの専門駅などと” 
見交編割,W~必要がある（A師桑部会(ARWG)0 像 
加方向性の確認、他のプロジェクI”え方や進捗状況など） 

事業およびベースライン方法論 
の腕と申請の経緯 

‘ 車件相叫(2002年｝ 

＞ 事栗謝亀地の●准(2003年夏｝ 

> ”ノt加9で．A量●用JレーJレ慨（加3年11月〉 

> G鼠費’で軒勧鶴論(NMJお“PD~（~年7 月｝ 

＞ 事集謝亀地Iカ耳血更（~年11月｝ 

＞ 九ノスアイレスcopioで，醐楓AR-CDMm方~択 （~年12 月〉 

● 6 民餌査（新餌方法論およlpDDの．舞〉完了（柳5年3月｝ 

＞ 木スト■（エクアドル｝の”大臣～Dプリーフィング(2005年4月｝ 

> NMおゆPD叩内外．専門康による’ェック出軽化(2005年5月〉 

> NMおよびPD叱モレ，請-.ARM H 加ill事集実施における尉電的バリアから 
着加性．す碑林・再拙林事栗のためのベース,イ＝坊法論」 (2005年6月〉 

> CDM-EBFこおいて．AR見，加性トJレ”~1 る(2005年●月〉 

● 苗床の早．・．重(1005年lD月｝ 

● ERから方”tc判定（却下〉(1005年9月〉 

qが縄した闇画IIへの田評価（つづき） 
咋““．~~y fu“~“州加n, rsfgr "“伽n p1.~＋~酬I-
加＋,，~~~加 f -―加““●~●．“州加r) 

皇女”血【つづか

・皿雌ト”着~用，アプロー”（尉．如’Jア〉“肘るな‘~財 
務分蜥を異施し、バリア分析に皿昨の権用を粗るJ＜き悼い｝ 

・地●パイォ●ス量については，“馴オ．量「こ謝する比阜から車めるのカ．も 
簡単 

・植林地の下早．（馨作｝に担因する‘●載1摘丑，の可雌」ニついての言及・推針“要 

・~「こついては，細のモ＝’リングの可”‘~加スト｝は●いて．＋分~ 
“唇 

・~年以陣の事集”の無合のモ＝’リング網■（5年｝は？ 

・方踊●書き方 
→C~“~で！ 
→‘くース，イン般霊とi‘雌判定を”Fご分Iナる 
→GP叫ど外“・書姫から■用する“柳●ぺー舛“のこと 

. 

、． 

, 

311法論の開発と 
審査の経緯 

qが縄したA~11への田師価（I) 
{'I“●m●‘I“~‘~.ffw ”●4加●●叫w "$~”」~“‘加H加・ 
加＋,．~~‘．“●一~，加怖●●~．“州加I.) 

金緯~~ 

・皿月的”る停事・事”に●したデ~」っと伽ぺめ 

・―方で，田用的でな叫分もある（喜林モデルが現用的悼い．デ→の入手可能性 

を勘章すれ鵬酬＝＃農“Lた事覇「こ~●~”あり｝ 

・饉■不思 

・ョ用阜件が不＋分（リーケージに国する部分など〉 

皇女”血 

・事栗地せD劃定値・デ→の使用が“ 

・軽済性餌佰が不＋分口スI脅折のみ｝ 

・構”レ”す~（.a1h4 d~ー叫によるリ→→““級 

・不確実性加が不十分 

・伯用している真柿●デJレでは，．地，~、ら“”出や■料伯融“に 
推p~ない．で佳7 

・モデIl'＝よるG1Q．康量推劃世と異謝地の比軸軒価による恒朝座チェック 

新規ベースライン方法論の腕 
と申請の経緯（つづき） 

● ARM咽10が初の“Mとして承，（柳5年12月〉 

＞ 耳慮”した“叫．済-.ARMM0021"Af伽●●“1●・‘Ret.● a "i 

of LpiI C.rbfltyunc1&, i HW,J1or Psto,,1 Uee' (l006*3月) 

＞ 植棚像地の事前準．作栗叫（．草など〉（~年豆～秋） 

> E岬,ARMMO021に謝して．明血（~年9月｝ 

＞ 事栗封亀地の→耳血更（~年3月｝ 

＞ 初のAR-CDM事集 （中■｝が有勃化審査通過（~年8月〉 

＞ ~~-.ARM H0021-ew（~年10 月｝ 

> ARM咽21,"I；謝して，T~●~~iic "－叫“（~年12 月｝ 

> ARM H0021-e確．正~(1007 年1月｝ 

● ARWG15で春．(”年1 29-31日｝ 

● ERで審維予定(加7年2月14-1‘日〉→承，? 

‘ 植林”予准(2007年2月〉 
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ARNMOOZ 1-revの概要 
基本的な方向性： 当初、幅広く航林・再植*CDM事業I．用できる汎用的な方怯曲を目 
指して、ARNMOOII を■発するも、CDM-E日でC利定．’用条件を厳格にしたARAM 0001を” 
に、既存承●方mか”引用をベースとしてARNMO02Iを■発 

ベースライン設定ノ、のアプローチ：ARNMOOIIでは、 日「プ叱社クト境界内の坡素プー'JI. 
において、最も軽済的に魅力的な土地利用における坡素固定量の血化」を揮用して‘叱も加、 
ARAM 000lに徴い、 A「プロジ土クト境界内の憐素プーJにおける現行または歴史的な坡素固定如血 
化」を遥択 

ARNMO02I の特徴（ベースライン設定）：刻像地域の土地利用における前提条 
件坑劣化した土地(Degraded land)や車地I皿定されず、農地も対像と出来る．そ．上、ダイナミ， 
クなベースライン・シナ'M1設定が可龍で齣、逮上■の現状から見ても事業刻像地の温択肢が広がる 
→C－としては、鳳生林などの伐掃圧力となる隣捜農地でのCDM事業が可祉なる 

対象とするカーボン・プー)レ：地上および地下パイオマス、落葉落枝、枯死木．土壌有 
操物は合排い 

リーケージ： 
・苗、作業員、収農品叫界外へ／か”審躪に伴う車肩か”GHG叫出 
・境界内か”人鳴転にれ”人々は、対像地の土地利用の権隈を有さない加、「活．審転」に 
はならない） 
・鵬料木および木炭収集叫界外への審転 
・木製柱の使用 

線のベースライン設定 

shrubby secondaリ 
grassland forest 
(failed (successful sugar palm1 

198612000 banana regenerafion) regenerafion) cane cr叩s tree pasture  sum 

banana 44.01 0 21.77 0 0.44 5.341 15.18 86.741 

shrubby 
grass伯nd 

(failed 
regeneration) 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

secondary 
forest 
~uccessful 
regeneration) 2.15 0.00 185.51 0.00 0.00 0.28 4.84 182.88 

Bug日「c日ne o-00 0-00 0-00 0 -00 0-00 0 -00 0-00 0-00 

crops 0.00 0.00 0.50 0.00 3.78 1.16 1.58 7.02 

palml tree 0.00 0.00 2.87 0.00 0.01 16.82 0.00 18Jトー1 

pasture  1.21 0.00 45.38 0.00 0.48 6.37 115.16  1 

sun, 47.37 0.00 256.04 0.00 4.71 28.87 136.86 4  

- 

/ 

ノ 

4 

鳶ー'A 、‘ 
凸 

I 

．’ 

会・環境へのィル《クト 
(CCB基準） 

ARNMOOZ 1-revの概要（つづき） 

方法論の適格条件： 

・事業地の現状土地利用は、草地、農地、または荒廃地で、「森林」に敵当しないこと 
・現地の社金・環聴況が、天縮柳、の侵食を促進しないこと 

・事業前の土地利用活助喝転し持鱗的に維麟できるだけ切土地が周辺にあること 
・事業地へ直接植林すること 
・土地準憎が、土壌有橡物嵐棄スト，クを線少、または土壌有軸からの’に02排出を 

増加させないこと 

・浸水堆海が実施されないこと 
・短長期での伐採は可能 
・BLシナリオで検討される全ての土地利用において、土壌有軸の嵐棄スト，クは、プロ 

ジェクトシナリオと比較して、滅少または低い増加であること 

・プロジェクト活助として、鰍は行樹lないこと 
・BLシナリオが、アプローチ22a）過去の嵐棄ストック量の変化を猫たすこと 
・事業前の土地利用唖畑のみが、BLシナ財の土地利用区分となると思樹lること 

・植林樹種に盟棄固定種は、使料lないこと 
・事業前活働が境界外へ移転しないよう、PPが管m限を有すること（農業や放牧は、事 

業開始時点で義了させ洲lること） 
・事業実施の軸果、境界外で叫料木の収集または農家（農地）略棚起こらないこと 

表ラペルラ地区の年別・継麟I転換別土地利用面積 

!
 

ー器器器器”器器器器器婆 

留

叩

 
叩
 
叩
 
叩
 
叩
 
叩
 
叩
 
叩
 
叩
 
叩
 
叩
 
叩
 
叩
 
叩
 
叩
叩
 
叩
 
叩
 
叩
 
叩
 
叩
 
叩
 
叩
 
叩
 
叩
 
叩
 
叩
 
叩
 
叩
 
叩
“
 

「
 

呻

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

“

 

一
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
“
 

鷺

 
『

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

“

 

b門門 kil「． 

-1』 0』 

-1』 0』 

-1』 0』 

-1』 0』 

-1』 0』 

-1』 0』 

-1』 0』 

-1』 0』 

-1』 0』 

-1』 0』 

-1』 0』 

-1』 0』 

-1』 0』 

-1』 0』 

-1』 0』 

-1』 0』 

-1』 0』 

-1』 0』 

-1』 0』 

-1』 0』 

-1』 0』 

-1』 0』 

-1』 0』 

-1』 0』 

-1』 0』 

-1』 0』 

-1』 0』 

-1』 0』 

-1』 0』 

-1』 0』 
-,n nn 

》農 

司

「

】

器

 

」
 

呻
 
弾一一一一一一一一 
D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

I

I

I

I

I

I

I

I

D

D

D

n

 

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

n

 

一
器
器
器
器
器
 

a5 1皿4 

al l"5 

1-0 1皿石 

1-2 131-1 

1-5 1加』 

11 1加』 

20 1四」 

22 1加ユ 

24 121コ 

21 1妬4 

29 1万石 

ユ2 1ユ目、1 

ユ4 1刀』 

ユ1 1刀’ 

ユ9 1刀」 

'2 121ユ 

'4 1加コ 

'6 1194 

'9 11■5 

51 1111 

54 116』 

56 115' 

59 115』 

El ll'1 

E3 113コ 

E6 1124 

E ■ 1115 

11 110石 

7' ,n97 

0』 

0』 

0』 

0』 

0』 

0』 

a0 

0』 

0』 

0』 

0』 

0』 

0』 

0』 

0』 

4
1
月
5
1

月
5

ユ
月
5

ユ
！
5

ユ

！

石

コ

！

石

コ

D

石
，
 

13
 

15
 

伯
 
伯
 
加
 
1
 
コ
万
 
西
 
●
 
加
 
31
 

“
 
あ
 
．
 
翡
 
．
 
引
 
．
 
●
 
I
 
．
『
 

4 4 戸 ー 【 】 ' －げ 

吐会・経済状況 

＞ 国民一人当たりの国民所得：$2,118（国民の約65％が貧 
困ライン以下） 

＞ 対象地域周辺では、人口の85％が絶対貧困に苦しみ、 
中等教育修了者は全体の5.3% 

＞ 地域経済・産業は農業が中心→国際市況に応じて、 
サトウキビか放牧のどちらかを選択 

＞ 森林伐採の進展により、生態系サービス面で影響が既に 
出ている（ステークホ)げー・ワークショップでも意見あり） 

> ―方で、工コツーリズムの萌芽がみられる 
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La Perla         

1986\2000 banana 

shrubby 

grassland 

(failed 

regeneration) 

secondary 

forest 

(successful 

regeneration) 

sugar 

cane crops 
palm 

tree pasture sum 

banana 44.01 0 21.77 0 0.44 5.341 15.18 86.741

shrubby 

grassland 

(failed 
regeneration) 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

secondary 

forest 
(successful 

regeneration) 2.15 0.00 185.51 0.00 0.00 0.28 4.94 192.88

sugar cane 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

crops 0.00 0.00 0.50 0.00 3.78 1.16 1.58 7.02

palm tree 0.00 0.00 2.87 0.00 0.01 16.82 0.00 19.70

pasture 1.21 0.00 45.39 0.00 0.48 6.37 115.16 168.61

sum 47.37 0.00 256.04 0.00 4.71 29.97 136.86 474.95
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 �����Areas that remain� ��	��Areas that change� 

year bnn 

fail 

reg 

succ 

reg 

sugar 

cane crops 

palm 

tree past bnn fail reg 

succ 

reg 

sugar 

cane crops 

palm 

tree past

2007 40.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 136.1 -1.0 0.0 1.7 0.0 0.0 0.2 -0.9

2008 38.9 0.0 1.7 0.0 0.0 0.2 135.2 -1.0 0.0 1.7 0.0 0.0 0.2 -0.9

2009 37.9 0.0 3.4 0.0 0.0 0.5 134.4 -1.0 0.0 1.7 0.0 0.0 0.2 -0.9

2010 36.8 0.0 5.0 0.0 0.0 0.7 133.5 -1.0 0.0 1.7 0.0 0.0 0.2 -0.9

2011 35.8 0.0 6.7 0.0 0.0 1.0 132.6 -1.0 0.0 1.7 0.0 0.0 0.2 -0.9

2012 34.7 0.0 8.4 0.0 0.0 1.2 131.7 -1.0 0.0 1.7 0.0 0.0 0.2 -0.9

2013 33.7 0.0 10.1 0.0 0.0 1.5 130.8 -1.0 0.0 1.7 0.0 0.0 0.2 -0.9

2014 32.7 0.0 11.7 0.0 0.0 1.7 130.0 -1.0 0.0 1.7 0.0 0.0 0.2 -0.9

2015 31.6 0.0 13.4 0.0 0.0 2.0 129.1 -1.0 0.0 1.7 0.0 0.0 0.2 -0.9

2016 30.6 0.0 15.1 0.0 0.0 2.2 128.2 -1.0 0.0 1.7 0.0 0.0 0.2 -0.9

2017 29.5 0.0 16.8 0.0 0.0 2.4 127.3 -1.0 0.0 1.7 0.0 0.0 0.2 -0.9

2018 28.5 0.0 18.5 0.0 0.0 2.7 126.4 -1.0 0.0 1.7 0.0 0.0 0.2 -0.9

2019 27.5 0.0 20.1 0.0 0.0 2.9 125.6 -1.0 0.0 1.7 0.0 0.0 0.2 -0.9

2020 26.4 0.0 21.8 0.0 0.0 3.2 124.7 -1.0 0.0 1.7 0.0 0.0 0.2 -0.9

2021 25.4 0.0 23.5 0.0 0.0 3.4 123.8 -1.0 0.0 1.7 0.0 0.0 0.2 -0.9

2022 24.3 0.0 25.2 0.0 0.0 3.7 122.9 -1.0 0.0 1.7 0.0 0.0 0.2 -0.9

2023 23.3 0.0 26.8 0.0 0.0 3.9 122.1 -1.0 0.0 1.7 0.0 0.0 0.2 -0.9

2024 22.2 0.0 28.5 0.0 0.0 4.2 121.2 -1.0 0.0 1.7 0.0 0.0 0.2 -0.9

2025 21.2 0.0 30.2 0.0 0.0 4.4 120.3 -1.0 0.0 1.7 0.0 0.0 0.2 -0.9

2026 20.2 0.0 31.9 0.0 0.0 4.6 119.4 -1.0 0.0 1.7 0.0 0.0 0.2 -0.9

2027 19.1 0.0 33.5 0.0 0.0 4.9 118.5 -1.0 0.0 1.7 0.0 0.0 0.2 -0.9

2028 18.1 0.0 35.2 0.0 0.0 5.1 117.7 -1.0 0.0 1.7 0.0 0.0 0.2 -0.9

2029 17.0 0.0 36.9 0.0 0.0 5.4 116.8 -1.0 0.0 1.7 0.0 0.0 0.2 -0.9

2030 16.0 0.0 38.6 0.0 0.0 5.6 115.9 -1.0 0.0 1.7 0.0 0.0 0.2 -0.9

2031 14.9 0.0 40.3 0.0 0.0 5.9 115.0 -1.0 0.0 1.7 0.0 0.0 0.2 -0.9

2032 13.9 0.0 41.9 0.0 0.0 6.1 114.1 -1.0 0.0 1.7 0.0 0.0 0.2 -0.9

2033 12.9 0.0 43.6 0.0 0.0 6.3 113.3 -1.0 0.0 1.7 0.0 0.0 0.2 -0.9

2034 11.8 0.0 45.3 0.0 0.0 6.6 112.4 -1.0 0.0 1.7 0.0 0.0 0.2 -0.9

2035 10.8 0.0 47.0 0.0 0.0 6.8 111.5 -1.0 0.0 1.7 0.0 0.0 0.2 -0.9

2036 9.7 0.0 48.6 0.0 0.0 7.1 110.6 -1.0 0.0 1.7 0.0 0.0 0.2 -0.9

2037 8.7 0.0 50.3 0.0 0.0 7.3 109.7 -1.0 0.0 1.7 0.0 0.0 0.2 -0.9
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AR/CD晦業における 
社会・親分析について 

"19 ノcP（~）に訊、ては、ARノcDMにおける社金・~ 
机ついて下加ように規程二 

叫業者が社金軽済的・環境的”に関する分析（~y'J')を 
行い、その“が重大であると事業者軌はホスト国が判断する場 
合には、畔価（AB8BB■1lmt）を行う （→割減CDMと同様のプロセス） 

②押価については、国際的共遣昌隼ではなく、ホスト●の昌隼・手 
続きに甚づいて行う 

・環境分析項目例→木理、土壊、火災リスク、病害虫など 

社班済分析項目倒→現地コミュニティ、免住民旅、土地所 
有権、地元履用、食料生血、文化的・来教的土地、林崖物への 

アクセスなど 

CONSERVAnON 
INT,'=1』五血，一 

→長求項目【譲“縄恒ンカ1TI .土．用有柚”“”■】 

藍曇星金 

●賓質助方加インI切ト【丑雄】【‘須】 
●純人為師収量の’曲算出【‘須】 

‘サイト外で“ンI物ト『」→ー功“】 
‘~【1 血】 
●加jIクトの奮俄””’応【1血】 
●モニタリ”と唾【1血】 

生物多整佐民全 
→血割~血【“】 
~~血IIC ‘網】 
~不性用【‘須】 
●在棄”早］用(1血〕 
~軸や“~へ中質掌CI 血】 
’ま・土””【1血】 
●加沈クト紺魯加位量【1山 

コミコニ【玉ィ貢雌 
~●コニ’ィ内“加~ンI 物ト【 
加jIクト’“奮如 ( 】 
●加jIクト畦事’●安圭性【“】 
加畑~■伯Cl 血】 

‘事言”＾~●＝"“用CI山 
‘伽力”へ中質嚇Cl血】 
●ベスト・プラ”イス【~金陣●●尊量 
如叫入い血〕 

①全”，目t嫡たL名セクションで量低1 

血”→叫I 
●加えて“由●匂,40血-I n ン幻 
O 加えて、各セクションで量低2血”レ“ 
由がI Ij'-ロ血→ル“-J 
④加えて、各セクションで量低3血”レ“ 
由が13 '- 14血→Iゴー．尺I 

生物多様性の確への貢献 

' "“性＾●青加脅婿（真林伐蝋，不接な棚なめ 

‘ ~粗の“（■~粗~像金カ“ 
な■鞠うン種，卿レりドリスト捕乳頻が生且，ノトドライ~ 
→－肴，島~胤よ如 

● 劃毒桝叫．1●堰且上唯”組抽種，叫以上叫 
“．~~且 

● 在ま程．■有加を‘~,て採用 

' “~‘●喜m ，合叫柵昌推n~り，~ 
．生豊系が線・拡大討lる 

‘ 相ト加ト，重“島生』~．遣切に計1痛 
血討lる事糾，生抽多細保全に貢敵 

‘ ~．刻．”曾~の桝細J ており 
序糾水資垣の賞・量畑廿る~保全1こつなI］価 

‘ 化”奮・化~●佳~“" 

‘ 執紬，鞠”合．~るα“り.痢書”血は畑 
討lる 

啼雌自よm コ言ュニ●‘に~し肥 
~の肥柵の鯛・~．（~」 

竺．:'"'－、’，「資苫1一II与峯 

明確なトりプル・ベネフイつトを生み出す土地利用 
(ULLICF序軸”－●戒す●た~の■艇 
但並。全ての土地利用事業が、トりプル・ベネフイつトに 
配慮することの紀並を目m-

．加IFトナー

BPL Sc加:i男ノ社、GFA テ●・システムズ社、インテ 
雄、Cl、I＼ンプ島グ■~研究所jNC ぺ桝 

"“・アF)冒ザー

rRAF（世界アグ~レストIト・セン●－）、CAl王（" 

農業研究センター）、ca可訓そ（■陳耕研究センター 

‘ 憎界級”●“，中■＃．”~ 
梅用．多国籍企軸どで帆CB基準を雌(.. 

~●為曇 

Nww .CII mat●・●tandards.orb 

にニ~j丁Tに二－:”. 

● 全a目、利害国係者とのワークショガを■催．そ① 
- ti 畿も阻時壇元国係者と叫見交繊や情報縄儒を 

、 

碑 
. =~' ● 地権者〈マキプ勿－財国〕はもちろん、馴．雇用者 ‘・ 

'I 

i 」 
、周辺コミコニティ住民、地方政府園任者なとが参 ‘一 

加 

‘ ，加者（”に用辺コミコニ~民〕の国．は高‘ 
雪霞的な奮見””多く出された 、 

● 経済と環境（生物多榛性〕保全の両立の重要性を 
" 

‘ 権林作桑に雇用される者の賃金水隼が桝叫 
m さないユを要求された 

● 将来的には周辺地域Iゆ結大を望む声が多い（た 
だし、89年岡踊がクリアでき砂、迫加性が確保で 
きる加と甘来知〕 

．

引

町

？

 

'

-

 

, 1 ‘ 、 」 ~ 

' Om 碁隼では、桝住民や地権者による計回段階からの参加を雄進 
している 

● プロジェクト計国やモニタリング事桑妃ゆ情報を臨元へ扱儒レ．プロツエ 
クトの遣■化を国つてl'I 

● コミコニティからの雇用確保（賃金水隼については、地元コミコニティとの 
綿密な意見交換を経て訣定予定 

‘ ロツーリズム事業ゆ拡大耳．性 

‘ 嬉元住民か加クレームの受付と封応 
' 

」 
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1.1 

-, .,くための課癌 

● 本プロジェクト対象地域は、財団所有の土地であり、地元コミコニテイへの直接 
的なイン,物トが弱い 

● 現存する原生林を保全していく重要性については、多くの地元利害関係者か 
らも指摘されたが、CDMのフレームの中では難しい 

● 周辺コミコニティからは、プロジェクトの拡大の要望もあり、長期的には地元の要 
望を取り入れつつも、「トリカレ・ベネフイツト」の理解を広めていく地道な努力が 
必要（伐採による経済的利益を迫求するモョレでないということ） 

● 周辺地域では、地元コミコニティも参画する工コツ 
ーリズI功‘展開されており、今後は本プロジェクト 
とプロジェクト周辺の持続可能な開発や生物多 
様性保全への取り組みとのリンケージを迫及して 
いくことが必要 

猫 

方法論・pot,開発／事業実施の体帯 
（日本■円」 

日本‘肝関逗機関などー二 

－国内d )W 累1lr 
岳仰’構所I契約割．’-

（ウシントシーx' 

』 

景地法緯事務所 

控貴企業、 
｛日事企粟】ノ 

エコーセキュリテイ、 

m1i価 isを予定〕窃 

ハトウン」サチヤ叫団 

機林事柔の挂歯支豊 

マキプクナ財団 
増曹者・，s 慮, (-

’響岩m胃”1恋~ 
今像の課題 

・有効化審査 
CDM理事会による方法論の審査（2007年2月）と有効性審査 

・植林事業とプロジェクト豊録のタイミング
養樹園の設置（種子の収集と苗の育成）には、約6ケ月の期間を要 

し、植林開始は雨季（例年なら12月ごろから3-4ケ月）が適当だが、 
事業承認・登録の時期と養樹園設置・植林時期のシンク口 → 
ARについては、事業登録前の事業（吸収量）について、さかのぼって 
の登録が可能(EB決定） 

・投資国（日本政府）承認および豊録
日本政府では、AR/CDMの投資国承認や登録方法について未決h 

~、 

~－ 

、 ~ 

' 

5 .プロジェクトの実施体制 

! 

、
 

・

、

 

，
・
 

下
 

準
 

、
 

6．今後鏡魎 

イHappiness加 

sunlight air, plants, 

water, soil, birds, microorgan加ms... 

しあわせは，日光、空気、琳、水、土、小畠、徴生物・・・ 

Charles M . Schulz 
＼×  ノ 

Thank you! 

www consen/ation. or.j 
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Happiness is Happiness is 

sunlight, air, plants, sunlight, air, plants, 

water, soil, birds, microorganismswater, soil, birds, microorganisms……

Charles M. SchulzCharles M. Schulz
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www.conservation.or.jpwww.conservation.or.jp

Thank you!Thank you!
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